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プロローグ　殺さつ生しよう者もん






　九月二日・診み余よ与馬あたま・男性・十六歳さい・飲食店アルバイト・儚はかな市し内のマンション『アルフハイム』にて何者かにより刺し殺さつ・右大だい腿たい部が切断され持ち去られており未いまだ行方ゆくえ不明。

　九月八日・磁じ鬼き撤てつ鐘かね・男性・二十一歳・大学生・儚市内の河川粋すい想そう川にかかる橋の下で何者かにより絞こう殺さつ・左腕うでの肘ひじ下より手首にかけてが切断され持ち去られており未だ行方不明。

　九月十五日・薺砂なずなずな鋼こう神じん・男性・二十七歳・工務店勤務・儚市内の建築中の家屋の裏庭で何者かにより撲ぼく殺さつ・右腕の手首より下が切断され持ち去られており未だ行方不明。

　九月二十二日・流礼ながれ真ま名な・女性・十九歳・専門学校生・儚市内の調理師専門学校が入ったビル屋上より転落死・右足首より下が切断され持ち去られており未だ行方不明。

　九月三十日・祭さい果はて済すみ・男性・十七歳・高校生・儚市内の高校の野球部部室にて何者かにより撲殺・首から下、腹部より上の胸部を切断され持ち去られており未だ行方不明。

　十月五日・送火おくりび文もん児じ・男性・二十九歳・会社員・儚市内のスポーツクラブのロッカールームにて心臓麻ま痺ひにより死亡・腹部が切断され持ち去られており未だ行方不明。

　十月十一日・羽鳩戸ははとと愛心はあと・女性・二十三歳・理り髪はつ師・儚市内の美容室にて終業後の店内トイレにて何者かにより絞殺・左大腿部が切断され持ち去られており未だ行方不明。

　十月十六日・鑿のみ杭くい金かな土つち・男性・二十五歳・青果店勤務・儚市内粋想川沿いの道路にて車に轢ひかれ死亡・右太ふと腿ももより下、右足首より上の部分が切断され持ち去られており未だ行方不明。

　十月二十二日・爛木野ただきの煉れん・女性・二十六歳・主婦・儚市内のアパート『ビフレスト』にて何者かにより絞殺・右腕の肩かたから肘の部分が切断され持ち去られており未だ行方不明。

　十月三十一日・虐茸しいたたけ絵え凜りん・女性・二十四歳・無職・儚市内の踏ふみ切きりに電車が通過する際に飛び込み死亡・左腕の手首より下が切断され持ち去られており未だ行方不明。

　十一月七日・六々美ろくろくび六むつ美み・女性・二十三歳・大学生・儚市内の自宅敷しき地ち内倉庫にて首をつられた状態で死亡・右腕の肘下より手首にかけてが切断され持ち去られており未だ行方不明。

　十一月十一日・酷里宮こくりみや薄梨はくり・男性・二十九歳・ミュージシャン・儚市内の路上にて何者かに腹部を刺さされ死亡・左腕の肩から肘の部分が切断され持ち去られており未だ行方不明。

　十一月十五日・武器原ぶきはら銃じゆう介すけ・男性・二十八歳・スポーツインストラクター・儚市内の貸し倉庫内にて何者かにより撲殺・左足首より下が切断され持ち去られており未だ行方不明。

　十一月二十日・祝詞屋のりとや紺舞こんぶ・男性・二十歳・運送業・儚市内の大型スーパーの駐ちゆう車しや場にて運送用トラックの中でガス中毒死・下腹部が切断され持ち去られており未だ行方不明。

　十一月二十六日・四刀井しかたない諦あきら・女性・二十一歳・大学生・儚市内の市立病院にて心臓麻ま痺ひにより死亡・左太腿より下、左足首より上の部分が切断され持ち出されており未だ行方不明。

　氏しか姓ばね偲しのぶ。

　は、それをラブレターであると判断した。

　淡あわい桜色の封ふう筒とう。

　封に使用されたハートを模かたどったシール。

　ピンク色の便びん箋せんに認したためられたこぢんまりとした可愛かわいらしい丸文字。

『放課後、東校舎裏で待っています』

　それはどう控ひかえめに見てもラブレターであるとしか思えなかった。

　宛あて先さきと差さし出だし人にんこそ明記されてはいないものの、これが発見されたのは今朝方の彼の下げ駄た箱からだったのだから、この手紙の宛先は──差出人が間ま違ちがえていない限り──ほぼ間違いなく偲。差出人の名前がないのは、ラブレターというものの特性を考えれば別段不自然でもない。もちろん、これが手の込んだ果たし状であるという可能性もあるし、誰だれかが仕し掛かけた性質と趣しゆ味みの悪いイタズラ、ドッキリの類たぐいということも考えられる、それでもラブレターである可能性が一番高い気がした。心当たりがないといえば想おもわれる心当たりもないが、それ以上に恨うらまれる心当たりがない。加えて自分がドッキリを仕掛けて楽しい反応が得られる人種であるとも思えなかった。酷ひどく我が田でん引いん水すいな推すい論ろんかもしれないが、そんなわけで彼は冒ぼう頭とうのように、断定に近い判断をしたわけだった。

　男としてラブレターなら、受けて立たないわけがない。むしろ。

　よろこんでっ！

　というわけで。

　偲は今、放課後の教室にいた。

　帰宅組は早々に退散し部活組はそれぞれの活動に精を出している、中ちゆう途と半はん端ぱな時間。周囲には偲以外には人ひと影かげはなく、どこからか聞こえてくる吹すい奏そう楽部のヘタクソなドナドナが妙みように物悲しく響ひびいている。落ちるのが早い冬の日はさっさと西に傾かたむき、差し込む西日が室内を血のように真っ赤に染め上げていた。

「いや、まいったな」

　ちっともまいっていない口調で、呟つぶやく。

　いつもは適当に整えている短たん髪ぱつ黒くろ髪かみを、窓ガラスを鏡代わりに何度も念入りにチェックする。同じクラスの連中に比べればまだ幾いく分ぶん子供っぽさが残る顔をその前で百ひやく面めん相そうし、自分的に『カッコイイ』顔とはどういうものかを試し行こう錯さく誤ご。普ふ段だんはクラスの頼たよれるイイ人で通っているため、それほど外見的な見み映ばえを追求してはいないが、やはりそこはそれ。誰だれ彼かれ構わず少しでも格好良く見せたい少年心理は、テレビで見た洋画俳優の顔真ま似ねなどをさせてしまう。しかしいくら模も倣ほうしようとも、そこは内から滲にじみ出る歓かん喜きの光線にやられてあっという間に、でれっと飴あめ細工のように溶とけていってしまう。

　自身も日の光で赤く染められながら、教室に一人、自分の机に腰こしを下ろし手紙をニマニマと眺ながめているその様は傍はたから見れば不気味であったが、幸いにそれを客観的に指し摘てきする観察者はどこにもいない。それに、いくら不気味であると指摘されたところで、偲しのぶにはそのどうしようもなく零こぼれてしまう笑えみを堪こらえることはできそうにはなかった。

　笑みも零れようものである。

　そもそも、こういったことにはまったく縁えんがなかったのだ。ラブレターなんて絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種を手にしたのはもちろん今日が初めてだし、告白されたことも告白したこともなかった。大おお袈げ裟さかもしれないが、誰だれかから好意を抱いだかれていると自覚したことも初めてだったかもしれない。それに関してはたぶん環かん境きよう的なものが大いに関係しているのだろうと、彼は割りきっていた。

　そう、環境が悪いのだ。

　具体的に言えば、あの幼おさな馴な染じみが。

　しかしそれも、今日まで。

　独ひとり身み発はつ幸しあわせ行ゆきの片道切きつ符ぷはすでにこの手にある。

　一等当選確実の宝くじを手にしたようなものなのだ。この後、東校舎の裏へ行ってそこに待っている女の子の告白に対して首を縦に振ふるだけ。それだけでたどり着けるのだ。もちろん誰だっていいというわけではないが、だからといって選えり好ごのみをしていられるような身分でもない。それに、ここがゴールではなくスタートなのだから、好きだの嫌きらいだのといった結論に近い感情は、これからゆっくりと育はぐくんでいけばいい。

　そう考えれば、笑みが零れるのも無理はなかった。

　場所と体面さえ許せば、小こ躍おどりのひとつだってしそうなくらいなのだから、不気味な笑みを浮かべるだけで我が慢まんできている己おのれの精神力の頑がん強きようさに感心しながら、偲は出しゆつ陣じんする頃ころ合あいを見計らっていた。

　その姿はやはり不気味以外の何物でもなかったが。

　それでも、やめられないのである。

　と。

「偲ちゃん、なに変な顔してるのかな？」

　正直近寄り難がたい雰ふん囲い気きを放っていた偲の背後から、声がかけられた。ちなみに彼の席は教室の一番後ろの隅すみという授業サボリにとっての特等席であり、よほどのことがない限り誰かが入ってきたら気がつくのだが、気がつくことはおろか声がするまで気配すらも感じられなかった。その声に偲が振ふり向くよりも早く、顔の横からニュッと伸のびた手が彼の手から便びん箋せんを搔かっ攫さらっていく。高々度から川かわ面もの魚を捕つかまえる鳥のごとき素す早ばやさとピンポイントの照準を兼かね備えたその一いち撃げきに、ぼやぼやとしていた偲が反応できるわけもなかった。

「えっと、なになに『放課後、東校舎裏で待っています』……ってこれラブレターだよ！」

　偲に対するプライバシーも差さし出だし人にんに対する配はい慮りよもなく、朗ろう々ろうと読み上げた声の主は、一いつ拍ぱく遅おくれてその内容を理解し驚きよう愕がくの声をあげた。どうにも動きの素早さに比して感受的な機き敏びんさが足りないようだ。ともあれ、朗ろう読どくに遅おくれることさらに一いつ拍ぱく挟はさんでようやく反応した偲しのぶは、即そく座ざにその場で振ふり返り、なぜだか呆ぼう然ぜんとしている少女の手元から乱暴に手紙を取り返した。

「な、なにすんだよいきなり」

　当然の抗こう議ぎである。自分が書いたわけではないが、なぜだか妙みように気き恥はずかしい。この手紙の当事者であるからかもしれないが、とにかく読まれてなお略りやく奪だつ者の手にそれを放置しておくことは、偲にはできなかった。初めて貰もらったラブレターでもあるし。なにか神聖なものを穢けがされた気分で、呆然を通り越こし愕がく然ぜんとしている感さえある少女の魔ま手しゆから護まもるべく、取り返した手紙を体の後ろに隠かくした。

「っていうか、故こ不ふ院いん、お前なんでいるんだよ」

　慣れた、それゆえに少々配はい慮りよに欠ける乱暴な口調で偲は少女に声をかける。

　その乱暴さが意味するところは、攻こう撃げきではなく気安さ。長年、多くの時間を共有してきたことからくる気の置けない間あいだ柄がらが、彼をしてその言葉を吐はかせていた。

　二人の関係は、幼おさな馴な染じみ。

　そして少女が、件くだんの幼馴染。

　故不院埋まい。

　奇きを衒てらわずうなじで切り揃そろえられた茶色がかった黒くろ髪かみに、アクセントとして子供の頃ころからしている赤い縄なわ状のカチューシャ。十六という年ねん齢れいにしては稀け有うな、人を疑うことを知らない純真な瞳ひとみ。おおっぴらに飾かざり立てるわけではないが、やはり年相応の少女の嗜たしなみとして口くち紅べに代わりにひかれたリップが、少女から女性へと着実にステップアップしていく様をちらと覗のぞかせる。身体からだのほうがそれに伴ともなってきているかというと、絶賛牛乳摂せつ取しゆ中というあたりで察して欲しい。

　そんな、どこにでもいるようなスタンダードな少女は、ぶんぶんと言い訳するように突つき出した両の手を左右に振る。

「えぅ、えっと授業終わった後、先生にちょっと頼たのまれ事されちゃって、それを片付けるのに時間がかかったんだよ。そう！　それよりも偲ちゃん！　それ、ひょっとしてラブレター、なのかなっ！」

　微び妙みように偲の質問には答えてはいなかったが、それを吹ふき飛ばす、恐おそろしいまでの剣けん幕まく。そのまま頭から齧かじられるのではないかという本能的な恐きよう怖ふに突き動かされて、思わず偲は逃にげるように身を反そらせた。

「ひょっとしなくてもそのとおりだろ。それと、その呼び方やめろよ。もう高校生だぜ？」

「なんで？　偲ちゃんは昔から偲ちゃんだったし、これからも偲ちゃんでしょ？　今いま更さら、氏しか姓ばね君なんて他た人にん行ぎよう儀ぎに呼べないよ。なんでそんなこと言うかな。そういえば偲ちゃん、最近冷たくなった気がするよ。ううん、高校に入ってからかな。なんだかわたしのことをわざと無視してる気がするし、朝は一いつ緒しよに登校しようねって言ったのにさっさと一人で行っちゃうし、昨日だって一緒に帰ろうって誘さそっても用があるからって先に帰っちゃうし、お弁当一緒に食べようと思ってもいっつもいないし！　今だってわたしのこと故こ不ふ院いんとか他人行ぎよう儀ぎに呼ぶし！　ついこの間まで埋まいとか埋ちゃんとか呼んでたのに！」

「いつの話だよ」
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　色々と溜たまっていたらしい鬱うつ憤ぷんが、数百年ぶりに活動を再開した活火山のように噴ふん火かし、文句となって溢あふれ出る。まるで口うるさい姉か子こ離ばなれできていない母親を相手にしているようだ。思わず漏もれそうになるため息を堪こらえて、口を開いた。

「この歳としになってちゃんづけで名前を呼ぶのも呼ばれるのも、恥はずかしくて仕方がないだろうが」

「別に恥ずかしくなんかないよ。幼おさな馴な染じみだもん」

「お前はそうでもさぁ」

　臆おく面めんもなく言いきるその顔は、言葉に噓うそ偽いつわりなしと雄ゆう弁べんに語っている。

　本当に、恥ずかしいとは思っていないらしい。

　偲しのぶは恥ずかしかった。恥ずかしくて死にそうだった。教室に他ほかには誰だれもいないとわかってはいても、恥ずかしかった。それが思春期特有の男女意識から来るものなのか、あるいは単純にちゃんづけという子供扱あつかいされているような呼称に対して反発を覚えているだけなのかはわからなかったが、それでもその呼び方は、偲にとっては忌き避ひすべきものだった。

　ここで道を間ま違ちがえるわけにはいかない。

　ましてや、ようやく希望の光こう明みようを手にした、今は。

　護まもるべきものをその手に（心持ち）握にぎりしめ、偲しのぶは反論を開始する。

「そもそもそれが恥はずかしいんだよ。なんだよ幼おさな馴な染じみって！　子供の頃ころから家が隣となり同士だったってだけで、なんでそんな特別な呼こ称しようつけられなくちゃならないんだよ。それだけで、その忌いまわしい名称だけで、大たい抵ていの人間が勘かん違ちがいしやがるんだ。氏しか姓ばね偲と故こ不ふ院いん埋まいはデきてるってさぁ！」

　冗じよう談だんではない。

　埋はともかく、偲にしてみればそんな気はさらさらなかったし、そんな勘違いは勘弁して欲しいものでもあった。そのために、彼は色々と努力をして、高校デビューなんてものを狙ねらってみたのだが、なぜか成績的には絶対に入学不可能であったはずのこの高校にまで埋は入学してきて、中学と変わらず気安く接してこようとしたのだ。もはやここまでくると憑ついているとしか思えない。それでもなんとか彼は諦あきらめずに小学校中学校の二にの舞まいを避さけるためできるだけ埋には近づかず、逃にげ回るようにして日々を凌しのいでいたのだ。

　そして今。

　その努力が明確な形ラブレターとなって、彼の前に現れたのである。

　この希望の灯ともし火びを絶やしてなるものか、と彼が思うのも無理からぬ話であった。

　苦節十五年。

　ようやくにして、幼馴染という呪じゆ縛ばくから偲は解き放たれようとしていた。

「そんな、わたしと偲ちゃんが、つ、付き合ってる、なんてねぇ」

　微び妙みように嬉うれしそうな顔をしている埋に、当然偲は気がつかない。

「勝手に大人の階段を上のぼらせんな、おれとお前は単なる幼馴染っ」

　断固として言いきる偲。その瞳ひとみは希望と野望に燃えていた。

「ったく、流りゆう言げん蜚ひ語ごの罵ば詈り雑ぞう言ごん、名めい誉よ毀き損そんもいいところだっ！　なのでそんな噂うわさが金こん輪りん際ざい流されることのないよう、おれはこの手紙をくれた女の子と付き合おうと思いますっ！」

　拳こぶしを堅かたく握にぎりしめ、宣言。危あやうく手紙を持っていたほうの手も握りかけて、慌あわててやめる。

　その力強い断言に、今度は埋が仰のけ反ぞり、急にうろたえ出した。

　オロオロと、その様は実に挙動不ふ審しん。

「つき、つき、付き合うって、その子とっ!?　ちょっと待ってそんなのいくらなんでも急すぎだよ偲ちゃんっ！　まだ誰だれかもわかってないんだよ!?　もうちょっとよく考えようよ、ほらせめて顔を見てからでも遅おそくないと思うよ、うん」

「偲ちゃんいうなっての。だいたい、顔見てからって、外見で判断するのは悪いだろ。付き合って欲しいって向こうが思ってるなら、おれに不都合はないし、誰に迷めい惑わくをかけるわけでもないんだから別にいいだろ。もうタイムリミットはすぐそこだしな。うん、おれが先に行って待ってるのもおかしいだろうと思って頃ころ合あいを見計らっていたけど、そうだな、そろそろ行ってもいい頃かな。あまり待たせすぎると今度はフられたと思って帰っちゃうかもしれないしな」

　これ以上埋まいと話していると疲つかれるというのもあるし、万が一誰だれかに見られた場合、今までなんとか薄うす皮かわ一枚で隠かくし通してきた二人の関係が一気に露ろ見けんするおそれもある。接せつ触しよく時間は少ないほうがいいとの判断だった。いそいそと、どことなく浮き足立った様子で偲しのぶが席を立つ。

　その背中に、埋がしつこく食い下がった。

「そうだよ、まずそれがラブレターだっていう確証がないと思わない!?　ほら思い出してみてよ、今まで偲ちゃんにそんな話あった？　これはラブレターなんてものじゃないよっ！」

　絶対に、と力説する。

　自分はそこまで酷ひどい評価を下されていたのか、と心の中でわずかながらしょんぼり。

「それは半分くらい、お前のせいだと思うけどな。それにどっちにしろ確かく認にんしなきゃ不ま味ずいだろ。これが果たし状だったらさっさと逃にげればいいし、本当にラブレターだとしたらすっぽかすのは相手に悪い。それになんとなくわかるんだ、これは本物だって」

　そのへんは、まったく根こん拠きよのないものであったが、ここでこう言いきらないとなんだかんだ言い包くるめられて手紙の差さし出だし人にんと会うことは叶かないそうにもなかった。妙みようなところで意固地というか、柔やわらかいようでいてその実こうと決めたらテコでも動かない頑がん固こさを持つのが、故こ不ふ院いん埋という少女であると長い付き合いから偲は悟さとりきっていた。なので、相手の意志が固まりきる前に先手を打って彼は動き出した。

「というわけでおれは行くよ」

　なおも何か言いたげに縋すがろうとする埋の指をすり抜ぬけ逃げるように大きく一歩、出口に向かって踏ふみ出す。しかしそこは、良い意味でも悪い意味でも幼おさな馴な染じみ。そのままその場を離はなれるには、少々仏ほとけ心ごころがありすぎた。それに、八ヶ月間素そつ気けなく扱あつかってきたことに対しての負い目も、少しは偲の中にはあった。罪悪感というほどではないが、ちょっとした裏切り者の気分ではある。彼はけして彼女が嫌きらいであるというわけではない。むしろその逆、口では何だかんだ言いつつも、最終的には彼女のためを考えてしまうくらいには大切に思っている。ただ単にそれが男女の関係というベクトルには向かないというだけで。使い古された表現であるが、彼にとって彼女は家族と同義かそれ以上の意味に分類される人間である。

　なので、大して意味はないとわかりつつも、他ほかの別れの言葉を紡つむぐことにした。

「帰るなら、少し校門のところで待ってろよ。最近、通とおり魔まとかで物ぶつ騒そうだから送ってやる。言っておくが勘かん違ちがいするなよ。今日たまたま時間があったから送ってやるんで、明日からは勝手に一人で帰ってくれよ」

　酷く上からの言い方だったが、そこには相手を威い圧あつするような雰ふん囲い気きは、当たり前だが含ふくまれてはいない。また言葉の内容も本心に偽いつわりのないものであった。実際、最近偲たちの住む儚はかな市しが物騒なのは事実であったし、それに彼女が巻き込まれるのを看過できるわけもない。

　偲からの下校のお誘さそいに、一も二もなく飛びつき喜ぶかと思われた埋であったが、その反応はあまり芳かんばしくないものであった。一いつ瞬しゆん、冴さえない表情が口元を動かし何かを呟つぶやかせる。

　放課後の活気は劣れつ化かし教室内にまでは届かず教室内は静せい寂じやくだったが、それは聞こえなかった。

　聞こえさせるためのものではなかったからかもしれない。

「ん、何か言ったか？」

　それでも気配だけでその雰ふん囲い気きを読み取ったのか、あるいはその間に奇き妙みようさを覚えたのか、偲しのぶは振ふり返り尋たずねる。けれどもそこにたたずむ埋まいの顔には、先ほどまでの表情はなく、代わりにいつものような笑えみが張りつけられていた。今度はその表情が、語る。

「ううん、何も言ってないよ。それよりも本当に、一いつ緒しよに帰るんだよね！　うわ久しぶりだよ偲ちゃんと帰るのっ！　そうだ、途と中ちゆう寄り道してもいいかな。ずっと前から一緒に行きたいなってチェックしてたお店があるんだー」

　嬉き々きとした輝かがやきを伴ともなって、埋の唇くちびるが動く。興こう奮ふんのためか歓かん喜きのためか、その動きはどことなくいつもより激しく、偲の内に湧わきかけていた違い和わ感を一いつ瞬しゆんにして一いつ掃そうしてしまっていた。

　いつもの。

　十五年見てきた、少女のままだ。

　と判断した。

　いやアンタの目節穴だよ！

　と突つっ込む人間はいなかった。

　他た愛わいない自分の一言で少女が喜ぶ様を見、わずかにだが優ゆう越えつ感にも似た喜びを得る。久しく忘れていたその感覚は、偲の中には新しん鮮せんさを持って落ちていった。

　そうだな、今回の話が上う手まくいったら、昔みたいに相手をしてやってもいいかもしれないな。

　まったくもって獲とらぬタヌキの皮算用であるが、今の彼はそう素す直なおに思うことができた。

　何にせよ、これでようやく自分の行く手を阻はばむものはなくなった。

　今までの苦く闘とうを心の中で反はん芻すうしながら、再び歩を進め廊ろう下かへ出る。

　昇しよう降こう口へと降り靴くつを履はき替かえ、別れる。

　ぐるりと校舎を回り込み、人ひと気けの皆かい無むな校舎裏にたどり着く。茶色の地面とクリーム色の校舎の壁かべと灰色の枯かれ枝えだに囲われたそのスペースには、誰だれもいなかった。やる気のない運動部が片付け忘れたのか、薄うす汚よごれた硬こう球きゆうと土つち埃ぼこりに塗まみれた金属バットが塀へい脇わきの植え込みからその姿を覗のぞかせているだけで、そこには人どころか気配すらもなかった。

「ありゃ、早く来すぎたか？」

　語尾は疑問形だがけして自分ではそうは思っていない口調だった。ポケットから携けい帯たい電話を取り出し時刻を確かく認にんする。放課後というには少し深い時間。あと三十分ほどすれば最終下校時刻という時間。早いとはお世辞にもいえない遅おそさである。それもまたあの幼おさな馴な染じみのせいだが。……、まあ途と中ちゆうでトイレに寄って身だしなみを整えすぎたというのも、あるかもしれないけど。

　これは、まさか。

「……帰られ、ちゃった？」

　語尾はまた、疑問形。しかし今度のそれは微び妙みように切実さを伴ともなっている。

「噓うそ、ちょ、マジ!?　もしもーし、誰だれかいませんかぁっ！　お手紙に呼び出されて来た者なんですけどっ！　あぁっ、反応がない！　サイレントなリアクション！　マジかよ本当に帰っちゃったのかよ、こんなことなら『あんまり早く行って相手より先にいるとなんかガッツいてる感じがしてカッコ悪いから余よ裕ゆうを持って行こう』とか考えて見み栄えはるんじゃなかったっ！」

　その場で頭を抱かかえ蹲うずくまり、自らの虚きよ栄えい心しんから生まれた失態を悔かい恨こんする。

　天国から地じ獄ごくへと叩たたき落とされた偲しのぶには、もはや立ち上がる力は残っていなかった。

　その時。背後が、鳴った。その音は彼の耳にも届く。靴くつ底ぞこが砂じや利りを踏ふみしめる音。一歩二歩三歩と変わらぬペースで近づいてきたその足音は、ピタリと彼の真後ろで止まった。

　ははぁん。

　偲は、手紙の差さし出だし人にんが自分を驚おどろかそうとしているのだと考えた。

　遅ち刻こくへの意い趣しゆ返がえしのつもりだろう、後ろからそっと近づいていきなり声をかけてビックリさせ、待たされた鬱うつ憤ぷんを晴らそうとしているのだ、と。そう考えれば、判断は早かった。彼は、わざと驚かされることにした。直前で振ふり向き驚かせ返すということも考えたが、今後のコミュニケーションのことを思えば、ここで相手に花を持たせておいたほうが得策だろうと打算を立てた。あざとい男である。

　偲はその場でそのままの体勢でいることにした。

　声をかけられるのを、今か今かとちょっとワクワクしながら待って──そして。




　かけられたのは声ではなく、衝しよう撃げきだった。




　ゴンと金属音。

　ぐじゃと反はん響きよう。

　視界が暗転。

　意識は入にゆう滅めつ。

　ぶつりと、そこで。

　すべてが途と切ぎれた。




　こうして。

　氏しか姓ばね偲は。

　死んだ。











第一章　人間失しつ脚きやく






　連続猟りよう奇き殺人事件。

　そう、その一連の事件は認にん識しきされていた。事の始まりはおよそ三ヶ月前、きっかり一ヶ月に五人が、その未いまだ姿の見えぬ犯人の餌え食じきになっていた。その数十五人。被ひ害がい者はすべて犯行現場ともなった儚はかな市し在住であり、またすべて例外なく、その殺害方法あるいは死亡原因に違ちがいはあれども、死んでいた。三ヶ月で十五人。同一犯による殺人事件の件数としては、異常な数だった。当然のことながら、犯行を重ねれば重ねるほど捕つかまる確率は跳はね上がっていく。二桁けたの台にもなれば、手がかりの数も相当なものとなりすぐに逮たい捕ほされてもおかしくはないのだが、それでも未だ犯人は捕まることもなくそれどころか影かげすらも捉とらえさせず、野を闊かつ歩ぽしていた。ここまでくれば、あるいはそれは同一犯による犯行などではなく、それぞれ別個のまったく関係ない独立した事件なのではないかと考えてもいいのであるが、しかしそれを否定する事実がその事件には大きく横たわっていた。それが猟奇の猟奇たる所以ゆえんであり、連続の根こん拠きよとなる理由。根拠。切り取られていたのである。被害者の死体の一部が。それは肩かただったり腕うでだったり足だったりと共通性はなかったが、皆みな一様に身体からだの一ヶ所しよが切り取られておりまたその傷きず痕あともすべてが一いつ致ちを見せていた。それだけでは根拠は薄はく弱じやくかもしれないが、しかし完全に否定する根拠にしてもまた薄弱だった。死亡と死体損そん壊かいが別件と考えるならば、その行こう為い単体の意味が皆かい目もく不明になる。なにゆえ死体を切り取り持ち去るのか。そして、なにゆえそれほどまでにその犯人は死体と遭そう遇ぐうする確率が高いのか。その偶ぐう然ぜん性を証明するよりは、すべてが同一犯による一連の事件と考えたほうが、理論上書類上机上は、筋が通る──と考えられた。部位と個数。十五人が犠ぎ牲せいになったということは、十五の身体からだ──パーツが、犯人である何者かによって持ち去られたということになる。模も倣ほう犯との区別をつけやすくするために、どこのどの部分が持ち去られていたのか詳くわしくは発表されてはいなかったが、ずらりと並ぶ消失箇か所しよを見れば、そこに見える隠かくれた共通点に気がついたはずである。持ち去られた十五のパーツを組み合わせれば──ちょうど一人分。人間が組み上げられそうだな──と。

　あと一つ。

　首から上。頭部があれば────完全な人間が組み上がる、と。

　その頃ころには、件くだんの連続猟奇殺人犯は、『破砕破片ピースメイカー』と、呼ばれるようになっていた。





◇◇◇






　氏しか姓ばね偲しのぶ。

　は、死んでいた。

　あるいは──『死んでいるはず』と言うべきか。

　いずれにしろその状じよう況きようは、その状態は、どう妥だ協きようしたところで『生きている』と言い張るには少し──かなり無理のあるものであった。付け加えるならば、『人間として』という但ただし書がきが必要とされるであろうか。

　氏しか姓ばね偲しのぶは、人間としては、死んでいた。

　死んでいる、べきだった。

　しかし。

　生きていた。

　生きていて、しまって、いた。

　不条理に。

　不自然に。

　不可解に。




　首だけであるというのに。




　無い────ありとあらゆるモノが。

　手が無かった。腕うでが無かった。足が無かった。脚あしが無かった。胸が無かった。腰こしが無かった。

　体が無かった。

　身体からだが────無かった。

　つまりは────首だけ。

　頭と首、だけ。

　人間ではなかった。

　人間であるはずが、なかった。

　人間という意識と人間としての尊厳はあったが、人間としての容器が無かった。

　目の前にある、曇くもりの一つも傷の一つもない、鏡。

　贔屓ひいきなく目の前の物を忠実に再現する平面上に浮かび上がった、自分の姿。

　非常に見慣れた顔が、異常に見慣れない形で、目の前にある。

　己おのれのそんな姿を確かく認にんして──、彼の内にはただただ吐はき気けしか生まれなかった。

　恐きよう怖ふや混乱などという酷ひどく秩ちつ序じよだった理性的な感情などではなく、生理的な反応のみが今の状態を把は握あくした彼の中身を正確に表現してくれていた。感情や感想など、浮かぶべくもない。そんなものを生成、精製する前段階の現状認識インプツトにおいてすでに、許容量を越こえていた。

　吐き気を覚える──が、吐くべき物がない。

　どうにも逃にげ場が、逃がしようがない形で鬱うつ積せきしていく衝しよう動どうを。

　無理矢理に、嚙かみ殺す。

「─────────────────────────────っ」

　声にもならない、切るような吐と息いきで、それらすべてを、押し潰つぶした。

　それだけで、ただのそれだけで。脳のう味み噌そを入れ替かえたわけでも目が覚めていつもの朝が待っていたわけでも実はこの状態はマジックのトリックか何かで五体満足であるということが判明したわけでも、ないのに。

　押し潰せてしまった。

　すっきり、というわけにはいかないが、すっかり、というわけにもいかないが、それでも恐きよう慌こうや混乱を生み出すこともなく、押し潰せた。疑問が無数に浮かぶ。そもそもこれが本当に現実であるのかという大前提すら、怪あやしい状じよう況きようだ。普ふ通つうの人間なら発はつ狂きようしても無理はない状況下において、意志の力でそれらを無視した。

　混乱を押し潰したとはいえ、それは今にも噴ふん火かしそうな活火山に蓋ふたをしたような、いつまた噴火するとも限らない非常に綱つな渡わたりな精神状況。あと一押し、何か決定打でなくとも攻こう撃げき的なアプローチがあれば、瓦が解かいしかねない不安定な不安。少しでもその状況を好転させようと、偲しのぶは目の前から目を逸そらした。情報の収集に徹てつすることで、自分の状態をできるだけ知覚から遠ざけたかった。

　そこは、暗くら闇やみだった。否いな、鏡があると認にん識しきでき鏡に対象の像が表されることからいえば、そこは完全な暗闇であるとはいえなかった。彼はスポットライトを浴びていた。頭部直上から降り注ぐ、円柱状の光。演劇において主役が浴びるような強きよう烈れつな白色の光が、偲のその首を暗闇の中にはっきりと浮かび上がらせていた。しかしその光の意味は、主役に向けられる栄光の表現とは大きく異なる。むしろそれは、博物館における展示物を視線に晒さらすためのものと同義であった。

　悪あく趣しゆ味みな展示である。

　対象物をこれでもかと掘ほり起こすその光も、円柱の外がい縁えんになれば威い力りよくも弱まり、偲の周囲を取り巻く暗闇を払ふつ拭しよくするには至らない。近くにある鏡を認識するのが精せい一いつ杯ぱいで、それ以外の部分に何があるか、この空間は果たしてどこまで広がっているのかなどは、暗あん中ちゆう模も索さくといったところであった。その暗中ぶりは、そっくりそのまま自身にも返ってくる。

　どうなっているのか。

　どうなっていくのか。

　どうすればいいのか。

　どう考えても悲観的な結論しか導き出せないようなテーマを思し索さくし始めた、そのとき。




　少女と目が合った。




　…………え？

　唐とう突とつに挿そう入にゆうされた不自然な文脈に、我が目を疑う。

　不自然なはずなのに余りにも自然にそこにあった視線に、初めは素す通どおりしてしまっていた目を慌あわてて戻もどす。果たして、その少女は煙けむりのように消えていた──ということはなく。

　再び、その目が合う。

「目が覚めたようね」

　そう、少女は言った。

　首を前にして、平然と。

　悠ゆう然ぜんとたたずむ少女は、およそ年相応とは言い難がたい雰ふん囲い気きをしていた。

　磁器を思わせる白い肌はだ。周囲の闇やみからぼんやりと浮かび上がる暗灰色の長ちよう髪はつ。少女と表現するにも正直無理がある小さな背せ丈たけと肉体的厚みのない身体からだ。そこに載のせられた顔は、まず間ま違ちがいなく美しいという形容を与あたえてもいいものだった。血か紅玉のような赤い光こう沢たくを持った双ふたつの瞳ひとみは唇くちびると揃そろって斜ななめがかっており、どこまでも大人びた印象を少女に与えている。加えて、その未み成せい熟じゆくな身体からだを覆おおっているのは、肌の白さが透けて見える黒いネグリジェ。それらすべてが絶ぜつ妙みように絡からみ合って、本来その年とし頃ごろの少女が持っているはずの愛らしさを根こそぎ奪うばい取っていた。

　そんな言いようのない迫はく力りよくを持った少女に言われて。

「何か言いなさいよ。挨あい拶さつとか、あるでしょう」

　即そく座ざに要求に応こたえることは偲しのぶにはできなかった。

　当たり前である。

　そのことが不満なのか、少女はわずかに苛いら立だたしげに片かた眉まゆの傾けい斜しやをきつくする。

　返事を督とく促そくするようなその視線に気け圧おされるように、偲は挨拶を搾しぼり出した。

「え、あ、オハヨウゴザイマス？」

　首だけであるというのに、すんなりと声は出た。それに、内心で驚おどろく。

　まるっきり棒読みだった挨拶だが、しかし彼にしてみれば情感をこめようもないしそもそもその挨拶は正しいのかという基本的な疑問もある。けれども幸いなことに、少女はその挨拶の委い細さいに拘こだわりはせずに、それでもまだ微び妙みように不ふ機き嫌げんそうな表情を保ったまま、頷うなずいた。

　満足なのか不満なのか、妥だ協きようなのか。どれなのか、わからない。

「返答を確認。魂たましいの乖かい離り阻そ止し並びに生体への義装は成功したものと判断。術じゆつ式しき後経過時間に鑑かんがみて虚力エーテルの循じゆん環かんにも異常はなし、よって今のところは成功と考えてよし。けれども挨拶は面おも白しろくもないので二十点。及きゆう第だい点は、あげられないわね。ふん、つまらないヤツ」

　何かをメモする片かた手て間まに、いきなり面めん罵ばされた。

　しかも挨拶の仕方一つでというのだから、あまりにも不当な評価である。

　そりゃまあ、人は何事においても第一印象が大事だし、挨あい拶さつといえばその第一印象を決めるものなのだから確かにつまらない挨拶しかできない男はつまらない男と言われても仕方がないのかもしれないが、それでも今の彼からしてみれば挨拶を返す条件反射が残っていた分だけ誉ほめられてもいいのではないだろうか。とか、そんな話はどうでもよくて。

「けれどもまあ、さすがあたしの目にかなったことだけはあるわね。いきなり鏡を置いて現状を把は握あくさせてみたけど、言葉を発しておまけに反応できたのだから、ボーナスで及きゆう第だい点、ってところかしら。人間的には物もの凄すごくつまらなそうだけど」

　持ち上げて、落とす。フリーフォールのような感想だった。

　実際、持ち上げられたし。

　グイと、少女が偲しのぶの髪かみを摑つかみ、その視線を己おのれのものと合わせる。

　遅おくればせながら、それが、偲が正しよう真しん正しよう銘めい首だけであることの物理的な証しよう拠ことなった。

　さすがに、彼は少女の膂りよ力りよくで持ち上げられるような重量ではない。それが軽々と髪の毛を綱つなに持ち上がったということは、その程度の重量しか今現在の彼にはないということの証しよう左さ。

　ちょっとだけ、愕がく然ぜん。

　そんな偲はさておき、いい加減名前を教えて欲しい感じがしないでもない少女は、名乗る気配もなくジッとネットに入ったスイカよろしくぶら下がる彼の顔を、しげしげと眺ながめていた。高こう尚しような芸術でも鑑かん賞しようするかのように、その顔はすぐ近くにある。吐と息いきが肌はだに触ふれそうなほどの近さは、実際これが健全なシチュエーション下だったら大なり小なり脈みやく拍はくが速くなりそうなものだったが、生あい憎にくと健全はおろか常識からかけ離はなれた場面では、脈拍が速くなるにしても、けしてスイートな意味からではない。デンジャー、あるいはフィアーのみによって駆く動どうされる。

　もっとも、その心臓も、無いけど。

　さて。

　ここに来てようやく。

　彼は、言葉を選せん択たくし始めた。言うべき訊きくべき問うべき尋たずねるべき紡つむぐべき、言葉。今の彼が唯ゆい一いつ行使でき、武器となりうる言葉。ひょっとしたら言葉を口にすること自体が、ヤブヘビになる可能性もあるにはあったが、しかしここで黙もく秘ひ権けんを行使したところで弁護士ヒーローが来てくれるなどとは、夢にも思うことはできなかった。

　常識を武器に戦うには、あまりにも現状は、非現実だった。

　一つ、決意をし。

　引ひき鉄がねを引くようなその決意に後押しをさせ、口を動かす。

「これは、なんなんだ」

　あまりにも漠ばく然ぜんとしたその問いかけは、しかし物事の本質をよく突ついて──貫つらぬいていた。偲が現状に覚えている感情やら感想やら思考やら困こん惑わくやらは、すべてがそれを源泉としている。情報不足による理解不能。あるいは常識によって築き上げられた処理能力の不全。

　把は握あくできないということ。

　理解できないということ。

　納なつ得とくできないということ。

　それらを一挙に解消──とまではいかないが、それでも抱いだいている疑問にもっとも効率的に対処できる解答を得られると思われるのが、その質問だった。

　聞いた感じでは、非常に幼よう稚ちな印象がしないでもないが、そんな体面などどうでもいい。

　答えが欲しかった。

　その質問に、やはり少女はどこか馬ば鹿かにしたように鼻で笑うと、薄うすく笑えみを浮かべた。

「知りたい？」
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　やっぱいいですっ！　という選せん択たく肢しも、あるにはあったのだろうが選んだところで絶対に選択者の意思が尊重されることはないだろうと偲しのぶは直感した。

「やっ──」

　その不吉な微び笑しようにつられて反射的に拒きよ否ひの言葉を発しかけた口が、少女の空手によって塞ふさがれる。いきなりの拘こう束そくから逃にげようともごもごともがくが、そのよすがとなる四し肢しはない。そのままがっしりと、有う無むを言わさず横ベアクロー。

「知りたいなら──」

　そんな中それでも暴れて、思わず舌が口を塞いだ少女の手のひらを舐なめくすぐってしまった。

　瞬しゆん間かん。

「ひにゃぁん！」

　よほどくすぐったかったのか、少女は今まで聞いたことのない黄色い声をあげ身をよじり。

　偲しのぶは投球された。

　ただ早く投げることのみを念頭に置きコントロールや投球後の体運びなどまったく考えていない渾こん身しんの一投は、それら切り捨てたものに比例する速度でもって彼の頭部を撃うち出した。

　少女の『決め』っぽいところを台無しにしたのだから自じ業ごう自じ得とくといえば自業自得だけれども。

　死ぬかと思った。

　いや死んでんじゃん！　とか、相変わらず突つっ込こみはなかった。

　そのまま、どれくらい時間が経たっただろうか。

　気まずい、雰ふん囲い気きだった。

　一度崩くずれてしまったシリアスな雰囲気は、再度構築を試みるにはかなりの難度。

　そこに立ち込める重苦しい空気はどんよりというよりべっとり、重油のよう。

　たかがあの程度でどうしてこんな空気が……と、横向きになった視界のまま、この空気を製造した片かた棒ぼうを担かついだはずの偲は、思う。壁かべにぶつかり落下したらしい彼は、横向きに着地したまま、鏡の前で体育座りをしている少女（本当に名前はなんなんだろう）を見ながら、どうにもやり場のない現状を嘆なげいていた。

　拗すねた子供をあしらう術すべをまだ彼は持っていない。どうにも難しい年とし頃ごろであると思われる少女は、予期せず繰くり出された横よこ槍やりに、完全にむくれてしまったらしい。投げ飛ばした偲に目をくれることもなく、体育座りのままあからさまに不ふ機き嫌げんさを物語る空気を醸かもし出していた。当然のことながら、少女の詳しよう細さいな情報を知らない彼には、その九十度傾かたむいた機嫌を立て直すようなアイディアは出てこない。下手に声をかければ火に油を注ぐようなことになりかねない。この場の主導権イニシアチブは、相手にある。

　そう思い少女の様子を目なり耳なりで窺うかがうが、姿勢は前述のとおりに体育座り。ただ何かぼそぼそと言う音だか空気の振しん動どうだかが、鼓こ膜まくをくすぐる。さらに意識して耳を澄すませてみれば、コソコソとした動作とともに、「──りたい？　知り──なら」とかなにやら練習をしているかのような声が聞こえてくる。……よほどあの流れが気に入らないらしい。

　どーしたもんかな。

　もはや焦しよう燥そうすらも消失しかけていた。

　そのことに気がつき、ゾッとする。

　異常を正常と変へん換かんし認にん識しきしかけている自分に。

　人間であることを放ほう棄きしかけている、自分に。

　足あ搔がくように、それを否定するように、彼は少女に問いかけ続けなければならなかった。

　しかし、相手にこちらの話に耳を傾かたむける気がなければ、どうしようもない。

　状じよう況きようは完全に膠こう着ちやくの様相を見せていた。

　が。

　バンと、軋あつ音おんと打音が、気まずさの静せい寂じやくを打ち砕くだく。

　同時に差し込む、橙だいだい色いろの光。

　第三の登場人物が、どうやらその空間に現れたようであった。

　蠟ろう燭そくの灯ともし火びめいた柔やわらかな光を背景に、シルエットが浮かび上がる。位置の関係からして、偲しのぶにはその輪りん郭かく程度までしか見えなかったが、それでもそれが人間の形をしているらしいということは、すぐにわかった。

　声が、続く。

「ヒ・ツ・ギー、ごっはーんの時間でっすよー。早くしないと冷めちゃいますよー。そしたら私、泣いちゃいますよー」

　言葉を向けられている対象は、少女だろう。暗くら闇やみに満ちた室内を照らすようなあっけらかんとした口調で、その言葉は投げかけられた。その声こわ色いろは、男のものとも女のものともつかない、磨ま耗もうしたような音色。それでもその声の主が女性であるとわかったのは、声とともに空間（今となってはそれは部屋と断言できる）に歩み入ってきた人物が、いわゆるメイド服を着ていたからに他ほかならない。

　メイド服。

　と意味もなく行変えしてしまうほどに、それは現実においては馴な染じみのないものだった。それでもそれがけして男が身につけるようなものではないということはわかる。ゆえに、その人物は女性だろうと、偲は判断した。

　実際、そのとおりであった。オーソドックスなメイド服に身を包んだ人物は、しかしその程度では抑おさえきれないほどの見事なプロポーションをしていた。全身ほぼすべてが布地に覆おおわれているというのに、わずかに覗のぞく褐かつ色しよくの肌はだや少女のとはまた質の違ちがう黒くろ髪かみが、艶つややかな美しさを見る者に訴うつたえかける。そこにある表情は笑え顔がおだが、それが微び動どうだにしていないあたりその人格の裏をどことなく感じさせる。雰ふん囲い気きだけ見れば、少女の未み成せい熟じゆくさからなる偶ぐう像ぞうめいた美しさとは対極にある完かん熟じゆくした人間の美しさを、そのメイド服は発はつ揮きしていた。

　ザッザッザッと肩かたで風を切り大きな歩ほ幅はばで、メイド服を身に着けたその人物がヒツギと呼ばれた少女へと近づいていく。袖そで口ぐちにつけられた腕うで輪わが微かすかに金属音で鳴り、後ろで一つにまとめられたポニーテールが揺ゆれる。

　メイド服は偲を気にする様子もなく、彼及およびその他は完全に置いてきぼりで、話は進む。

「あれれ、どうしたんですかヒツギ？　そんなところに体育座りして『ゐ』の字なんか床ゆかに書いちゃってー。あ、わっかりましたよう、あれですねっ！　せっかく採さい取しゆしてきたあの何も取り得もなさそうな感じがちょっと物悲しい首の義ぎ装そう術じゆつ式しきに失敗しちゃったんですね！」

　……面めん罵ばに続いては陰かげ口ぐちだった。

　言葉は時として暴力以上に人を傷つける。

　ナイーブな偲しのぶの心に、脱出マジックの箱よろしくガシガシと言葉の刃やいばが突つき刺ささる。

「うるさいわね、失敗するわけないでしょう……首は、そこ」

　変わらず体育座りのまま、偲のほうを少女は指差す。その動きにつられて振ふり向くメイド服と目が合った。思わず、エヘラと反射的に愛あい想そ笑わらいを浮かべてしまう。

「あら本当です。うっかり趣しゆ味みの悪い彫ちよう像ぞうが鉄球で押し潰つぶされた残ざん骸がいかと思ってましたけど、よく見るとあの首の面おも影かげがありますねー。それにしても、本当に何の役に立つのかと首を捻ひねってしまうほどに才能の欠片かけらも見み出いだせない顔です。生きていて楽しかったですか？　って訊ききたくなっちゃいますね！」

　明るい声とニコニコの表情で、辛しん辣らつなことを言う。

「仕方がないでしょう。適合できそうな人間がこれしかいなかったんだから。それに顔はともかく、素質のほうは折り紙つきよ。これなら間に合うと思うわ。他ほかの部分に関しては、あたしの腕うでがあればどうにでもなるわよ。なにせあたしだし」

「うーん、でも今回のこれは相当腕によりをかけないと芸術の域にまで到とう達たつできませんよ？」

　心抉えぐる抉る。もはや耳を塞ふさぎたくなる言葉群だったが、それでも会話の端はし々ばしから推すい測そくの足がかりとなるものは得られている。そもそもそうでなければこんな会話を聞き続けることに耐たえられるほど、偲の精神は頑がん強きようではない。しかし、どう好意的前向きに言葉の意味を選定したとしても、そこにある得体の知れない不気味さは、どうにも彼には拭ぬぐい去りようがなかった。何が起きているのか。何を起こされているのか。少女とメイド服というオブラートが存在するがために危あやうく牧歌的に捉とらえそうになってしまうが、その実、かなりの血ち生なま臭ぐささが露ろ呈ていしているのは、誤ご魔ま化かせない。

　弛し緩かんしかけていた恐きよう怖ふと、そこから湧わき起こる危機感を、再度求める。

　しかしいくら危機感を煽あおり募つのらせようとも、今の彼には危機を回かい避ひする術すべも防ぼう御ぎよする技もないのだから、それは単に恐きよう慌こうへと導くだけの精神活動だったのかもしれない。

「それよりも、ご飯ですよヒツギ。焦あせりたくなるのもわかりますけれど、何事も体が資本です。自己管理もできない人間が他人を管理しようなんて実におこがましい話です。ごっはーん」

　メイド服の言葉に、少女が頷うなずきゆっくりと立ち上がった。第三者の介かい入にゆうにより、何とか事態は膠こう着ちやくから免まぬかれたらしい。

　好転とは、言い難がたいが。

「そうです、どうせならその首にも来てもらいましょう。まだ自身がどういう状じよう況きように置かれていて、これからどういう状況に流されていくのかを教えてないのでしょう？　目が普ふ通つうに生前してます。人間してます。それは余りにもカワイソすぎですよ」

　面めん罵ばとも陰かげ口ぐちとも違ちがう──悪意を一いつ切さい除じょ外がいした、憐れん憫びん。

　口調とは裏腹に、それはそういった感情に直結していた。

「あたしとしては、食事の席にこんなの置いておきたくないけど、まあ時間も惜おしいしそっちのほうが話が早いか。それと、現状を知らせてないわけじゃないわよ。教えようとしたら、こいつが邪じや魔ましたのよ。見事に話の腰こしを折られたわ。今世紀最大の屈くつ辱じよくよ」

　あー気持ち悪い、と先ほど舐なめられた手を振ふる。その程度で済んでよかったもので、一方の偲しのぶなんかは後頭部がズキズキと痛んでいたりする。どうにもそれより先に一つコブができているらしく、きっと後頭部を見ることができればそこには漫まん画がよろしく、アイスのダブルがごときコブの二段重ねができているに違ちがいない。今となっては唯ゆい一いつの財産である頭部が傷つくのは、勘かん弁べんして欲しい気持ちだった。

「それじゃあ行きましょうか。この後も予定は詰つまってることだし、無む駄だなことはできるだけ手短に終わらせたいしね」

　生物の生存に絶対的に必要な食事を無駄と表現した少女が、立ち上がる。

　その言葉に異を唱えるでもなく、メイド服がその後ろにつく。

　そして、部屋を出ていった。

　……、偲を残したまま。




「そんなに不景気な顔をしないでくれる？　食事が不ま味ずくなるんだけれど」

　その言葉に、偲は三つほどの抗こう議ぎが思い浮かんだ。

　豪ごう華かに飾かざり立てられた小さめのシャンデリア。そこから降り注ぐ光学兵器じみた照明。床ゆかには足あし跡あとをつけることはおろか足を乗せることすらも恐おそろしく感じてしまうほどの高価さが滲にじみ出る、金糸の刺し繡しゆうが縁ふち取どりの真しん紅くの絨じゆう毯たん。壁かべには蠟ろう燭そくを模した照明器具（どれだけ明るくしたいんだ）。壁は一ひと欠片かけらで一般民家がまるっと一つ買えるのではないかという宝石的な価値を有していそうな優美さの象ぞう牙げ色。調度はただの二つ。その上で陸上競技ができそうなほどに長大な木製のダイニングテーブルと、それと姉妹の椅い子す一脚きやく。一脚のみ。

　そして、その一脚に座しているのが、冒ぼう頭とうの文句を垂たれた少女だったりする。

「この顔はもとからだ」

　少女への抗こう議ぎの一つ目。

「不ふ機き嫌げんなのは認めるけれど。誰だれのせいで不機嫌だと思ってるんだ」

　続けざまに抗議二つ目。

　危あやうく物語的にだけでなく物理的にも置いてきぼりをくらいそうになった偲は、しかしあの場所から移動していることからもわかるとおりにきちんと運んでもらっていた。運び方が例のごとくスイカのようだったのは、きちんと、という表現に相応ふさわしいかどうかはともかく。まあそのへんも多分に偲の不機嫌ポイントに加算されてはいる。

「別に謝あやまらないわよ」

「こっちだって、その程度のことで謝罪を求めねぇよ」

　そんなことは、些さ細さいな問題。何よりも重要なことを、散々にはぐらかされ続けている。

「説明する、って言ったよな」

「どちらかといえば、叩たたき込む、だけれどもね」

　パジリと、その唇くちびるがポテトチップスを嚙かみ砕くだく。そのあっけない様に、微び妙みように自分の末路を重ね合わせてしまいたくなる偲しのぶだったが、すんでのところでそれを思いとどまった。

　ちなみに。偲はテーブルの上に少女と向き合う形で置かれている。

　ちなみにちなみに。メイド服は部屋の入口に仁に王おう立だちしている。メイドというよりはＳＰのようである。それはいつものことなのか気にする様子もなく、少女がかりんとうを口に運びつつ、話を始める。

「そうね、まず何から教えましょうか。何か訊ききたいことある？　特別に先制の権利あげるわ」

　手札はすべて開示するつもりなのか、あるいは切り札はテーブルには載のっていないのか。

　いずれにしろ、ここで、この質問の如何いかんで主導権の所有者が決まる。

　何を問うべきか──と考えて、結果、何を問うても同じなのではないかという結論に至る。

　もとよりまな板の上の鯉こい。

　ならば、ここで訊きくべきことは、ない。

　いや────ひとつだけ、あった。

「────名前」

　長考していたわけではないが、錆さびついた喉のどはゆっくりと言葉を口にした。その質問が聞こえなかったのか、それとも内容が予想から外れていたためか、一いつ瞬しゆん、少女が怪け訝げんそうにする。

「だから、名前。お前の、名前」

　自分で言ってから、はて、と偲は己おのれの首を傾かしげた。もちろん首だけなので内心で、だがその疑問はぶつけられた少女よりも偲自身のほうが、大きかった。そんなものを訊いて、どうする気だ。今ここで貴重な質問の権利を消費して得るべきは、相手の素す性じようなどではなく自分に関することなのではないか。

「初対面で名前を訊くとは、なかなか油断のならないヤツ。名前、ね。なるほど相手の人となりパーソナリテイを知るにはうってつけの質問だわ。ちょっと、甘く見ていたかしら。それとも、呪じゆ術じゆつ方面に心得があるのかしら」

「そんなまさかですよー。この顔がそんな狡こう猾かつ姑こ息そくに見えますか？」

「確かに見えないわね」

　方々からの散々な言われように偲の心の耐たい久きゆう値ちはまた一段と下がるが、しかし二人の会話の内容はまったく彼には理解できないところであったので、なんだか馬ば鹿かにされているようだという気分の悪さだけが残っていく。

「それに、万が一にも業界人を素材にしてしまわないように十分に気を払はらったはずです。死し霊りよう使いの類たぐいは、自分に変な術をかけている場合もありますしね。それでなくとも面めん倒どうくさいですから、余よ所そ様の縄なわ張ばりに無作法に足を突つっ込むと」

「それもそうね。うん、あたしの選せん択たく眼がんは完かん璧ぺきだったわ」

　理論的な説明を得てか、少女に浮かんだ怪け訝げんと警けい戒かいがあっさりと解けていく。その代わりに単純な疑問を表する顔が、偲しのぶを見る。

「名前、ねぇ。だとしたらとてつもなくくだらないことにチャンスを使ったわねアンタも。まあこっちとしては、どうでもいいことだけれど」

　心底どうでもいいと、摘つまんだマシュマロを放ほうり込む。

　咀そ嚼しやく、嚥えん下げ。

　そして口を開く。

「泣なき空がらヒツギ」

　明日の天気は晴れです。とでも言っているかのような投げやりな口調で、答えた。それは、己おのれの名前に何の意味を見み出いだしていない者の取る態度。

　泣空ヒツギ──、ねぇ。

　その名前に心当たりは、ない。

　その姓せいにもその名にも。

「で？」

　ヒツギが疑問符ふつきで話を区切る。

「……で？　と言われても……、ああおれの名前──」

「名乗らなくてもいいわよ。面めん倒どうくさいから番号で呼ぶし」

「冗じよう談だんじゃない、まだ警察のお世話にもなっていないのに、そんなのはゴメンだ」

　切実に。

　彼は、己の名前を名乗りたかった。

　そうしなければ、この一見して和なごやかだけれどもその実、尋じん常じようじゃない狂きよう気きを孕はらんだ空間において、自身を自身とする拠よりどころが崩ほう壊かいしてしまいそうだった。アイデンティティ──とまではいかないが、名前は人格が人格を人格と手っ取り早く認める、あるべき印でもある。刑けい務む所しよなどで収容者が番号で呼ばれるのは、それを削けずり取り受刑者としてつつがなく刑期を過ごす以上の気力を与あたえないため。

　魔ま術じゆつ呪じゆ術じゆつの例に限らず、名前というものは科学的な精神面においても重要な位置を占しめる。

　ましてや今の彼は、己が己であるという証しよう拠この大半を喪そう失しつしてしまっている。

　たとえ言葉という目に見えないものでも、自分を確かめる術すべを易やす々やすと手放すわけにはいかなかった。

「名乗りたかったら名乗れば。四ヨ六ロ四シ九ク三サン九キユー」

「そんな橋の下のスプレー落書きみたいな番号嫌いやだっ」

「私としてはＲＸ78─１というのは、どうでしょう、と提案します」

「製造番号かよ！　しかも白と黒の地味なカラーのっ！」

「まあ、随ずい分ぶんと自己主張の激しい方です。まさか主役機のほうがいいとでも？　少しは分を弁わきまえて身の丈たけにあった幸福を選んだほうが身のためですよ？」

「いや、人間レベルのでいいんだけど……」

　完全に、ヒツギとメイド服に弄もてあそばれている憐あわれな少年だった。

「文句が多いわね。そんなに不満があるならさっさと名乗りなさいよ」

「いや名乗ろうとしてたのにそっちが余計なこと言ってくるからだろうが」

「マヨネーズある？」

「それは私の仕事じゃありません。ヒツギが取ってきてくださいよー」

「聞く気ねぇじゃん！」

　もりもりとポッキーを十本ほどまとめて齧かじっていくヒツギとまったく聞く気のない笑え顔がおを作りたたずむメイド服。みんな耳を傾かたむけるどころか閉じている感じ。

「当たり前でしょう。なんであたしがアンタの話を親身になって聞かなきゃいけないの。こんなの話零れい分ぶんに決まってるわ」

「せめて半分……いや、一いち分ぶでいいからきちんと聞いてくれ──ください」

　改めて見れば。

　それは非常に滑こつ稽けいな光景。

　一つ咳せき払ばらいをして、場を仕切り直す。もっともそれでリスタートとなったのは彼の心の話で、実際聴衆であるべき彼女たちは背筋を正したりなんてしていない。その感じが、なんだか一人だけ張りきっているような気き恥はずかしさを感じさせたりもするが、構ってなどいられない。

「おれの名前は、氏しか姓ばね偲しのぶ」

「七しち味み唐とう辛がら子しある？」

「それも私の仕事じゃありません。ヒツギが取ってきてくださいよー」

「聞いてねぇじゃん！」

　もりもりとプリッツを十本ほどまとめて齧っていくヒツギと変わらず仁に王おう立だちのメイド服。実にお約束の繰り返しテンドンな光景である。

「はいはい聞いてる聞いてる」

「ええ。実に興味深いお話でしたよ。氏姓サン、といわれましたか。氏姓は屍しかばね、泣なき空がらは亡なき骸がら。それにメイドとくれば、これはもう以後そのようなお名前の方としか縁えんがないのではないかと思うほどに、できすぎた名前です」

　とりあえずは、聞いていてくれたらしい。なので感謝の意をこめて、突つっ込む。

「メイドは違ちがうだろ」

「いいえ合ってますよ。私の名字、冥めい途どですからね」

　────────、偲は戦せん慄りつした。

　今まで、幾いく万まんもの人間が考えつきそして失笑しそんなことを考えついてしまったことに羞しゆう恥ちを覚え頑がん張ばって忘ぼう却きやくしてきた、その洒しや落れ、駄だ洒落を、メイド服は体現していたのだから。

　ヒツギは、まあわからないでもないけど、と微び妙みようにフォローを入れる。

「えっへん。まさかメイド服を着ている者が冥めい途どという名前だとは思わないでしょう」

　かなり誇ほこらしげではあるが、得てしてそういうものは『考えついてもどうせ失敗するしだったら手を出すのはやめておこう』と多くの人間が現実的に思考し廃はい棄きしているものが多い。そういうのをさも自分が初めて考え出したんだぜぃと成功者は語るみたいに誇ほこれるのは、単に運が良くそれが失敗しなかっただけのことである。そう──運がいいだけのこと。

「しかも実はメイドじゃないですし」

「なにぃっ！　そんな馬ば鹿かな！」

　今度は驚きよう愕がくだった。裏の裏の裏をかかれた──いや、盲もう点てんに裏があったというべきか。

「なるほどそんな話を聞けば、おれの名前の重要性など風前の灯ともし火びなのも納なつ得とく、しねぇよっ！」

「ノリツッコミです」

「ノリツッコミね」

　冷静に解説されて、微び妙みように歯は嚙がむ思いの偲しのぶ。

「わあ、これは案外掘ほり出だし物ものですよ。私、ノリツッコミなんて初めて見ました。泣なき空がらの家の方々は皆みなさん頭が硬かたいかおかしい方ばかりだったので、これはかなり新しん鮮せんです！」

「そうね。言っても仕方がないとわかっていることをわざわざ口にするほど愚おろかしい人間はいなかったものね。つまらなくもないこともないこともない男、ってところ」

「何重否定っ!?」

　曰いわく諺ことわざに、三つ子の魂たましい百まで、ではあるが悲しいかな偲はツッコミ体質である。なにぶん長年のツレであるところの幼おさな馴な染じみがあまり頼たよれるような者ではなかったために──見知らぬ土地で先せん陣じん切って案内役を買って出て迷まい子ごになるようなタイプ──、常つね日ひ頃ごろからつるみまたともに遊んでいた彼がしっかりしなければならなかった、という環かん境きよう的なものからその体質は育はぐくまれてきたもので、実際クラスメイトのみならず同学年からは『困ったときの氏しか姓ばね頼だのみ』といわれているくらいに面めん倒どう見みの良さは抜ばつ群ぐんだった。だから相手のボケにも如じよ才さいなく突つっ込むのかと言われれば、あんまし関係ない気もするが。さらに言えば、その誰だれにでも面倒見のいいあたりが彼の彼女いない歴にある程度のボーナスポイントを加算していたわけだが、そんなことを今いま更さら言おうが詮せん方かたないことだ。

　不覚にも突っ込みを入れてしまう偲を、それ見たことかとすべてを見通す者の目で見る二人。どうあってもこの圧あつ倒とう的なパワーバランスは崩くずれそうになかった。そもそもこの飾かざり立てられた食堂（だろう）自体が彼にとってアウェイなのだから仕方がない。

　そしてその場の主であるヒツギはテーブルに並べられた菓か子しにつける手を休め、しばらくにやにやとした笑えみを内心に張りつけたまま、偲を観察して。

　一言。

「で？」

　先ほどと同じ言葉を、投げかける。

　今度こそは、その問いかけの意味を偲しのぶは感知しえない。何が「で？」なのか。次なる質問は何かという意味なのか。いや、それはそんな生なま易やさしいものではない。その逆、優やさしさの対極。

「気分はどう？　目が覚めたら首だけにされていて、普ふ通つうなら死んでいるはずの致ち命めい傷しようなのになぜか生きているときと変わらない行動を取ってしまい、今、あたしの指し摘てきでそのことに気がついた、その気分は」

　どう？　と。

　酷ひどく──意地の悪い、底意地の最悪な質問、否いな、拷ごう問もんを。

　少女は投げかける。

　あまりにも──普ふ通つうだった。普通だったから、言われるまでそのことを忘れていた。思い出せなかった。いや、普通なら忘れることも思い出さないようにすることも、できないはずだ。なぜならそれは、目に見える形での消失で、目に見えない部分まで喪そう失しつしていて、なお。

　どうして自分は。

　あたかも、以前のように反応し続けていたのだ──と。

　気がついた。

「そういうこと。最初は教える気だったけど、アンタがあのとき邪じや魔ましなければね。あたしは、自分の行こう為いを邪魔されるのが酷ひどく嫌きらいなの。だから、教えない。叩たたき込む」

　地下室でのあの些さ細さいな行為が、陰いん惨さんな報復となって返へん却きやくされる。

　なんという悪あく趣しゆ味み。

　なんという過か剰じよう報復。

　けれども少女は笑う。

　一から順に知ろうが、十まで一気に叩き込まれようが、そんなものは同じだと。

「感想は、気が向いたらでいいわ。時間はたっぷりあるもの。それこそ時間が先に腐くさるほどに」

　真っ赤なゼリーが、少女の中へと飲み込まれていく。

　それはさながら血のようだった。




　とまあ、物語的にそんな中ちゆう途と半はん端ぱな会話でその場を終わらせられるはずもなく、泣なき空がらヒツギはきちんと講義をしてくれた。しかしそれは、やっぱりどう考えても教えるではなく、叩き込む、それも脳に直じかでといった感じのスパルタ感に溢あふれるものだった。なにせその初しよ撃げきが。

「初めに、大前提として言っておくけど、もうアンタの生前は無いから」

　である。続いてが。

「もちろんもう生前に戻もどることもできないし進むこともできないわよ」

　と来たもんだ。

　ちょいとスパルタすぎるぜハチミツ授業がいいようなどという泣き言を言う元気は彼にはなかったし、そもそもその手のジョークを飛ばす素養もなかった。あくまでもツッコミなのだ。

「つまりは、おれは死んでる……ってこと、か」

　至し極ごくシリアスにそんな返答をした。本人はシリアスなつもりだったが、間ま抜ぬけにしか聞こえない。

「ええ。アンタは撲ぼく殺さつされた。殺された。死んだ」

　何度も言う必要はないのに、氏しか姓ばね偲しのぶは死んだのだという事実をヒツギは繰くり返す。

「けれどもそれはあくまでも生物として見た場合であって、存在としていうならば、死んでるわけじゃないわよ。まあ生物として死んでいる時点で、生きているなんて言えないけれど。簡単にわかりやすく言えば魂たましいってヤツ？　まあそんな感じの状態ね。そのわりに発光もしてなければぼんやりともしてないって思ったかしら。アンタのその考え方は、実に凡ぼん俗ぞく的ね」

「いや思ってねぇけど……。でも普ふ通つう、魂っていったらそんなのだろう」

「普通、ね。そんな単語に縛しばられているあたりが、実に凡俗だわ」

　もはやさりげなく散りばめられる悪あつ口こう雑ぞう言ごんをどうしようとも思わない。これぐらいなら口くち癖ぐせと考えれば耐たえ凌しのげないこともない。耐え凌ぎたいとは、思わないが。

「あたしが言っている魂っていうのは、爍己態アストラル・アークのこと。概がい念ねんとしては、魂と考えても不具合はないわ。細かいところでは異なるけれど、基本を理解するうえではそれで十分。そしてあたしはそれを視みることができて、感知することができる」

　トントン、と人差し指で自らの眼めを指し示す。

「で、これに対する形で肉体のことは櫃己態マテリアル・ケージと呼んでいる」

「あ、あすとらる？　まてりある？」

　オカルト的なものに対して一般以上の面識も知識もない偲にとって、その話はまったくもってファンタジー小説やゲーム内の造語と同じような感覚にしか捉とらえられない。あるいは、初めからその程度の認にん識しきでかかれば理解は早いのかもしれない。

「アストラルやマテリアルは、耳にしたことがあるかもしれないと思ったけど、その顔だと聞いたことはないみたいね。別に無理して理解する必要もないわよ。アンタには用のない知識だと思うし。単純に、魂と肉体って置き換かえて考えればいいわ」

　ということなので、有あり難がたく偲はそうさせてもらうことにした。

「続けるわよ。それで、その爍己態アストラル・アークっていうのはエネルギーなの。いえ、順序が逆ね。爍己態アストラル・アークを構成する爍己素アストラルが流動した結果としてできたエネルギーの流れが、爍己態アストラル・アークと呼ばれるモノ」

「むう」

　何を言っているのか、わからなかった。その様子に、なんて理解の遅おそいヤツだとでも言いたげに、大おお仰ぎようにヒツギはため息をついて見せた。

「川と水の関係を想像してみなさい。川が爍己態アストラル・アーク。水が爍己素アストラル。流れていない水は川と呼ばれないでしょう？　それと同じで、爍己素アストラルが流動して初めて爍己態アストラル・アーク──魂たましいと呼ばれる。で、魂と置き換かえてもいいと言ったからには、爍己態アストラル・アークは感情だとか人格だとか、そういった生物の精神的な部分をすべて担になっている。その爍己素アストラルの流動の仕方は、当然それぞれが異なるからその差異が精神的な部分においての差異を生み出している、ってわけね」

　わかるようなわからないような。滔とう々とうと語られる内容を詰つめ込むのに精せい一いつ杯ぱいで、理解のレベルにまで至っていないため反応を返すことができないのだが、それをヒツギは理解の意と解かい釈しやくしたようで、話は進む。

「で、その爍己態アストラル・アークと肉体──櫃己態マテリアル・ケージがあって初めて生物は動く。中身と容器ね。もっとも、大たい抵ていの生物は櫃己態マテリアル・ケージの損傷でその生命を終える。水を入れた器に穴が空けば中身が零こぼれるのと同じ。爍己態アストラル・アークを繫つなぎ止める楔くさびとしての櫃己態マテリアル・ケージが無くなれば、そこにあったはずの爍己態アストラル・アークは霧む散さんして爍己素アストラルに還かん元げんされるだけ」

　その語り口が饒じよう舌ぜつになるのは、そのことに関しての自信、あるいは誇ほこりの表れか。しまいには、偲しのぶの反応を気にする様子もなく、さらに話は続く。

「けれど、希まれに世の中にはそれが霧む散さんせずに残る──こびりつく人間っていうのも、いるのよ。澱爍態アツシユ──幽ゆう霊れいの類たぐいね。生物は櫃己態マテリアル・ケージと爍己態アストラル・アークと、二つの車輪で走っているけど死んでしまえばそれは一輪車になる。当然、一輪車は自転車なんかよりも難なん易い度は高いから、大たい抵ていのヤツはすぐにもろとも消失するし、上う手まく残れたヤツもその状態を維い持じするのに必死で、生前のような精神活動なんて到とう底てい無理。ほら幽霊とか亡霊とか怨おん霊りようがボキャブラリー貧相なコメントしかしないのって、死なずにいるのに必死で、それ以外に割さく余よ裕ゆうがないからなのよ」

「……そんな世せ知ち辛がらい理由だったのか？」

　本当だとしたら、お涙なみだちょうだいの死亡理由再現ビデオなんかよりも泣ける話だ。

「それでいくとおれは随ずい分ぶんと自由な感じだな。話すくらいの余裕はある」

「それは仮にも櫃己態マテリアル・ケージがあるからよ。一輪車よりは安定感があって自転車よりは不安定な状態だけれども、それでも剝むき出だしの爍己態アストラル・アークを晒さらしてるより幾いく分ぶんか楽なのは、当たり前。何を作るにおいても、型があるほうが楽でしょう？　一から自分の形を作るよりも既き存そんの形に沿ったほうが楽だし簡単。何せ元は自分が入っていた入れ物なんだから」

「随分と美的価値のない入れ物ですけどねー」

　言葉だけでは未いまだに現実味を帯びてこない話だが、かといって聞き流すことはできない。理解するのもややこしい、夢物語そのものなわけだがかといって笑い飛ばせるものでもない。

「だからおれはこの状態に違い和わ感を覚えないのか？　自分の魂が自分の身体からだに入ってるから」

　言っていて、自分は何を言っているんだという気になってくる。心しん霊れい番組はそれなりに楽しんで見るし、幽霊も自分に迷めい惑わくを及およぼさない限りいてもいいとは思ってはいるが特に信じていたわけでもない偲にとって、その言葉は、自分が、誰だれかが書いた物語の中へと押し込まれていくような感覚を覚えてしまう。

「そんなことは些さ細さいなこと。アンタは他ほかの人間と比べて決定的に違ちがう部分──『特性』がある」

「と、特性？」

　妙みように煽あおるようなそそるような刺し激げきされる言葉に、無い息を吞のむ。

　話が、その核心へとメスを沈しずめられていく。

　けれどそのことに、恐きよう怖ふも忌き避ひも、覚えない。

「アンタの特性は、死んでもなお自らを保てること」

「────────っ！　……………………」

　……………………えぇ、となんだかちょっとだけ、がっかりする。偲しのぶの中では、自分の特性はきっとなんかもっと見た目派手なすげぇヤツなんじゃないかと（表立って認めはしないが）多分に期待していただけに、その地味ぃな説明に無い肩かたを落とす。

「……それって、ユウレイと何か違うのか？」

「全然違うわよ」

　全然違うらしい。

「言ったでしょう。澱爍態アツシユなんて存在しているだけで存在に窮きゆうしていると。死なずにいるってことは、生前の自分の形をなんとか崩くずさずにいようとしているってこと。わかる？　水が、その器が割れた後も器に入っていたときと同じ形を保とうとしているのよ」

　そんなの、物理法則に囲われたこの世界では無理な話だったが──つまりはそれくらい難しいということなのだろうか。難しいことをなすには、当然だがそれに見合う対価が必要だ。

「でもでも、違い和わ感を覚えないのはおれの、その特性のせいなんだろ？　ん、あれ、そうなるとおれの特性とかってやつは、簡単にいえば死んでも身体からだを離はなれないってことなのか？」

「首にアンタの爍己態アストラル・アークを繫つなげたのは、あたし。アンタの特性はもっと精神──、思考や感性に深く根づいているものよ」

　あ、なんか意地悪い笑えみ。にこり、ではなく、にぃ、という擬ぎ音おんがよく似合う少女の笑み。

「そこで最初の質問に戻もどるわけだけれども──、いきなり気がついたら自分が死んでいるとして、それで並なみ大たい抵ていの人間が通常の精神状態でいられると思う？」

「まあ普ふ通つうの人でしたら、間違いなく発はつ狂きようモノの衝しよう撃げきですよね」

　気分はどう？　とは、そういう意味。

　氏しか姓ばね偲の特性とは、そういう意味。

「異常なまでの環かん境きよう順応能力」

　生きていようが死んでいようが。

　変わらずにそこにあるという、特性。

　冷静とも違う理性的とも違う、特性。

　自分が置かれた環境を認にん識しきし混乱し把は握あくし理解しそれでもなお、対応──順応していく。

　言われれば、本当に、最初こそ取り乱したし、今でも違い和わ感こそ覚えてはいるが、混乱はないし嫌けん悪お感もない。首より下が無いということをうっかり忘れてしまうほどに、うっかりと忘れてしまえるほどに──、今に異常を覚えない異常さ。

　それが、氏しか姓ばね偲しのぶという存在の、特性。

　その宣告を受けて、彼は呟つぶやく。

「…………………………やっぱり、地味じゃね？」

　まあ、地味だけど。主人公が持つヒミツのチカラにしては、悲しくなるほどに地味だけど。

「そういう言葉が出てくること自体が、その証しよう拠こです。喜ぶといいですよ、氏姓サンのような特性をお持ちの方は本当に希まれですし、その中でも貴方あなたのそれは随ずい分ぶんと洗練されています。私は学びました。人間顔じゃないということと、神様は誰だれにでも一つだけ平等に才さい能のうを与あたえてくれるということを」

「それを見抜ぬいたのはあたしだから、さすがあたしね」

　自画自賛で話を締しめる。

　本来なら一巻分くらいかけて解消していくべき死んだことへの葛かつ藤とうとかを易やす々やす吞のみ込み。

　氏姓偲は、現状を納なつ得とくした。

「そっか、そういうことか……」

　すでに危機感という言葉は、その単語ごと意識の奥深くにしまわれている。大だい丈じよう夫ぶか。

「あ、だとしたらおれこの後どうなるんだ？　そもそも、社会的にはどういう状態なんだ？」

「もちろん死亡扱あつかいでしょうね。今回も今までと同じに扱われるとしたら」

　不ふ穏おんな単語。その単語があんまり踏ふみ込むとよろしくはないぞーというものだとわかりつつも尋たずねてしまうのは、もはや順応能力なんていう話ではなく、単にボけているだけだ。ツッコミ体質なのにボけているとは、メイドじゃないメイド服並なみに矛む盾じゆんしている。

「今までと同じ？」

「あら、新聞やテレビのニュースを御ご覧らんになってないんですか？　ダメですよー、情報は現代社会においてもっとも平等に得る機会のある武器なんですから、そういうのには目ざとくないと。うーん、それとも案外有名じゃないんですかねー『破砕破片ピースメイカー』は」

　聞き覚えのあった単語により、俄にわかに過生去前が呼び起こされる。ここから始まる意識よりも前、途と絶ぜつした氏姓偲の持つ記き憶おくが、後頭部に痛みを再現するとともに、その言葉の持つ意味と指し示す結果を偲の内に抱いだかせる。

　連続猟りよう奇き殺人犯『破砕破片ピースメイカー』。

　十五件もの猟奇殺人を犯してみせた、殺人鬼き。

　その禍まが々まがしい所業と言葉の響ひびきと、目の前の少女が結びつくはずもな──結びついた。

　つい今しがた明らかになった彼の特異性か、それとも今までの常じよう軌きを逸いつした状じよう況きようのなせる業わざか。いずれにしろ、それは別段納得がいかないというほどのものでもなかった。むしろスッキリした感がある。本当ならスッキリしてはいけない話なのかもしれないが。

「何それ」

　偲しのぶが得心する一方で、その当事者（だと思われる）ヒツギのほうは初耳だと首を捻ひねっている。

「あだ名ですよ。巷ちまたで話題の連続猟りよう奇き殺人事件の犯人です。あだ名というにはちょっとばかし格好つけようとして失敗しちゃった、初デートのオシャレみたいな感じの格好悪さがありますけど」

「下らないわね。特にそのセンスの悪さは、唾だ棄きすべきものだわ」

　ここにいもしない人間まで罵ば倒とうするのだった。

「じゃ、あ。お前が──その『破砕破片ピースメイカー』、なのか？」

　偲は、冥めい途どではなくヒツギに、問う。

　普ふ通つうに考えたならば、それは単なる一少女のなしえるような所業ではないとわかりつつも、しかしそれを行うのは他ほかならぬこの目の前の一少女であると直感したがゆえに。

「そうね。あたしのしてきた行こう為いが『破砕破片ピースメイカー』と呼ばれる者の行為であるとされているなら、間ま違ちがいなくあたしは『破砕破片ピースメイカー』と呼ばれてしかるべきでしょうね」

　臆おく面めんもなく、むしろ誇ほこるように。

　ヒツギは、そう名乗った。

「人、殺し」

　ポツリと、偲の口から単純な単語が零こぼれ落ちる。

　その言葉を目で捉とらえたとでもいうように、機き敏びんにヒツギの視線が彼を向く。

「ええそうよ。あたしは、人殺し。どころか、連続殺人鬼きね」

　そこに浮かぶわずかながらも喜ぶような色が、偲には理解できない。

「なんでそんなことをしてるんだよ。おれは、殺されるような理由があったのか？」

「そんなこと訊きいて、今いま更さら何になるのよ？　動機を語れば死んだ人間が生き返るとでも思ってるのかしら。あるいは犯人には動機を語る義務があるとでも？」

「……そんなこと思ってるわけじゃない。けど、自分が何で殺されたのかくらいは教えてくれてもいいだろう。警察でも探たん偵ていでもない、被ひ害がい者そのものなんだから知る権利はある」

　知ったところで何が変わるというわけではないが、心の慰なぐさみ程度にはなるはずだ。

「まあ別に隠かくすようなことでもないし、教えてあげたほうが後々のことを考えると話が早いかもしれないわね。いいわ、教えてあげる。あたしの目的を」

　言葉を切り、ヒツギは居住まいを整える。それを口にするのは、彼女にとっては何か神聖な契けい約やくに近いものであるのかもしれない。礼れい儀ぎ正しく背筋を伸ばした姿は、まるで神に宣せん誓せいするかのごとくに誠実な姿勢であった。

「あたしの目的は、復ふく讐しゆう。俗ぞくに言えば見返してやる、という感じなのかしら」

　復讐と見返すの間には相当に意味的な差異が存在するのだが、おそらくヒツギの中で予定されている見返すという行こう為いは復讐に相当するものなのだろう、と偲は当たりをつけた。

「生体縫ほう合ごう師としてのあたしを汚けがし死し霊りよう義ぎ装そう士としてのあたしを堕おとした、やつらに、復ふく讐しゆうする。そのための第一歩として自分の手で虚動封身エーテリオンを造り上げる。その材料として、アンタは選ばれたのよ。アンタみたいな特性の持ち主はそうそういないから、これは完全に僥ぎよう倖こうというものね。まあ、あたしの日ひ頃ごろの行いが良いからだけど」

「言ってる意味は半分もわからねぇけど、そんな個人的な理由でおれは殺されたのかよ」

　心の慰なぐさめにもならない殺害動機に憮ぶ然ぜんとする。

「アンタに何がわかるのよ。大体、その理論でいえば牛だって豚ぶただって、殺された理由を聞けばそう思うはずよ。『自分たちは食われるために生きてきたわけじゃない』って。ああ、自分は家か畜ちくとは違ちがうなんていう理論は、無む駄だだから。あたしにとっては人間も牛も豚も、同じような認にん識しきでしかないしね」

　そう言われてしまえば、反論はできない。

　なので、話を故意に捩ねじ曲げた。

「お前、これからもこんなことしていくつもりなのかよ」

「さあ。今のところは、一応材料が揃そろったからその予定はないけれど。まあアンタが駄目になったらまた一からやり直しになるわね」

「駄目になったら、ね」

　果たしてどういう状態になればそういう判断が下されるのかはわからないが、概おおむねのところで偲しのぶは自分の置かれた位置というものを理解していた。駄目になればやり直すとは、再び人を殺して回るということだろう。

　それは裏返せば、偲が駄目にならない限り件くだんの事件はもう起こらないということ。

　我知らず核ミサイルのスイッチを預けられたような気分だった。

　もはやおいそれと自分の勝手で動くことはできない。

　自分が彼女の下もとから逃にげれば、また人が死ぬから。それも、自分のせいで。

　偲の内を複雑な感情が満たしていく。

　殺されただけでもこれ以上ない不幸だというのに、そんなものまで背負うことになるのか。

　けれど、彼はそれを見ないことにした。

　深く考えれば、泥どろ沼ぬまな思考に陥おちいる気がしたからだ。

「それで？　これからおれは何をさせられるんだ」

「別にどうにも。ひとまずは普ふ通つうに生活してもらうわよ」

「普通ってさっきお前が否定した言葉なんだけど、まあいいや。その普通の生活を、このおれが送れると、お前マジで言ってんの？」

　無い身体からだを顎あごで示す。

　四し肢しがあることを普通だとはいわないが、身体からだのすべてが無いことは普通ではない。いやそれ以外にも人として人間社会で生きていくには必要な諸もろ々もろが、一いつ切さい合がつ財さい奪うばわれてしまっている状じよう況きようなのだ。とてもじゃないが憲法で保障された生活を送れるとは、思えない。

「少なくともこちらにはその用意はあるわ」

「用意？」

「そ、用意。そうね、例えば──首から下とか」

「って、そりゃそうだろ。おれをこんな状態にしたのはお前なんだから、持ってないはずがないだろ」

「アンタの本来の身も体のはそれだけよ。他ほかは、なんかしっくりこないから置いてきたわ」

　走そう馬ま灯とう、ではないがふと心残り、というか気がかりが脳内を占しめる、家族のこと──はどうでもいいが、学校のことや友人のこと、あるいはベッド下に隠かくしてある本とか、ラブレターのこととか。あとは、約束を破る形になってしまった幼おさな馴な染じみのこととか。ひょっとしたら、自分の変わり果てた姿を一番最初に見つけたのは彼女だったのではないかと思うと、酷ひどくいたたまれない気分になってしまった。偲しのぶが謝あやまる筋合いではないが、済まないとも思ってしまう。

「で、首から下そんなものを用意されて、どうなるってんだよ。くっつけられるっていうのか」

　その言葉をヒツギが鼻で笑い飛ばす。

「あたしを誰だれだと思っているの？　アンタの魂たましいをソレに繫つなぎ止めたのは、あたしよ。精神と物質を結びつけられるくらいなら、物質と物質を繫つなぎ合わせるなんて容易たやすいものよ」

　それはいつの間に行われていたのか。

　ヒツギが摘つまみ上げたクッキーに、チョコレートがくっついていた。さらにその先にはクラッカー。さらにその先にはガム。さらにその先には棒状のキャンディ。さらにその先には──

　卓たく上じよう、巨きよ大だいな皿の上にぶちまけられていた菓か子しのすべてがヒツギの指先にあるクッキーを起点に、すべて連結されていた。お菓子の家ならぬ、お菓子のパレード。クッキーを口の中トンネルに送り込み、悠ゆう然ぜんと少女は自信をこめて笑ってみせる。

「このあたしにとってはね」

　その姿を見て、────偲は思いを口にする。




「いや晩飯じゃねぇよソレッ！」

　溜ために溜めた、三つ目の抗こう議ぎだった。





◇◇◇






　泣なき空がらヒツギ。

　職業・生体縫ほう合ごう師、兼けん、死し霊りよう義ぎ装そう士。

　なのだという。

「それについての説明は？」

「必要ないでしょ」

　そんな一言で、泣なき空がらヒツギという個人についての詮せん索さくは打ち切られた。




「そりゃ、今までの話から少しは推すい測そくできるけど」

　およそ数日ぶりの外気を布越ごしに感じながら。

　氏しか姓ばね偲しのぶは、己おのれの殺人者にして救世主についての思考を脳の上辺に走らせる。

　そんなことをしているから。

「あ」

　早足を心がけていた歩みがもたつき右足が左足に引っ掛かかり、無様に──いっそ見事に、彼は路面に顔を打ちつけた。反射で突つき出されるはずの両の腕うでは、しかしぴくりとも反応を見せず、その転てん倒とうの様はドミノ倒たおしのドミノのよう。ただし前にも後ろにも続く駒こまはないために、被ひ害がいは彼一人だったが。冬場の冷たい道路と鼻面を突つき合わせること数秒。ようやく思い出したように、ゆっくりとその身体からだを起こす。余りにもぎこちないその動きは、効率的に身体からだを動かすというプログラムを構築し始めたばかりの子供のようだった。

　実際、現実はほぼそのとおりである。

「こんなんで、無事に家までたどり着けんのかね」

　目的地は氏姓偲の家。

　生家であり生前の住所でもあった氏姓家は、どこにでもある住宅地の一角に位置している。最も寄よりの駅から歩いて十分ほどの近場にあるはずなのだが、かれこれ三十分は住宅街の中をウロウロしていた。迷ったわけではない。ヒツギのせいである。

「ちょ、待ち、待ちなさいよ、……アンタ、あたし置いて、いく気……？」

　ぎこちない動きの偲の後をついてくるヒツギは、なぜか息も絶え絶えだった。別段何か身体からだの調子が悪いというわけではなさそうであるのに、偲よりも遅おそい速度で歩き偲よりも疲ひ労ろう困こん憊ぱいとなっている。単なる体力不足だろうか。その様子をさすがに見かねて偲は足を止めた。食堂で見せた尊大な態度は、疲労に紛まぎれて幾いく分ぶんかなりを潜ひそめている。

　口を開かなければ、それ相応に少女なのだが、残念なことにヒツギには口がある。

「ん、いや悪い。どうにも身体からだの動きが馴な染じまなくて、歩ほ幅はばが調節できないんだよ。他人の靴くつ履はいて歩かされてるみたいだ」

　立ち上がり方だけではない。服についた埃ほこりを払はらう腕うでの動き。ゆっくりと確かめるように踏ふみ出す右足の動き。そのどれもが、どこか危なっかしい。

　まるで自転車に初めて乗るような不安定さ。

　そんな偲よりも遅い、速度とはいえないような速度でようやくにヒツギが追いつき並ぶ。

「だ、……から慣らしも兼かねてると、言ったでしょう。いい？　お披ひ露ろ目めは年明けてすぐなんだから、あまり無様な作品を見せられないのよ。ただでさえ不当な評価を受けてるんだから、アンタであたしというものの存在をアイツらの記き憶おくに刻み込んでやるのよ。そのためにはアンタを一刻も早くその身体からだに馴な染じませないといけないの」

　真っ白い息を吐はき吐き、追いつくと同時、ヒツギはさっさと偲しのぶを追い抜ぬき先頭に立つ。どれほど寒いというのか、少女特有の薄うすい体のラインが雪だるまと化しているくらいに丸々厚々と着込んでいる。おまけに頭部はニット帽ぼうというのだから、正に雪だるま。しかし色はどれもこれも黒いので、もはや何がなんだか。

「それはそっちの都合だろ。お披ひ露ろ目めだかなんだか知らないけど、おれに関かかわる義務はない。おれはお前のことを信用しても認めてもいない。っていうか許してねぇし」

　ぶつぶつ文句を垂たれる偲のほうは、薄っぺらいコートに、下も同じように薄い長なが袖そでとジーンズ。とてもじゃないが吹ふきすさぶ寒風を防ぎきれるとは思えない防寒性だが、それでも本人は涼すずしげに空気を肌はだで感じている。それよりも不自然なのは、首より上の部分。ヒツギと同じくニット帽に時代遅おくれのサングラス。加えてマスクという、不ふ審しん者スタイル。コンビニに入ることをまず拒こばまれてしまうような犯罪的後ろ暗さを醸かもし出している。もちろん好きでやっているわけではない。これは、致いたし方かたないことなのだった。

「別にアンタに認めてもらう必要も、信用される気もないわよ。許すかどうかなんてどうでもいいし。アンタ、自分の立場がわかってるの？　わかってないでしょうね。今一度言っておくけど、アンタが社会と繫つながっていられるのはあたしがいるからよ。アンタという存在の今を正しく認にん識しきできるのは、あたしと、後は冥めい途どくらい。アンタは社会的には死んでいるんだから」

「それが一番腹立たしいんだよ」

　自分をこんな状じよう況きように貶おとしめた相手にしかその存在を認識してもらえないとは、自分の財さい布ふをスった相手に施ほどこしを受けているようなものだ。そんな捩ねじれた関係などどこぞに追いやってさっさと逃にげてしまいたいのだが、なかなかそうはいかない事情というものがそこにはあった。第一に、彼の身体からだは定期的にヒツギによる調整を受けなければならないという個人的な事情があったし、第二に殺人抑よく止し力としての自分の存在がある。仮に偲が彼女の下もとからいなくなれば、再び偲のようなものを生み出すために、ヒツギは殺人を犯すだろう。

　たとえそこが、もう戻もどることのできない世界だとしても、それが壊こわされるのを黙だまって見ている理由にはならない。もちろんその根底は高潔な犠ぎ牲せい精神などではないのだけれど、守りたい、壊されたくないという気持ちくらいは、ある。警察に頼たよってもこんな話、誰だれが信じてくれるというのか。結局のところ、彼が自身の身を以もつて抑よく止しするしかないのだ。

「ああ、言い忘れてたけどアンタの頭の中、──が仕し掛かけてあるから。少しでもおかしな素そ振ぶりを見せたら躊躇ためらわずに処分するわよ」

「もっとはっきり言えよ！　聞こえないから何されるかわからなくて余計怖こわいわ！」

「わざわざ言うまでもないでしょう。逆らう気がなければ害はないもの。大体、創造主に逆らおうってほうがおかしいのよ。どこかで頭の配線間ま違ちがえたんじゃないの？」

「昔から人間ってのは神様創造主を崇あがめる一方でその領りよう域いきに踏ふみ込もうとしてたらしいぞ」

「その結果、塔とうが崩くずれたりしたでしょ？　アンタの場合は──するわけだけれども」

　まったくもって話にならないのであった。

　それも二人の関係を考えれば当たり前のことだが。

「何でもお前の思いどおりになると思ったら大間ま違ちがいだからな」

「一度だって自分の思いどおりになると思ったことなんてないわよ」

　つまらない話をしたとばかりに苦虫を嚙かみ潰つぶしたようなヒツギのその顔は、偲しのぶが初めて見る類たぐいのものとして映った。彼が今まで見てきた彼女の表情は、傲ごう岸がん不ふ遜そんの一言に尽つきる。退かず揺ゆらがずおもねらず。どこかの世紀末覇は王おうのような矜きよう持じとそれを実行する鋼こう鉄てつの精神の持ち主。それが現時点での偲が抱いだく泣なき空がらヒツギという人間像だ。……少女に張りつけるイメージとしては、甚はなはだ頑がん丈じようすぎるきらいがあるが、しかし現実として彼はその一面しか今まで目もく撃げきしていない。

　なるほどこういう顔もあるのか、と思いつつもだからといって溜りゆう飲いんが下げられるというわけでもない。実に安い表現になるが、ムカツくことには変わりはない。

「そっちじゃねぇ、こっちだ」

「そっち嫌いやよ。人がいるもの」

　最短距きよ離りを行こうとする偲に逆らって別の道をヒツギは選せん択たくしようとする。確かに彼が進もうとしている道の先には、主婦らしき人物が二人、井い戸ど端ばた会議を開いている。どこからどう見ても普ふ通つうの主婦で、危険性など微み塵じんも感じられないのだが、そこへ近づくことをヒツギは頑として認めようとしない。

「お前の言う方向だと遠回りになる。あんまり長居すると知り合いに遭そう遇ぐうするかもしれないだろ。そうなると面めん倒どうくさいだろうが。殺人鬼きに加えて幽ゆう霊れいなんて三流の都市伝説を増やす気か」

「それはアンタのほうの事情でしょ。大体そんなに知り合いに会うことが嫌ならそもそも確かく認にんなんかしに来なければいいでしょうが。矛む盾じゆんしてるわよアンタ」

「うっせぇ。それくらい自分でもわかってるっつぅの。自分がどれだけ意味のないことしてんのかも。でも、気になるんだから仕方ねぇだろ。人間ってそういうもんじゃん」

「そうなの？　あたしにはわからない話だわ。ああもう、だからそっちは嫌だって言ってるでしょうが。言うこと聞きなさいよ。聞かないと大変なことになるわよ」

「短気すぎだろオイ……」

　気が短すぎる三さん蔵ぞう法ほう師しもあったもんだ。……そういう三蔵法師もいるっちゃいるが。ともかく大変なことになるのは嫌なので、仕方なく人のいないほうの道を選択する。まあ人がいない道を選んで行けば時間はかかるが知り合いに遭遇する確率も減るだろう。要は時間を選ぶか安全性を選ぶかの問題。だったらどっちを選んでも同じような気もしてきた。

「アンタの家、まだ遠いの？」

「遠くねぇはずだったんだけどな。誰だれかが事あるごとに道順を変へん更こうさせなきゃ」

「だって人間がいるんだもの」

「そりゃいるだろう。住宅街なんだから。いなかったらゴーストタウンだ」

「お化け……そっちのほうが嫌いやね」

「比ひ喩ゆだぞ、言っとくけど。大体なんでそこまで人を気にすんだよ」

「嫌きらいだから」

「…………は？」

　思わず、足を動かすのを忘れて間ま抜ぬけな声を漏もらしてしまう。

「その阿あ呆ほうみたいな顔やめてくれる？　仮にもあたしの作品なんだから、もう少し品性と知性を感じさせる立ち居振ふる舞まいをしてもらいたいわね」

　そうは言われても、ヒツギの発言はなんだか釈しやく然ぜんとしないものが大いにある。連続猟りよう奇き殺人犯が人間が嫌いというのは、寿す司し屋が魚を嫌うようなものではないのか、という偲しのぶの不ふ審しんを余よ所そに、強調するようにヒツギは続ける。

「嫌いなのよ、人間は。ん？　変なこと言った、あたし。おかしなことじゃないでしょう？　牛肉が好きな人間がすべからく牛好きってわけでもないでしょ。それと同じよ。死体はなんともないんだけれど、生きてる人間は嫌いね。生理的にも心情的にも」

「そんなに嫌いなのかよ」

「そうね。とりあえず今すぐ全世界の人間が死ねばいいと思うくらいには」

「とりあえずのわりになんで規模が盛大にジェノサイドなんだよ……」

　居酒屋で開口一番、ビールではなくウォッカを頼たのむようなものだ。さすがというべきか、どうやら彼女の基準は世間一般のそれと大いにずれているようであった。当たり前といえば当たり前だが。

「それよりもまだなの？　いい加減、人間ばかりで気分が悪くなって──」

「ん？」

　唐とう突とつに言葉が途と切ぎれ、ささっとヒツギがその身を偲の背後へと素す早ばやく移動させる。それとほぼ同時、二人の前を買い物かごにスーパーの袋ふくろを満まん載さいした自転車が通り過ぎて行った。行った、だけである。特に危害を加えようとしたわけでも、その軌き道どう上にヒツギがいたわけでもない。

「危ないところだったわね」

「危なくねぇよ。少なくともお前よりは危なくねぇよ」

「甘いわね。人間という生き物は、突然何するかなんてわからないわよ」

「チャリに乗ったおばさんが何するとも思えねぇけどな」

「そこが甘いって言うのよ。その一見人じん畜ちく無害そうな人間が腹部に爆ばく弾だんを抱かかえていないっていう保証はどこにあるのかしら」

「紛ふん争そう地域なら知らないが、少なくともこの国でそんな面めん倒どうくさいことするヤツいないだろ。ていうかお前の人間嫌いって単に過大な被ひ害がい妄もう想そうじゃねぇの？」

　自転車の強きよう襲しゆうで先頭に立つことに懲こりたのか、ヒツギは偲しのぶの背後についてしまった。服の裾すそをそれとなく握にぎっているあたりが外見年ねん齢れい相応のか弱さを思わせるが、もちろん偲にはそんなもの微み塵じんも感じられなかった。

「つまりは、おれは人間じゃないってことね」

　呟つぶやき、その裏で、忘れるなよ、と念を押す。

　こいつは、氏しか姓ばね偲を殺した人間だ。

　わざわざそんなことを念押ししなければならないなんて自分はどれほど阿あ呆ほうなのだ、といよいよもって『氏姓偲の特性＝環かん境きよう順応能力』説が裏づけられてきているみたいで鬱うつりそうになる偲。やっぱり地味さは否いなめない。たぶん光線とか出せないだろうし。

　そんな必要のない悩なやみにもため息をつきつつ、視線はようやく遠くに見え始めた慣れ親しんだ我が家の屋根の色を捉とらえ始めていた。慣れ親しんではいるが、どうにも懐なつかしさの感かん慨がいは湧わき上がってこない。

「おかしいのはおれなのかね」

　十五年間見飽あきた色の屋根。その隣となりには、同じ年月見飽きた色が並んでいる。

　そういえば────あいつは、どうしたかな。

　自分の家と同じくらいに、いやそれ以上に気になる幼おさな馴な染じみの姿が脳裏をよぎる。しかしいくら気になるとはいえ、自分の今の状態をちらとも知らせるわけにはいかなかった。

「ま、しょうがねぇか」

　けしてそんな軽い気持ちでは片付けることなどできないはずの葛かつ藤とうを一いつ瞬しゆんで吹ふき飛ばし、家の様子を確かく認にんしてから離はなれようと歩調を速める。馴な染じまない身体からだは節々に悲鳴と抗こう議ぎの声をあげたがスパルタ教師偲はそれを更さらなる駆く使しでもって黙もく殺さつした。そのほうが気が紛まぎれる。

「随ずい分ぶんと静かね」

「ほんとだ……まあ、それも予想のうちだったけれどもさ」

　果たして氏姓と表札の掛かけられた家の前は、実に静かだった。時刻としては昼下がり、ちょうど出歩いている人間が少なくなる空白の時間。だから静かなのは当たり前といえば当たり前なのだが、この家はかの連続猟りよう奇き殺人犯の十六人目の犠ぎ牲せい者となった人間の家なのだ。にも関かかわらず雰ふん囲い気きが、あまりにも落ち着きすぎていた。人が死んだという事象から生まれる悲ひ嘆たんや悲ひ哀あいの感情は、どう抑おさえても雰囲気として近くを通りかかる人間にはわかってしまうものである。しかしそれが、生まれてずっと暮らし馴染んできた人間にも観測できない。

　そんなものか。

　家族の様子が気にならないわけではないが、無理を押して確認するほどに心残りはなかったし、生前を思い返してみても、この無味乾かん燥そうな家の雰囲気は、納なつ得とくできる気がした。少なくとも偲と両親の関係は、死後数日まで涙なみだを引っ張るような情に溢あふれたものではなかった。

「まあ、それはお互たがい様さまってことで」

　そうとだけ呟つぶやき視線を切った。

「もう終わり？　わざわざ確かく認にんしに来たのにあっさりしたものね。あたしとしては早く終わればそれにこしたことはないけど。早く帰るわよ。ああ本当に、人間が煩うるさくて嫌いやになる」

　ただ期待しただけだよ、と小さく付け加える。

　そしてそのままその場から足早に離はなれようとして──

「偲しのぶ、ちゃん？」

　背後からの聞き馴な染じんだ声に、思わず立ち止まりそうになる。ブレーキをかけようとする意志を、前進に利用した運動エネルギーで振ふり切る。ていうかダッシュ！

「ちょ、アンタ待ちなさいよ！」

　いきなり走り出した偲に背後から制止の声がかかるが無視無視。不意を突つかれた馴染みの声を振り切るのは、一度ブレーキをかけて減速してしまったら不可能な気がした。足を一歩一歩踏ふみ出すにつれて、全身の機き巧こうのズレを感じる。記き憶おくの中の最高速度と、現実を疾しつ駆くする足運びが一いつ致ちしない。そりゃそうだ、と呼吸一つ必要としない機能の中で考える。なにせこの身体からだは、もはや彼のモノではないのだから。

　十五の見知らぬ人間の部分パーツで構成された、その身体からだ。

　昏こん睡すいさせられている間に首と体の接合が行われたため仔し細さいは知らないが、傷きず痕あと一つ繫つなぎ目め一つ見えない今の身体からだは、生きている人間そのものだ。しかしその実態は、死体の寄せ集め。

　十六身合体氏しか姓ばね偲。

　そんなものが、いきなりまともに機能するはずもない。いくら綺き麗れいに繫つなぎ合わされていようとも、いくら肉体的に矛む盾じゆんなく駆く動どうするように組み合わされているとしても、それは他人の靴くつで走らされているようなもの。『氏姓偲』という存在を今まで動かしていた運動記憶プログラムでは、身長から体重から歩ほ幅はばから何から微び細さいに異なるその群れを、うまく統とう率そつできるはずもない。

　今回の外出は、それを現在の身体からだに書き換かえるという慣らし運転の意味もあったのだが。

　慣らしどころか偲フルスロットルだった。

「くそっ、やっぱり足遅おせぇっ」

　ヒツギの話では、肉体スペック上その身体からだは平へい凡ぼんな人間のものらしい。運動選手の身体からだを組み合わせたわけでもないのだから、筋力も反射神経も肉体強度もほぼ並の人間。下手をすればパーツ同士の連れん携けい度が低いため運動神経のいい小学生にも負けるかもしれない。かといって何か特とく殊しゆな、背中にバズーカを背負っているとか爪つめから毒が分ぶん泌ぴつできるとか、人外能力が備わったかといえばそういうわけでもない。あくまでも彼は、生物学的に人間を模かたどっているのである。

　生身の人間に劣おとる改造人間とは、改造され損ぞんもいいところだ。

　唯ゆい一いつの勝まさる点といえばその活動に酸素を必要としないところだろうか。そのアドバンテージは、地味なようでいてかなり大きい。特に持続的な運動を要求されたときにその真価は遺い憾かんなく発はつ揮きされるだろう。もっとも、今のよちよち歩きのような状態ではあまり意味がないのかもしれないが。

「ったく、ついてない」

　数日前までの鮮せん明めいな記き憶おくを頼たよりに、できるだけ後続を撒まくような複雑なコース取りを考える。そのへんは昔取った杵きね柄づか、地区再開発で幾いく分ぶんか様変わりしたもののまだ有効な逃とう走そう路ろは多く残されている。子供の頃ころ、住宅街を舞ぶ台たいに行った鬼おにごっこを頭の片かた隅すみで思い出しながら、ほぼ無意識に彼は一つのルートを選せん択たくしていた。

　もうすっかり昔の景け色しきとなっていた緑色の茂しげみを搔かき分けて、茶色い地面に下り立つ。

「う、おお？」

　しかし足裏は記憶の中の土の感かん触しよくではなくレンガの硬こう度どを捉とらえた。その違ちがいにわずかに着地の力加減を誤あやまった偲しのぶはバランスを崩くずしそうになり、そのまま手近にあったベンチに体を投げ込むように、腰こしを下ろした。深く息をつく。マスクの中で冷たい吐と息いきが渦うず巻く。

「まさか、今一番会いたくねぇヤツに、真っ先に会うとはね」

　ずれていたニット帽ぼうを直し、用心深くサングラスをかけ直す。

　そこは、小さな公園だった。遊具も何もない、ただベンチが数脚きやくと陽ひ射ざし避よけの木が植えられているだけの、公園とも呼べない猫ねこの額ほどの広場。以前は土が剝むき出しだったそこも、時代の流れか長方形をしたレンガのブロックで隙すきなくすべて覆おおわれてしまっていた。彼の他ほかに日向ひなたぼっこを楽しむ酔すい狂きような人間はおらず、いきなり飛び出してきた不ふ審しん人物を見咎とがめる者はいなかった。ぐったりとベンチに体を預ける。疲ひ労ろうはない。そもそも疲労も何も、肉体としての終着点にたどり着いているのだから、そんなものは溜たまりようもないのだった。

「あーやべぇな、あいつ置いてきちまった。回収しに行かねぇと、迷子になられる」

　偲の実家からヒツギの家（城だった）は、駅にして十駅ほど離はなれていた。そもそもヒツギの家自体が儚はかな市し内では有名な大森林の奥深くに鎮ちん座ざしており、最も寄よりの幹線道路にたどり着くのにさえ途と中ちゆうで迷ってしまうような場所だった。加えて、その中間点となる場所に儚市の中でも一二を争う都市部があるのだから、大たい抵ていのことはそこまで行けば済ませてしまえる。だから、偲には向こうの土地勘かんはないし、ヒツギにはこの辺りに来た経験もない。このままでは迷子確定である。

「めんどくせぇ」

　とはぼやきつつももう探しに行く気になっているのは、『神様仏様氏しか姓ばね様』と呼ばれた面めん倒どう見みの良さの発はつ露ろに他ほかならない。なんだかんだ言いつつも、誰だれかの面倒を見ることを忌き避ひしない彼は、近来希まれに見る純じゆん粋すいな心の持ち主だったりするのかもしれない。自分の首を落とした相手の迷子の面倒まで見るとは、純粋を通り越こしている気もするが。

「別にあいつのためじゃねぇっての。このままだといつ何されるかわからねぇからな」

　誰にともなく言い訳するかのごとくに言う。

「確かく認にんは済んだことだし、あいつを拾って、帰りますか。学校のほうも気になるけど、さすがにこの時間にノコノコ顔出せるわけもねぇしな……そういえばあのラブレター、結局誰だれが出したんだろうな……気になるな」

　判明したところで益やく体たいもないことを考えながら、思考を現在に引き戻もどす。いつまでも過去に浸ひたっているわけもにもいかない。

「どうせあいつのことだからまだあそこにいるんだろ。少しは自分で動けっての」

　偲しのぶは数日ですでにヒツギの性格を大体把は握あくしていた。それは彼の観察眼の賜たま物ものというよりも、己おのれを何一つ偽いつわることなく遠えん慮りよなしに発はつ露ろする相手方の性格に依よるところが大きい。

　今度は別の案件に向かってため息をつき、ゆっくりと立ち上がり──

　ひぃっ、と恐きよう怖ふに声を漏もらしかけた。

「し、し、偲、ちゃんっ」

　ゼエゼエと肩かたで息をする幼おさな馴な染じみ──故こ不ふ院いん埋まいが、目の前に立っていた。

「うおっ」

　完全に撒まいたと思っていたのだが、どうやら撒ききれなかったらしい。まるで瞬しゆん間かん移動でもしてきたかのような登場であったが、もちろんそうでないことは、その様子からすぐにわかる。

　学校帰りなのだろう制服姿は、よほど急いでいたのか激しく乱れている。革かわ靴ぐつには泥どろの飛ひ沫まつや枯かれ葉はが付着しておりその尋じん常じようならざる感じに拍はく車しやをかけていた。もっともその一番尋常ならざる部分は、生気に欠けた顔だろう。ボロボロというわけではないが、目に見えて、やつれている。普ふ段だんは普通の女の子らしくきちんと整えられている髪かみも、どこかぞんざいな処置をされているようだった。それが自分の死が引き起こしたものであると、なんとなくわかりはしても、なお、驚おどろいてしまうくらいに────、久しぶりに会った幼おさな馴な染じみは鬼き気き迫せまっていた。

「偲ちゃん、偲ちゃんでしょ、ねぇ！」

　そりゃそうなんだけれども、はいそーですとは、言えない。そもそもなぜあの幼馴染は自分が分かるのかが、不思議だった。首より上こそ生前の氏しか姓ばね偲であるが、それ以外の部分には自分の名残なごりなどどこにもない。背格好も何もかも違ちがうのだ。顔を覆おおってしまえば、まったくの別人だ。しかしその口調は断定形。疑う様子はない。

「わたしに逢あいに来てくれたんだね。もう、逃にげなくてもいいのに、なんで逃げるかな」

　ふらふらと近づいてくるその姿は、見ていて痛ましい。

「偲ちゃん、でしょ」

　縋すがる、声。

　どう答えたものか、いやそもそも答えていいものか──躊ちゆう躇ちよする。本来ならばまた遇あってしまった時点で全速を以もつて逃げ出すべきだった。しかしいくら順応能力が尋常ではないとはいえ、それは過去を切り捨てることと等号で結ばれるものではない。捨てられないものも捨ててはいけないものも、ある。そして彼にとって彼女は、捨てられないものであり捨ててはいけないもの、だった。なんだかんだ言おうとも、十五年をともに過ごしてきた、家族以上に濃のう密みつな時間を過ごしてきた、半身のような──少女。

　その結果が判断を鈍にぶらせ躊ちゆう躇ちよを招いてしまった。

「あ、あい、逢あいに来てくれて、嬉うれしいよ。ねえ、ちゃんと顔見せてよ」

　気がつけば。至近までの接近を許してしまっていた。向こうの動きは淀よどみがない。なかなか仮面を剝はぐ様子を見せない偲しのぶに焦じれたかのように自らの手で、埋まいが乱暴にサングラスを奪うばい取る。触ふれる外気に大気の流動を覚え、己おのれの肌はだが晒さらされたことを悟さとる。

　その下から出てきた顔を見た幼おさな馴な染じみの顔は、期待から、変わっていく。

「わ、悪いけど、おれ──ぼくはその、なに？　シノブって人じゃないよ」

　埋は、それでも信じきれないと、帽ぼう子しとマスクを毟むしり取り。

　え、あ、と、信じられないものを見るような顔。

　やがて、それが次し第だいに失望から絶望へとシフトしていく。

　身体からだの芯しんを抜ぬかれたように、へなへなと地面に腰こしを落とす。

　その様子は、かつてを知る者からすればとても見ていられないようなものだったが、それでもそこから目を逸そらすことはできなかった。少しでも可能性を残していては、いけない。氏しか姓ばね偲という存在は、もはや死んだのだということをわからせなければいけない。

「その人、こんな髪かみの色でも目の色でも、ないでしょ？　勘かん違ちがいだよ、勘違い」

　冷たい口調を努めて装よそおいながら、心の中で安あん堵どのため息をつく。何事も予防線は張っておいて損そんはない。備え在れば憂うれいなし。見事な白はく髪はつに、真っ赤な目。余興で髪かみ型がたは三つ編みの尻しつ尾ぽ。馬ば鹿か馬鹿しく仰ぎよう々ぎようしい子供騙だましの変装……というか仮装だったが、そのインパクトは並なみ大たい抵ていのものではない。

　少なくとも、顔形が氏姓偲のものであるということを誤ご魔ま化かせるくらいには。

　出で鱈たら目めな色しき彩さいも、それに一役買っていた。髪の毛なんて薬やく剤ざいでいくらでも染められることをわかっていても、目の色なんてカラーコンタクトでいくらでも弄いじれることを常識的にはわかっていても、ここまで奇き抜ばつな色合いを堂々と通されると、盲もう点てんを生む。三つ編みは冥めい途どの趣しゆ味み。しまいにはスカートまで着用させられそうになったが、そこは氏姓偲といういち男子の尊厳を死守させてもらった。こんなことなら穿はいておけばよかったかもと、変な後こう悔かいをする。

「こんな目立つなりだからさ、あんな格好してたんだけれど。悪いね何かガッカリさせたみたいで」

　埋にはもう反応もない。何か、最後に残っていた心の柱を叩たたき折られたような表情。いそいそと帽子だけを元の位置に戻もどす。サングラスとマスクは、相手の様子を窺うかがうのに邪じや魔まだった。その場から立ち去ることはできなかった。心残りがあるとすれば、家族にではなく、この幼馴染にあることは間違いない。

「ここで会ったのも何かの縁えんだし。よかったら、話くらいは聞くけど。まあ人に聞かせて楽になるような話だったら、そんな必死にもならないか。とりあえず座れば？　寒いだろ、地そ面こ」

　言葉に促うながされるように、埋まいが体を起こす。その様は先ほどまでの偲しのぶの動きよりぎこちない。糸の切れた操あやつり人形が自力で動き出そうとしているようだった。あるいは、緊きん張ちようの糸が本当に切れたのかもしれない。今の彼女の様子は、以前を知っている彼からすれば思わず目をそむけてしまいたくなるものがあった。

　ゆっくりと、しかし投げやりにベンチに体を預ける埋。そこには、あの家では見られなかった沈ちん痛つうと悲ひ哀あいがたっぷりとブレンドされた空気が粘ねばつくように渦うず巻いていた。

　結局、自分が死んで悲しんでくれたのは、この少女だけだったらしい。

　いやまあ、他ほかにも涙なみだを流してくれた人間がいないとは思わないし思いたくないけれど、彼女の悲しみと他ほかの人間の悲しみは、やはり大きく異なるものだと、信じたかった。

　泣く気力はないのだろう。流す涙は尽つきたのだろう。静かに、少女は自分の足元に目を向けている。その横顔は、今まで彼が見てきたどの表情とも一いつ致ちしない。初めて見る、顔。

　まっずいよなぁ、と心の内で頭を抱かかえる。

　このまま放ほうっておくことは生前の氏しか姓ばね偲からしてできないし、かといってすべてを打ち明けることは死後の氏姓偲にはできない。彼にできるのは、それとなく自分のことなどさっさと忘れるようにと誘ゆう導どうするくらいしかない。しかも誘導するべき本人は、忘れられることをあまり望んでいないときたもんだ。説得されることを望まない交こう渉しよう人が何を語ろうが、当たり前だが効果は薄うすい。だからこそ妥だ協きようして、受身聞き役。その妥協すらも危あやういことを知りながら。

　しばらく、静せい寂じやく。

　こういう場合は間を埋うめるためにジュースでも買いに行ったほうがいいのだろうかいやでもそのままいなくなると相手に思われるのも嫌いやだしなぁとか偲が葛かつ藤とうしていると。

「ご…………めんなさい」

　埋の口から、謝罪の言葉が漏もれ出た。

　耳を塞ふさぎたかった。謝あやまられるべきは彼ではないし、謝るべきは彼女でもない。ことこの件に関しては、被害者も加害者もない。必要のない謝罪ほど聞くに堪たえないものはない。もちろん、彼女が謝ったのはそんなことに関してではないのだろうけれども。

　偲の耳には、そう聞こえたのだ。

「気にしなくていいってば」

「……あ、ありがとうございます」

　感謝の言葉もあまり耳にしたくはなかった。自分は感謝されることなど何もしていない。

「で？　何があったの。随ずい分ぶんと必死みたいだったけど。そのなに？　シノブちゃんとかいう子に何かあったの？　ああいや、話せないっていうなら、別にいいけど」

　まるで自分の墓はかを掘ほっているかのようだ。

　あるいは眠ねむれる死者を叩たたき起こす墓暴あばき。

　彼にとっては前者で、彼女にとっては後者。

　けれども、看過できない通過点。

　ああなるほど──と、死者は理解する。

　ひょっとしたら自分は、このためにここに来たのかもしれないと。

　やがて訥とつ々とつと、埋まいが語り出す。

　自分の出来事なのにどこか物語の中の話のようにそれを感じながら、偲しのぶは耳を傾かたむける。

「……偲ちゃんは、結婚の約束をした幼おさな馴な染じみ、だったんです」

　うおぃっ！　と思わず強きよう烈れつなツッコミを入れたくなり事実入れそうになり、それを偲は意志の力で捩ねじ伏ふせた。おれが見ず知らずの人間だからってなに噓うそ言ってやがる！

「っていうのは、オーバーですけど、小さい頃ころ、あ、そう、この公園で昔結婚式の真ま似ね事したくらいに仲が良かったんですよ」

「へ、へぇ」

　それは本当である。質たちの悪いことに。ちょうど彼らが子供の頃ころに、『運命の恋』的なものを題材にしたドラマがはやっており、それに感化された埋の提案で、そんなことをしたのである。……思えば氏しか姓ばね偲にかけられた幼馴染の呪じゆ縛ばくは、そのあたりから始まっていたように思える。

「向こうのほうは、大きくなるにつれて忘れちゃったみたいだけど、わたしのほうはその約束をちゃんと覚えています。もちろんわたしも、そんなの子供の頃のお遊びだっていうのはわかってたんですけど、ひょっとしたら、って思ってました。ドラマみたいな作り話じゃなくても、そのくらいあってもいいじゃないですか」

「まあ、あるかもしれないな」

　たぶんなかったよ、とは言えない。

「それに、彼の一番近くにいたのはずっとずっと、わたしだったから、いつかは誰だれが自分のことを一番好きでいるのか、気がついてくれるかもしれない、って期待してたんですけど、……でも、ダメだったんですよね」

　偲としては、色々な意味でいたたまれない気分だった。

「彼が、自分を好きだって子がいるってことを、知っちゃったんです」

　ん？

　微び妙みような言葉遣づかいのニュアンスに、疑問符ふを浮かべる偲だが、話はお構いなしに進んでいく。

「そのとき、わたしも気がついたんです。待ってるだけじゃダメだった。ちゃんと、きちんと、自分から行動しないと、偶ぐう然ぜんとか、幼馴染っていう立場にいつまでも頼たよってちゃダメなんだって。よく言うじゃないですか。やらずに後こう悔かいするより、やって後悔するべきだって。わたしの想おもいも、きっとそういう話だったんです」

「そりゃもうちょっと早く気がつくべき、だったよな」

　お互たがいに。

　そういう感情を幼馴染が持っていたとは、まったく思わない鈍どん感かん主人公の偲君であるが、仮にそう打ち明けられていたとしてもけして自分は彼女とはそういう関係にならなかっただろうと思う。生あい憎にくと彼にとっては、彼女は家族だった。ありふれた表現ではあるが、彼にとっての彼女はそういうもので、異性とかそういうこと以前に、大切なモノだったのだ。

　だからきっと、好きだと言われても、彼女が求める好意は返せなかっただろう。

　けれども、やはりそれはさっさと気がついて片付けておくべき感情だったのだ。

　こうなる前に。

　是ぜも非も出せなくなる前に。

　口を噤つぐみ、先を続けることが辛つらそうな埋まいに代わり、偲しのぶが、それを言う。

「で、そいつは────死んだ、んだ」

　断罪するようなその宣告は、意図して彼が放った刃やいば。

　自分の死を改めて口にさせるほど非道にはなれなかったが、それをそのまま済ますこともできなかった偽ぎ善ぜん者の選んだ選せん択たく肢し。

　言葉による回答はなく、その事実を拒きよ否ひするかのように俯うつむく様子が、偲にとってはなによりの答えであった。改めて、客観的に自分の死を思い知る。表情でそれを覆おおい隠かくした。

「そっか。いや悪いことした。辛つらいこと話させたみたいで」

　謝あやまりたいことは、いっぱいあった。

　けれどもそれを口にできるのは、生前の彼であって今の彼ではない。

　そのことが、非常に悔くやしい。

「ううん、わたしも話して、少しすっきりしました」

　それがもちろん噓うそであることを、彼はわかっている。自惚うぬぼれかもしれないがその程度ですっきりされるほど密度の薄うすい関係であったとは、思っていない。自分にとって彼女が家族だったのと同様に彼女にとっての彼もまた、そういうものだった──とは少し違ちがうが──のだから。

「つまらない話をして、ごめんなさい。こんなの聞かされたほうが困りますよね」

「いやいや。ぼくの使命は世の中の悲しみを少しでも減らすことだからさ。わずかでもお役に立てたようで何よりですよ。っと、それじゃあぼくはこのへんで退席するとしましょうか。そろそろ空も泣き出しそうですしね」

　見上げる空は────抜ぬけるような青空。

「そうですね。それじゃあわたしも、もう少ししたら帰ることにします」

「そうしなさいそうしなさい。嫌いやなことも良いことも、全部思い出にしちゃえばオッケーですから。それでは今度こそ本当に。さようなら」

　埋。と心の中だけで続きを呟つぶやき、道化師の真ま似ね事なんかしてその場を立ち去ってみる。

　未いまだ言うことをなかなか聞かない身体からだに鞭むち打ち、その場から一刻でも早く離はなれようと努力する。後ろから聞こえてくる雨の音が、聞こえないように。





◇◇◇






「──あれ、でもなんで、あの人」

　目の端はしに、涙なみだを浮かべながら。

「偲しのぶちゃんが死んだことを知ってるんだろう──」

　故こ不ふ院いん埋まいは、首を傾かしげた。





◇◇◇






「いやっ誰だれかおれを殺してくれっ！　なにあの台詞せりふあの振ふる舞まいっ！　ひいぃっ！　ぼくの使命とか、なにそれ、空が泣きそうって下手クソな作詞かよっ！　ま、真綿で首を絞しめられるような、いっそひと思いに殺やってくれぇっ！」

　愉ゆ快かいな氏しか姓ばねさんだった。

　いくら自らの蒔まいた種──の周りに生えた雑草を処理するためとはいえ、自傷行こう為いがすぎる言葉の数々に、悶もだえ死にそうになる。ここまでくるといやお前死んでるからとは、もう誰だれも突つっ込まないから、煩はん悶もん地じ獄ごくはますます続いていくばかり。半永久的な解決手段としてあの公園での出来事はすべて残らず記き憶おくの奥底へ鎖くさりでグルグル巻きにして重石おもしを何十もつけて沈しずめることで、なんとか精神の均きん衡こうを保つ。予期せずして埋と遭そう遇ぐうしたのだから、近きん況きようのひとつでも訊きけばよかったのだが、とてもじゃないがそんなことができるような様子ではなかった。なんとか元気づけようと努力をするので、精せい一いつ杯ぱいだった。

「あ～なんか死んでからここずっと、厄やく日びだな」

　死ぬ以上の厄があるのかといえばないのだけれども。

　公園を出ればすぐに住宅街が広がっているが、そこは記憶を頼たよりにするまでもなく、的確に先ほどヒツギを置いてきてしまった場所まで道を戻もどる。さほど時間をかけるまでもなく、そこには最短時間でたどり着いた。道みち端ばたにヒツギの姿が見える。

　……体育座りだった。

　拗すねてる。

　めっちゃ拗ねてる。

　ちょっと置いてかれたくらいで怒おこるなよなぁ。

　普ふ段だんは頑がん強きようなくせに妙みようなところで拗ねやすいヒツギは、扱あつかいが簡単なようでいて難しい。

　こういうの最近流は行やりの言葉でなんていうんだっけ……確かカタカナで四文字で硬かたさと柔やわらかさが同居したような言葉だったような気がする。……ガ機ン動ダ戦ム士？　いやボ装ト甲ム騎ズ兵！

　なにやら喉のどの奥に引っ掛かかった小骨のような知識を引っ張り出しながら、ヒツギへと間合いを詰つめていく。その足音に気がついたヒツギが偲しのぶのほうへと振ふり向き、睨にらむ。

「待ちなさいって、言ったわよね」

　怒ど気き。フキダシにしたら青筋が浮かんでいること間ま違ちがいなしの怒いかりの感情が、その一言にはこめられていた。逆らうのも無意味なことなので（確かに言われたし、聞かなかったのは自分である）、素す直なおに謝あやまることにした。

「いや、悪い。けどあの場合は、逃にげても仕方がなかったと思う」

「次あんなことをしたら、解体するから」

　さらりと剣けん吞のんなことを言ってのけるが、正直あまり腹の虫は居所がよくないらしい。

「で、あれは知り合い？」

「え、あ、いや、人違いじゃないか？」

「下手な噓うそね。だったら逃げる必要もなかったし、アンタ名前呼ばれてたでしょう」

　しっかりと記き憶おくされていた。また受け答えにまずったなぁと思いつつヒツギの前に手を差し伸のべる。それを見た彼女は、手を取ることもなく、自力でその場から立ち上がった。

「……だって正直に言ったら、あいつがお前に何されるかわかんないだろ」

「自分の身の危険を考えずに庇かばうなんて、よほど大事にしていたようね」

「そりゃ大事にもするさ」

　色々あったからな。とか微び妙みように伏ふく線せんっぽいことを内心で仄ほのめかしながら、さてこれからどうなるかとビクビクしていた。実際、ヒツギが何を言い出すかはわかったものではない。自分の正体が露ろ見けんした可能性を疑って、埋まいを葬ほうむり去ろうとするかもしれない。

　言いかねねぇ。

　その程度の行動は朝飯前とばかりにするだろう。

　目の前の少女ならば。

　そんなざわざわとする危機感を覚える偲を余よ所そに。

「今日の慣らしはこのくらいにして、さっさと帰るわよ。寒いし」

　少女はさっさと踵きびすを返した。

「──って、帰るのか？」

「当たり前でしょう。それともアンタは、こんなところで野宿でもするつもりなのかしら。まあそれもいいかもしれないわね。耐たい久きゆう力を計るには」

「いや、いやいや、そういう意味じゃなくて、例えば、その、報復とか──は？」

「報復？　誰だれに」

「えっと、あの、あいつ、に？」

「馬ば鹿からしい。なんであたしがそんなことをしなくちゃいけないのよ」

「いやそう言われるとそうなんだけど、でもほら、おれ顔見られたし、ひょっとしたらお前の正体が知られちゃった可能性とか、考えないわけ？」

　何で自分は自分で自分を窮きゆう地ちに追い込もうとしているのだろう。

「ああ、アンタが言っているのは、始末しないのかってこと？　それこそ馬ば鹿からしい。そんなことする意味ないでしょう。死んだ人間が生きてたなんて与よ太た話ばなし、誰だれが信じると思う？」

「まあそりゃそうかもしれないけど……与太話って」

　死んだ人間が生きてたどころか生き返ったなんて、与太話どころではない。

「それに生きてる人間は嫌きらいだし、そんなの触さわるのさえ気持ち悪くて嫌いやだし」

　驚おどろきのコメントをする、連続猟りよう奇き殺人犯。

　まあ、『嫌』と『できない』は、同じようで異なるニュアンスなのだろうが。

「今のあたしにはアンタを少しでも完成形に、理想形に近づけていくことのほうが大事なの。それ以外の些さ事じにかかずらっているような暇ひまはどこにもないんだから。材料集めも終わったし、あとは時間をかけて調整をしていくだけ。そんなときに、今いま更さら人間を殺してる場合じゃない」

　その言葉に、改めて偲しのぶは自分の役割を認にん識しきする。

　自分が彼女の横にいる限り、この街で『破砕破片ピースメイカー』による殺人が起こることはない。

　彼女が集めた材料で作られたのが、彼女の作品であるところの氏しか姓ばね偲なのだから。

　そしてだからこそ、自分はここから逃にげるわけにはいかないのだ。

　ここにいなければならないのだ、と。











第二章　去殺こゝろ






　白い十じゆう字じ架か。

　それは、そんなような外見をしていた。

　白、白、白。どこまでも純白にどこまでも純潔にどこまでも純じゆん粋すいに、白。歩む先の空気に触ふれるだけでも穢けがれてしまいそうなその白さは、夜の闇やみにも溶とけ込むこともせずあたかも自身が発光しているかのようにすら思えるほどに、強きよう烈れつに自己の白さを主張していた。

　それは、歩いていた。

　しかしその光景は珍めずらしいことでも超常現象の類たぐいでもない。

　両腕うでを思いきり左右に広げた人ひと影かげ。

　それが、その十字架の正体だった。

　不気味でも不思議でもなんでもない。ただ、異様ではあった。

　上から下までを白一色に染め上げたローブを纏まとった人間が、行く者を通せんぼするように両の腕を広げ、道の中央を見えない綱つな渡わたりでもするかのように歩いている。右、左、右、左とテンポ良く交こう互ごに前進するその足取りは、どこか夜空の下での散歩を楽しんでいるかのよう。音おん符ぷを乗せない抜ぬける空気の鼻歌だけが実際的な音の感覚を伴ともない人影の周りを舞まい溶けて消えていく。等とう間かん隔かくに設置された街がい灯とうの貧弱な明かりと遭そう遇ぐうするたびに、頭をスッポリと覆おおい隠かくしたフードの部分から雄お獅じ子しの鬣たてがみをデフォルメしたようにツンツンとした金色の頭とう髪はつがわずかに露あらわになる。瞳ひとみはその髪かみ型がたにお似合いの釣つり上がった猫ねこ目め。髪色と同じく金色をした双そう眸ぼうはわずかな光量を少しでも確保しようと本当に猫じみて黒目のレンズを拡かく大だいさせていた。

「するよーするよー、いっぱいするよー、あちこちから、ぷんぷんするよー、したいーしたいー、くさったしたいー、ぞんびにぐーるにあんでっどー、よりどりみどりにうぞうむぞー」

　鼻歌は発音を与あたえられ、歌となる。童どう謡ようから拝借してきたような起き伏ふくさも派手さもない牧歌的な旋せん律りつに付ふ随ずいする歌詞は、メロディーとは対照的に血ち生なま臭ぐさい。口ずさむのは少女の声。

「ぞんびだってーぐーるだってーあんでっどだってー、みんなみんなしんでいるんだー」

　歌を口ずさみつつ、白いローブの少女は歩き続ける。目的地があるのかないのかわからない足取りではあったが、かといって分かれ道に来るたびに迷う様子はない。どこか目指している場所があるのか、あるいは歩くこと自体が目的であるのか。残念ながら、少女以外にはわからないことであった。ともあれ、その様子を警官か、もしくはそれなりに正義感と度胸がある人間が見たならば、すぐに帰宅を少女に勧めたはずである。今現在儚はかな市し下は、連続猟りよう奇き殺人犯が跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こしているようなところなのだ。儚市民の大半が、できうる限り早く帰宅の途とにつくように心がけている現状において、少女の一人歩きは危険の一言に尽つきた。

　その一方で、前述のような条件が揃そろった人間でなければ、とてもではないが少女に声をかけようとは思わなかっただろう。それほどまでに、少女は胡う散さん臭くさく怪あやしかった。これが少女でなければ、警官は帰宅を勧すすめるよりもまず先に職務質問をかけるくらいに。

　しかし、いずれの言葉をかけられることもなく、少女は吞のん気きに歩んでいた。

　そもそもが、人通りがないのだから、それは当然であった。

　ようやく九時を回ったところであるが、家々に灯ともる明かりは普ふ段だんの同時間帯よりも多い。

「こまったなーこまったねー、誰だれかいないかなー、話聞きたいのにー、だれも、い、な、いー」

　独ひとり言ごとすらも歌に仕立て上げ、少女は歌う。歌詞こそ困ったようなことを言っているが、それを歌にしている時点でとてもそういうふうには見えなかった。少女はどこまでも楽しげに歌う。
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「人がいっぱいいるところー、行けばいいかなー、どこだろー、どこかなー、歩けば着くかなー、その前にー、跡あとを見に行くのもいいかなー、どっちにしようかなーどっちもしようかなー」

　いつしかその足は、繁はん華か街がいへと踏ふみ入っていた。市内の雰ふん囲い気きが前述のような感じのため、そこもまたご多分に漏もれず開店休業の店がそこかしこに散見されるほどの閑かん散さんぶりだった。

「うわー人がいないよー。みんなどこに行っちゃったんだー、おーいでてこいー」

　もちろん叫さけんだところで、誰か出てくるわけでもない。むしろ時折通りかかる通行人も、このあからさまに怪しいヤツには触さわらぬ神に祟たたりなしと姿が視界に入った瞬しゆん間かんから全速力で逃にげていく。このご時世にコンビニ前でたむろしているような命知らずな連中でさえもできる限り目を逸そらそうとしているのだから、はっきり言って浮きまくりである。それを言えばそもそも、白という色自体が主張しすぎなのではあるが。

「誰だれかー、話を聞かせてよー」

　そのままビル間の路地裏へ進もうとした少女の前に、唐とう突とつに数人の人ひと影かげが立ち塞ふさがった。

　行く手を塞がれた少女は顔を上げ、自らの進行を阻そ害がいしたものを、視界に捉とらえる。

「んだ、お前。気持ち悪ぃ格好しやがって。おい、お前だよ」

　声が投げかけてくる馬ば鹿かげた質問に、少女は首を傾かしげた。その質問を投げかけてきたのは明らかにガラのよくない人種のようで、スキンヘッドだの鋲びようが打たれたジーンズだのそこかしこにひっついたピアスだのサングラスだの無意味にジャラジャラぶら下げられたチェーンだの、相手を威い嚇かくし己おのれを強く見せるような装そう飾しよくがふんだんに盛り込まれた身み形なりをしていた。リーダー格と思われるその男の背後には同じように威嚇的な格好をしたそれなりに屈くつ強きようそうな体格の男が数人、ガムを嚙かんだり煙草たばこをくわえたりして少女を寄ってたかってねめつけている。

　男たちの手には金属バットやら鉄パイプやら、素すで持ち歩くと見咎とがめられるような凶きよう器きにも数えられる得え物ものが握にぎられていた。今のところそれは、武装と考えるべきだろう。

　典型的な、不良である。

　殺人鬼きが今もそこここをうろついているかもしれないことを考えれば、勇気のある不良だった。あるいは、背後に居並ぶ人数や、手にした得物が、自分たちは絶対に殺されないという錯さつ覚かくを抱いだかせ助長させているのかもしれない。いずれにしろ、男たちには緊きん張ちよう感や恐きよう怖ふ心といったものは微み塵じんも見られなかった。

「おいおい訊きいてんだから答えろよ」

　トントンと金属バットで頭を叩たたくのは催さい促そくのつもりか。下げ卑びた笑えみを浮かべつつ、いつの間にか後ろに回っていた仲間たちが押し込むようにして少女を路地裏へと誘ゆう導どうする。

「こんなとこうろうろしてるたぁ、ひょっとして『破砕破片ピースメイカー』か？　あ、違ちがう？　んなわけねぇか。ひょっとしたら俺たちかもしれねぇしな、なぁんてな」

　その言葉に合わせて男の仲間がどっと笑う。少女には何が楽しいのかなんてもちろんわからなかったが、それでもやるべきことだけはしっかりと把は握あくしていた。

「ま、どうでもいいか。とりあえずさー、ジャンプしてみよーぜジャンプ。小こ遣づかいくらいは持ってんだろ？　最近収入のねぇかわいそうな俺たちに、カネ恵めぐんでくれよ。って、聞いてんのか？」

　どうやら男たちはささやかな財さい布ふの温ぬくもりと暴力の捌はけ口ぐちを探していたらしい。

　しかし、少女にそんなことはわからない。わかる必要もなければ、理解しようとする意思さえない。となれば、男の言う言葉の大半が耳に入らないのは当然であったし、聞こうとする態度が見られないのも必然であった。いわゆる無反応に近いものであったが、男たちはそれを普ふ段だんから見慣れたものに分類されるものであると、解かい釈しやくした。自分たちに怯おびえているのであると。先ほどまでの奇き矯きようともいえる行動を取っていた少女が見せた静止は、自分たちが恐きよう怖ふを相手に覚えさせているからであると考えた。ゆえに、彼らには慢まん心しんはあれども警けい戒かい心はない。

「聞いてんのかって、言ってんだけどよぉ」

　反応がないことがつまらないのか、先ほどから口を滑なめらかにしている男が、バットの先せん端たんで頭を軽く小こ突づく。その衝しよう撃げきで被かぶっていたフードが外れ、素す顔がおが外気に晒さらされた。そこから零こぼれた少女の顔に、背後に控ひかえていた男たちの中の数人から、歓かん声せいにも似た声があがった。

「へぇ、みょーな格好してっから、どんな中身なのかと思ったら、そこそこ可愛かわいいじゃん？」

　洒しや落れでもなく男はそう思っているようであり、彼らの何人かはその男と同意見の持ち主であるようだった。声をあげなかった側がわの男の仲間が、茶化すように言う。

「おいおい、そりゃマズい感想じゃねぇっすか？　そいつ、まだ中ちゆう坊ぼうだろ」

「バッカ、ここまでくりゃ十分だっての」

「うっわ、鬼き畜ちくっすねぇ」

「っせぇな。文句あんだったら俺たちが犯やってる間、隅すみで金でも数えて慰なぐさめてろよ」

　そんな談笑を交える彼らを前に、少女は剝はがされたフードを元に戻もどすこともなく、静止し続けていた。そして、ようやく彼らが馬ば鹿か笑いで会話を締しめ終わったときには、思考を終えていた。彼らの言った会話から自分の求めているモノへたどり着く手がかりを読み取るという、緩かん慢まんな、男たちにとっては走そう馬ま灯とうをよぎらせるほどの猶ゆう予よにしかなりえない残ざん酷こくな思考の時間を終え、少女は、唐とう突とつに問うた。

「おにーさんたち、『破砕破片ピースメイカー』、知ってるの？」

　一いつ瞬しゆん。

　白色のローブがはためいた。

　次瞬。

　一番手前にいた男の腕うでが、おかしな方向に捩ねじれた。

「あ、あ？」

　ガランと金属バットが落ちる。

「知ってるんだったら教えて欲しーなー」

　少女は、残ったほうの手も、捻ひねり折り曲げる。

「あ、あ、あああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　両腕の接続を狂くるわされた本人は、ようやく遅おくれてやってきた痛みに恐きよう怖ふと狂きよう乱らんの悲鳴をあげる。その声は、周囲にいた人間を冷静にさせ、現状を即そく座ざに理解させた。すなわち、自分たちが危害を加えられたということを。そしてそれは、自分たちが狩かる側がわの人間であると思い込んでいた彼らにとっては恐怖より先に怒いかりがこみ上げてくる展開であった。怒ど声せいと罵ば声せいが喧けん噪そうを生み出す。悲鳴をあげた人間は放ほうっておいて、ただ報復の念だけが心の内に沸わき起こる。

　なお数で勝まさる彼らは、少そ女れが数の暴力でどうにかなる対象であると勘かん違ちがいをしていた。

　少そ女れが、人数などという極ごく小しようの単位をいくら積み上げたところでどうにかなるような相手ではないことを悟さとることができなかった。わずかにでも恐きよう怖ふしていれば、まだ無事で済んだかもしれないのに、なまじ頭数が揃そろっているために、彼らは自らに誤あやまった鼓こ舞ぶを施ほどこしてしまった。

　手にした得え物ものの数々を振ふり上げ、ただ一人の獲え物ものに向かって殺さつ到とうする。

　少そ女れは、その暴力の群れを一いち瞥べつし、能のう天てん気きに呟つぶやいた。

「うーん、失敗！　でもいっか！　降りかかる火ひの粉こは払はらわないとねー」

　両の手の指を運動するように閉じ開き、右腕うでと左腕を中ちゆう空くうに掲かかげる。

「それじゃあ、捩ねじっちゃうよー」

　その手始めに、先頭きって突つっ込んできた一人の手首を、細長い指で摑つかみゴグンと捩じる。

　続いて、無数の断だん末まつ魔まが路地裏にこだまする。




「じょーでき、かなー」

　一通りの惨さん劇げきを終えて、少そ女れは一息ついた。

　路地裏には、壊こわれ飽あきられた人形の墓場のように、人としておかしな方向に腕や足を捩じ曲げられた人間が、あちこちに転がっている。全員が全員、捩じ曲げられる際の激痛で気絶したのか、呻うめき声ごえや苦痛の怨えん嗟さすらも聞こえず、静せい寂じやくの一言に尽つきた。

　その中で、少そ女れは能天気に呟つぶやく。

「うーん、困ったなー、誰だれも話聞いてくれないよー。仕方がないなー先に現場、見に行こー。ここから一番近いのはー、どこだったっけー。けっけー」

　再び歩き出すその足取りは、やはりどこにも定まっていないようであった。




　故こ不ふ院いん埋まいは、夜の河か川せん敷しきを歩いていた。

　大切な用事を終えた体は、その日一日の疲つかれとここしばらく睡すい眠みんを満足に取っていないことによる睡眠不足とあいまって早く休みたいと脳に訴うつたえかけている。しかし、彼女は黙もく々もくと歩いていた。歩みは規則正しく、外側がわから見る分には今にも疲ひ労ろう困こん憊ぱいで倒たおれそうには見えなかった。それもそのはず、今の埋は周囲に対してかなり神経過か敏びんになっており、極限の緊きん張ちようを強いられているのである。そんな状態において、自分の状態を外に晒さらすはずもない。

　ましてや彼女が探しているのは、連続猟りよう奇き殺人犯である。神しん出しゆつ鬼き没ぼつと噂うわさされる『破砕破片ピースメイカー』を探すのに、一いつ時ときたりとも緊張と警けい戒かいを緩ゆるめることなどできない。ぎゅっと、肩かたに掛かけたバットケースの肩紐ひもを握にぎり締しめる。あまりにも頼たよりない武器だったが、持ち歩いていても不自然ではないものなど、埋にはこのくらいしか心当たりはなかった。それでも、肩紐を握り決意を胸の内で復唱すれば、活力はわずかだが湧わいてくる。睡眠不足と疲労を誤ご魔ま化かす程度のものだが、その活力はなによりも有あり難がたかった。

　決意──復ふく讐しゆう。

「そうだよ、復ふく讐しゆう、するんだよ。偲しのぶちゃんを、奪うばったんだから」

　言葉にすればさらに体が活力を取り戻もどした気がした。

　たとえあてのない作業だとしても、それをやり続ける根気とやり遂とげる覚かく悟ごは、ある。

　だからこそ、睡すい眠みん不足や疲ひ労ろう程度で弱音を吐はいていられない。

　そんなことを考えながら歩いていると、前方で不意に音がした。

　バジャンという水音。

　河か川せん敷しきの脇わきには当然川が流れているわけであるが、冬の陽ひが落ちてしまったためにその川も黒々とした夜の闇やみに吞のみ込まれてしまって判別はつかない。遠くから零こぼれる何かの明かりが水面に反射しているのか、ぱらぱらと細長い輝かがやきは見えるのだが、そこに何がいるのかまでは見えない。ましてやその水音はかなり遠くからしているようであった。

　バジャンバジャンと、水音は途と絶だえることなく聞こえる。

　ひょっとして、溺おぼれているのではないだろうか。

　ありえない話ではない。この暗闇では、足を踏ふみ外して川に突つっ込む可能性だってある。そこからパニックになりバランスを崩くずせば溺れることだってあるだろう。脇わきを流れる粋すい想そう川はそう深い川でもないが、人間は洗面器一いつ杯ぱいの水でも溺れることはできる。

　あるいは、誰だれかが誰かを殺そうとしているのかもしれない。

　いずれにしろ、埋まいの足は駆かけ出していた。

　徐じよ々じよに弱っていく音と反比例して、距きよ離りは縮ちぢまっていく。現場と思おぼしき所にたどり着く前に、それが溺れていることはすぐにわかった。初めは街がい灯とうの明かりが反射しているのかと思ったが、近づいていくにつれはっきりと大きくなっていく、白い何かが、暴れている。

　それが白いコートのようなものであるということがわかったのは、かなり近づいてからだった。川岸に近いところで必死に暴れる白いコート。最初に聞いたものよりもだいぶ弱くなっている水音に焦しよう燥そうを覚えながらも、埋は自らも留意しながら流れの中へと足を入れる。冬の水温は靴くつや衣服越ごしでも切り裂さくように冷たく一気に体温を吸い取っていく。それでも構わずに進んでいくと、ついには腰こしの辺りまで水に浸つかる。寒さに身体からだが侵しん食しよくされる前に、いよいよ暴れる元気さえもなくなってきた白コートの体を後ろから抱かかえ込む。パニックに陥おちいり暴れられないようにがっちりと支え、今度は体を抱え起こす。コートは正確にはローブだったようで、水を含ふくんでいるのか持ち上げることすらままならない重さ。さらに暴れられることもなく、ずるずると引きずるように川べりの浅い所まで運び上げ、寝ねかせた。

「っは、ぁ、っは、ぁ」

　肩かたで息をしながら、白ローブの中を確かく認にんする。顔色は暗すぎてよくわからない。すぐさま胸の辺りに手を置いて呼吸を確認すれば、静かな上下動が確認されたので、ほっと一息をつく。それと同時、張り詰つめていた緊きん張ちようの糸が不覚にも切れてしまったのか、その場に座り込んでしまった。ずぶ濡ぬれの下半身が気持ち悪い。

　それにしても──、と横たわり眠ねむるように静かな呼吸をしている少女に視線を戻もどす。

　あまりにも怪あやしい。

　顔こそあどけなさの残る可愛かわいらしい少女のようだが、何かのコスプレなのではないかと思ってしまうくらいに、常識的な格好であるとはいえなかった。

　こんなに怪しければ、後は警察でも呼ぶか救急車でも呼ぶかしてしまったほうがいいのかもしれないが、その怪しさが逆にその行動を後回しにさせる。ひょっとしたらこの少女が、彼女の探す『破砕破片ピースメイカー』、もしくはその関係者なのかもしれない、とそう思ってしまえば、安あん易いに公的な機関に渡わたしてしまうのは躊躇ためらわれた。埋まいの目的は復ふく讐しゆうであり、それはけして『破砕破片ピースメイカー』の逮たい捕ほや法律的に裁かれることと等号で結ばれるものではない。むしろ、逮捕などされてしまったら自分の手の届きにくいところへと送られてしまうことになる。そうなってしまえば、復ふく讐しゆうの完かん遂すいまで相応に時間をくってしまうだろう。その時間のロスは埋の望むところではない。

　頭の中で計算する。ここで少女の身み柄がらを預かることのメリットとデメリット。

　そして答えは、すぐに出た。

　今一度、命に別状がないことを確かく認にんしてふらつく足で埋は少女を背負う。

　自宅に連れていくわけにはいかないが、こういうときに便利な場所がある。

　久しく足を向けていないその場所に向かって、よろよろと歩き出した。




「さんきゅーだったねーおねーさん。あのままだったらうっかり死んじゃうとこだったよー」

　そう元気そうに、少女は両手のひらを合わせて拝むように感謝の念を伝える。

「大変なことにならなくて良かったけど、本当に病院に行かなくて大だい丈じよう夫ぶ？　そもそも、なんであんなところで溺おぼれてたの？」

「用があったんだよねー。けど心配ゴムヨーなんだねー。ココロは頑がん丈じような性格だからうっかり足滑すべらせて溺れたくらいのアクシデントはオチャノコサイサイのニチジョーサハンジさー」

　事実、埋の目の前にいる少女は先ほどまで溺でき死し一歩手前だったことを微み塵じんも感じさせないほどに元気潑はつ剌らつとしていた。……身体からだではなく性格が頑丈ということは単なる瘦やせ我が慢まんという可能性もあったが、その元気さの前ではどうやら言葉の誤ご択たくと片付けたほうがよさそうである。

「それよりも気になるのはでらっくすぱふぇのほうかなー。こきゅーとすなんてくれいじぃな名前ついてる喫きつ茶さ店なんだからー、きっと地じ獄ごくみたいなんだろうねー」

　少女の台詞せりふにあるとおり、二人は今、喫茶店の中にいた。商店街の片かた隅すみにある『コキュートス』というあまり喫茶店につけるに向かない名めい称しようを持つその店は、今時珍めずらしいひっそりとした雰ふん囲い気きを持っている。そんな雰囲気を持つ店の主あるじだからか、この店のマスターはどんな客が入ってこようと驚おどろくことも拒こばむこともせず、ただ黙もく々もくと業務をこなすだけであり、たとえ髪かみの毛をぐっしょりと濡ぬらした全身白ずくめの少女を背負った埋が入ってこようとも、平然と注文をとるのであった。そのくせ、メニューと一いつ緒しよにバスタオルを持ってくるあたり気が利きいているというか心憎にくい。その雰ふん囲い気きが好きで、埋まいはよく偲しのぶとこの店に来ていた。もちろん中学生の財さい布ふの中身では来ることのできる回数などたかが知れたものだが、それでも彼女にとっては馴な染じみの店というべきものだった。

　結局、高校生になってからは一度も来なかったな……。

　叶かなうことのなかったささやかな夢を飲み干すように、コップの中身を傾かたむける。

　そんなダウナーな埋とは正反対に、どこまでもアッパーな少女は空気を読まない。

「そういえばジコショーカイがまだだったねー。ココロはココロ！　ウナボエココロッ！　おねーさんはー？　ココロを助けてくれたメシアなおねーさんはなんて名前かなー!?」

「わたしは、故こ不ふ院いん埋」

「マイおねーさんだっ」

　はしゃぐ少女。改めて見れば、その少女は首を傾かしげるほかない衣い装しようをしている。

　外装は白いフードつきローブ。

　その中身は、埋よりも幼い少女。

　いくら水気を拭ぬぐったとはいえ、ゆったりとしたローブに吸収された水分はすべてがはけることはなく、残った水分が未いまだそれを湿しめらせ、少女の肌はだに吸いついている。その感覚が気になるのか、時折少女は人目も憚はばからず（憚るほどの目はなかったが）、胸元をバタバタと動かしていた。

「うー、キモチワルイー」

　どころか、言うが早いかそのままローブを脱ぬぎ始めようとしていた。芋いも虫むしの脱だつ皮ぴのようにもぞもぞと動く少女の右肩は露あらわになり、胸部もかなり危あやうい部分まで露ろ出しゆつしかけている。

「ちょ、ちょっと待ってっ！」

　憚る目があろうがなかろうが、それは人間という社会的な生き物がとっていい行動ではなかった。埋が慌あわててそれを止めにかかる。ココロは己おのれの肌はだ感覚の不快さを繰くり返し訴うつたえたが、埋が社会的常識と少女には欠けていると思われる羞しゆう恥ち心しんを持ち出して、なんとかそれを押しとどめることに成功した。隙すきあらば今にも脱がんとしているようだったので埋も目を光らせておく。などという水面下の鍔つば迫ぜり合あいはともかく。話は進む。

「おねーさん、この街の人かなっ」

「そうだけど、えっと、ココロちゃんは違ちがうの？」

「そうだね。ココロは用事があって、お仕事があってこの街に来たんだねー。ちょうどよかったそれじゃあおねーさんなら知ってるかなー。最近この街でレンゾクリョウキサツジンジケンが起きたって聞いたんだけど、それは本当なのかなー？」

　あまりにも空気を読まなさすぎるその言葉は、無神経にもほどがある乱暴さで、埋の中へと踏ふみ入ってくる。しかし、その傍ぼう若じやく無ぶ人じんな質問を、今の埋は正常に受け止めることなどできなかった。カチリと、心の中で外したはずの歯車が回る音がする。

　知ってるも何も。

　それは、そいつは。

　わたしの──故こ不ふ院いん埋まいの、敵だ。

「ココロちゃんは、なんでそんなことを知りたいの？　あんまり知って楽しいようなお話じゃないよ。わかってると思うけど」

「それは知ってるー。けど、ココロのお仕事のために必要なことなんだってー。情報は新聞とか週刊誌で知ってるけど、やっぱりジッチジョウホウが大事。警察は足で稼かせげって言うしー。探してるんだよねー、その犯人、『破砕破片ピースメイカー』をー。んー正確にはちょっと違ちがうけどー。ホームリさんからはゴタイマンゾクにしとけよって言われたしー。殺すのが目的じゃなくて、なんか、なんだっけ、ナントカーっていうものの作り方を訊ききたいのだー」

　その話の真しん偽ぎを、埋は冷静に見定める。もちろん少女の語るものすべてについて真実か否いなかを判断することなどできないが、彼女にとって大切なのはただ一点だ。この少女が、果たして『破砕破片ピースメイカー』なのか、そうではないのか。重要なのはその一点。そして今までの話から判断すれば、少女は『破砕破片ピースメイカー』ではないらしい。それも、追う側がわの人間であると、言っている。

「それでねー、おねーさん」

　行ぎよう儀ぎ悪くテーブルに乗り出し顔を突つき出すココロ。その顔は、どこか好こう奇き心と期待感に満ちている。あたかも、獲え物ものの匂においを嗅かぎ捉とらえた狩人かりうどのように。

「おねーさんから、死体の匂いがするんだけど──何か、心当たりは、ない？」

　何の確信があるのか、少女の口から零こぼれた核かく心しんを掠かすめる一言に、驚おどろきを覚える。

「……、それはきっと、わたしも『破砕破片ピースメイカー』を探していたから、じゃないかな。そういえばあの辺りも近くに現場になった橋があったよね」

「うんー。ココロもそこを目指してたんだけどー、暗くてうっかり足滑すべらしちゃってー、えへ。でもおねーさん、それは噓うそっこだよー。おねーさんからする匂いは、もっと強いよー」

　無む邪じや気きに、悪気もなく、少女は言う。

　悪意も敵意もない無害なその様子は、傍はた目めにはおかしな子供としか映らない。

　しかし彼女の言う『匂い』という感覚が、正確であることだけは理解できた。なるほど、自分から死体の匂いがするのは当然だろう。

「わたしのね、わたしの大好きだった人が、『破砕破片ピースメイカー』に襲おそわれたんだよ。わたしは、その彼の冷たくなった体に触さわったの。もう一週間くらい前のことだけど、するとしたらそれかもしれない。わたしには、わからないけど」

「ふーんー。恋人さんだったのかなー？」

「……うん、大切だったことには変わりないかな」

「じゃーおねーさんの目的はふくしゅーだねー。うー、かっこいいっ！」

　これもまた、無邪気に、悪気もない。だがすぐにその興味は運ばれてきた天を突つくような高さの巨きよ大だいなパフェにと向いてしまう。とても一人では食べきれないのではないかと思う大きさのそれに向かって、少女はソファの上に立ち上がり勢いよく頭から齧かじりついた。パフェとともに運ばれてきたスプーンを使う様子は微み塵じんもない。食事のマナーとしては行ぎよう儀ぎが悪いなどというレベルの話ではないが、そんなことを注意している余よ裕ゆうは埋まいにはない。

「いただきますっ！　うー、あまっ！」

　もちろん、危険性は承知のうえだ。目の前の少女が、探たん偵ていごっこをしている普ふ通つうの少女であるとは、残念ながら思えない。死体の匂においがわかるという話もそうだが、全体的に彼女が持つ雰ふん囲い気きは尋じん常じようではない。埋のように譲ゆずれない覚かく悟ごと決意があるなら、普通の人間が『破砕破片ピースメイカー』を追いかけるのもまだ納なつ得とくはいくが、少女にはそれがない。埋のような切実さも、切せつ羽ぱ詰つまったような様子も感じられない。行動の動機として、感情が関かかわっていない。それでもなお関わるというのならば、動機は上からの命令で、自信は己おのれの強さ、だろう。利用するにも関わり合うにも、危険。仮に無事目的を達成できたところで、果たして自分がどうなるか予想がつかない。だが、この少女についていけば自分一人で探し回るよりも確実に『破砕破片ピースメイカー』に遭あえるだろう。そのことを考えれば、リスクなど天てん秤びんにかけるまでもない。履はき違ちがえてはならない。最優先すべきは目的の、復ふく讐しゆうの達成であり、その後のことは二の次だ。復讐も果たせずにやり場のない憎ぞう悪おを抱いだいたまま死ぬまで過ごすよりは、この憎悪を一分一秒でも早く解消すべく行動したい。

　たとえ、その代だい償しようがなんであろうとも。どんな手段を用いてでも。

　自分は、そう覚かく悟ごしたではないか。

「ココロ、ちゃん」

「うんー？　何かなおねーさん、随ずい分ぶんと深刻な顔ぉー。あ、ダメー、これは渡わたさないかんねー」

「あはは、大だい丈じよう夫ぶだよ、それはココロちゃんのものだから。えっと、わたしが言おうとしたのはそういうことじゃなくてね。ちょっと相談があるんだけど」

「相談？」

「うん、大事な、相談」

　こうして彼女もまた、道を踏ふみ外す。

「ココロちゃん、わたしと一いつ緒しよに協力して『破砕破片ピースメイカー』を探さない？」

「うー、協力？」

「そう、協力。ううん、『破砕破片ピースメイカー』を探し出すっていう目的は一緒だから、ついていくのを許可してくれるだけでいい。危ない目に遭っても助けてくれなくていい」

「むー、それでー、ココロにはどんな見返りがあるのかなー？」

「それを言われると、見返りになるようなものは持ってない。わたしが出せるのは、この辺の地理情報とあまりないお金と事件をもっとも近い場所で見たという立場と、あとはわたし自身」

「そんな大層な見返りは、いらないよー。おねーさん、ココロの命の恩人じゃん！」

　恩人？　そういえば、川の中で溺おぼれかけていた少女を助けたのは埋だが、今となってみればあの程度のことは、少女は自力で解決できたのではないか、と思う。

「そうだねー、あとはこのぱふぇをおごってもらえればー、ココロは満足かなー」

　コキュートス謹きん製せいデラックスパフェ、税込み三千五百円。

　プラス、命。

　安いのか、高いのか、判断に悩む。無タ料ダでないだけ、安心できるが。

　ツケは、相当な量と質で回ってきそうだけれども。

　けれども、ここで余計な札を切らなくていいのならば、それに越こしたことはない。実質三千五百円に出来高払ばらいで『破砕破片ピースメイカー』を見つけられるというのなら言うことはない。

「それじゃあ、協力させてくれるの？」

「やだなー、協力するんだよー。今からココロとおねーさんは、イッシンドウタイイチレンタクショウ！　なんだねー。ほらほらー、手を重ねて重ねてー」

　パフェ越しに突つき出された少女の右手に、言われるままに埋まいも自らの右手を載のせる。

「それでは皆みな様─ご唱和くださいー。『破砕破片ピースメイカー』、見つけるぞ、エイエイオ、おねーさん、ちゃんとやる気あるのー？　だんたいのとうそつはきょうどうさぎょうから生まれるんだよ、ってモエちゃんも言ってたしー、ほらほら、仕切り直してもう一度。エイエイ」

「え、エイエイ」

「「オー」」




「それじゃあおねーさん、また明日の夜、ここで会おーね」

「あ、うん。明日からよろしくね」

　しきりにブンブンと手を振ふる少女の姿が見えなくなるまで見送って、埋は一息ついた。

　少女がどこにねぐらを確保しているのか知らなかったが、さすがに家に泊とまらせることはできないので、約束をして別れることになった。また明日の夜、この喫きつ茶さ店に集合しそれから夜の街を巡じゆん回かいしようということになったのだが果たして約束は履り行こうされるのか。その部分においては少女を信しん頼らいするしかないだろう。

　一方で、彼女は詳くわしい内容は明かさなかったが『破砕破片ピースメイカー』を見つけ出すことに関しては、それなりに自信があるらしい。思った以上にこの出で逢あいは自分に幸運をもたらしてくれている、ような気がした。

　まるで、自分に氏しか姓ばね偲しのぶが復ふく讐しゆうを果たしてくれと言っているみたいに。

「……、うん、頑がん張ばるから。わたし、頑張るからね」

　一歩前進したことを実感し呟つぶやく言葉は、いつも以上に自分に活力を与あたえてくれる気がした。





◇◇◇






　そういえば、と。

　かねてから言おうと思っていたことをその日、氏しか姓ばね偲しのぶはふと言ってみる気になった。

　前々から気にしていたのだが、いつもつい言いそびれたままになっている、重要なこと。

「そうだな、せっかく思い出したんだから、言ってみるか」

　基本的に氏姓偲の日常は流動的である。朝からヒツギに付き合わされて一日中、検査と称しようされた拷ごう問もんのような実験をされることもあれば、対照的にヒツギが分ぶん析せきや整理に忙いそがしくて彼の出番がまったくないということもある。比率的には二対一くらい。前回の休みは確か四日前だった。

　その日は丁度後者、昨日行った耐たい水すい実験のデータの取りまとめにヒツギは奮ふん闘とうしているはずだった。そうなれば短くて半日、長くて一日は部屋に籠こもりっきりである。ちなみに耐水実験とは、延々プールで泳がされたり延々プールで潜もぐらされたり延々滝たきつぼから突つき落とされたり延々トラックの体当たりほどの衝しよう撃げきを持つ放水に立ち向かったりとか、そういう水がらみの実験である。そんな実験をして、いったいどこの誰だれにそれを見せるのか知らないが。ちなみにそのときはヒツギも冥めい途ども水着姿だったりしたが、それをほくほくと眺ながめている余よ裕ゆうなど、彼にはまったくなかった。なので想像でどうぞといった感じである。

　考えてみれば、そんなハードを過ぎてデッドなスケジュール、一日くらい休息を入れなければ身体からだはともかく心が持たないところであった。

「持たないところであった、とか平へい穏おんに語れるところが、ほんとおれの特性なんだな」

　一週間前まで元気に生きていたとは、とてもじゃないが思えない。それというのも身体からだがあるせい、なのだろうか。あるいは本当に、未練がないからか。

　考えても詮せんない問題は考えることを放ほう棄きして、偲は屋や敷しきの中をうろうろとしていた。邸てい内ないは、建物の総面積自体は相当広いが、一部屋一部屋のスペースが異常に大きくとられているために部屋数は少ない（とはいっても面積に比して、だが）。部屋数が少ないのは迷いにくくて助かるのだが、それでも学校じゃあるまいし部屋の用途がプレートで掲かかげられたりはしていないために、時折部屋を間ま違ちがえてしまう。今もまた、どこかで昨日のデータをまとめるなり分ぶん析せきするなりしているはずのヒツギの姿を探して邸内の扉とびらを手当たり次し第だいに開けたり閉めたりして探しているうちに、ある一つの扉にたどり着いた。

　両開きの、大きな扉。

　とはいうものの、この邸内そんな扉ばかりだから果たしてその中はなんだったか、とんと思い出すことができない。極きよく端たんな話、食堂の扉もトイレの扉も扉だけでは区別がつかないのである。あっれー、この扉の先はなんだったけなぁとか考える偲の耳に、その中から声が聞こえてきた。分厚い扉のせいで少し聞き取り辛づらいものの、どうやら中にはヒツギと冥めい途どがいるらしい。いやこの邸内にはその二人と偲しかいないのだから、独ひとり言ごとの癖くせがある人間がいない以上、その中で会話を交かわしているのはその二人に間違いない。

「やれやれ、家が広いのも考えもんだ」

　ともあれこれでようやく話を切り出すことができる。扉とびらに手をかけノブを回し、開けた。

　ムッとする空気が人一人分開けた隙すき間まから廊ろう下かを侵しん略りやくする。その空気を涼すずしげに受け流しながら部屋に足を踏ふみ入れた偲しのぶは、そこで見た。

　緑色の薬液に満たされた円柱に眠ねむる、身の丈たけ十メートルはあろうかという、巨きよ大だいな人間の姿を──、ということはなかった。これがシリアスな方向に話がシフトしているのなら、十分ありえる展開だったが、生あい憎にくと今はコメディ側がわに重きが置かれている。なので、彼が見たのはそんな屋敷の秘密ではなく、まあ。

　湯気に煙けむる室内。細竹を敷しき詰つめた通気性と排はい水すい性のいい床ゆか。向こう正面にはギリギリまで枠わくを細くし広めに取ったガラス部分で向こう側が見えるようにされたガラス戸。そのガラス部分に覗のぞくのは城を取り囲む枯かれた木々の風景と泉のごとく満々と湛たたえられた湯。

　風ふ呂ろ。

　脱だつ衣い所。

　そんなものが、あったわけで。

「あ──、そーいうこと」

　自分がどんな虎こ口こうに足を踏ふみ入れたのかを一いつ瞬しゆんで悟さとる。




　そこにいたのは、一いつ糸し纏まとわぬ姿のヒツギと、同じように一糸纏わぬ冥めい途どだった。

　いわゆるひとつのサービスシーンがそこでは展開されていたっ！




「ん？」

　不思議そうに脱衣所の入口へと振ふり返るのは、ヒツギ。いつもながらの年相応のスレンダーさを覆おおい隠かくす装そう甲こうはすでになく、病的を通り越こして神こう々ごうしさへとたどり着く、真に純白と称しようするほかのない純真無む垢くな柔やわ肌はだがそこにある。温度のためかわずかに熱で赤みを帯びた肌が生々しく、いつもよりも一段、彼女を人間の側へと近づけていた。頭には唯ゆい一いつの飾かざり、シャンプーハット（黒）。

「はい？」

　ゆっくりと脱衣所の入口へと振り返るのは、冥途。いつもの服装ではわからないが、絶ぜつ妙みようのプロポーションを誇ほこる彼女の肢し体たいは、メイド服という重厚な拘こう束そく具から解放されいまやのびのびとその真価を発はつ揮きしていた。それを彩いろどる褐かつ色しよくの肌は、生来とも後天ともわからない艶なまめかしさを放っている。絡からみつく湯気が冷え作る雫しずくは汗あせにも似て見え、彼女の色いろ香かを強めていた。頭には唯ゆい一いつの荷物、お風呂セット（湯ゆ桶おけ・ボディシャンプー・シャンプー・リンス・コンディショナー・スポーツタオル・入浴剤ざい・おもちゃのアヒル）。

　挿そう入にゆうされる擬ぎ音おん、かぽーん。

　二人とも固まっている。いや偲も固まっているので三人。しかし偲のほうが固まっている理由は恐きよう怖ふからであり、突とつ然ぜんの乱入者への驚おどろきから固まっている他ほかの二人とはちょっと違ちがう固まり方である。

　そして反応は。

「なんだ、アンタか」

「何か緊きん急きゆうの用事でも？」

　意外なものだった。

　偲しのぶとしては『きゃあぁっ！　あんた何やってんのよこのエロスケベヘンタイッ！』的な罵ば倒とうと剛ごう速球で飛来する湯ゆ桶おけ──を想像（期待ではない）していたのだが、裸はだかを見られたはずの二人の反応は思わず覗のぞいてしまった偲よりも落ち着いていた。そのあまりの落ち着きように、何か良くないことが起こるのではないかと、偲は軽く悲鳴なんぞをあげながら入口を越こえて廊ろう下かまで逃にげてしまった。そのまま扉とびらの陰かげに身を隠かくす。

「いきなり飛び込んできて、なにその態度。ちょっとアンタこっち来なさい」

　いったい何を申すのか。ペタペタという裸足はだしが近づいてくる音に、反射的に危機（彼自身の以外にも色々）を察知して、本能が叫さけぶ。

「いやダメだろそれっ！」

　氏しか姓ばね偲渾こん身しんの突つっ込こみ。物語の最終倫りん理り防衛線は、主人公にあるまじき真っ当な反応を返させた。なにせ偲の視線を知っても、二人とも隠す気配すら見せなかった。羞しゆう恥ち心しんがないのか、彼の視線は人間におけるペットのそれと同じく羞恥を覚えるほどのものではないと思われているのか。いずれにしても複雑である。

「煩うるさいわね。冥めい途ど、引き摺ずってきなさい」

「やですよぅ、私もお湯に浸つかりたくてうずうずしてるんですから。ほら見てください、この胸の高鳴りからくる震ふるえを。ぷやぷやのぽやんぽやんでしょう？」

「っ、それはあたしに対する嫌いや味みかしら」

「いいえー、別にそんなつもりは。それにしてもヒツギは控ひかえめですねー」

「っ、それはあたしに対する宣戦布告かしら」

「いいえー、特にそんなつもりは。ともかく私は氏姓サンに用事はありませんし、先にお湯をいただいてますね」

「あ、ちょ、待ちなさい」

「聞きませーん。聞こえませーん」

　ジーガラガラジーバタンバッシャーン。冥途は湯ゆ煙けむりの中に消えていった（らしい）。残されたヒツギは、一人歯は痒がゆさを嚙かみしめていた（たぶん）。扉越しのために音でしか中の様子を窺うかがえなかったが、それだけでも中の様子はありありと想像でき──しそうになって、慌あわてて打ち消した。扉一枚隔へだてた向こうから、悔くやしそうにヒツギが声を漏もらす。

「うーあいつめ……で、アンタは、結局何しに来たのよ。あたしのリラックスタイムを邪じや魔ましに来たのかしら。だとしたら、抉えぐるわよ」

「……何を？」

「目玉」

「恐こわっ」

　震ふるえる。温度などろくに感じない体が、毒のような寒気に震える。そんな凶きよう悪あくな一言を放ったヒツギは、彼のほうなどまったく気にしていなかった。やっぱりまだ人間扱あつかいされていないらしい。いいのやら悪いのやら。

「あ、冥めい途どのヤツあたしのアヒルとあんなに楽しそうに戯たわむれてぇっ！」

　湯に当てられたかのように妙みようにテンション高めの泣なき空がらさん。

「で、なに、用事はなにっ！　早くしないとあたしのアヒルが冥途の魔ま性しようのボディの虜とりこになっちゃうでしょうがっ！　あんた責任取れるのっ!?　取れるのっ!?」

「言う、言いますから、そこから無む闇やみに体を乗り出さないでください！　危ねぇだろうがっ」

　チマチマ扉とびら越ごしになんかやってらんねぇとばかりに脱だつ衣い所から廊ろう下か側がわへ出てこようとするヒツギを力ずくで扉の向こう側へと押し込みながら、かねてからの案を提示する。

「食事？」

「そ、そう食事」

　扉の向こうの圧力が減退する。言われたことの意味をいまいち理解しかねているような様子に、さらに偲しのぶは言葉を続ける。

「お前のあれは食事じゃない。あんな菓か子しばかり食べてちゃ育つもんも育たない。だから、もう少し栄養を考えて飯食ったほうがいいと思ってさ」

　一週間ほど。偲はヒツギの食生活を見てきたわけだが、そのことごとくが菓子だった。甘いものから塩しお辛からいものに辛いもの。味のバリエーション、食感の多た彩さいさはあれども、それがすべて菓子、それもケーキのようなものではなくクッキーのようないわゆるジャンクに分類される菓子ばかりなのは驚おどろきを通り越して呆あきれるばかりだった。

　彼の言葉ではないが、そのボディラインも納なつ得とくといったものである。

「そんなこと言われても、あたし料理なんて作れないわよ。冥途も作れないし」

「……あの人、ほんと理解に苦しむな。けどまあ、料理のほうは少し腕うでに覚えがある。これでも両親がいないときは、腕振ふるってたんだぜ」

「ふぅん。ま、やりたいならやればいいんじゃないの。ただし、条件があるわ。あたし、食事にあまり時間をかけたくないの。だから三十分以内に食べ終わらない料理は許可しないから」

　ヒツギは食事というものに楽しむような価値を見み出いだしてはいないらしい。料理を多少嗜たしなむ偲からしてみればそれは非常にもったいないことだと思うのだが、そのあたりは今まで菓子ばっかり食べていたことからすれば無理もない。

「アイサー。で、そう思い立ったはいいんだけど生あい憎にくとこの家、冷蔵庫はあるけど食材がない。なんでちょっとばかし買いに行きたいんだけど……金くれる？」

　言葉だけ聞けばヒモっぽい発言なのであるが案ずることなかれ実態を見れば完全にヒモ。すでに社会的に亡なき者にされてしまっているのだから致いたし方かたないといえば致し方ないのだが、少女から生活費を渡わたされる男というのは、実に画えにならない。画にしてはいけない。

「別にいいけど。金庫、わかるでしょ。そこから必要なだけ持ってって」

「ひ、必要なだけ？」

　ごくり、と喉のどが鳴る。偲しのぶも見たことがあるのだが、ヒツギのいう金庫とは銀行の地下金庫そのものだった。セキュリティこそそこまで強固ではないが、あそこに入っている金額がいかほどかを考えると（日本国紙し幣へいのみならず、ドル札にユーロ、どこの国の金かもわからない札、とどめに金きん塊かいの山や各種宝石）、一般的な金銭感覚しか持たない彼は、緊きん張ちようしてしまう。

「じゃ、じゃあとりあえず一万円、一万円だけ借りてくからな」

「あーはいはい。それにしても、アンタも変わり者よね」

　呆あきれた様子で、扉とびら越ごしにヒツギ。その単語が言わんとすることを悟さとり偲は苦笑した。

「自分でも重々承知してるよ。いくらなんでも、自分を殺したヤツの栄養の心配と食事の世話までするとは思わなかった。きっと誰だれかの面めん倒どう見てないと耐たえられないんだろうなおれ。昔からそうだった気がするし」

「面倒見てたのは、あれ？」

「ん～、子供のときの九割はそうだったな。なにかあっちゃあいつの尻しり拭ぬぐいか露つゆ払はらいばっかしてた気がするよ。あいつの家、両親が共働きでさ。よく親の目盗ぬすんで遊んでたんだよ。でもあいつがいようがいまいが、関係なく誰かの面倒見てたと思うぜ、おれって人間は」

　頼たよられることが嬉うれしいということは、子供の頃ころにはよくあることだ。

　あるいは、誰かに頼られなければあの頃の氏しか姓ばね偲は生きていけなかったのかもしれない。

　今となってはそういうこともないけれど、染みついてしまった世話焼き癖ぐせはもう取れないものになってしまっていた。惰だ性せいで続く親切は、死んでなお走り続ける。

「だから、おせっかい。後はおれの暇ひま潰つぶし、かな」

「精神性を喪そう失しつしないために生前と同じ行動をしようとするのはよくあることね。それがアンタにとっては料理だった、ってこと。そういうことなら反対することもないわね。むしろ奨しよう励れいするわ。単によく動ける人形じゃあ、意味も価値もないものね。うん、許可する」

「それはどーも。じゃ許可も貰もらったことだし行ってきますか。って、お前ついてこなくていいの？」

　この間はヒツギがついてきたが、今回はそういう気はないらしい。

「別に構わないわよ。そろそろ一人で行動してもいい頃だし。万が一逃にげ出しても、──がとんでもないことになるから」

「だからなんでそこだけボリューム落とすんだよ！　何がとんでもないことになるんだよ！」

　何にもないはずだ、と思えないのがこの少女の恐おそろしいところである。

　そんな偲しのぶのツッコミは、聞き取られることはなかった。

「それにあたし、これからお風ふ呂ろ入るから、アンタの趣しゆ味みに関かかわってる暇ひまないの。それじゃ迷子にならないように──にゅらあああぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「な、なんだ!?　悲鳴？　つか、日本語っ!?」

　会話が寸断され代わりに挿そう入にゆうされた悲鳴とも奇き声せいともつかない声に、偲はビクッと反応する。いったい何があればあんな声が出るのかと訝いぶかしがっているとすぐにその謎なぞは解かれた。

「め、いどっ、なに、うにゅらっ」

「ふふふー、洗いますよー。私のしなやかに動く十の指がヒツギを魅み惑わくの世界へと誘いざないますよー。抵てい抗こうは無む駄だです。おとなしく私の前にすべてをさらけ出すといいです！」

「あひゅん！　ふ、ふざけるのも、みゅぅっ」

　扉とびら越ごしに聞こえてくる、ちょっとばかり艶えんの入った声が次第にフェードアウトしていく。その向こう側がわの様子に呆あきれながら、偲はゆっくり扉から離はなれた。

「……買い物に行くか」




　というわけで、偲は夕食の食材調達に近所の（それでもかなり離れている）大型スーパーへと出向いていた。併へい設せつされた家電量りよう販はん店の店頭に並ぶ大型テレビの群れがバラバラに雑多な番組を垂たれ流している。時刻が時刻ということもあり、流れているものの大半はドラマの再放送かマイナーな洋画、あるいは毒にも薬にもならない情報番組であり、ニュースの類たぐいはその合間に数分間流れている程度だ。

　しかし殺されてからこっち、禁止こそされてはいなかったものの情報に触ふれていなかった偲にとって、それが何より目に入りまた見たいものである。『破砕破片ピースメイカー』の犯行が止まっているという客観的な証しよう拠こを見ることによって、自分が今ここにいることの価値をわずかながらでも見み出いだしたい欲求があったのかもしれない。しかし、液えき晶しようの向こうから流れてくるのは、とっくに満腹な殺人事件のニュースであった。

〈──川で遺い体たいが発見されました。発見されたのは、市内の高校に通う、ハマガリコイブミさん十六歳さいで、遺体の状じよう況きようなどから別の場所で殺害された後、川に遺い棄きされたものと思われます。友人らの証言から、ハマガリさんは一週間ほど前から行方ゆくえ不明になっており、警察では殺人事件として捜そう査さするとともに、同市内で発生している連続殺人事件との関連も含ふくめて──〉

「────」

　すでに終わってしまったことだとわかってはいても、それが『破砕破片ピースメイカー』の──彼女の仕し業わざであることを考えると、偲はどうにもやり場のない気分になる。それでも彼は憤いきどおる代わりに、自らの置かれた抑よく止し力という位置の重要性を再認にん識しきすることで、その感情を抑おさえた。

〈──また、ハマガリさんと同じ高校に通うシカバネシノブさんも家族から捜そう索さく願いが出されており、ほぼ同時期に行方ゆくえ不明になっていることから事件に何らかの関係をしていると見て捜そう索さくを──〉

「ここにいるっての」

　ニュースに突つっ込んでみたりした。

　いきなりテレビで自分の名前が呼ばれたことにもビックリしたが、それ以上に驚おどろいたのは捜索願いが出されているということのほうだった。それも家族ときたもんだ。

「向こうにそんな自覚があったとはな。まあ、これは便べん宜ぎ上なんだろうけれど。捜索願いも体面上だろうし。しかし、もう少しちゃんと変装しないとまずいかね」

　今も生前の氏しか姓ばね偲しのぶを知る人間に出会っても別人と言い逃のがれできる程度には髪かみ型がたや服装などを変えているのだが、さすがにそんな子供騙だましで警察の目を欺あざむくことはできないだろう。帰ることもできなければかつての帰る場所もない以上、おいそれと見つかってしまうわけにもいかない。せめて実家に戻もどったときくらいの変装は考えておくべきだろうか。

　それにしても行方不明かと思いつつ、ニュースも終しゆう了りようしたのでテレビから視線を外すと。

　そこに不ふ審しんなものがあった。

　駐ちゆう車しや場でぶっ倒たおれている白いローブの少女。

「どう見ても、嫌いやな予感しかしねぇ」

　人間は本能の磨ま耗もうした動物といわれるが、それでもその様は眠ねむっている本能を叩たたき起こして危機感を揺ゆさぶるのか、店に訪おとずれる客のすべてが、その少女を遠巻きにして入店していく。周囲に止まろうとする車はなく、それを注意するはずの誘ゆう導どう員も声をかけあぐねているようであった。入口では警備員が自分とは関かかわりはございませんとばかりに店内を見回すフリをして駐車場から背を向けていた。本能がこれに関わるなとがなり立てているのだろう。

　それは偲にしても同じであったので、他ほかの人間に倣ならうことにする。

「誰だれも知らない、知ってはいけない」

　軽くメロディーをつけて無視の意を歌詞にしながら口ずさみ、大きくそこを迂う回かいして店の入口に向かう。その道程を半ばまで無難に消化したところで。視界から完全に放ほう逐ちくすることもできずに片かた隅すみに残していた白いローブが、不意に動いた。

　うつ伏ぶせていたその体が持ち上がり、四よつん這ばいになる。ローブに付いたフードは頭部に掛かかったままであり、そこにある顔は覗のぞけない。そしてその四つん這いのローブが。

　偲に向かって、走ってきた。

「──、うえぇっ!?」

　まるで悪あく魔ま祓ばらいの映画に出てくる、悪魔が取り憑ついた少女のような独特で不気味な走法（もっとも映画のほうは仰あお向むけであったが）で、それがこちらに近づいてくる。ざわと偲と同じ流れを作っていた客たちが騒さわぎ、ゆっくりとあるいは大おお慌あわてでその場から離はなれていく。

　だが、偲は動くことができなかった。

　なぜなら。

　その動きの照準が、自分に定まっていることを、なんとなく悟さとったから。

　そんな悟りを瞬しゆん時じに叩たたき出してしまった自分に戸と惑まどいを覚えつつも、その間にそれは一気に駐車場の半分を踏とう破はした。キキィッと急ブレーキをかけたかのように、偲しのぶの足元でそれが止まる。さて、どんな嫌いやな予感が現実化するのかと半ば諦あきらめ気味に見下ろす偲の足を、ローブの内側がわから伸のびてきた細長い指が、ガシッと摑つかんだ。

「ひいっ」

　もはや完全にホラーの世界である。時間帯こそまだ日がある頃ころだが、暗かろうが明るかろうが、いきなり四よつん這ばいで白いローブを着込んだ人間に足を摑まれれば、ホラーである。少なくとも腹を抱かかえて笑えるコメディではない。おまけに摑まれた足が、どんな握あく力りよくなのか、軋きしむように悲鳴をあげている。さすがに、これには限界があった。

「痛ぁっ、ってか何だっ！　何なんだ！」

　得体の知れないモノに対して、勇ゆう敢かんにも偲は突つっ込むのだった。

　グルンと、それが摑んでいた手を離はなし、半回転する。うつ伏ぶせから、仰あお向むけに。

　その動きに合わせて被かぶっていたフードが落ちた。中から現れたのは、非常に奇き抜ばつな色しき彩さいと髪かみ型がたの少女だったが、そんなものはその後に続く衝しよう撃げきに比べれば、些さ細さいなことだ。

　少女は子供のような笑え顔がおで、突き刺ささる一言を、放つ。

「おにーさん、死体の匂においが、するーよー」

　とてもじゃないが、目の前の少女が冗じよう談だんやおふざけでこんなことを言っているとは思えない。そして、そういった類たぐいのものとすれば、あまりにも確率的にありえない、ピンポイントだった。今度は、何に巻き込まれようとしているのだろうか。小こ柄がらな外見のためか致ち命めい的と感じるほどの危機感は浮かばなかった。

　ただ、このままでは面めん倒どうくさいことになりそうであった。実際、周囲には遠巻きに人だかりができ始めている。客全員の足を止めさせているわけではないが、何人かは野や次じ馬うま根性で立ち止まっているし、警備員は偲のことを保護者だとでも勘かん違ちがいしたのか、彼のほうに向かって苦言を呈ていしようとゆっくりと歩いてきている。さらに少女は、「したいー、しったいー」と食料品を扱あつかう店の前で歌うには不ふ謹きん慎しん極きわまりないナンバーを披ひ露ろうし続けている。ちくしょう。

「とりあえず、場所変えよう」

　辛かろうじて、その場で最善と思える言葉を、偲は紡つむぎ出した。




　場所を変えようとも、事態が好転するはずもなかった。

　ファミリーレストランでは駐ちゆう車しや場に負けず劣おとらず珍ちん妙みような光景が繰くり広げられていた。

「いただきますっ！　うー、うまっ！」

「あー、それはなにより」

　言葉どおり美う味まそうに分厚いステーキを頰ほお張ばる少女を前に、偲しのぶはいささかげんなりした様子で、やる気なく力なく、答えた。窓の外に見える燦さん々さんと輝かがやく太陽が目に痛い。なんだか無性に泣きたくなった。なんで自分はこんな状じよう況きように置かれているのか。殺されてから一週間とそこら経過しているわけだが、このところの常識外なイベント遭そう遇ぐう率が高すぎる。

　普ふ通つうこんなのはもっと緩ゆるめのペースで遭遇するべきもので、こんな立て続けに出遭あってしまっていいようなものではない。運命の女神様はネタ切れを恐おそれていないのだろうか。

「やっぱりお肉は分厚いのだよねー。このブチッって感じがたまらないよー」

「中が焼けているのか怪あやしいくらいの厚さのうえに安い肉だから嚙かみごたえは十分だろうけど」

　投げやりに答えたが、相手はそんなことを気にしてはいないようであった。

「おいしいねーおいしいよー、ここのところ甘々したものは食べてたけどー肉々したもの食べてなかったからー、とくにおいしく感じるよー、よだれが流れ出るのを禁じえないよー」

「拭ふけよ！」

　言葉どおり何やら口の端はしから透とう明めいの液体を垂たれ流す少女に紙ナプキンを渡わたすも、それを少女は受け取ろうとはしなかった。どころか、んー、と目を瞑つぶり偲の側そばに身を乗り出し、まるでキスでもせがむかのように唇くちびるを突つき出している。

「いや自分でやれよ、そのくらい」

「残念だけどー、それは無理─かもー。力強すぎるからねー」

「ああ？　とてもじゃないけどそういうふうには見えな──」

　偲の言葉を遮さえぎるように、少女はステーキとともに運ばれてきたナイフとフォークを上品に摘つまみ上げる。そのまま、普通に食事をするようにそれらを構えて、半ばからグニャリとへし折った。紙切れでも扱あつかうように。

「……ウソん」

　どちらも店側がわがステーキと一いつ緒しよに持ってきたもので、そこにトリックが介かい在ざいする余地はない。試ためしに偲も曲げてみたが、曲がらないことはない。しかし、それは片手ではなく両手を使ってだし、ましてや片手で構えた程度で歪ゆがむはずもない。

「こんなだからー、そんな薄うすっぺらいの、きっと摘んだだけで破れちゃうー」

　上う手まく取り扱えば口を拭くぐらいできると思うのだが、その細い指に見合わない握あく力りよくが、果たして握力のみに留とどまっているのかどうかは偲はわからない。あるいは皮ひ膚ふ感覚の一部が麻ま痺ひしていて、力加減がわからないという可能性もある。いずれにしろ本人は拭くつもりがないらしいし、拭かれないならばそれはそれで構わないというような様子だったので、仕方なく偲がその口元を拭ぬぐってやった。ステーキソースと涎よだれで紙ナプキンどころか偲の手まで汚よごれる。

　えへへー、と少女が笑った。

　その笑え顔がおだけ見れば、どこにでもいる──髪かみが金きん髪ぱつツンツンだったり白いローブに身を包んでいたりするが──少女である。その少女の口から、死体などという言葉が出てくるとは、とてもじゃないが思えなかった。しかし事実はっきりと、偲しのぶはそれを耳にしている。

　やだなー、関かかわりたくないなー、と思いつつも確かく認にんしなければいけないこともある。

　この少女はどちらに分類されるのか。

　陳ちん腐ぷな言い方になってしまうが、いわゆる表の世界の人物なのか裏の世界の人物なのか。加えて、味方としてカウントしていいものなのか、敵として数えるべきなのか。

「ポテ、ポテトが逃にげるー、にんじんはイヤー、ぎゃーパセリが口にー」

　この外見同様子供じみた好き嫌きらいをしている少女が、裏の世界の住人でましてや敵であるなどとは思えないし考えたくなかったが、外見と中身が一いつ致ちしないということはすでに泣なき空がらヒツギという前例で嫌いやというほど思い知っている。最善の策は絡からまれた時点でダッシュ逃げだったが、もはやその選せん択たく肢しは消しよう滅めつしてしまっていた。第一歩から間ま違ちがえ毒どくを喰くらってしまったのだから、せめて皿くらいは食って帰らないと絡まれ損である。

　少女がステーキを綺き麗れいに食べ終わり、冷めてきた鉄板を直じかに舌で舐なめ微かすかな肉にく汁じゆうとステーキソースを味わい尽つくしたのを確認して、いよいよ偲しのぶは口を開く。

「それで、お前は何なんだ？」

「んー、ココロはココロ！　ウナボエココロ！」

「ココロ、って名前か。なんか今風な感じだな。ちなみに漢字はどう書くんだ？」

「唸うなり吠ほえ去り殺す」

「あ？　唸り、吠え、去り、……殺す…………」

　お冷ひやの雫しずくでテーブル上に言われたとおりに文字を書いていく偲は、その四文字が完成に近づくに従ってげんなりとしていく。完成した少女の名前は。

　唸うな吠ぼえ去殺こころ。

　隠いん喩ゆでもなければ含ふくみもなく、直ちよく喩ゆでもなければ捻ひねりもない。どストレートにダークで荒すさんだその名前に、偲は偽ぎ名めいの可能性を疑ったが、真偽を嗅かぎ分けることができるほどに人の心の機き微びに聡さとい自信はなかったので、その問題は棚たな上あげしておくことにした。

「ココロって呼ぶといいよー」

「で、唸吠ちゃんはあんなところでなにしてたんだ？」

「ココロって呼んでよー」

「唸去うなこちゃんはあんなところでなにしてたんだ？」

「ココロって呼べよっ！」

「め、命令形っ!?　初対面の年上に対してちょっとそれは失礼だろ!?　確かにおれここのところ命令されることに慣れてきちゃってるけれども今日会ったばかりのお子様に命令形を用いられるような覚えはありませんっ」

「ココロって呼んでくれないと訴うつたえちゃうよー？」

「ぐぅっ脅きよう迫はくだとっ!?　次会うときは法ほう廷ていか!?」

　突とつ然ぜんの訴そ訟しよう宣言に戦慄おののく偲しのぶ。

「……その名前で呼ぶには非常に抵てい抗こうがあるが去殺こころちゃん……でいいんだな」

「やっと呼んでくれたねー。それで、おにーさんの名前はなにかな？」

「氏しか姓ばね偲。何でも適当に呼んでくれ」

　偽ぎ名めいを使おうかとも思ったが、普ふ段だんから偽名を用意しているわけでもなければそんなものが必要とされる生活を送っていたわけでもないので、いざとなると適当なものが思いつかない。下手な偽名を使って、それが噓うそだと露ろ呈ていしたときにまたややこしいことになる気がしたので、素す直なおに本名を名乗っておく。

「屍しかばねが死の野を歩くんだねー」

　屍しかばね死し野の歩ぶ。おぞましい名前の顕けん現げんだった。

「読んでくれとは言ってねぇよっ」

　発言が漢字で見えるわけないので細かく拘こだわる意味もさしてないのだが、そんなふうに当て字されてしまえば正直まったくいい気はしない。人の名前に血ち生なま臭ぐさアレンジは勘かん弁べんして欲しい。

「カッコイイと思うけどなあー」

「そりゃその名前に違い和わ感を覚えないそっちからしてみりゃそうかもしれないけどさ……で、去殺……ええいあえてカタカナ風味で呼ばせてもらうぞ。それでココロちゃんは、なんでいきなり初対面の人間を死体呼ばわりしたんだ？　おれだったからいいようなものの、ちょっと短気な人だったりしたら怒おこられてたぞ」

「うーんー、そう言われてもー。ココロは事実を事実のままに言っただけだしー。だっておにーさん、自分でもわかってるはずだけど、すごーく、死体の匂においがするよー」

「生あい憎にくと、おれにはわかんねぇな」

「ふーん、ごかますんだねー」

「ごまかしたんだよ。あいや、ごまかしてねぇよ」

　少女──去殺には、その言葉から相手の心理を読み取ろうなどという魂こん胆たんは見られない。ただ感じたことを事実として述べているだけのようだ。邪じや気きもなければ裏表もない。それだけに、非常にやりにくいように思えた。言葉で煙けむに巻くことはできるだろうが、真実を誤ご魔ま化かすことはできないような、単純ゆえの融ゆう通ずうの利きかなさがある。

「それとも信じてないのかなー。じゃーいつ死んだか、ずばり当ててみるよー。ん、ん、んー。んー、色々と色々な匂いが色々混じっててわからないか、なー。おにーさん、雑種─」

「おいおい、ずばり当てるんじゃなかったのかよ。曖あい昧まいだな」

　去殺のどうとでも取れるような答えは、この場合では限りなく正解に近い。これがはっきりと時間を断定されれば、たとえ当てられたとしても適当を言っていると考えることもできたが、偲しのぶの身体からだの死亡時刻が一いつ致ちしていないことを言い当てるような、『断言できない』という解答は、逆に彼女の言葉の信しん憑ぴよう性を裏づける。

「ちなみにー、さっきのお肉は十日ほど前かなー。途と中ちゆうで冷れい凍とうされてるし、人間じゃないからちょっとずれてるかもー。でも、おにーさんのは絶対に当たってるよー。色々混じってるってのは」

「だから大外れだっての。なんでそんなに自信満々に言えるんだよ」

「なんでもなにもー、これでも死体には詳くわしーお仕事だからねー。この程度は朝飯前のアフタヌーンティーだよー」

「時間の狭はざ間まに迷い込んでるからな、それ。……で、その死体に詳しいココロちゃんが、一体何しに来たんだよ。どうにも観光旅行に来ましたなんてふうには、見えないけどな」

「ちょっとねー。人探しをねー。『破砕破片ピースメイカー』っていうんだけどー、おにーさん、何か知らないかな。知ってたら教えてくれるとうれしーなー」

「──っ」

　今度こそその驚きよう愕がくは、顔に出ていただろう。少なくとも隠かくし通せている自信は偲しのぶにはなかった。思いっきり、ヒツギの属する世界に抵てい触しよくする人間だった。表情を誤ご魔ま化かすように、言う。

「知ってるよ。っていうか、今この街でその名前を知らない人間はいないんじゃないか？　大おお袈げ裟さなこと言えばこの国の人間ならみんな知っていると言っても過言じゃないかもな。『破砕破片ピースメイカー』、巷ちまたで噂うわさの連続猟りよう奇き殺人犯だろう？　知ってるけど、探してるって、そいつを？」

「そーだ、よー。まー『破砕破片ピースメイカー』っていうのはーあだ名だけどねー。名前で訊きいても誰だれもわからないだろうからー、あだ名で訊いてるんだけれどー」

「名前を知ってるってことは、なに、そいつと親しいの？」

「んー、親しくはないんだけれどねー。というーかー、わかりやすく言えば、敵、なのかなー」

「敵、ね」

　さすがに三度目ともなれば、それは予想されて然しかるべき衝しよう撃げきだったため、今度は完かん璧ぺきに、内心は押し隠かくすことができた。

「敵ってことは、ココロちゃんはその『破砕破片ピースメイカー』を捕つかまえようとしてるのか？」

「んー、それもまたあってるよーであってないよーな。『破砕破片ピースメイカー』本人にはー、あまり用事はないんだよー。ほしいのはー、もちっと違ちがう感じのものー」

　守秘義務とか機密という意識に乏とぼしいのか、あるいはそれほどに重要ではない話なのか、去殺こころはボロボロと偲の欲しい情報を零こぼす。少女の単純そうな態度から見て、わざと水面を波立たせて目標を釣つり上げようとしているとは、あまり思えない。

　しかし相手の思おも惑わくがどうであれ、得られるものならば得ておきたいのが情報である。その真しん偽ぎのほどは後で判断するとして、偲はさらに話を続ける。

「で……じゃあなんでおれを捕まえたんだ？　『破砕破片ピースメイカー』のことなら、それこそもっと詳くわしい人とか、新聞や週刊誌にだって載のってるだろうし、まだネットの中でも話題になってるだろ」

「だからー、それはおにーさんが死んでるからだよー。『破砕破片ピースメイカー』はー、死んだ人間の身体からだを組み上げて蘇よみがえらせる技術の持ち主なんだねー。でー、ここ三ヶ月この街では、死体の一部が切り取られる事件がいっぱい起きてるっていうでしょー。まーそれ以外にも色々と確かな情報はあるんだけどー、そうなったら予想できるよねー。ここに、いるってー」

「それ以前に、死んだ人間を生き返らせるって話が眉まゆ唾つばモノだけどな」

「ココロはキツネじゃないよー」

　どうやら相手は相当に詳くわしく、泣なき空がらヒツギという存在を調べ上げているらしい。そのことに、去殺こころの背後には相応の、情報を束ね統とう括かつする組織の存在を透すかし見る。果たしてその組織は、裁く者なのだろうか。よく漫まん画がにあるような、けして表おもて沙ざ汰たにすることのできない闇やみの世界の違い法ほうを更さらなる闇へと葬ほうむり去るような、問答無用の懲ちよう罰ばつ機関、とか。

　それにしちゃあ随ずい分ぶんと目立つ仕事人ではあるが。

「でも実際あるのは、おにーさんが証明してるよねー」

「ほう、つまりココロちゃんは、おれがその『破砕破片ピースメイカー』によって蘇よみがえらせられた人間だと」

「初めからそう言ってるよー」

「それで、同時に『破砕破片ピースメイカー』によって殺された人間であるから、恨うらんでるであろうおれに口を開かせるのも難しくはないだろうと、そう踏ふんだわけだ」

「うんー？　おにーさん、『破砕破片ピースメイカー』、恨んでるのー？　なんでー？」

「なんでもなにも、おれを殺したから──ってことになるんだろうな、もしも万が一に、おれがその『破砕破片ピースメイカー』の事件に巻き込まれたのだとしたら」

　危ねぇ危ねぇ、いらないところで誘ゆう導どう尋じん問もんに引っ掛かかるところだった。ここでうっかり「恨んでいます」なんて言ってしまったら、それは少女の言い分を認めてしまったことになる。実際そうなのだが、この少女の前でそれを認めてしまってはいけない。

　……、のか？

　自分は、なんであの少女を庇かばわなければならないのだろうか。

　去殺が何者で、はっきりと語らない目的の裏にはどんな意図があるのか知らないが、もし泣空ヒツギを葬ってくれるというのなら、それは喜ぶべきことなのではないか。ヒツギには前科があり、さらにいえば再犯の可能性もある。いったいどんな気まぐれで偲しのぶが処分され次の犯行に繫つながるかは、わかったものじゃない。だとすれば、早さつ急きゆうに、あの少女は消されて然しかるべきなのではないか。それを行うのが同じ世界の住人であるならば綺き麗れいな帰結ではないか。

　……、って、何考えてんだ、おれ。

　ハッと我に返る。

　最悪なことを考えてしまった。

　誰だれかが誰かを殺すことを望むなど、最低の中でも最悪だ。そんなことを願う前に、殺そうと思えば自分はヒツギをいつでも殺すことができたはずだ。少なくとも、そのチャンスは無数にあった。それをやらなかったということは、自分はそれを望んでいないということではないか。それを、こいつなら何とかしてくれそうだからという身勝手で汚きたない理由で捩ねじ曲げてしまうところだった。氏しか姓ばね偲しのぶは殺害という方法ですべてに決着をつけるのを善しとしなかったのだ。だったら、それを、それこそを曲げるわけにはいかない。

　まあ、誰だれかを殺す自分というものを想像できなかったというのもあるが。

「おにーさん、どしたのー、何か思い出したー？」

「いや、そういうわけじゃない。ちょっとな。で、有用な情報は得られたのかな。つまんない話ばっかだっただろう」

　ドジは踏ふんでいないはずだ。

「ん、ん、んー、そういうわけでもないかなー。そうだねー、おにーさんが一つ勘かん違ちがいをしてるってことはーわかったかなー」

「勘違い？　おれが。何を？」

「ぶー、それは教えてあげないよー。おにーさんが、『破砕破片ピースメイカー』の居所を教えてくれるならー話は別だけどー」

「だから教えるも何も、知らないっての」

「だったらココロもしーらないー」

「いや教えろよ気になるじゃねぇか」

「別に大したことじゃないよー。今いま更さら知ってもどうしようもない話、かなー。うお？」

　不意に、去殺こころが身を捩よじった。両手を広げクネクネと、踊おどるように身を揺ゆらがせる。いきなり何を始めたんだろう、と偲が怪け訝げんに思っていると、ゴトンと何かが去殺のローブの中からテーブルの上に転がり出た。ローブと同じく白い色をした、箱。携けい帯たい電話だった。運良く上に向いていた画面を去殺が覗のぞき込む。ちらりと偲も目を向けると、ディスプレイには『番号３』とシンプルで機能的な名めい称しようが、黒電話が受話器を震ふるわせるアニメーションとともに点てん滅めつしていた。偲は与あずかり知らぬ話であったが、水に浸つかってもなお機能は健全に働いているようだ。

「電話だー」

「電話だな」

　バイブ機能で小刻みに振しん動どうしつつテーブルの上を滑すべっていく携帯電話を、二人して眺ながめる。

「いや、出ないのか？」

「だってー、気をつけないと壊こわしちゃうしー」

　そう言い、その瞳ひとみから何か期待に満ちたような光線を視線に乗せて偲に飛ばしてくる。

「……、ほら」

　他人の携帯に触ふれるという行こう為いにちょっとした抵てい抗こうはあったが、所有者が求めているのだから仕方がない。なお呼び出しを続ける携帯の通話ボタンを押し、去殺へと近づけてやった。それを器用に肩かたと顎あごで受け取り挟はさむと、そこに偲がいることに頓とん着じやくもせず、しゃべり出す。

「ココロですよー、おー、その声は、ホームリさんー。うえー？　雑音がするけどどこにいるのかってー？　ご飯だよご飯─。おにーさんに、ステーキを奢おごってもらったんだねー。うい、お礼はちゃんと言うよー。わかってるよー。野菜もちゃんと食べてるよー。にんじんも百本は食べたよー。噓うそじゃないよー」

　噓だった。ステーキ用の鉄板には、ニンジンのグラッセが手つかずで残されている。

「おれは奢るとは言ってないぞ」

　偲しのぶも突つっ込こみを入れたが、電話中の去殺こころには届いていないようであった。

「本当だってばー。うー、ホームリさんは疑い深いねー。うん？　あー、お仕事のほうはキチンとやってるよー、探してるよー『破砕破片ピースメイカー』。今も聞き込み調査チューなのでしたよー。ダイジョーブだよ、ココロ一人でできるよー。モエちゃんはいらないよー、モエちゃん、ココロに野菜ばっかり食べさせようとするんだもんー。スキだけどキライー」

　内容のせいか人間のせいか、そこに緊きん張ちよう感というものがまったく感じられない。しかし、その携けい帯たい電話と繫つながっている先にはヒツギの敵と称しようする存在の味方がいる。敵の味方は敵。その事実に、背筋が寒くなる。このまま通話をさせていると話がろくでもない方向に転がる予感がする。かといって無理矢理に奪うばい取って切っても、それこそ事態は悪化の一いつ途とをたどるだろう。

「うむー。だから、ダイジョーブだって言ってるでしょー！　少しはココロを信用してほしーよ。そんなホームリさんは嫌きらいだよー。とにかくー、ココロはココロでイロイロと考えて動いてるんだからー、いまさら横よこ槍やりとか入れられても邪じや魔まなんだよー」

　去殺こころが電話の向こうと交かわしているやりとりに、偲は耳をそばだてる。そこから何か、去殺やその背後にあるものに関しての情報をわずかでも得ようと考えていたのだが、話し手の片方が片方なので、内容のほうにはまったく収しゆう穫かくは期待できないようであった。それでも、人名らしきものは記き憶おくしておく。ホームリは嫌いやな予感がするが、モエなどという名前は、どう転んでも普ふ通つうの字じ面づらでいてくれるだろう、と現実とは関係のないところで意味のない期待をしておく。もちろん、一度たりとも遭そう遇ぐうすることのないほうが最善に決まっている。

「そりゃーテイジレンラクしないのは悪いかもしれないけどー、ホームリさんはー、いっつもココロを怒おこるでしょー。今も怒ってるしー。わかったよわかったよわかったよー、うるさいよホームリさんはー。今からテイジレンラクに行くよーテイジじゃないけどー。Ｃ地点で連れん絡らく員と会えばいーんでしょー。それで満足でしょー。うー、じゃー切るよ。切るからー」

　去殺に目で促うながされて、偲は通話終しゆう了りようのボタンを押す。

「入れてー」

　用を果たした携帯電話を懐ふところにしまってくれと要求されるが、さすがにそれはできない相談だった。去殺のローブには外側がわに物を収納するような場所はないし、先ほど携帯が転がり出てきたのも、ローブの中からだ。それなりに人の入っているファミレスで、少女の衣服の中に手を突つっ込むなどということをすれば、まず間ま違ちがいなく店員に不ふ審しんがられるし最悪警察が呼ばれてしまうだろう。さすがに強制猥わい褻せつでお縄なわにはなりたくはなかった。なので、この国の法律と罰ばつ則そくについて懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明して、納なつ得とくしていただく。去殺こころは案外あっさりと折れて、じゃー仕方がないねー、と携けい帯たいを口にくわえてローブの中に顔を引っ込め、しばらく蠢うごめいたと思うと再び顔を出した。そこに携帯はなかったので、無事にしまえたのだろう。手が不器用な反面、そういうのは実に器用。

「と、いうわけでー。ココロは行くことにするよー。心配性なホームリさんのことだからー、のんびりやってたらモエちゃん連れてきちゃうかもしれないしねー」

　もちろん偲しのぶには止める理由はない。むしろさっさとどこかに行ってくれたほうが、これ以上ボロを出さずに済むというものだ。そんな打算をする偲に、去殺が言う。

「あー、心変わりしたり何か思い出したことがあったら、また見つけたときでいいから話してねー。でもたぶんもうすぐ全部終わると思うからー、教えてくれるならできるだけ早くねー。そのときにおにーさんの勘かん違ちがいも教えてあげるよー」

　ではではーとペコリと一礼すると、少女は偲が止める間もなくファミレスを出ていってしまった。遭そう遇ぐう時も一方的だったが、離り別べつのときも一方的な、嵐あらしのような少女であった。

　その姿を呆ぼう然ぜんと見送り終えてしまった偲の中に、ふつふつと怒いかりがこみ上げてくる。指し摘てきされた勘違いの内容を考えるよりも、その怒りのほうがわずかに強かった。

「あの野や郎ろうっ」

　食い逃にげしやがった！










　結局、偲までも食い逃げするわけにはいかず味わってもいないステーキの代金を払はらわされ、加えて去殺が捩ねじ曲げたナイフとフォークの弁べん償しようまでさせられて、止とどめに当初の目的であった夕飯の材料を買い忘れて帰宅する、という、ヒツギの手にかかれば致ち死し量の悪あつ口こう雑ぞう言ごんへと料理されそうなほどに多量な間ま抜ぬけを背負っていることに気がつき、偲の足取りはどうしようもなく重かった。代わりに、ヒツギのことを探し回っている人間がいる、という情報を得るには得たが、それはそれこれはこれで、やっぱり色々言われそうではあった。

「……、まあ、仕方がねぇか」

「お前に食事という行こう為いへの感動と感謝を教えてやる！」と大おお見み得えきって出てきただけに、どの面つら下げればいいのかわからなかったが、事情が事情なのでいつまでも屋や敷しき玄げん関かんでうろうろしているわけにはいかない。ため息をつきながら行きよりも重く感じる扉とびらを押し開け中に入る。だだっ広い廊ろう下かをとぼとぼとヒツギの姿を探して歩く。例によって例のごとく、どこにいるのかわからないのでいちいち部屋の中を確かく認にんしなければならないのだが、さすがに今回は簡単に開け放つような愚ぐ行こうには及およばなかった。慎しん重ちように、扉をゆっくりこっそりと開け、中に誰だれもいないことを確認して閉める。そんなことをいくつかの扉に対して行いながら進んでいくうちに、またとある扉の向こうに人の気配がした。くぐもった音が聞こえてくる。それを詳くわしく聞き取ろうと、偲は分厚い扉に耳をくっつけ、窺うかがう。

「それで、用件は何──？　向こうから連れん絡らく──、重要な用件が──」

「それが、──ヒツギ──嗅かぎつけられた──」

「案あんの定じよう──それで、どこに──かしら」

「それが、──らしい──」

「相そう互ご不ふ可か侵しん──結んでいた──」

「その──も随ずい分ぶん昔のこと──」

「おまけに、本家──はぐれた──適用しない──言い訳」

「今回は──やりすぎた──ですね」

　聞こえそうで聞こえない、微び妙みような会話は聞く側がわにとってはもどかしい。しかし、辛かろうじて聞き取った内容からサービスの匂においはしないと判断した偲しのぶは、部屋の中に入ることにした。

「入るぞ」

　一応一声かけ、さらに予防線を張っておく。

　そのかいあって、というわけでもないが、部屋の中の二人はきちんと服を着ていたしその服が水で透すけてもいなかったし、ファッションショーの途と中ちゆうというわけでもなかった。むしろ、何だかピリピリとする緊きん張ちよう感のようなものが感じられる。盗ぬすみ聞こえた会話の内容と関係あるのかもしれないが、それが何なのかは偲には見当はつかなかった。室内は他ほかの部屋と同様にだだっ広く、そんな中にソファとテーブルが置かれ、そこにはアンティークのような芸術品じみた、言われなければわからない形をした電話機が載のせられており。それを挟はさんで対たい峙じするようにヒツギがソファに腰こし掛かけ、冥めい途どは姿勢よく立っていた。

　初めに気がついた冥途が、不思議そうな顔をして問うてくる。

「あらどうしたんですか氏しか姓ばねサン。人相を変えて」

「変装も整形もしてねぇよ！」

　正しくは、血相を変えて、である。

「っていうか、おれそんな変な顔してるか？」

　自分ではそんな気はなかったが、鏡を使いでもしなければなかなか己おのれの表情を確かく認にんするのは難しいのだから、人からそう言われるのならばそうなのかもしれない。

「常じよう套とう句で答えると、アンタの顔はいつもおかしかったわ」

「そういう捻ひねりのねー切り返しはいいっつうの」

「訂てい正せいする。アンタの顔は、いつもお菓か子し食ったわ」

「それはお前だろう！」

　一応は律りち儀ぎに突つっ込む偲である。その突っ込みに満足したのか飽あきたのか、気だるげにソファに寄りかかったままヒツギが口を開いた。

「それで、用件は済ませてきたのかしら。あたしの目には、アンタが手ぶらで帰ってきたようにしか見えなかったけれど、これはもう夕食は準備万ばん端たん、ってことね？」

「う、あ、そう！　それなんだよ」

　そっち方面へ話が転がる前に先手を打って、先ほど遭そう遇ぐうした少女の話を振ふる。

　ヒツギを探しているという少女の話に、ヒツギはデフォルトの不ふ機き嫌げんさが滲にじむ表情をまったく変えることなく耳を傾かたむけている。しかしそれは冥めい途どのほうにしても同様で、話している偲しのぶのほうが、あのとき感じたイヤな感じは気のせいだったのではないかと思うくらいに、反応がない。

「──、ってわけで、ぢつは、ですね、拝借した福ふく沢ざわさんが四人の野の口ぐち英ひで世よさんになってしまったりしちゃったわけなんですけど、怒おこらない、よね？」

　それでも正直者は、食くい逃にげ犯によって被こうむったファミレスの損害を申告。むしろなんだかそっちを申告するほうが、口が重くなっていたりする。

「ん？　ああ、別にたかだか六千円でしょ、構わないわよ。その誰だれだか知らないヤツのために使ったっていうことを考えると、腹立たしいけど」

「ですよねー！　福沢旅団が何グロスも組めちゃうようなお金持ちなんだから、そのくらい一円玉をなくしたのと同じくらいの話だよな！」

　内心で胸を撫なで下ろした。いくら財産があろうとも、この少女の性格からして己おのれの所有物を自分が認めた理由以外で消費されることを許さないのではないかと思ったのだが、今回は見逃のがしてくれるようであった。次回からは気をつけよう。

「そんなことよりも、問題はその白いヤツ──唸うな吠ぼえ去殺こころとかいうけったいな風ふう貌ぼうをしたヤツね」

「どうやらヨミちゃんサンの言っていたとおりになっているようです。もっとも、お一人で来たということはまだ偵てい察さつ、あるいは確かく認にん段階の話なのかもしれませんけど」

「一番期待したいのは、そいつの、もしくはそのバックについている部門の独断専行ってことだけれど、さて、どうなのかしらね。そのへん、ヨイミチは何も？」

「特には聞いてませんですね。出し渋しぶっているのか、本当に知らないのかはわかりませんが。少なくとも情報が本当であることは事実のようですから、また後で聞いてみましょう」

　偲のまったく知らない登場人物が会話に上のぼる。この二人が偲抜ぬきで屋や敷しきの外に出たことは、偲がここで生活するようになってからはないはずだったので、どうやら二人の間に置かれた電話の先にその人物がいたのであろうと推すい測そくする。おまけに、そいつもまたこちら側がわ──ヒツギ側の人物であるらしい。たぶん、事情通情報通の類たぐいの。

「あまりあいつに借りを作りたくないんだけれど。どうせ今回の情報も、サービスの試供品じゃないんでしょう。冥途、いくら要求された？」

「いえ、ヨミちゃんサンはお金は結構だと。その代わり、ヒツギが足を通した黒のストッキングを送ってくれと言ってましたよ」

　……そりゃまた随ずい分ぶんとマニアックなご趣しゆ味みのようで、と偲は呆あきれる。

「……、札束をダンボールで送りつけてやって。それで十分でしょう」

「えー、もったいないですよう。たかがストッキングで済むのに、わざわざバカ高い料金を払はらう必要、ありませんよ。ほらおとなしく穿はいてください。用意してきましたから」

　手て際ぎわよく、冥めい途どが懐ふところから取り出したのは、ご注文通りに黒のストッキング。それを見て明らかにヒツギの顔が引きつった。

「何も使い古したものを欲しがっているわけじゃないんだから、いいじゃないですか」

「どっちでも嫌いやよ。冥途が穿いて送ればいいでしょう。どうせわかりはしないんだから」

「んー、それはすでに一度やったんですけどね。以前に帽ぼう子しを欲しがられたことがあったので、ちょっとしたお茶目さんで一回だけ私が被かぶったものを送ったんですけど。そしたら数日して、激げき怒どの電話とともに帽子が送り返されてきちゃいました。すごいですよねー。犬みたいな嗅きゆう覚かくなんでしょうか」

　てへ、とか笑ってみせる冥途だが、ヒツギの顔は笑っていない。怒おこりたかったようだがどうにも怒りきれないらしく、口元を複雑に動かし唇くちびるを捩ねじ曲げ、怒いかりは、やがてため息とともに霧む散さんしていった。

「もういいわ。向こうとは後であたしが話をつけておく。だから、そのストッキングをしまいなさい。穿かないから。穿かないから！」

「穿かないって、被るんですか？」

　ギンと鋭するどいヒツギの視線が飛び、冥途は肩かたをすくめながらストッキングをしまう。

「はいはい、ちょっとしたジョークですよ。いいですよー、このストッキング、中ににんにくでも詰つめてからヨミちゃんサンに送ってあげますから」

「それ嗅かいだら死ぬな、そいつ」

　本当に人間の体たい臭しゆうの差異がわかるのならば、大変なことになるだろう。

「いいわね。あいつが死んだら首だけ鳥かごにでも入れて見み世せ物ものにしましょう」

「それよりも植木鉢ばちに植えてあげましょうよ」

「おれにとっては他ひ人と事ごとと思えないぞその話」

　どの程度本気なのかは知らないが、実際に機会があればやってしまいそうなのがこの二人。

「それも、目下のところの問題を片付けてから、だけど。どうにもこうなると、必然的にこの行動はこちらを挑ちよう発はつしている、と考えたほうがよさそうね。まったく、くだらないことをしてくれる。あたしも舐なめられたものだわ」

「逆を言えば、挑発しておびき出さなければならない以上、ヒツギの明確な居場所はわかっていないのでしょう。でなければ、今この街で人死にを出すことは無意味ですから」

「……、ちょっと待てお前ら。今何か聞き捨てならない単語がぽんと飛び出た気がしたが」

　それも酷ひどく不吉な類たぐいの。

　それを指し摘てきされたヒツギは、ああそうかといった顔で納なつ得とくの様子を見せる。

「ここのところ立て続けに人が殺されてるのよ。えっと、昨日で三日連続になるかしら。ご丁てい寧ねいに一日目には一人、二日目には二人、三日目には三人。まあ、状じよう況きようが状況だし、箝かん口こう令でも敷しかれているのかそれとも警察の間が抜ぬけているだけなのか、情報自体は公おおやけになっていないみたいだけれどね。あたしも、ヨイミチからの情報がなければ気がついていなかったわ」

　こともなげに言うヒツギの言葉に、偲しのぶは自分の耳を疑う。

「終わったんじゃ、なかったのかよ」

「ん？　ああ、あたしのものと混同してる？　ひょっとして。だったら、今回のはあたしはまったく関かかわっていないわよ。無関係というわけではないけど、引き起こした側がわではないわ」

「それはわかってるよ。おれがここにいるようになってから、お前らが外に出るのを一回も見たことないからな。おれの里帰りについてきたくらいか」

「そうね。それに、今のあたしには必要もないし」

　確かにそれはそうなのだろう。ヒツギの目的が死体の各パーツ集めにあったなら、偲という一応のモノができた今、無理を押して警けい戒かいが厳重な儚はかな市し内で殺人を犯す必要はない。

「けど、なんでそれが連続殺人事件で、おまけにお前に対する挑ちよう発はつだって断定できるんだよ。単にどこからか紛まぎれ込んだ通とおり魔まの犯行かもしれないだろ。それに、挑発だっていうんなら今の状じよう況きようは、その犯人の目もく論ろ見みからは完全に外れちまってるだろ。それじゃ意味がない」

　挑発だというなら、広められなければ意味がない。隠いん蔽ぺいされてしまってはヒツギがそれを受信する確率が低くなるだけではないだろうか。だとすれば、その殺人は下げ策さくとしかいえない。

　そんな偲の指し摘てきに。

「簡単ですよ」

　ストッキングを丁てい寧ねいに折りたたみながら、ヒツギではなく冥めい途どが答えた。

「その殺し方が、『破砕破片ピースメイカー』の劣れつ悪あくな模も倣ほうだからです。今まで殺された六人全員、バラバラにされて死んでいたんですよ。単なる模倣なら、もっと小規模な死体の損そん壊かいでいいはずですからね。例えば、ついこの間も『破砕破片ピースメイカー』の犯行を模したものだと思われる撲ぼく殺さつ体たいが近辺の川から上げられたそうですが、そっちは右手の小指が切り取られていただけというおとなしいものでしたし」

「この街はどうなってんだ……」

　あまりにも人が死にすぎている気がする。それも、他人の意図によって。

　しかしヒツギたちはそれに違い和わ感を覚えるような人間ではない。淡たん々たんと事実を繫つなぎ合わせて自らの推すい論ろんを現実へと近づけていく。

「バラバラ殺人にして模倣の形を崩くずしたのは、そこに挑発の意味をこめたかったからでしょう。単純に、解体したパーツの数が増えればそちらが上、とは言えるものではないですけど、氏しか姓ばねサンの話を聞いて納なつ得とくです。子供のような性格なら、子供のような理論で、そう考えるのも無理はないでしょう。きっとソイツで決定です。ほら子供って好きじゃないですか。億とか兆とか、不可思議とか無量大数とか、そういう単位」

「『自分のほうがたくさんバラバラにしたから、お前より凄すごい』、とかいう感覚なのか……」

　特とく殊しゆな立ち位置にいる去殺こころがそんな子供な精神性の持ち主であるかどうかはわからないが、偲しのぶが接した感じではそういった考えに基づいて行動したとしても不思議ではない。そもそも、挑ちよう発はつのために人をたくさん殺そうという考えこそが短たん絡らく的で直情的な子供のものだ。

　その人間を数としてしか捉とらえていない感覚の表れた行動に、彼女たちが自分とは大きく異なる常識の中にいるのだということを感じさせられる。

「それにそいつ、握あく力りよくが尋じん常じようじゃなかったんでしょう」

「あ、ああ。金属製のナイフとフォークを片手で簡単に折り曲げてた。摑つかまれただけの足も痛かったし」

「なら確定ね。バラバラの死体の傷きず跡あとはね、器具による解体じゃなく力任せに乱暴に捩ねじ切った跡しか残っていなかったのよ。それも生活反応があったらしいから、殺してから解体したんじゃなくて、解体した結果として死んだ、とそういうことみたいね」

「そんなこと、できるのかよ」

　いくら握力が強いとはいえ人体は人体だ。人の拳こぶしで人間の骨を折ることはできるが、捩じ切ることなど、できるのだろうか。ましてやバラバラにするなど。

「できるわよ。何事にもコツがあるのと同じで、人間にだって解体するコツと手順、作法がある。あたしの解体術にしても、相手とするのが人体である以上、それをベースにしているし、そもそもそんなことを知らなくても、人間という生物の構造を知ってれば、どこが特に離はなれやすいところだっていうのはわかる話よ」

　コンコンと、ヒツギの指先が肘ひじを指し示す。

「例えば関節。人体が人体である以上、けして誤ご魔ま化かすことも防ぼう御ぎよすることもできない、人間としての機構の一部。普ふ通つうに運動をしてたって肩かたが外れることがあるんだから、化け物じみた握力で引き剝はがそうとして引き剝がせないことはないでしょう。そして、外された腕うでを無理矢理に捩じり上げれば、人間の皮ひ膚ふは裂さけ筋肉は断だん裂れつし、千切ることができる」

「んな無茶苦茶な……」

　確かにその理論で人体を破は壊かいすることは可能だろう。腕を折る、のではなく腕を千切ることを目的とするならば、そのほうが効率もいい。だがしかし、それを行うのは人間だ。

　あの少女の姿を思い浮かべると、限りなく黒に近かった色も灰色に近づいてしまう気がする。あまりにも無む邪じや気きなあの笑いに血ち生なま臭ぐささは不ふ釣つり合あいだ。

　それを言ってしまえば、今偲の目の前でどこか饒じよう舌ぜつに人の解体術の触さわりを語っているヒツギもそうなのだが。

「目もく論ろ見みに関してはそう問題ではないでしょう。いずれにしろ、あたしにはその情報が届いたわけだし、このまま事件が続いていけば、露ろ呈ていは免まぬかれえないわよ。なにせ、あたしのときなんて比べ物にならないほどのハイペースなんだから。あるいはそこまで考えていなかったのかもしれないわね。まあ、結局どうなるにせよ、最終的にあたしは気がついたと思うわよ、その挑ちよう発はつに。まったく、人様の庭で好き勝手にやってくれる……」

　忌いま々いましげに呟つぶやくヒツギに、偲しのぶはずっと気になっていた疑問を投げかけることにした。

「そもそも、お前なんでそんなのに追っかけられてるんだよ。なんか、お前本人には用はないらしいんだけど、考えても見当がつかない」

「答える必要があるかしら」

「いや、そりゃないけれどもさ。穏おん便びんに済ますことのできるものだったらそうしたほうがいいと思っただけだ」

「ふざけた話ね。そんなことできるわけないでしょう」

　即そく座ざに却きやつ下かされた。

「それはあたしに死ねと言っていることと同じよ」

「そんな大おお袈げ裟さ……じゃないんだよな」

　嚙かみつくような視線は、心の底から彼女がそう思い、言葉に違たがうことなくそれに殉じゆんずる覚かく悟ごであることを如によ実じつに物語っている。この少女は、けして外部からの圧力で己おのれを曲げることはない。偲のように流されることはなく、自らが定めた目標に向かって迷うことなく邁まい進しんするのだろう。たとえそこに、どんな犠ぎ牲せいが払はらわれようとも。

　しかし、ここではいそうですかと素す直なおに引き下がるわけにはいかない。

「穏便に事を済ませれば、これ以上無む駄だな犠牲が出なくて済むかもしれないだろ」

「だから、あたしに折れろと？　そのために、あたしに屈くつしろと？　本気でそう考えてるなら、アンタの頭もいよいよおめでたいことになってきているみたいね。あたしが、そんなどこの誰だれとも知れない人間のために折れるわけないでしょう。冗じよう談だんにしても笑えない話だわ」

　返ってきたのは想像どおりの答えだった。わかっていたことだ。自分の目的のために十六人もの人間を殺してきたような奴やつが、不特定多数の命などというものに配はい慮りよするはずがないということは。それでも、偲は可能性の一つとしてそれを提示せずにはいられなかった。

「冗談で言ってるわけじゃない。人が死んで、そのうえ、これからも死ぬんだぞ」

「ますます笑えないわね。アンタ、自分の立場わかってる？　アンタは、あたしの所有するモノでしかないのよ。道具が持ち主に意見するなんておこがましいことでしょう」

「だとしても、悪いがおれは生きていたときと変わらない、自分の意志も意見もある。道具でも何でもいいけど、それだけはお前にはどうにもできないことだ。意見が合うか合わないかなんて、知ったことじゃない」

「生前の自分なんて、死んだ後まで後ご生しよう大事に抱かかえてて、いったい何になるっていうのよ」

　突つき放すように意地悪く、ヒツギが生前を否定する。

「死んだからこそ、だろ」

「なによそれ。わけがわからないわ」

「まあ、そうだろうけどな。別にわかってもらおうなんて思ってないし。ただ、おれは生きていたときの自分だったらそう考えただろうと思うことをしようとしているだけだ」

「それであたしに死ねと言ってるのね」

　その変わらぬ答えに、偲しのぶはため息をつく。なんて短たん絡らくなのだろう。

「誰だれもそんなことは言ってないっての。なんでそう頭固いかね」

「思考の柔じゆう軟なんさは関係ないわよ。単に結論として、そうなるって言ってるだけよ」

「それが頭が固いって言ってんだよ。お前の事情は知らないけど、死ぬことと同じことなんてこの世の中にあるわけないだろ。死んだらどうにもならないし、生きてりゃなんとかなる」

　死んでからそれを実感したのだから、偲にとってそれは非常に皮肉な話だった。最悪の偶ぐう然ぜんとして偲は死に、次善の偶然として死んでなお生きているかのように存在していられるわけだが、もしもあのまま死んでいたらと考えると、生前の自分が当たり前のように持っていた命というものが、どれほどに唯ゆ一いつ無む二にのものであったか、今いま更さらながらに思い知る。

　彼が口にしたのは、そんな自分の経験から来る実感だったのだが、それは実感ゆえに誰にとっても共感を得られるものではなかった。それはヒツギが死んだことのない人間であったこともそうだが、なにより偲の価値観とは異なる世界に育はぐくまれてきたことが大きかった。

「知ったふうなことを、言わないでよ」

　先ほどまでとはまた迫はく力りよくが一段違ちがう剣けん幕まくに、偲は思わず息を吞のむ。そのまま、言葉を挟はさむこともできなくなってしまう。ヒツギのほうも自分の中の見せたくない部分を見せてしまったことを遅おくればせながら悟さとったのか、振ふり上げた拳こぶしの下ろしどころに困っているようでもあった。

「まあまあ、お二人の話はすべて砂さ上じようの楼ろう閣かくに過ぎませんから、ここで言い合ったってしょうがないでしょう。ほらほら、そのギスギス感はやめてくださいなー」

　そんな二人を見かねてか、横合いから冥めい途どがニコニコと笑え顔がおで助け舟を差し向けてきたので、これ幸いと偲は乗ることにした。これでも引くべきところと踏ふむべきではない地じ雷らいは心得ているつもりである。さっさと直前の会話をなかったことにした。

「机き上じようの空論だろ。まあ、確かに言うとおりだよな。どう対応するにしろ、まずはココロちゃんに会ってみなきゃ話にならないもんな。そもそも、あの子が犯人だってのも確定じゃないし」

　探している、と去殺こころは言ったが、果たして彼女がそこまで有能な探たん偵てい能力を有しているかといえば、実に疑わしい。身しん体たい能力的なものならともかく、あの会話能力では満足に人から話を聞き出せるかどうか。そういったものがないからこそ、おびき出そうとしているのかもしれない。いずれにしろ向こうに見つけてもらうというのは期待できそうになかった。となると、こちらから接せつ触しよくを図るのがベストといったところなのだろうが、それにしてもどこに拠きよ点てんを構えているのかも不明では、どうしようもない。行き当たりばったりでうろつくぐらいが関せきの山やまだろう。

「今日の夜、街に出るわよ」

　唐とう突とつなヒツギの発言に、偲がそちらを向く。そこには先ほどまでの雰ふん囲い気きはまったく感じられない。ヒツギもまたあれをなかったことにしたのだろう。空気が戻もどりつつあることを感じながら、偲しのぶはヒツギの提案に首を捻ひねった。

「なんでだ？　今、お前探されてんだろ。下手に姿を見せたりしたら、嗅かぎつけられたりしないのか。それこそ、よっぽど面めん倒どうなことになると思うんだが」

「どっちにしろもう面倒なことになってるわよ。あたしが出ていかなければ、今日も四人ばかり死体が増えるでしょうね。カウントの意味も込めているんだとすれば、明日は五人、明後日あさつては六人、さらにその先は──って具合に、あたしが出てくるまで殺し続ける気よ、向こうは。あたしにしてみれば、花か壇だんを勝手に踏ふみ荒あらされているようなものよ」

「それは、確かになんとかしなきゃいけない話だな」

　これが自分と関係ない理由で行われている連続殺人ならば、さすがに偲だって首を突つっ込もうとは思わないだろう。氏しか姓ばね偲はヒーローではないのだから、そのくらいの怠たい慢まんは許されて然しかるべきものである。しかし、事は彼と関係する者に繫つながっている。そしておそらくは、解決の糸口にも。だとすれば、彼の考えはそれを放置して誰だれかに解決を任せるというふうには、けして働かなかった。中ちゆう途と半はん端ぱにヒーローを気取ろうとする自分に、嫌いや気けがさす。

「それで、何か当てがあるのか？　闇やみ雲くもに探し回っても仕方がないだろう」

「前にも言ったわよね。あたしは死んだ人間の気配を──爍己態アストラル・アークを感知することができるって。櫃己態マテリアル・ケージに包まれているものはさすがに無理だけれど、剝むき出しの状態の爍己態アストラル・アーク、あるいは澱爍態アツシユなら大まかな居場所を感じ取ることができる。範はん囲いはそれほど広くはないけれど、向こうもこっちのことがわかっているっていうなら、挑ちよう発はつするにしてもそうわかり辛づらいところで殺したりはしないでしょう」

「それはつまり、最低でも一人の犠ぎ牲せいは必要ってことか」

「言ったでしょう、生きている人間のものはわからない、って」

　わかっている。それは、けしてヒツギの能力が足りないというわけではない。むしろ本当にあてがないことを考えれば、彼女の能力は百人力に匹ひつ敵てきするものなのだ。だから責めても仕方がないのはわかっている。

　それでも、何かできることがあるのではないか。

「わかった。おれもついて行く。ココロちゃんの顔を見ているのはおれだけだし、お前みたいなのが夜の街をうろついてると、関係ないところで騒そう動どうを起こしたり巻き込まれたりしそうだからな。出発までの間にどうにかココロちゃんと遭そう遇ぐうする確率を上げられないかも考えてみる」

　考えたところで、所しよ詮せん考えつくのはそのあたりが関せきの山やまだった。

「へぇ。アンタにもようやく主従の関係というものがわかってきたみたいね」

「べ、別にお前のためじゃねぇよ」

「駄だ目めです氏姓サン、男性がその台詞せりふを使っても効果はありません！」




「マイおねーさぁんっ！」

　埋まいを発見するなり、向こう側がわから去殺こころが猛もう牛ぎゆうのごとく突とつ進しんしてきた。

　間にそれなりに車が行きかう道路を挟はさんでいるにも関かかわらず、一目散に脇わき目めもふらず、注意力さえも割さかずに向かってくる少女はけして自殺志願者というわけでも当たり屋というわけでもない。その証しよう拠こに、去殺は危あやうげなく横断歩道もない道路を見事に横断し、走ってきた勢いそのままに埋に向かって体を投げ出し、体当たり。一方の埋もここ数日の経験で去殺がどういうふうに『挨あい拶さつ』をしてくるかはわかっていたので、それとなく体を後ろに引いて突とつ進しんの衝しよう撃げきを受け止め流した。軽量な去殺であるが、往来する車の隙すき間まを縫ぬって直線を結ぶような瞬しゆん発ぱつ力と速度がそこに加われば、素す手でで剛ごう速そつ球きゆうを受け止めたような痛みが走る。

「にくー、にくーがいいよ！　やっぱり肉だよー。甘いのもいいけどー肉だよー。んー？　甘くて肉が一番いいのかなー。どこかにソフトクリームをかけたステーキはないかなー。おねーさん、知らないー？」

「ここならどっちもメニューにあるし、頼たのめばそういうこともやってくれるかもしれないけど」

　去殺との待ち合わせ場所である喫きつ茶さ店てんを振ふり返り、そんなことを思い出す。時刻はそろそろ日が沈しずみ始める頃ころ。店内の柔やわらかな明かりが曇くもりガラスの向こうから漏もれてきていて、寒さに震ふるえる彼女の体を誘さそっているようだった。けれども、今はそこで吞のん気きに紅茶の一いつ杯ぱいでも傾かたむけていくというわけにはいかないのだ。

「ほら、行くよ去殺ちゃん。お楽しみは、今日の分を終えてから」

「うーうー、待ってろよー、クリームステーキー」

　言葉とは裏腹になお未練がましく未知の料理名を口にする去殺を引きずる形で、埋は歩き出す。まったく、これではどちらが助手かわからない。愚ぐ痴ちりそうになりつつも、実際のところ自分が所しよ詮せん案内役程度のものでしかないことは理解している。けれども、それでも構わない。最終的に、『破砕破片ピースメイカー』に復ふく讐しゆうできるならば。

「それでー、今日はーどこに行くんだっけー」

「えっと、ちょっと待って」

　そう言われて、埋がポケットの中から儚はかな市しの地図のコピーを取り出す。広げると、そこには十五ヶ所、赤い字で番号が記されている。そしてその赤い数字と同じ場所に沿うように六つ、青い字で番号が記されていた。その中から青い番号の添そえられていない赤い番号の一つを指差す。横から覗のぞき込んだ去殺がそれを見て。

「スーパーのー駐ちゆう車しや場、だねー。きょうー、行ってみたよー」

「そう」

　去殺の言葉を余よ所そに、ここまで何度もしてきた決意を、もう一度。

　偲しのぶちゃん。

　自分にはない勇気を、彼から分けてもらおうとその名を心の内で呟つぶやく。それはもはやパブロフの犬のような条件反射に近いが、それでも勇気は湧わいてくる。それとともに、やり遂とげなくてはならないという、想おもいも。

　大だい丈じよう夫ぶ、できる。

　その言葉は、彼の名前よりもはるかに効果は薄うすかったが、埋まいの手に力をこめるくらいはさせることはできた。ぎゅっとその指で握にぎりしめるのは、この夜回りに初めから付き合っているバットケース。中に入っている金属バットが、歩行の振しん動どうに合わせてコトンと鳴いた。

　いずれにしろ、もうすぐだ。

　もうすぐ、全部、終わる。





◇◇◇






　そろそろ深夜に近い時間のそこは、昼間の賑にぎわいとは対照的に空くう虚きよさで満ち満ちていた。

　郊こう外がい型として作られたスーパーの駐ちゆう車しや場はだだっ広く、サッカーコートが二面ほど取れそうなほどに広大。つい一ヶ月ほど前にあったはずの事件は、跡あと形かたもなく気配さえも徹てつ底てい的に取り除のぞかれて日常の中に戻もどされていた。夜色を淡あわく映すアスファルトの地面を大きく切り裂さくように、月明かりによって浮うき彫ぼりにされた店てん舗ぽの影かげが黒々と落ちている。

　人影は、二つ。

　偲しのぶとヒツギである。

　例によって例のごとく、偲の出いで立たちは見ている者のほうが寒さを感じてしまうほどの薄うず着ぎで、ヒツギは完全防寒であった。ちなみに今夜のニット帽ぼうは頭頂部にウサギの耳が生えており、前回のものとはまた別のやつである。冥めい途どはついてはこなかったが、それに関してはヒツギと冥途の間で何かしらの暗あん黙もくの了りよう解かいがあるらしく、ヒツギは何を言うでもなかった。

　それにしても、と偲は視線をヒツギに向けつつ。

「……、微び妙みように触さわりたくなるな」

　風もないのにピョコピョコと動くその耳を眺ながめながら、車止めに腰こし掛かけた偲は益やく体たいもないことを考える。いつ相手が来るかわからない以上、あまり吞のん気きに構えてもいられないのだが、あまり長時間警けい戒かいをしているといざというときに集中力が発はつ揮きできなくなるので、適度に気は抜ぬいていた。それでも目は、店の前を横切る大きな道路へと抜ぬかりなく向けている。遠くに去殺こころが食い逃にげをしたファミレスの明かりが見えたが、それ以外の光源は街がい灯とうのみで、近くに人家は一いつ切さいない。この風景だけ見れば、廃はい墟きよといっても差さし支つかえはないとさえ思われた。

　だからこその、ここであるということも言えるのだが。

「自分でここまで言っといてなんだけどさ。本当に、来ると思うか」

　偲は時計を持っていないために体感時間での判断になるのだが、駐車場に張り込み始めてからもう一時間ほど経たっている（気がする）。集中力の酷こく使しという悪あく環かん境きよう下にいるために時間感覚がおかしなことになっている可能性は否いなめないので、実際のところはもっと短い、下手すればまだ十分も経っていないということも考えられた。いずれにしろ、未いまだあの白い目立つローブ姿は現れない。もし自分の考えがハズレだったら、今まさにどこかで誰だれかが殺されているかもしれないわけで、そう考えると、居ても立ってもいられない気分になってくる。

「自信満々に、あれがここに来るって言ったのはアンタでしょうが」

「だから自分で言っておいて、って前置きしたんだけどさ」

　二人は何も無目的に、あるいは無目的を目的に、そこにいるわけではなかった。

　唸うな吠ぼえ去殺こころは、ここに姿を見せる。

　そのことに関して、それなりの計算と確率と理り屈くつの結果として、彼らはここにいるのである。

「ココロちゃんが、お前の、『破砕破片ピースメイカー』の犯行現場と同じ場所に……、死体を置いていっているっていうのがわかったまではいいけどさ、順番はてんでバラバラなんだよな。公おおやけに同一の事件と見み做なされている十五件から、ここまでの六件を引いて残りは九件──九ヶ所だろ。単純な確率でいえば九分の一。こんなの、現実の感覚からいえば当たるほうがどうかしてる」

「訂てい正せいよ。少なくとも今夜中に四件は起きるだろうから、九分の四ね。確率的には二分の一だから、当たってもおかしくはない。それに、昼間ここにそいつがいたのが今夜の下見を兼かねていたと考えれば、絶対に現れる、と言ってもいいでしょう」

「そりゃ、そうだけどさ」

　犠ぎ牲せい者が出ない確率でいえば、結局九分の一だ。さすがにそこは運を天に任せるというか人事を尽つくして天命を待つしかない部分ではあるが、それでもここが今日の一件目であることを保証する、補強する理屈は導き出せないだろうか、と祈いのるように考えてしまう。ヒツギの感知の能力を優先するのではなく自分の推すい測そくを押し出した手前、自然その責任は偲しのぶにあることになる。いや責任を負うことは一向に構わないのだが、出る犠牲は。一方、ヒツギのほうは誰だれが犠牲になろうが、今夜ここで唸吠去殺を捕ほ捉そくできれば問題がないので、その点に関して悩なやむことはない。

　警けい戒かい時間を持て余したのか、今度はヒツギのほうから会話が始まる。

「……アンタ、さっき言ってたこと、どういう意味なの」

「さっき、って？　おれなんか言ったっけか」

「自分で言ったことくらい覚えておきなさいよ。ほら、死んだからこそなんとか、って」

　そう言われて思い出したのは、あのヒツギの剣けん幕まくだったわけだが、自分から言い出したということはもうタブー指定は解除されたということなのだろうか。どちらにせよ、訊きかれたのだから答えるにやぶさかではない。

「いやまあ、深い意味はないんだけれどさ」

　自分が何を言いたいのか、いまいち明確化できていない気がしたが、それでも口は動いた。

「死んだからこそ、おれは生前の自分を捨てるわけにはいかないって、話だよ」

　そう頭に結論を置いて、話し出す。ヒツギのほうは背を向けたままだが、特に停止の命令もないのでそのまま続けることにする。

「生きてたときのおれはさ、自分の範はん囲い内で起きた物事や持ち込まれた物事に対しては、自分なりに納なつ得とくできる結論を与あたえようと決めてたんだな。それがどんなものでも、どんなに自分の手に余るものでも、最終的にどんな結果になるとわかっていてもさ。まあ意志に行動が伴ともなうかとか、結果が結論と重なるかとかはまた別の話だけど、少なくともおれは、そうやって生きてきたわけだ。目標って言い換かえてもいいかな。こういう結果にしようという結論」

　その、自分なりの結論を出す、という行こう為いだってすべてにおいて成功したわけではない。当たり前だが。中にはそんな悠ゆう長ちようなことを言っている暇ひまもなく、他ほかからの介かい入にゆうによって解決されてしまった物事だってある。それでも、解決に至るまで、彼は諦あきらめようと思ったことはなかった。

　人がいい、お人ひと好よし、というのはおそらくその生き方ゆえの評価だ。一度関かかわってしまえば、何とかしてくれと請こわれてしまえば、何とかしたいと思ってしまえば、それは氏しか姓ばね偲しのぶにとって結論を出すべきものになってしまう。そして出したからには、それを結果にしなければ気がすまない。

　それが、氏姓偲の生き方であり生き様であったのだ。

　それは、死んでからも、変わらない。

　否いな、死んだからこそ、大事な、守るべきもの。

「で、今のおれが、仕方がないって結論も出さずに諦めたりしたら、それは生前のおれの意志と反することだろ？　おれがおれを変えてしまったら、それこそ死んでしまったことになる。それは、嫌いやだ。少なくともおれはここにいて、死んでるかもしれないけど、自分が氏姓偲だって認にん識しきしている。だったら、おれは生前と変わらないおれを継つぎ貫つらぬくべきだ」

　そもそもが、その順応性によって絶えず自我浸しん蝕しよく、自我喪そう失しつの危険に晒さらされているのだ。ここで生前の自分の柱たるその考え方、生き方さえも失ってしまえば後は容よう易いに変容するだけだ。周りの望むままに、周りに及およぼされるままに。そしてそれは、偲にとっては酷ひどく恐おそろしいことのように、今いま更さらながら思えたのだ。

「だから、うん、おれは自分が関かかわったこの事件で、できる限り被ひ害がいが出ることを防ぎたいと思っている。それが、おれにとっての結論で、つまりは生きているってことだろ」

　それこそが、氏姓偲の存在証明。

「どうりで、自分からよく働くと思ったわ。ふん、結局自分のためってこと」

　口調には、言葉とは裏腹にいつものような不ふ愉ゆ快かい気な様子はない。

「あたしには、アンタのその考え方は理解できない。誰だれか自分ではない他ほかのもののために何かをしようなんて、生物として間ま違ちがっているとも思うし、あたしの言うことを聞かないのは、物もの凄すごく腹立たしいことだわ」

　それでも、と背中を向けたまま彼女は続けた。

「けれど、その根の部分は、理解できなくもない。始まりの志を曲げずに存在し続けようとするその在り方は、嫌きらいじゃない、かもしれない」

　表情は窺うかがえない。

「少なくとも、罵ば倒とうには値あたいしないと、思う」

「そりゃどうも」

　苦笑する。それは、好意的に解かい釈しやくすれば誉ほめられた、ということなのだろうか。さすがにそれはないかなと思いつつも、そう思っていたほうが精神衛生上得だと思ったので、有あり難がたくお誉めの言葉として頂ちよう戴だいしておく。偲しのぶがそう解釈したことを悟さとったのか、ヒツギは、つまらないことを話したわね、と話題を変える。

「確かく認にんしておくけど、今回はあくまでも話し合いだけよ。向こうがどうくるかわからないけど、こちらから危害を加えるのは禁止。完全に敵対が決定するまで、表面上は友好的なふうを装よそおいなさい」

「はいはい。ってか、危害を加えようにも、ココロちゃんが犯人だとしたら、とてもそんな気は起きねぇよ」

　なにせ、ヒツギたちの話が事実なら、彼女は生きた人間を手で引き千切るような人外である。繫つながれたてピチピチの偲なんかでは、普ふ通つうの人間を相手にするより簡単にバラバラにされてしまうだろう。

　もはや千切られた程度では死なない偲だが、痛覚は立派に残っているのでことによっては生きているときより恐おそろしい苦痛を味わうことになる。

　うむ、おとなしく降参しよう、と心の中でこっそり決意をする。そんな負け犬チックな偲とは対照的に、駐ちゆう車しや場の中央部分に仁に王おう立だちして今か今かと去殺こころを待ち受けるヒツギの姿は、話し合いというよりは決けつ闘とうに臨のぞむかのようだった。あるいは、話し合いという行動さえもすでに戦いの一部に含ふくまれるとでもいうのか。いずれにしても平へい穏おんとはほど遠い剣けん吞のんな雰ふん囲い気きである。

「なあ、もしも向こうが話し合う気なんてさらさらなくていきなり襲おそってきたらどうすんだ」

　そうなれば戦うなんていうのは論外で、逃にげるしかないのだが、こうまでも自信満々血気漲みなぎるヒツギのことだから、何か策があるのではないかと思い、尋たずねてみる。

「それはないわね」

「言いきるのか」

　振り向かず、視線を前方にすえたまま断言される。

「ええ。それだけは、今回に限り絶対ないと言いきれる。次会うときはどうだか知らないけれど、少なくとも今回は殺傷目的で危害は加えてこないわ」

「それは裏返せば、殺傷目的以外なら危害を加えてくる可能性がある、ということだよな」

「そうね」

　それが何か？　とでも言いたげな声のトーンに、それ以上の追つい及きゆうをやめる。そんなもの詳しよう細さいに知ったところでどうしようもないし、ことここに至ってできるのは、心構えと腹積もりぐらいのものだ。そんなものだったら、この時点でも十分できるので、そこで話を切った。

「心配なら無用よ。いざとなればアンタが身を以もつてあたしの身代わりになればいいんだから」

「勝手におれに向けられる心配を断るなよ」

「心配してもらうあてがあるのかしら」

「……残念なことに、ないな」

　呟つぶやきちょっと虚むなしさに襲おそわれる。社会的存在の基き盤ばんを丸ごと消失してしまった今となっては、氏しか姓ばね偲しのぶという人間に向けられる感情は、悲しみか寂さびしさか哀あわれみかあるいは、忘ぼう却きやくか。いずれにしても過去形で締しめくくられるものであり、現在形でつき纏まとう感情はない。

　そのまま、特に会話を交かわすこともなく静かに待ち続ける。時間の流れが確実に欠けつ如じよした寒空の下で、眠ねむ気けを覚えることもなく去殺こころの姿を待ち続けて──、ふと。

　視界の端はしにぼんやりとそれが浮かび上がってくるのを、見た。

　白い。

　夜の闇やみが白はく濁だくするほどに白い。

　白い、十じゆう字じ架か。

　それを確かく認にんし、偲はゆっくりと腰こしを上げる。

　ヒツギは小さく、ふん、と鼻を鳴らした。

　徐じよ々じよに大きくなってくるその白い影かげは、どうやら何かを背負っているらしい。

「そうか、そういうことか。こんな人っ子一人いない場所でどうやって人を殺すつもりだったんだろうなと思ったんだが、あらかじめ調達していたのか……」

「爍己態アストラル・アークも爍己素アストラルのほうも視みえないところを見ると、生きてはいるようね。それに姿格好からすれば犯人は唸うな吠ぼえ去殺で決まりのようね。随ずい分ぶんと悪あく趣しゆ味みな真ま似ねをする」

　登山用のロープかなにか、頑がん丈じようそうな紐ひも状のものでグルグル巻きにされた、巨大な芋いも虫むしのようなものが、その肩かたの部分に認にん識しきされる。大きさからいって大人かそれに類する体格の持ち主だと偲は推すい測そくした。気絶でもしているのかぐったりと肩の上で布団ふとんよろしく二つ折りになっている。あれが今夜最初の犠ぎ牲せい予定者ということだったのだろう。遠目には、纏ったコートに汚よごれは見られない。それはヒツギの目から見ても同じだったようで、特に何を言うこともなく、てくてくと駐ちゆう車しや場を目指して歩いてくる影を待っていた。

　間もなく、その入口となっている白線の境界に人影は立った。

　と、同時に。

「あーっ！」

　影が、唸吠去殺の声で、叫さけぶ。

「ステーキの、おにーさん、だーっ」

　相手も偲しのぶの姿を捕ほ捉そくし、そこから加速する。

　一歩目の踏ふみ込こみとともに背負っていた人間を投げ捨て、それに頓とん着じやくすることはなく、一直線に偲目め掛がけて飛ぶように突とつ進しんしてくる。

「なぁっ!?」

　さすがにこの反応は予想していなかったために、判断が鈍にぶり反応を渋しぶる。この突進にある意図を探さぐろうとし、その刹せつ那なの間に去殺こころの接近を許してしまう。あっという間に駐ちゆう車しや場を横断したその健けん脚きやくは、偲の一歩手前で歩数を調節し両足を揃そろえると、そこから跳ちよう躍やく。両腕うでを広げ、あたかも長年離はなれ離れだった恋人同士が歓かん喜きのあまりに抱ほう擁ようを求め合うかのように飛び込んできた去殺を、体当たりとして偲は受け取った。

　受け止め、きれなかった。

「ぎゃぁっ」

　加速と重量の計算式から導き出された衝しよう突とつのエネルギーは、構えてすらいなかった偲の足あし腰こしを容易に破は壊かいしバランスを失わせる。すぐ後ろにさっきまで腰こし掛かけていた車止めがあったことも災わざわいして偲は押し倒たおされる形で駐車場の硬かたい地面に後頭部を打ちつけた。懐なつかしい鈍い音が頭ず蓋がいの中を走り抜ぬける。一いつ緒しよに痛みもどうぞ。

「約束どおりー、連れてきてくれたのかなー。だとしたら嬉うれしいなー嬉しいよー。感謝だねー感謝だよー、うー、ステーキッ！」

　バタバタと倒れた偲の上で下手くそなクロールという形で感謝ぶりを示す去殺。その様を見下ろすヒツギの視線がなんだかやけに突つき刺ささる気がする。まあ、言いたいことはなんとなくだが察することができる。

　去殺のセリフをそのまま信じるとすれば、偲はヒツギを売った形になる。

　いや！　いやいや！　そういうわけじゃないから！　違ちがうから！　と必死に感かん嘆たん符ふまでもジェスチャーで発信するも周波数が合わないのかまったく受信する様子がない。理解する気がないのかもしれない。いずれにしろ、無表情で視線を送るヒツギの顔は、恐おそろしく思えた。

　ほほう。

　という声が視覚という別媒ばい体たいを経由して聞こえ、威い圧あつ感が普ふ段だんの数割分、上乗せされている。

　今自分の胸むな元もとで暴れている食器折り曲げ連続バラバラ殺人少女よりも、わずかに離れた場所で仁に王おう立だちしている見た目お嬢じよう様さま風連続猟りよう奇き殺人少女のほうが、恐こわかった。確定的な敵よりも暫ざん定てい的な味方に冷ひや汗あせをかかせられる。どちらも天てん秤びんに載のせるものとしては、イの一番に願い下げたい職種の方々である。

「く、くのっ」

　威圧に押されて声が裏返る。いち早くこの少女を引き剝はがさないことには、ヒツギの信しん頼らい度は右肩かた下がりに鰻うなぎ下くだりである。あまりにも急すぎて絶ぜつ叫きよう系と称しようするに足るほどに。

「離はなれろ、ってぇのっ！」

　あたかも猫ねこにするようにローブのフード部分を引っ摑つかみ、遠ざける努力をする。手を取って起き上がらせるのは、あの握あく力りよくの前では気が引ける話なのだった。

「うー、寒いんだよー」

「そんな厚そうなモン着てるのにか」

　必死な偲しのぶとは対照的にあまり必死そうではない去殺こころなのだが、身体からだの使い方が上う手まいのか思ったように遠ざけることができない。言葉どおりに去殺は温ぬくもりを奪うばい去りたいかのようにヒシと密着しようとしてくる。

「だってー、この下、何も着てないしー」

「なんですってっ!?」

　あんたそれじゃあ変態ですよ！

「なおさら離れろっつぅの！　なんなんだ、おれの近辺は羞しゆう恥ち心に欠けた痴ち女じよもどきしかいないのかっ!?　ええい、やめろ密着するな！　そんな趣しゆ味みはねぇっ！」

「ういー、うれしーくせにー、うりー」

「いい加減、に、しなさい」

　ガビョンという奇き怪かいなオノマトペとともに、去殺の身体からだがヒツギによって後ろへ強きよう烈れつに引っ張られる。あまりの強さに予期せぬ残像が見えたりしそうだった。

　頭だけ引っ張られた形になり、去殺の体勢はバックドロップ気味。ローブの丈たけが長くてよかったと、心の中で偲は安あん堵どした。本人の意図はどうあれ、見ちゃったら言い訳はきかない。

「用事があるのは、ソイツじゃなくてあたしのほうに、でしょう」

　去殺を引きずり倒たおしたヒツギの目は、血走っていてもおかしくないくらいにキツい角度をもって白ローブの中に突つき刺ささる。メデューサのごとく、ひと睨にらみで人を殺しかねないその迫はく力りよくに、先ほどまでちょっと築けていけてたっぽい信しん頼らいという単語が彼女の頭の辞書そのものから消え去ったことを悟さとる。

「そーいう、あんたはー。今巷ちまたで話題の『破砕破片ピースメイカー』だねー」

「そういうあんたは、どこのどなたなのかしら。生あい憎にく、露ろ出しゆつ狂きように知り合いはいないわ」

「んー、見せたがりではーないのだけどー。おにーさん見たいー？」

「こっち向くな、めくるな誘さそうな！」

　偲の持つ倫りん理り機能に素気なく扱あつかわれた去殺の首が、グリンと動きヒツギへとまた戻もどる。戻したのは首だけで姿勢を直す気はないらしい。とっととそこから体を抜ぬいてしまいたい偲だったが、余計な動きをすると余計なトラブルを生みそうだったので、固定で甘んじる。

「あたしの庭で随ずい分ぶんと好き勝手な真ま似ねをしてくれたじゃない」

　脚きやく色しよくの必要がない恐おそろしさで、ヒツギが言う。しかし生憎と、去殺の危機管理能力は徹てつ底てい的に欠けつ如じよしていたのでそれが鋭するどく尖とがった感情を内包したものであるとは気がつかず、言葉を言葉のまま受け取る。傍はたで見ている偲しのぶのほうがその余波をモロに喰くらってしまったくらいだ。

「そう言われてもー。辺へん鄙ぴなところに籠こってるそっちも悪いんだよー。大体、こうでもしなければ出てこなかったでしょー、泣なき空がらの欠けつ陥かん品──」

　去殺こころの台詞せりふ半ばで、ヒツギが、動く。偲の足元に乗っかっているためにわずかに浮いていた去殺の頭と地面の隙すき間まに、即そく座ざにヒツギが爪つま先さきを捩ねじ込み、流れるような動作で、そのフードに包まれた金きん髪ぱつの頭部を、蹴けり上げた。電流でも流されたかのように去殺の上半身が跳はね起き、重力に摑つかまり再び地面へと戻もどる前にヒツギの五指に絡からめ取られる。そこまでの行動を淀よどみなく行ったヒツギが、上から中身を覗のぞき込む。その表情は、違ちがう。

「──その呼び方を、一度たりともするな」

　先ほどまでの研とぎ澄すまされた文化的な敵意とは正反対に、荒あら々あらしく粗そ野やで原始的な暴意が抑おさえきれずに溢あふれ出ていた。俗にいう取り乱すというのはこういうことをいうのだろうか。そう冷静に分ぶん析せきするには、いささか今の偲には目の前の一連のことが素す直なおに飲み込めなかった。

「わかったか、わからなかったか。返事をさせてあげる。よく考えて答えなさい。どっちも地じ獄ごくへ続く道だけど、どっちか片方は他方よりほんの少し長ちよう距きよ離りよ」

　フードを摑む手の反対側がわには、どこから取り出したのか鏡のようにピカピカと輝かがやくメス、のようなものが逆手で握にぎられている。その鋭するどさ具合は落としただけで去殺の頭部に突つき刺ささりそうなほどに、剣けん吞のん。

　その状じよう況きようを目の前にして。

「照れない照れないー」

　グリュンと、思いきり去殺が身を捻ひねった。その動きでフードの拘こう束そくは即そく座ざに解除され、器用にそのまま足は地面を──というか偲の腹を「ぐえっ」──力強く踏ふみ込み、宙に弧こを描えがき、ヒツギの背後、刃やいばの射しや程てい距きよ離りから離はなれた。

　ちっ、とヒツギは吐はき捨て今度はゆっくりと身体からだの向きを変える。それに倣ならって偲も重石おもしのどかされた体を起こす。幸いに痛みは全部流れ去っていて欠片かけらも残ってはいない。

　突とつ然ぜんの奇き襲しゆうにも似た開戦に、偲は目で追うのがやっとだった。

「お前、こっちから危害を加えるなって自分で言ってただろうが」

　つつくことは恐おそろしい藪やぶであったが、万が一ヒツギが頭に血が上のぼっていてそのことを失念していたらマズいということで、指し摘てきしておく。返答が去殺に向けられていた刃である可能性も考こう慮りよしたが、さすがにそこまでは熱くなってはいなかったらしく、視線がうるさいと丁重な答えを返してくる。……痛さは、肉体か精神か程度の違いしかなかった。

「喧けん嘩かはよくないよー。そんなことしても誰だれも得しないー。それにーおにーさんも、それはケントーチガイな指摘だよー。『破砕破片ピースメイカー』にキガイを加えられるわけ、ないー」

　本来なら喧嘩するべき対象に仲裁をされる。その行動すらもが挑ちよう発はつの一いつ環かんなのかは与あずかり知らぬところであったが、少なくとも先ほどの一言は挑発以上の効果をヒツギにもたらしていた。端たん的てきに言えば、余よ裕ゆうがない。いや、完全に喪そう失しつしたわけではなく現在も進行形で急いで増産体制に入っているわけだが、しかし確実に精神の均きん衡こうを支える柱の一本をずらしたことは間ま違ちがいないようであった。

　それほどまでに、強きよう烈れつだったわけだ。

『泣なき空がらの欠けつ陥かん品』という、言葉は。

　果たしてその言葉が何を意味していたのかは、偲しのぶにはわからなかったわけだが。

　冗じよう談だんじゃ、ねぇぞ。

　これ以上のヒツギへの精神攻こう撃げきは、偲からしてみれば勘かん弁べん願いたい。情けない話だがこの場でもっとも頼たよれるのは自分ではなくヒツギであり、司し令れい塔とうである彼女が挑ちよう発はつに乗って冷静な思考を失ってしまえば、後は逃にげるしかない。それにしたって、あの運動量を相手に回して易やす々やすと行えるかどうか。かといって余計な口出しするとそれが火に油を注ぐことになりかねない。戒いましめにくく宥なだめ辛づらい性格だ。

「おい、落ち着け──」

　月並みな戒めの言葉を偲が言い終える前に、ヒツギは自主的に行動を起こした。さっきまで去殺こころに突つきつけていたメスの切っ先を、自らの手の甲こうへと落とす。豆とう腐ふに包丁を沈しずめるかのように、その先せん端たんは抵てい抗こうを受けることなく手て袋ぶくろを皮ひ膚ふを裂さき筋肉を断つ。貴金属めいた潔けつ癖ぺきの光こう沢たくが、そこからわずかに滲にじみ出る血の色に侵おかされる。

「っつ」

　苦く悶もんの声が漏もれたのは、ヒツギ本人からではなくそれを見ていた偲の口から。自らを傷つけた本人は、傷口から高熱じみた感情が抜ぬけ出たかのようにその表情を以前のものへと戻もどしていく。

「なんつー乱暴な……一応女の子だろうが」

　聞こえていないことを承知で呆あきれた声を零こぼす。平静を取り戻すために自傷するのは、バトル漫まん画がでは常じよう套とう手段かもしれないが、実際にそんなことをする人間がいるとは思わなかった。少なくともそれを、冷静さを取り戻すための最善最速の手段として選せん択たくするような人間には、性別よりも先に与あたえるべき称しよう号ごうが存在する気がする。

「すっきりしたわ」

　刺さし方は計算していたようで、引き抜いたメスはそれほど血で汚よごれてはいなかった。

　懐ふところから取り出した黒いハンカチで、メスを伝う己おのれの血を丁てい寧ねいに拭ぬぐうその姿は、傷はあれども痛みはないとばかりに、普ふ段だんの彼女の動きだった。

　そこまでを一連の動作として行い終え、それでもその険しさだけは失われていない視線を去殺に戻すと、平静を保つ語調で、話す。

「それで、用件は何かしら。あらかじめ言っておくけれど、今度余計なことを言ったりすれば、あたしも自制できる自信はないわよ。そこのところをよく踏ふまえて、口を開きなさい」

　その言葉に偽いつわりはない。ただ一つ、噓うそと捉とらえるならば、自信がない、ではなくつもりがない、という点においてであろうが、いずれにしても結果としては同じであろう。順手に持ち替かえたメスはすでにスタート位置についている。

　夜気の冷たい痛みを上回る敵意を叩たたきつけられてなお、去殺こころは平然と、見ようによってはのほほんと、能天気な笑えみを放つ。




「『義ぎ縫ほう忌き術じゆつ』──泣なき空がらの、死者蘇そ生せい学」




　その台詞せりふで、ヒツギは理解の色を見せる。いや、それは最初から予想していたことなのかもしれない。しかし、その色を見せながらもけしてそのことを態度で示そうとはしなかった。

「つまりはー、えーてりうむだよ、えーてりうむぅ、えーてりうむの、つ・く・り・か・たぁ」

「そうね。今すぐこの場からその存在ごと消えてくれれば教えてあげてもいいわよ」

　徐じよ々じよに、話のペースがいつもの彼女のものへと戻もどってくる。相手の言葉に嚙かみつくのではなく、小こ馬ば鹿かにしたように受け流す。けして自分から手札を切るような愚おろかな真ま似ねはせず、最初に敵に札を切らせ、それに対して確実な反はん撃げき手段を手札から切る。

「なんなら手伝ってあげてもいいわよ。親切でしょう、あたしは」

「んふー、意地が悪いねー。でもでもー、そんなハッタリは、ココロにはまったくノーダメージの意味なしだねー。だってだって、知ってるからねー。なんで──」

　忠告された言葉を、再び去殺は喉のどへと充じゆう塡てんする。どうやってかそれを敏びん感かんに察知したヒツギが相手の反応を見ることもなく、即そく座ざに飛びかかる。しかしそれは去殺にとっては完全に予測できていたことであり、本日二度目の、後方への大跳ちよう躍やくをやってのける。その最中、台詞が続けられる。はっきりと、誰だれの耳にも明らかな形で。

「ナキガラヒツギはー、泣なき空がらの欠けつ陥かん品、なのかー」

　忠告を破った報復は、無言で執しつ行こうされた。

　呼吸を押し殺し、低位置を駆かけわずかな距きよ離りを詰つめる。合間、指先を滑すべるように発射されたメスの刃やいばが標的である去殺に選せん択たくを強制する。前進か後退かの二択を、躊ちゆう躇ちよなく去殺は選び、前方へ飛ぶ。こちらは高々度、ちょうど突とつ進しんしてくるヒツギの頭上を跳とび越こすように空に身を投げ、中空で右腕うでを振ふった。大気を鈍どん器きでぶん殴なぐったような音とともに去殺の軌き道どうが急激に変化する。頭上を飛び越えていたはずの予想軌道を捩ねじ曲げ、腕を振るった遠心力で無理矢理に、ヒツギの上へと仰あお向むけに落ちる。最初の時点で標的を見失っていたヒツギは、それを察知したわけでもなく、しかし速度を上げてそれを結果的に回かい避ひする。去殺の不発を確かく認にんもせず、踏ふみ出した右足で身体からだにブレーキをかけ、殺した突進の力をバネに、今度はヒツギが跳とぶ。距離はない。振り上げた刃は、確実に敵の急所のいずれかを照準に入れていた。頭か心臓か、あるいは喉のどか。曝さらけ出されたそれらはどれを狙ねらおうとも命中しそうなほどに余りにも無防備。振り下ろされる次じ撃げきは、正まさに必殺となる。

「っ」

　──はずだった。

　ガヂと硬こう質しつの異音が挟はさまれる。必殺のはずの一撃は、大きく的を逸そらし去殺こころの喉のど脇わきの地面を削けずっている。それが、偲しのぶには不自然に感じられた。まるで、身体からだの中にある歯車が嚙かみ合っていないような。心と身体からだを繫つなぐものが切断されたような。

　しかしその場でそれを感じているのはどうやら彼のみであるようで、外したヒツギは忌いま々いましげに奥歯を嚙みしめ、殺される一歩手前であった去殺は変わらずに無む邪じや気きな表情で、それを受けていた。あたかも二人にとってそれは予定調和であるかのような不自然さが、そこにあった。

「ねー、そうでしょー」

　刃やいばから突つっ込んだため、まだ宙に浮いたままのヒツギを、去殺の腕うでが薙なぐ。

「あぐっ」

　ヒツギの体は、撃うち出された砲ほう弾だんとなって元いた方向へと返される。偲が受け止める間もなく、地面に叩たたきつけられた。分厚く着込んだ衣服が衝しよう突とつのダメージを減らしたのか、すぐにヒツギはその場に立ち上がる。それでも足あし腰こしがふらふらし足元が覚おぼ束つかない。

「大だい丈じよう夫ぶかっ!?」

　偲が声をかけるも、ヒツギにその声は届いていない。届かなかった刃の先せん端たんを視線に代え、それでもって相手を殺さんばかりに睨にらみつけている。否いな、動かないのではなく、動けない──のか。

　その反応を見、また去殺が笑う。

「できないでしょー？　できないことを、口にしちゃダメーよー。殺すっていうのはねー」

　気楽な調子で、去殺が足元に転がっていた、四日目最初の生いけ贄にえとなるべき人間を拾い上げる。やんわりと、その細長い指で気絶したままの人間の首を包み、高々と掲かかげる。

「こーいうー、こと、だよー」

　去殺の指先が、ゆっくりゆっくりと、皮ひ膚ふに押し込まれていく。

「……、っ、やめ、ろっ！」

　今度は、ヒツギよりも後方にいた偲の体が弾はじかれるように飛び出した。去殺がその首を捩ねじ切るには十分な時間を要する鈍どん重じゆうな速度を、楽しむように去殺の目が眺ながめている。その反応を待っていたといわんばかりに。偲がそこにたどり着いたときにはすでに時遅おそく、などということはなく、短い距きよ離りを駆かけるだけの時間を微び動どうだにせず去殺は過ごす。

　一歩。

　後一歩で、偲の手が自らに届くところまで接近を許した去殺が、ようやく動く。

「かっくいーねーおにーさん、まるでヒーローみたいだねー」

　発言開始から終しゆう了りようまで。その間に、すべてが行われる。

「──!?」

　偲しのぶの視界が回転する。少しでも相手の行動を阻そ害がいしようと前方に伸のばした右の手を軸じくに、一回転させられる。湧わき起こる混乱を、過去の出来事を当て嵌はめ理性で決着させ、だが受身を取ることもできず地面に背中から叩たたきつけられる。生前の名残なごりで、吐はき出された空気を補ほ充じゆうしようとして咽むせた。攪かく拌はんから立ち直った偲の視界には、皮ひ膚ふをズタズタに破られ損傷した筋肉を晒さらす自分の右手が見えた。

「あ、っ、が、あっ」

　視覚情報に付ふ随ずいする形で痛覚が伝達され、脳を走る。

「ヒーロー、みたいで、ヒーロー、じゃないからー、弱っちいよねー、おにーさん」

　空いた手で摑つかみ捻ひねっただけで偲の右手を一部破損させてみせた去殺こころは、自らの手にこびりついた偲の皮らしきものを舌で舐なめ取り口に含ふくんだ。そこには害悪や罪悪といった観念が抜ぬけ落ちていた。そして、それゆえにその様は偲の目には酷ひどく恐おそろしいものに映る。

「にくー。っていうか、かわー。うんー、焼き鳥は好きだけどー、ココロ皮は嫌きらいなのでしたー。おえー。おにーさん、の、そのにくー、ちょっと、おいし、そー」

　言葉に偽いつわりなく微び妙みように涎よだれを口の端はしにトッピングしながら食い入るように見てくる去殺から、偲は右手を庇かばった。そんな些さ細さいな挙動でも痛みを覚えるが、それはなけなしの根性で捩ねじ伏ふせた。

「冗じよう談だん、死体の、肉、だっつの」

　吐はき捨てなんとか接近を試みようと立ち上がるも、すぐに去殺によって転ばされる。今度は足だった。明らかに去殺の両腕うでの射しや程てい範はん囲い外から飛んできた一いち撃げきが、向むこう脛ずねを抉えぐり飛ばす。

　悲鳴は喉のど奥で押しとどめた。

　視線で確かく認にんすることはしなかった。右手のそれに勝まさるとも劣おとらぬ激痛に、与あたえられた損傷がけして軽いものではないということを確認する。

「んー、確かにー、不自然なまでに新しん鮮せんなおにくーだねー。てんかぶつー」

　背後に感じるヒツギの気配は、偲が動き出す前と変わらずそこに張りつけられたままになっている。何か、外的な要因でそうなることを強制させられているのかといえば、そういうわけではないのだろう。仮に先ほどのやり取りで足が負傷していたにせよ、その停止は偲の目には不自然に映った。それは、さっきの不自然の延長線上に位置するように感じられる。

　何、やってやがる。

　表情こそ鋭するどく、それこそ視線で相手を射殺しそうな感情がこめられてはいるが、身体からだが断線しているかのように、動き出そうという気配がない。人質を人質として認識し、下手に動けば殺されることを警けい戒かいして動けないのかといえば、彼女にそれは当て嵌まらないだろう。彼女にとって他人はそこまで重要なものではないのだから。

　いずれにしろ、今のヒツギにはこの場を打開する役割を見み出いだせない。

　仕方なく、ヒツギに対する疑問は一いつ旦たん頭から締しめ出し、目の前のことに集中する。

　片手で人質を摑つかんだまま、毟むしり取った肉を舌の上に載のせ咀そ嚼しやくし飲み下す去殺こころ。その行こう為いにどうしようもない嫌けん悪お感を覚えつつも、そこから目を逸そらすことは偲しのぶにはできない。

「あぁ、そういえばおにーさん、約束、があったねー」

「約束、って、なんだよ」

「もう、おにーさんもジラすねー？　『破砕破片ピースメイカー』のー居場所を教えてくれたらー、おにーさんの勘かん違ちがいを教えてあげるってー、話─」

「そんなの、今はどうだっていい」

　約束という形では覚えてはいなかったが、そんな話をしたことは記き憶おくにある。もっとも、それは前提が前提だったため戯ざれ言ごとに過ぎないと思っていたわけだが、相手はそれを律りち儀ぎに実行するつもりであるようだ。

「ひっどーいなーおにーさんはー。こんなカレンなココロとの約束を忘れるなんてー」

「悪いが、人様の身体からだを食うような奴やつは、間違っても可か憐れんなんて形容はできねぇ」

「揚あげ足あしとりだねー。でもいーでしょー。イッシュクイッパンの恩、ないがしろにしたら仁義の道に背そむくーってなもんだー。教えてあげよー、おにーさんの勘違いを正すジジツをー」

　会話の最中にも、偲は背後のヒツギに注意を払はらう。しかしそれでもやはり、少女はそこから動くような気配はない。先ほどまでの鬼き気き迫せまる気き迫はくはあるものの、彼女を動かさない。

「それはね、おにーさん。泣なき空がらヒツギが、殺人犯じゃないってことだよー」

　その言葉の、意味がわからない。

　いや、わかったところで、信じられるもの、なのか。

　チラと窺うかがったヒツギは、去殺の言葉に表情で牙きばを向く。

　その様子は、果たして肯こう定ていを意味するのか否定を意味するのか、わからない。

「信じられないーって、かおー。親切でー、教えてあげたのにー、その反応はー、ひどーい」

　信じ方としては妙みような信じ方だが、去殺の言葉程度で、泣空ヒツギにかけられた嫌けん疑ぎは晴らされるわけがない。晴らされるはずがない。だって、そうでなければ、どこかに、自分の内か自分の外かに、不都合が生じる、気がした。

「でもー、事実だよー。って言ってもー、きっとおにーさんは、信じない、よ、ねー。じゃあ証明だ。証明して、みせよー」

　摑んでいた人間を、高々と掲かかげ。

「簡単なことだよ、パトロンくんー。要するに約するにー、泣空ヒツギは、ヒトが殺せない人間、欠けつ陥かん品ってーことさー。にゃぜならばー」

　バギャリと。

　思考にかまけて去殺の手の中にあるものに対して注意力が散さん漫まんになってしまっていた偲が反応する前に。容易たやすく、人間の首が手た折おられた。砕くだき挽ひき潰つぶされた首の骨が皮ひ膚ふを突つき破る。それに伴ともなって、破損した血管が破は裂れつし、中身が飛び出す。

　生命の残ざん滓しが、生温かい血が、偲しのぶとヒツギに降りかかった。

　それを偲が理解────する前に。




　絶望的な大音量が、悲鳴としてすべてを塗ぬり潰つぶす。




　ギョッとして声のしたほうを見れば、地面に伏ふしたヒツギの姿があった。

　それこそ、死体より死んでいるかのように。

「お、おい」

　声をかけても反応はない。代わりに、去殺こころがそれに答える。

「だいじょーぶ、死んではないよーホームリさんの言うとおりー。あー、こっち死んでるけどー」

　首を摑つかんだまま、プラプラと去殺が振ふるそれは糸の切れた人形のよう。驚おどろくほどにあっさりとした命の消しよう滅めつに対して、感情を差し込むにはいささか現状は現実味というものから乖かい離りしすぎていた。そしてその中でもっともリアリティを持って切せつ迫ぱくしていたのは、見知った少女が倒たおれているという状じよう況きようであった。ほぼ答えを弾はじき出し終えていた思考を中ちゆう途とで投げ出し、痛む足を引き摺ずり、彼女の下もとへと駆かけ寄る。

　目を閉じ倒れるがままに任せたヒツギの五体は地面に乱暴に投げ出されていた。ただでさえ色素の薄うすい肌はだは、今や死相じみた蒼そう白はくさにまで生気をなくし、わずかに上下する呼吸の微び動どうがなければ死んでいるようにしか見えない。一応の安否を確かく認にんして、偲は視線を前方に戻もどした。困こん惑わくと警けい戒かいと焦しよう燥そうを混在させた視線に、言葉を乗せる。

「お前、こいつに、何をした」

　あまりにも不自然な意識の喪そう失しつに、外部からの介かい入にゆうを疑う。ことここに至って、ありえないというものがそうそうにありえないということを、認にん識しきする。死体を生き返らせる人間がいるくらいなのだから、誰だれにも感知されないように相手を気絶させる方法も、あってしかるべきだ。

　問題は、それを種明かしされたところで偲が何をできるかといった話だが。

　偲の視線から内心までも読み取ったのか、むーと去殺は唸うなった。

「嫌いやだなぁーおにーさん、そんな目しないでほしーなー。せっかく、おにーさんの勘かん違ちがいを教えてあげたのにー。ほめてほしーくらいだよー。おれーくらいは、言ってくれてもいーんじゃないかとー、思うよー」

　軽口ではなく本心からという口調で、左右に揺ゆれながら言う去殺。

「あー、言っとくけどー、『破砕破片ピースメイカー』が気絶したのはー、ココロのせいじゃないんだよー。っていうかー、うんー？　あー！　気絶しちゃったらダメだよー。おーいー、起きてよー。だめだよー、教えてよー、えーてりうむぅー」

　どこまでが演技でどこまでが天然なのか、線引きができない。ここまでのすべてが演技であるとしたらよほどの演技上手だが、それは違ちがうだろう。少なくとも自らの目的と、そこに至るまでの最短距きよ離りを導き出せていない気がする。どうやら相手はまだこちらと話し合いによる解決という手段を放ほう棄きしてはいないようだ。その証しよう拠こに、まだ声を張り上げヒツギを起こそうと努力をしている。

　ヒツギは倒たおれ、去殺こころの努力も空しく意識不明。数分前に比ひ喩ゆではなく手を捻ひねられてしまった偲しのぶでは去殺を倒す、退けるどころか逃にげ出すことさえも無理だろう。改めて把は握あくすると危機的を通り越こして絶望的ともいえる状じよう況きように置かれていることを自覚し、しかしその感覚も、頼たよれる人間は誰だれもいないという自覚へと急速に鎮ちん静せい化し思考を回す潤じゆん滑かつ油と化する。

　無理矢理にこちらの要求を押し通すことができないならば、相手の要求を素す直なおに聞き入れるべきか。幸いまだ相手とは没ぼつ交こう渉しようには至っていない。

　要求。去殺が欲しいのは、情報。それがどういう形で保管、保存されているのか偲は知らないが、それは相手にとっても同様だろう。そして知らない以上、偲が要求に応こたえることはできない。唯ゆい一いつ知っているのがヒツギであるとすれば、そのあたりを利用できるか。

　見捨てるという選せん択たく肢しは、やはり浮かばなかった。

　唾だ液えきが分ぶん泌ぴつされないために時折引っかかる舌で、唇くちびるを舐なめる。

「コ、ココロちゃん、見逃のがしてくれないか」

　強こわ張ばる頰ほおを叱しつ咤たして、できうる限りの友好的な表情を作り上げる。相手が気まぐれで計画性を重要視するような性格ではない以上、下手な振ふる舞まいや雰ふん囲い気きは不興を買うかもしれない。どんな一言で、どんな動作で、どんな目に遭あわされるか。

　自分の肩かたに他人の命が載のせられていることに不快感と、緊きん張ちよう感を覚える。

「取引、といってもいい。話は簡単だ。ココロちゃんは、こいつに訊ききたいことがあるんだろう？　だったらおれたちを見逃してくれないか。ココロちゃんが知りたいことを知っている唯一の人間は、このとおりだ。こんな状態じゃあ、こいつがすぐに気がつくとは思えないし、気がついたところで、平静でいるかどうかも疑わしい」

　それじゃあ、身み柄がらだけでもよこせ、後はこっちでどうとでもする、あるいはそれじゃあ自分もついていく、という言葉を引き出さないように慎しん重ちように言葉を選せん択たく。それさえ間ま違ちがえなければ、相手が相手だ。通る公算は、高い。

「んー、でもー、それだと、またココロはおにーさんたちを探さなくちゃいけないよねー」

「ああ。だから、この先が取引、こちらが支払はらう代金」

　札としては非常に頼たよりなく、代だい償しようとするには危険すぎる条件を、縺もつれそうになる舌で。

「こいつの、今活動の拠きよ点てんとしている場所を、教えてやる」

　酷ひどく危険な綱つな渡わたりをしていることを自覚し、表情が狂くるいそうになる。あの屋や敷しきの場所を教えるということは、敵対関係にある者にとっては心臓を押さえたようなものだ。使う者使いようによっては致ち命めい的な情報。それでもこの場から逃げるためならば、切るより他ほかにない。

「んー、まー、いっかー」

　間ま延のびした声とともに、即そく座ざにＯＫが出される。

　生前の癖くせで止めていた息を、偲しのぶは盛大に吐はき出した。

「でもー、やっぱりー」

　唐とう突とつに、眼前で去殺こころが両腕うでを振ふるった。

　苦痛は、一いつ拍ぱく遅おくれて。偲の目には何が起こったのかわからず。肘ひじから先が自分の手元から去殺の手の内に移動していることによって、切断という事実を理解する。足や腕うでの痛みを上回る文字どおり身を裂さく痛みが、消失した腕を苛さいなむ。

「──が、っ」

　右腕が、肘から持っていかれた。

「住そ所れだけじゃー、信用できないからねー。これは、担たん保ぽにもらってくよー」

　フランスパンでも抱かかえるように千切り取った偲の右腕を抱かかえた去殺がそんなことを言う。
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　それに対して異議を唱えることは、今の偲にはできなかった。

　痛みを嚙かみ殺し、辛かろうじて強がるように、表情を固定させる。

「ちょうどいいねー。じゃーこれに、そのバショを書いてくれるかなー。書くものはないからー、そーだねー、それで書いてくれればいいかなー」

　去殺が指差すのは、先ほど殺された人間から溢あふれ搾しぼり出された血溜だまり。薄うすい明かりの下でも赤くぬらぬらとした光こう沢たくで輝かがやく人間の内容液を見、鼻び腔こうに満ちる血の匂においに胃がせり上がる。初めてまともに直視する人間の死に、今いま更さらながらに脳が過熱する。気絶したくなるような惨さん景けいを前にして、けれども意識を放ほう棄きすることはできない。

「…………、わ、かった」

　無理矢理に意識を繫つなぎ止め、言われるがままに左手の指を血溜りの中に沈しずめる。ぬるりとした粘ねばつく液体の感かん触しよくを意図的に感覚から排はい除じよしながら、血をインクとして己おのれの腕に字を記す。その光景は、悪あく魔まと契けい約やくを交かわす背信者のようなおぞましさがあった。

　書ききるために、体力ではなく気力を振ふり絞しぼる。

「これ、で、いいだろう」

「んー。ちょっと見にくいけどー、まーいっかー。ここに書いてあるのーウソじゃないよねー」

「この状じよう況きようで騙だまそうと思うほどに、おれは度胸もなけりゃ無む謀ぼうでもねぇよ」

　そもそもそこまで頭が回らなかった。

「ふーん。まー別にウソでもいーけどねー。もしウソでもー。また同じことをすればいーだけだもんねー。まだーヨユーはあるからさー」

　相手がそう出ることがわかっていたからこそ、偲はここでおとなしく言い成りになっているのである。ただひたすらに、頭の中はここからの離り脱だつを考えていた。こんなことをすれば、後でヒツギにどんな目に遭あわされるかも、このときばかりは完全に考えにはなかった。

「じゃあ、帰らせてもらうぞ」

　有う無むを言わさず、取引の成立を告げる、その一いつ瞬しゆんに、胃が縮ちぢみ上がるほどの緊きん張ちようを覚える。自分の選せん択たくと判断は正しく働くのか、根こん拠きよのない自信とその場の嫌けん悪お感に後押しされてしまったこの取引は、果たして無事に終えることができるのか。先ほどから絶えず、押し寄せては引く波のように間断なく緩かん急きゆうをつけて纏まとわりついている緊張感が最大級にまで膨ふくれ上がる。

　その緊張感は、去殺こころが無害の証明をするために駐ちゆう車しや場の端はしに移動してからもしばらく続いた。

　油断なく、去殺から目を離はなさないように左腕でヒツギを抱だきかかえる。

「うあ、重」

　などという、本人が聞いたらスプラッタ間ま違ちがいなしの感想をコメントしつつ、何とか肩かたを担かつぎ持ち上げることに成功する。案あんの定じよう、身長差や右腕うでの損失によりバランスは非常に悪いが一応、歩くことはできそうだ。一歩、二歩と歩き始め、それが十歩目になる頃ころには適度な速度を安定して得られるようになっていた。その間、去殺は偲しのぶの右腕と戯たわむれており本体に気を払はらう様子はまったく見られなかった。しかしそれでもけして意識を向けていないというわけではないのが、さすがというべきか。

　偲がようやく駐車場の入り口に差し掛かかったところで、去殺は立ち上がった。

「じゃー、またあしたー、か、あさってー。今度こそー、教えてもらうから、ねー」

　その視界の端はしに映る、誰だれとも知れぬ人間の死体にも一度視線を向け。黙もく禱とうを捧ささげるべきか十字を切るべきか迷い、結局そのどちらも済ませることはできなかった。それよりも、早くその場から離はなれたいという根底にある危機感が、偲しのぶに歩みを急がせる。

　そして、そこから振ふり返ることもなく、脱だつ兎とのごとき心と亀かめのごとき歩みで、その場からの離り脱だつを図る。一分一秒でもそこから距きよ離りを稼かせぎたかったし、一応の危険から離れていくに従い、今度はヒツギのほうが気になってしょうがなくなる。素人しろうと目めには気絶しているだけに映るし、去殺こころの仕し業わざでもないと本人は言っていたが、かといってそれが無事という証明にはならない。安直に判断するには、偲は彼女を知らなさすぎる。

　それに、今もっとも恐おそろしいのは、実はお巡まわりさんだったりする。

　なにせ、偲は死んだ人間であり今はぱっと見、誘ゆう拐かい犯。

　ヒツギに至っては連続猟りよう奇き殺人犯である。

　……、なのだろうか。

　そもそもこの状態に堕おちる発ほつ端たんとなった去殺の言葉を反はん芻すうするも、それは俄にわかには信じ難がたい話だ。しかしその言葉に反応するヒツギの様子もまたおかしかったのは事実。

　どこからが本当で、どこまでが噓うそなのか。

　どちらが本当で、どちらが噓なのか。

　どこに本当があって、どこに噓があるのか。

「あー、ダメだ、これ、頭動いてねーよ」

　疲ひ労ろうという概がい念ねんの消失は、およそ肉体に限ってのみであった。いくら順応性が高いという評価を受けた偲でも今日一日に起きた出来事は許容量を越こえている。精神的には疲つかれきっている。

「まあ、いいや。今はそんなこと考えてる、場合じゃないしな」

　少なくともその問題は後回しにして済む問題だ。それに、そもそも考えても答えが出ないということは、手持ちの情報では足らないということでもある。考えるならそこからだ。直接本人に尋たずねるという行こう為いがあまりいい結果を生み出さないことは、先ほどの二人のやり取りでなんとなくだが理解している。彼女が何に激げき怒どし何に悲鳴をあげたのか。

　そしてそこから、あるいはそれ以外の何かから導き出される仮定、そこから突つき崩くずされる既き定ていの事実。もしも、かもしれない、ひょっとしたら。そんな単語の連続を許されるのならば見事に組み上がる、ひとつの『もしかしたら』。

　だがしかし。

　想像はつくが確証はない。

　なぜなら、それに意味が見み出いだせないからだ。

　あの少女が、意味のないことを行うなどと、どうしても思えない。

　だとすれば、何か自分にはわからない意味が隠かくされているということなのだろうか。

「だから、わかんねぇっつーに」

　できるだけ面めん倒どうくさいことや疲つかれるようなことを考えないようにとしているのに、勝手に頭が思考している。黙もく々もくと動く足と脳の中の想像は別物のように連動がなかった。




　そして『彼女』は、その一部始終を、見ていた。





◇◇◇






　最初に彼の存在に気がついたのは、一般の人間より感覚鋭えい敏びんな去殺こころではなく、長年彼の姿を見、彼の存在を感じ、彼のことを考え想おもい続けていた、彼女であった。

　その瞬しゆん間かん。

　胸の内に、今すぐ駆かけ出し抱だきつきたい衝しよう動どうが、爆ばく発はつ的に生まれる。

　そして同時に。

　彼の隣となりにいる女の存在に、気がついた。

　スッと、己おのれの内が冷めていくのを感じる。

　その女の意味はわからなかったが、その女に与あたえるべき記号は、一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　彼が生きていた、ということの不条理さや不思議さ不可解さ、あるいは涙なみだを流すべき喜びの感情。それらは当然にあったが、そんなものは別に後でいくらでも嚙かみしめられるものだ。

　生きているならば。

　取り返さなければならない。

　今度こそ、誰だれかに横合いから奪うばわれる前に。

　そう考えた途と端たん、急速に彼女の中の思考は回転し始める。

　ここで感情に任せて飛び出していくことは、下げ策さくの部類に入るだろう。彼の置かれている状じよう況きようがわからない以上、それがどういう事態に転がるか、予測はできない。彼の横にいる女は、彼女にとって討うつべき者であると同時に、彼にとっても何らかの障しよう害がいである可能性は十分に考えられる。いや、そう考えるのが当然というべきか。

　そうでなければ、生きていた彼が自分の下もとに真っ先に来ないのはおかしいというもの。

　なぜなら、自分が彼のことを一番よくわかっているのだから。

　どんな人間よりも。

　彼の、家族よりも。

　それなのに今まで音おと沙さ汰たがなかったということは、それを何者か──具体的には隣となりの女──によって妨ぼう害がいされているか。あるいは、その記き憶おくそのものを喪そう失しつしているか。

　だがいずれにしろ、そんなものは。

　関係ない。

　邪じや魔まがあるのならば排はい除じよすればいいだけであるし、覚えていないのなら教えていけばいい。

　そう、そんなものは彼を取り戻もどせることを考えれば、些さ細さいなことだ。

　そのためには、ここで一分たりとも計算違ちがいをするわけにはいかない。

　機を見、流れを読み、策を立て、すべてはそれからだ。

　先を行く去殺こころにばれないように、速度を落とし、駐ちゆう車しや場に入らず外側がわから、中を窺うかがえる場所で足を止める。ほぼそれと同時に去殺が駐車場の入口に差し掛かかり、彼と女の姿を捕ほ捉そくする。




　そうして始まったすべてを、一部始終、見逃のがさず見誤あやまらず、見ていた。

　故こ不ふ院いん埋まいは、見ていた。




　見届け、彼と女の背中が夜の闇やみに消えていく頃ころ、指先が震ふるえていることに埋は気がついた。

　恐おそろしいから、ではない。

　内から膨ふくれ上がる、怒いかりのために。

　ガチガチと寒さのためではなく、奥歯が鳴る。

　自分の中にある熱情が、同居する冷静さを激しく罵ば倒とうする。

　彼が傷つけられる様を、己おのれのために見過ごすことにした自分を、言葉の刃やいばで貫つらぬく。

　それは当然それを行った者にも向けられるものだった。

　だが、言葉ではなく、暴力で。

　幸い、手段は揃そろえてきた。








第三章　愚ぐ美び人じん想そう






　目を開け、頭痛に、自分を理解する。

「あぁ、そうか……」

　何を垣かい間ま見みたのか、どうしてそうなったのかを正しく把は握あくして、それでも意識を覚かく醒せいさせた。やることはたくさんある。やるべきことも、また。

　ガルガンチュア（ぬいぐるみ）とパンタグリュエル（ぬいぐるみ）に挟はさまれていた体をむっくりと起こし、そこが自分の寝しん室しつであることに気がついた。そして、自分の寝室にあるはずのない調度品があることも。

「……何、見てるのよ」

「ようやく起きたと思ったら、第一声がそれかよ……」

　ヒツギが体を横たえているベッドの脇わきに置かれた椅い子すに腰こし掛かけていた偲しのぶが、少々げんなりとした様子でヒツギの言葉に反応を漏もらす。感謝されることはないだろうと思ってはいた偲だったが、まさかそれ以上にきつい言葉が飛んでくるとは予想外ではあった。かといって、それに対して抗こう議ぎの声をあげるのは大人気ないだろう。

「大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「何がよ」

「体の調子だよ。半日近く起きなかったんだぞ、お前。心配ないって言われたけどさ」

「だったら、そのとおりよ」

　偲よりも付き合いが長いと思われる冥めい途どが言っていたのだから心配はないと思うのだが、それでも万が一ということもある。が、とりあえず寝ね覚ざめが悪そうな顔を覗のぞけば、本人の言葉どおり他ほかに悪いところはなさそうだったので、偲は胸を撫なで下ろした。

「そりゃ良かった。安心した」

「そんなことより、さっさと説明してくれる？」

　ヒツギの視線は、偲の顔を捉とらえてはいない。病やみ上がりとは思えない、穿うがつような鋭するどい目は偲の右腕うでに──正確には、右腕のあるはずの場所に──、向けられている。むしろ説明して欲しいのはこっちだよ、と事態は把握していても事情を熟じゆく知ちしていない偲はぼやきそうになる。

「アンタ、右腕は」

　問う声の険しさに、答える偲の舌が鈍にぶる。自分がした選せん択たくは、あの場ではどうしようもないことだったし、そもそも右腕の喪そう失しつは偲には回かい避ひ不可の事態だったというのに。

「それも含ふくめて、説明する」

　事態は一時停戦を見ているだけで、解決したわけでも終しゆう了りようしたわけでもない。本当を言えば、ヒツギが気絶していた半日の時間さえも惜おしいところだったが、それは言っても仕方がないことだろう。いずれにしても、ここから先、話を進めるにはヒツギを中心にしなければどうしようもない。

　というわけで、話したのだが。

　うあ、どんどん表情が険悪になっていく。

　それが少し怖こわくて、最後をちょっぴり軽めに締しめてみる。

「めでたしめでたし」

「何がめでたしよ馬ば鹿か野や郎ろう」

　ついに怒いかりの沸ふつ点てんがメーターを振ふり切ったのか、珍めずらしく直接的な単語での罵ば倒とう。ついで、さっきまで頭の下に敷しいていた枕まくらが飛んできた。反射的に右腕うででキャッチしようとし、それが無いことに気がついたのは、顔に命中した後だった。

「初めから能無しの脳無しだとは思ってたけど、ここまでだとは思わなかったわ」

「そうは言うけどな。実際、あの場でこれ以上の結果は望めなかったと思うぞ。下手すりゃおれは完全に殺されて、お前は連れ去られて、それでお終しまいって可能性もあったわけだし。……まあ、勝手に家の場所を教えたのは、悪かったと思ってるけど、さ」

「アンタがあいつを排はい除じよして、めでたしめでたし、って場合もあったでしょう」

「そんなの無理だっつの。大体、危害を加えるなって言ったのはお前だろう」

　それ以前に、偲しのぶには他人を殺す自分というものが想像できなかったわけだが。

「こちらからは、って言ったでしょう。向こうから手を出されて黙だまっている義理はない。臨りん機き応おう変へんに考えて動きなさいよ」

「おれが考えて動いた結果が、これなんだと思ってもらいたいんだが」

「わかってるわよ。だから貶けなしてるんじゃない」

「……いやホント、大だい丈じよう夫ぶそうで良かった」

　大丈夫だったはずなのになぜだか涙なみだが目の端はしに滲にじんできそうになったりして、微び妙みように虚むなしくなる偲。その様子をやはり不ふ機き嫌げんそうにヒツギは見ていた。

「それで唸うな吠ぼえ去殺こころは──」

「その前に、お前に訊ききたいことがあるんだけど」

　話を先に進めようとするヒツギを遮さえぎり、偲は自分の言葉を滑すべり込ませた。ヒツギはそれに対して怪け訝げんそうな顔をする。そして次し第だいにどこか警けい戒かいするような色合いを滲にじませていく。

「却きやつ下か。そんなことよりも話さなければならないことがあるでしょう」

「それはそうだけど、おれのほうの話も大事なことなんだよ」

　半日の間、偲はただヒツギの横に座していたわけではない。その間に彼は、そのことについて考えていたのだが、結局のところそれに対する結論は、本人に訊かなければ確証は得られないものになっていた。そしてその結論如何いかんによってはこれから先の偲のスタンスが変化する。

「アンタにとっての大事な話なんてどうでも──」

「いいから、答えてくれ」

　再びヒツギの言葉を遮さえぎる。それは火に油を注ぐ行こう為いであったが、ヒツギの目に怯ひるんでしまっては尋たずねる機会を逸いつしてしまうことになる。なので続けた。

　ありえないはずの、大前提を壊こわす言葉を。




「お前は、本当に『破砕破片ピースメイカー』、なのか」




　切り出してしまえば泣なき空がらヒツギという少女の性格からして、これに乗ってこないはずがない。反論だろうが罵ば倒とうだろうが、会話に乗ってくれば後は話の持っていきかた次し第だいだ。

「どういう意味かしら。そもそも、その呼び名はどこかの誰だれかが勝手につけただけであって、あたしがそう名乗ったわけじゃあないでしょう。だからそうであるとも言えるし、そうでないとも言うことはできるわ」

「そういう言葉遊びの話じゃなくてだな。お前は本当に、十五人、おれを含めて十六人もの人間を殺したのか、って訊きいてるんだ」

「ええ殺したわよ。十六人、全員、完かん膚ぷなきまでに完全に。アンタ、ひょっとしてあの、あいつの戯ざれ言ごとを信じてるってわけ？」

　いささかの動どう揺ようもなく、ヒツギは饒じよう舌ぜつに言葉を紡つむぐ。饒舌すぎる、くらいに。

「確かにそれもある。完全に信じているわけじゃないけど、それが真実であると考えたほうが、綺き麗れいに話が通るんだよ」

「世の中は、綺麗に話が通る条理と道理ばかりの世界じゃないわよ。むしろ不条理と理り不ふ尽じんに満ちていると考えるべきだわ」

「それはそうかもしれないが、今話しているのはお前の話だ。少なくともお前は、不条理や理不尽を行動の基き盤ばんに置いているようなヤツじゃないだろう？　意味のないことはしない、無意味を遊ぶようなことはしない。そういう性格だ」

　たかだか十日ほどの付き合いではあるが、そういう人間であることはわかっている。否いな、そこを徹てつ底ていしていたからこそ、十日という短い期間でもその部分を理解できたのかもしれない。

「お前がそういう人間であるとして、だ。そもそもの前提として、お前はなんで人を殺して回ってるんだ？」

「以前に説明したはずだけれど。材料集め、そう言ったでしょう」

　ヒツギが答える。協力的になったわけではなく、偲しのぶのくだらない話を徹底的に叩たたき潰つぶして切り上げてしまおう、という魂こん胆たんのようであった。いずれにしろ、強制的に話を切られる気配はなかったので話を続ける。

「ああ、そうだったな。材料集めだ。でも、人間の身体からだを集めるといっても、死んだばかりの人間を集めるのは難しいだろうな。この国では特に。自分で殺しでもしない限りは」

　けれど、ヒツギは違ちがう。

「お前は、死んだ人間の魂たましい──爍己態アストラル・アークだっけ？　を感知することができるんだろう。だったらわざわざ人を殺して回る必要は、ない」

　それは非常に安直な理由だったが、最初に突つきつけるべき根こん拠きよとして、偲しのぶはそれを選せん択たくした。まだ話は始まったばかりなのだ。ここで決定的なものを叩たたきつけてしまっては、話が進まなくなる可能性がある。見え見えの隙すきを作っておけば、必ずヒツギはそこを突いてくる、はずだ。

「三つほど、反論できる点があるわ」

　偲の予想どおりに、ヒツギは反論に出てきた。

「一つ目。あたしの感知する能力も、万能じゃない。どこで誰だれが殺されたかを逐ちく一いち知ることができるわけじゃない。二つ目。素材にも良し悪しがあり、生きている人間が良い資質を持っているなら、殺してでも欲しくなる。三つ目。趣しゆ味みと実益を兼かねる者もいる」

「確かに、お前の言うことにも一理あるし、今のおれにはそれを崩くずすことはできないな」

　自分の目的に有用な能力を持っていても、それを使うか使わないかはヒツギの自由であるし、殺すことが自分の趣味であるとまで言われてしまえば、そこを否定することはできない。

「これで満足したかしら。まったく、くだらないことに時間かけさせるんじゃないわよ」

「まだ、話は終わってない」

　もちろん、この程度の根拠で相手が折れるとも思ってはいなかったので、別の方面からの攻せめ手てもある。これが決定打になるかどうかはわからないが、少なくとも不自然な犯行であることは、はっきりしているものであった。

「アンタもしつこいわね。まあいいわ。完かん璧ぺきにすべての論拠を砕くだかれなきゃ気がすまないっていうなら、お望みどおりに全部論破してあげる。そっちのほうが話が早そうだしね。それで、次はどんな面おも白しろいことを言ってくるのかしら」

　緒しよ戦せんを切って捨てたためか、ヒツギは幾いく分ぶんか余よ裕ゆうの構えを見せている。

　しかし本命は、ここからだ。

「覇は曲まがり恋こい文ぶみ、って名前を知ってるか」

「知らないわね。誰だれ、それ」

　その反応は、当然のものだろう。偲でさえもついさっきまできちんとは知らなかったのだから。いや存在そのものは知っていたというべきか。去殺こころと初めて遭あった日、街頭のニュースで流れていた名前。自分の名前と並んでいたために記き憶おくにはあったが、その程度だった名前。

　しかし覇曲恋文という名は、この文脈に登場するには十分な資格がある。

「十日前、殺された女の子だ」

「十日前っていうと、アンタが殺されたのと同じ日、だったかしら」

「よく覚えてたな。そんなのどうでもいいって言うと思ってた」

「覚えてるわよ。アンタが完成した日のことだもの。それで、それがどうかしたの」

　続けるように促うながされて、偲しのぶは、それを口にする。

「その覇は曲まがりって子はな。おれと同じ高校に通っていて、同じ時間同じ場所で、殺されているんだよ。十日前、うちの高校の、校舎裏で、おれが殺されたのとほぼ同じ時間に」

　社会的には、氏しか姓ばね偲は存命しており、行方ゆくえ不明、というふうに見み做なされている。

　ニュースでも触ふれられていたとおり、時期的な一いつ致ちから警察は覇曲恋こい文ぶみの事件との関連、ひいては『破砕破片ピースメイカー』事件との関連も考えていた。一部では彼こそが犯人ではないかという、本人にしてみれば笑えないような推すい測そくさえも行われている有様であった。

　もちろん濡ぬれ衣ぎぬである。

　まあ、それはともかく。

　そんなことを知ることができたのは、ヒツギが目を覚ますまで『破砕破片ピースメイカー』の事件について街頭のニュースの他ほかにも色々と情報を集めていたからであった。ちなみにそれら情報ソースとなる各種媒ばい体たいの提供者は冥めい途どだったりする。

「彼女もお前が殺したのか？　彼女は、撲ぼく殺さつだったらしい。確か、おれも撲殺されたんだってお前言ったよな。殺され方までおれと同じなんて、これは同一犯人の仕し業わざと考えるべきだろう、普ふ通つう。放課後の校舎裏で二人の人間がそれぞれ別の殺人犯に殴なぐり殺されるなんてシチュエーション、そうそうないだろう」

「そうよ。あたしが、その女も殺したわ」

「それはない」

　そこは、断言した。同時に、そこに予想どおりに引っ掛かかってくれたことに追い風を覚える。

「彼女のほうは模も倣ほう犯の犯行じゃないかとおれは考えている。ココロちゃんでもない、第三者による犯行。なぜなら『破砕破片ピースメイカー』らしくない行動だったんだ、発見された状じよう況きようというのが」

「『らしい』とか『らしさ』とかいう言葉ほど、胡う散さん臭くさいものはないわね」

「言い換かえるよ。『破砕破片ピースメイカー』の犯行パターンではないんだよ。どう考えても。いいか、覇曲恋文の死体が発見されたのは、犯行現場の校舎裏じゃなくて川だったんだ。つい三日四日ほど前か。儚はかな市しのど真ん中を流れる川の縁ふちに引っ掛かっているのが発見された。今まで、『破砕破片ピースメイカー』は殺したその死体をすべて例外なく、犯行現場に放置していた。けれど今回のそれは、犯行現場──校舎裏から、川まで運ばれて、流されている。なんでそんなことをしたのかは知らないけれど、少なくとも『破砕破片ピースメイカー』には見られなかった行こう為いだ。ちなみに言っておくけど、お前はその日、この屋や敷しきから一歩も出ていなかったよな」

　確かその日（も）、偲は耐たい用よう試験とやらを受けさせられていた。もちろんその場にはヒツギがいたし、冥めい途どがいたことも記き憶おくしている。屋敷を抜ぬけ出して、川に死体を流しに行くような時間はなかったと断言できる。

　氏姓偲を殺した犯人と覇曲恋文を殺した犯人が同一で。

　覇は曲まがり恋こい文ぶみを殺した人間とその死体を流した人間が同一で。

　覇曲恋文の死体を流した人間が泣なき空がらヒツギではないのなら。

　氏しか姓ばね偲しのぶを殺した人間は、泣空ヒツギではない。

　という論法である。

　当然『同一』が絶対だと言いきることができない以上、その説も絶対ではないのだが、可能性を考えればそれは十分に絶対と見み做なせるものではある。それに、これでもなお根こん拠きよとしては不十分だというのなら、まだ後一押し、自分の推すい論ろんを裏づけるものもある。

「今回だけ、だったかもしれないじゃない。たまたま、殺そうとしていた人間が他ほかの人間に先に殺されてしまった。そういう可能性もあるでしょう」

「そうか？　その可能性でいくと、『破砕破片ピースメイカー』の犯行の大半はそんな偶ぐう然ぜんに占せん領りようされることになる。残ったものにしても、殺害方法がバラバラだ。殺すなら普ふ通つうは手て馴なれた方法で統一するだろう。バラエティに富んだ殺し方をすることが目的でないのなら。それに、最初に言ったのはお前だぞ。覇曲恋文を殺したのは、自分だと」

　もしも本当に、たまたま、標的が先んじて誰だれかに殺されたというのならば、そこで彼女が自分の犯行だと噓うそを吐つく意味はない。それは裏を返せば、彼女にとっては意味のある噓だったということ。噓を吐かねばならなかったということ。

　自分が殺したと、噓を吐かなければならなかった、その理由は何か。

「考えてみれば、おれが行方ゆくえ不明になっていることだってそうだ。行方不明ってことは、死体が見つかっていないってことだろ。これもお前が言ったことだと記き憶おくしているけど、おれの首無しの身体からだは、そのままそこに放置してきたんだよな。だとすれば、校舎の裏だとはいえ学校という場所にある死体が見つからないはずがない。それがまだ見つかっていないってことは、死体がどこか別の場所に移されたか、遺い棄きされ見つかっていないということなんだろう。本当なら、それを聞いた時点で何かおかしいと怪あやしむべきだったんだろうけど、気がつけなかった。完全に騙だまされていたんだろうな、いもしないものに」

「何が、言いたい、のよ」

　否定的な響ひびきだけをよすがに、もはや形けい骸がい化したに等しい言葉の反はん抗こうを試みる。

　しかしそれを見透すかしたかのように、怯ひるむことなく。

「結論から、言おうか」

　偲は、自分が不ふ可か侵しんの領域に足を踏ふみ入れるのを、感じた。




「お前は『破砕破片ピースメイカー』じゃない。いや、そんなものは初めから存在しなかったんだよ」




　偲の言葉は。

　ジワジワと、ヒツギを絞しめていく。

「要するに、『勘かん違ちがい』だったんだよ。殺人ありきで考えるから不可能が生まれる。殺人と死体損そん壊かいを繫つなげて考えるから、不自然が生まれる。殺して奪うばった、んじゃなく、死んでいるものから奪った。それなら、繫がる」

　ヒツギは追い詰つめられていた。舌の上を、あの日に感じた敗北の味が広がっていく。それに気がつかず、偲しのぶはさらに彼女を追い詰めていく。

「でも、普ふ通つうはそうは考えない。まさか、死んだ人間を情報もなく察知することができる人間がいるなんて誰だれも思わないし、死体の一部が必要な人間がいるなんて、誰も思わない。殺人を犯した犯人が、己おのれを誇こ示じするために戦利品として死体の一部を持ち帰った。そう考えるほうが、常識の中では一番筋が通った推すい論ろんなんだ。けれど事実は違う。お前は人の死を感知できるし、死体を必要とする人間だ。つまりは、連続猟りよう奇き殺人犯『破砕破片ピースメイカー』なんてものは、人間の想像力が繫ぎ合わせ作り上げた都市伝説で、実際にいたのは連続死体損壊犯だった。そういうこと、なんだろう」

　そこまでを一気に語り、偲が一いつ拍ぱく置いた。

　それに対して、ヒツギは怯おびえるように身構える。次に口にされる一言こそが、コイツのとどめ。そこを乗りきれば、しらを切り通せば、まだ自分は大だい丈じよう夫ぶだ。

　けれど。

　その言葉に、ヒツギは血の気が引いていくのを感じ、眩暈めまいを覚える。

「お前は、人を殺していない。殺せもしないんだよ」

　反論をしようとして、言葉が出ないことに気がついた。

　それは、泣なき空がらヒツギという存在を根本から否定する、言葉の刃やいば。

　頭は認めないと抗あらがっているが、それを言葉にするには余りにもヒツギの本質は傷つけられていた。抵てい抗こうの言葉を紡つむぎ出すことさえもはやできない。それでも、否定しなければ。拒きよ絶ぜつしなければ、自分はさらに傷つけられるだけだ。

　何か言い返さなくては。沈ちん黙もくは肯こう定ていと受け取られる。そう考え言葉を紡ごうとして、心が焦あせり出す。みっともなく取り乱しそうになる。構わない。取り乱すくらいでこの場を乗りきれるなら、きっと安い買い物だ。決定的な、致ち命めい的な部分さえ露ろ呈ていしなければ、大丈夫だ。

　けれども、口は回らない。

　追い詰められたときに発はつ揮きされるべき土ど壇たん場ばの胆たん力りよくは、年ねん齢れい相応のものしかない。どんなに強がろうともどんなに努力を積もうとも、歳としを経ることでしか得られないものが、世の中にはある。そして彼女が今必要としているのは、そういった類たぐいのものだった。

　ゆえに脆もろい。

「──、がう、違う！　あた、あたしは、そんなの、じゃない！　違う、違う!!」

　これまで積み上げてきたものが、また壊こわされるのかと思った。それは嫌いやだ。努力することは厭いとわないが、努力してきた結果を壊されるのは、我が慢まんがならない。ただ与あたえられたものだったら、奪うばわれることはもはや痛いことでもなんでもない。そんなものを振ふりかざしたところで、何の役にも立たないことはもうわかっていたから、だからこそ努力してここまで来たのだ。その、一歩一歩着実に、誰だれの力も借りずに自分の力だけで積み上げてきたそれを、見知らぬ誰かにいきなり壊こわされるなんて、あまりにも理り不ふ尽じんではないか。

「あたし、あたしは、殺せる、人だって、殺せる、何人だって、殺せる！」

　その言葉を行動で証明しようとでもいうのか、ヒツギが不意にベッドの中から飛び出してくる。怒ど気きと憎ぞう悪おがこめられたその動きは、普ふ段だんの彼女以上の速度で身体からだを動かし、椅い子すに腰こし掛かけていた偲しのぶに覆おおいかぶさり、彼を椅子の上から転げ落ちさせた。

「おい、お前なに考えて──っが」

　文句を言いかけた偲の首にヒツギの指がかかる。絞しめ殺そうとしていた。首を絞められたところで偲は死ぬはずもないのだが、そんなことをヒツギがわからないはずがないのだが。それでも全体重をかけて偲を絞こう殺さつしようとしてくるその姿は、錯さく乱らんしているようにしか見えなかった。

「殺した！　あたしが、殺したの！　じゃないと、殺さないと──」

　偲が指し摘てきしたモノは、ヒツギにとっては錯乱するほど致ち命めい的な地じ雷らいだったということらしい。

　けど。

　それって、どういうことなんだよ。

　人を殺せないことが錯乱を呼ぶなんて、どういう世界の地雷なんだよ。

　そんな当たり前のことを指摘されただけで、ここまで取り乱すなんて、どんな世界でこいつは今まで生きてきたんだよ。

　自分と、いや自分の住む世界と合わない異世界の常識に、怒いかりを覚える。

　必死に、その小さく細い指に力をこめる少女の姿に、怒りを覚える。

「殺す、殺せる、殺さなきゃ、殺せないと──」

「ふざけるな」

　自分の喉のど元もとにかかったヒツギの両手に構うことなく、その身を無理矢理に持ち上げる。

「なんで、人を殺せないといけないんだよ」

　距きよ離りは至近。互たがいの心の奥底までも見透すかすことができそうなほどの近さでも、偲には彼女の心の内中身はわからない。彼女の指にこめられた意味を、理解することができない。

「お前が、人を殺せる必要なんて、どこにもねぇだろうが」

「嫌いや、嫌、嫌、嫌、やめてよ、そんな目で見ないでよ、殺すから、ちゃんと、殺せるようになるから、だから、そんな目で見ないで、あたしは、違ちがう、違うっ！」

　同じ言語を介かいしているというのに、意思の疎そ通つうができない。
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　半ば絶ぜつ叫きようにも似たヒツギの言葉とともに、指先はさらに深く沈しずみ込んでいく。それはただ苦痛を生むだけで、偲を殺すには至らない。けれども深く深く、より深く、絞めていく。

「欠けつ陥かん品じゃない、あたしはできる、ちゃんと、できるから、みんなが望むように、やってみせるから、だから、ね、だから、そんな目であたしを見ないでぇっ！」

「────、やかましいって」

　首を取られて不自由な動きの中、偲しのぶは己おのれの頭部に力をこめ集中する。できる限り身を反そらせ、ヒツギと距きよ離りを取り、今度は前方に向かって。

「言ってんだろがっ！」

　叩たたきつけた。

「────ッ!?」

「い、っ、てぇっ！」

　偲の額に生々しい激げき突とつの衝しよう撃げきが走る。自分でやっといてなんだが、目の前に星が飛んで見えるほどの痛さに、頭ず突つきをした当人も痛みを堪こらえきれずに声を漏もらしてしまった。しかし痛みでのたうつのも、そこまで。いきなりの攻こう撃げきで一いつ瞬しゆん怯ひるんだヒツギを引き剝はがし、その胸むな倉ぐらを摑つかんで、再び引き寄せる。さっきよりも近く。

「お前、誰だれ見て話してんだよ、ここにいるのはおれだろうが」

　痛みか、あるいは言葉か。

　焦しよう点てんの合っていなかった目が偲のほうへと、現実のほうへとゆっくりと戻もどってくる。

　すると、そこに怯おびえとも恐おそれともつかない色が浮かび始めた。

「もう一度、訊きくぞ。お前は、人を殺していないんだな」

「──だって、そんなの、しょうがない、じゃない、あたしだって好きで殺せないわけじゃない。本当だったら、きちんと、自分の手で、気に入った人間を、殺して集めたかったわよっ！　でも、できないんだもの、わかってても、身体からだが言うことを聞いても、人が死ぬと、意識を無くすなんて、そんなの、あたしにどうしろっていうのよ！　誰だれも、誰も解決策を提案できないくせに、まるで、あたしが、あたしだけが悪いみたいに、なんで、そんなこと言われなくちゃならないのよ！」

　目の端はしにわずかに生まれ一筋零こぼれた涙なみだが、言葉とともに本心を語る。

　そして核かく心しんに至り確信する。

　やっぱり、そうだったのか。

　泣なき空がらヒツギという人間は、精神的にはともかく機能的には人間を殺せるようにできていない。

　そして、彼女の世界においてそれは、欠けつ陥かんであり劣れつ等とう感を生むものでしかなかったのだ。

　だからこそ、自分が『破砕破片ピースメイカー』であるなどと、本当はいもしない連続猟りよう奇き殺人犯という濡ぬれ衣ぎぬを、喜んで着たのだろう。

「何だよ、はっ、バカみてぇ」

　自分の中にある張り詰つめていた何かが、ゆっくりと氷解していく。

　それは、偲しのぶにとって救いようのある話だった。連続猟奇殺人犯よりは、連続遺体損そん壊かい犯であるほうが、まだ感情的にどうにでもできる話だ。起きたことは起きたこと、これからのことはこれからのこと。偲は、そう考えることにしている。

　救えるなら、救わなければならないだろう。

　関かかわってしまった、以上。

「誰だれも、悪いなんて言ってないだろ」

「そんなわけ、ないじゃない、言わなくても、思ってるに、決まってる……。口ではそう言っても、心の中では、蔑さげすんでるに決まってるじゃない……。みんな、そうだった」

　ヒツギの言葉に、偲は酷ひどく苛いら立だちを覚える。

「みんなって、誰だよ。誰と誰と誰と誰なんだよ。その中にはおれも入ってるのか。その中には、氏しか姓ばね偲っていう存在も含まれてるのかよ」

　人が殺せないことが劣等感の少女は、彼の世界では当たり前のものを持っているだけだ。

「勝手に、おれの意見を決めるな。おれの心をわかったフリしてんじゃねぇよ。誰が、人を殺せないことが悪いことだって言ったよ。何でもかんでもお前の常識に当て嵌はめてんじゃねぇよ」

　未いまだ力なく喉のど元もとに添そえられているヒツギの両手に、自分の片手を添そえる。誰の物とも知らない自分の指は、彼女の両手を包み込むには足りなかったが、そこに自分が存在していることを謳うたうには十分な役割を果たしてくれる。

「言わなきゃわかんねぇなら、言ってやるよ。一度じゃわかんねぇなら、何度でも言ってやる。お前が人を殺せることに意味はない。人を殺せても、何にもならねぇんだよ」

「そんなこと、言われても、あたしはっ、決めた、絶対に、あの場所まで戻もどるって、復ふく讐しゆうしてやるって、そのためには、こんな欠けつ陥かん、抱かかえてたらやってらんないのよっ」

「だったら」

　触ふれていただけの指先に力がこもる。何かを誓ちかうように、ヒツギの手を握にぎりしめる。

「おれが、その代わりになってやる。代わりに人を殺してやるっていう意味じゃない。人を殺さずに、お前の目的を果たす手伝いをしてやる。そのほうが、よっぽど愉ゆ快かいだろ。前にお前を嘲わ笑らった奴やつらを、今のお前のままで見返してやるんだよ。そっちのほうが、相手にとって屈くつ辱じよく的だろうが。きっと、滅め茶ちや苦く茶ちや気持ちいいぜ。想像してみろよ、笑えみが湧わいてくるだろ」

　偲しのぶは、人を殺すことがよくないことだ、とは言うことができなかった。

　単に『人を殺すのはよくないことだ』と言われても、彼女はそれを受け入れはしないだろう。彼女の中でそれは、絶対の、大前提なのだ。そんな前提がまかり通る世界など、考えただけでも吐はき気けがするが、現代人の多くにとって地動説が当たり前なのと同様に、彼女にとってはそれが当たり前なのだ。それをいきなり、昨日今日会ったような人間に否定されて素す直なおに受け入れるとも思えないし、ヒツギの性格からしてもありえない。ましてや『人を殺すのはよくないことだ』などというものには根こん拠きよがない。時と場合と対象と被ひ対象と事情と背景と、その他諸もろ々もろ。それら幾いく数すうもある要因が複雑に絡からみ合えば、そんな概がい念ねんは簡単に無視されるものだ。例えば、時が戦国時代なら。例えば、場所が戦場なら。例えば、その人間が死し刑けいを執しつ行こうする立場なら。そんな仮定をひとつ付け加えるだけで、簡単に無視される。そもそも偲がそう思うのだって、成長する過程でそう漠ばく然ぜんと思い、あるいは明確に教えられたからだし、あとは想像力と感受性の問題だ。そしてそれはどちらも本人に付ふ随ずいし、その内にしか留とどまらないもの。

　つまりは、客観的に『人を殺すのはよくないことだ』と証明することはできない。

　証明できないものを弁を尽つくして説明しても、ヒツギは聞き入れることはない。それは性格もそうだし、なによりそれが彼女の世界を支える基き盤ばんとなっているからだ。

　それを破は壊かいされることの恐こわさを、そしてその脆もろさを、偲は身を以もつて知っている。

　だから、自身の持つ常識を伝えることはしなかった。

　目の前で、涙なみだを零こぼす少女の世界を、己おのれの稚ち拙せつにして受け売りな常識でぶち壊こわすことができるほどに、氏しか姓ばね偲は傲ごう慢まんではなかった。

　ゆえに、方向性を変えてやる。ヒツギが妥だ協きようし納なつ得とくしえる理論で、誘ゆう導どうする。

「……、あたしは、人間を殺せなくても、いい、の？」

　そんな言葉をかけられたことは、なかったのだろう。

　生まれて初めて、薄うす暗ぐらい檻おりの中から出された人間が大平原を目にしたときのような表情が浮かんでいた。驚きよう愕がくと興こう奮ふんと、期待と不安と。そして唯ゆい一いつ、対にならずに希望だけが。

　それに応こたえるように、力強く断言してやる。

「殺せなくていいし、殺さなくていいんだよ」

　殺すなよ、とはまだ言えなかった。

　偲しのぶとヒツギは、そこまで互たがいに信しん頼らいを置いているわけではない。

　それは、これからだろう。

　真に、ヒツギを彼女の世界から救い上げるのは。

　でもそれは、また別のお話。今はまだ、遠く未来のお話。

　ヒツギが偲の手を握にぎり返してくる。

　強く、強く。

「さっき言ったことは守ってくれるんでしょうね……」

「ああ、守ってやるよ」

「噓うそ吐ついたら、酷ひどいことになるわよ」

「だったら、なおさら破れねぇな」

「責任、とってよね」

「……おれの人生でそんな言葉が聞けるとは、思ってもみなかったな」

　視線は、合わせない。けれど、それはヒツギにとってはいい兆ちよう候こうだ。自分の無様なところを見せたくないというプライドが戻もどってきたことの証しよう拠こ。正直、あんな姿をまた見せられたところで偲にはどうすることもできない。こういったとき、他人は、支えることはできても治すことはできないのだ。もちろん、支えられるということが癒いやしの補助になることもある。そして、その支えの効果を偲は、あの幼おさな馴な染じみによって十二分に実感させられていた。

　しばらく、言葉もなくその場で二人して固まり。

「……出ていって」

「わかった」

　唐とう突とつに出されたその要求に、偲は素す直なおに応こたえた。

　理由は単純にして明快。

　恥はずかしかったからである。




　廊ろう下かに出、分厚い部屋の扉とびらが閉まるのを背後の音で確かく認にんしてから、偲は盛大にため息をついた。

「や、自分でもわかってるんだけれどさぁ」

　自分がヒツギに向けた言葉のあまりの恥ずかしさに、先日と同じく身み悶もだえしそうになる。赤面こそしないものの、記き憶おくを削けずり取れるなら大規模に改修工事をしてしまいたいほどの、羞しゆう恥ち。自分が言ったことはあの場では最善であるとは信じつつも背筋を走り抜ぬけるうすら寒さと逃のがれようのない震ふるえは、堪こらえることができなかった。偲はそう器用に、スマートに心の内を言葉にすることができるような人間ではない。

「なんか、おれ勢いですごいこと約束しちゃった気がする……」

　これから何をしていくのかわからなかったが、少なくとも偲しのぶのここでの役割は確実に変化した。今までの殺人抑よく止し力としての役割は、ヒツギが人を殺せない以上、もはやないに等しい。なかば強制的に立たされていたその場所はすでになく、今彼が立とうとしている場所は、自分で選せん択たくしたものだ。

「まあ、そっちのほうが、少しは嬉うれしいのか？」

　たとえどんな形であろうとも、頼たよられることは嬉しいし、それは自分を動かす原動力になる。たとえ自己満足しか生まないものであろうとも、誰だれかのために動いているという感覚は、今の偲には必要なものであった。そうでないと、自分というものが保てなくなる。

　それにしても、柄がらでもない説教をしてしまった。

　さて、この渦うず巻まく羞しゆう恥ちを完全に封ふうじ終えるまでどうしようかと考え、廊ろう下かを歩き出したところで、冥めい途どがその目の前に立ち塞ふさがった。

「少しお話よろしいですか、氏しか姓ばねサン」

「ん、ああ、あんたか」

　声をかけられようやく偲が冥途に気がつく。

「ちょうどよかった、こっちも話があったんだ。ココロちゃんについて対策を練ろうと思って……、ってちょっと待てあんた。その手にしてるのは、なんだ」

「これですか？　さあ、なんでしょう」

　冥途が手にしているのは、手の平サイズの黒い小箱。その両端はしからは黒いコードが伸のびており、片方にはヘッドホン、もう片方にはトイレのスッポンラバーカツプのようなものが繫つながっていた。

　極きよく端たんにデフォルメされた盗とう聴ちよう器具のように、偲の目には映った。

「あん、あんたっ！　いつから聞いてやがった、どこまで聞いてやがった！」

　自分で思い返しただけで羞恥死しそうなのに、それをまったくの他人に聞かれていたとなれば、もはや恥はずかしさは絶対致ち死し量だ。いつでも棺かん桶おけがスタンバイＯＫ。

「嫌いやですねー、まるで私が犯罪者であるかのような言い方です」

「盗聴は犯罪だよ！」

「いえ、これは立派な保護者義務の延長線上にあるものですよ。いたいけなヒツギを守るための仕方がない行こう為いなのです。あの子が弱ったのをいいことに、そこにつけ込んで氏姓サンが何をするのかわかったものではありませんから。わくわく」

「心配してもらわなくても何もしねぇよ。後、心の中はオノマトペでも声に出すなよ」

「えー、何もしないんですかー。ざっくり」

「どっちなんだよ。後、それはどんな心境なんだ」

　また遊ばれているのだろうか、と思うのだがいつもの表情の下に、どこか真ま面じ目めな雰ふん囲い気きが見えるような気がする。冥途はその顔を軽く傾かしげ。

「どっちなんだよ、と言われれば、どっちでも、いいんですよね」

「保護者義務はどうしたんだよ」

「保護者であるからこそ、です」

　首の位置を戻もどした冥めい途どは姿勢を正す。それにつられて偲しのぶも正した。

「私はですねー。あの子が幸せになってくれればそれでいいのですよ。最終的に幸せを感じられるというのであれば、過程も手段も犠ぎ牲せいも他人も、どうでもいいと思っています」

「……だったら、なんでもっと早くあいつに教えてやらなかったんだよ。お前のそれは、別に欠けつ陥かんでもなんでもないって。あんたなら、それができたんじゃないのか」

「残念ですけれど、それは私には無理なのですよ。私は、あの子と同じ世界で生きてきているのですから。あの子の持つものを欠陥だと断ずる世界の常識とともにあったのです。それでもまあ、あの子よりは齢としを重ねていますし純じゆん粋すい培ばい養ようにその世界で育ったわけでもありませんから、多少は客観的に物事を見ることができますけど、でも、それでも同じ世界にいることには違ちがいないのですよ。そんな私が、あの子にあなたが言ったようなことを言ったとしても、それは何にもならない。単なる慰なぐさめ、いえ、あの子の性格からすれば哀あわれみや蔑さげすみと取ってしまうかもしれない。少なくとも、新しい価値観の提示にはなりません」

　まったく別の常識を持った世界の住人の言葉であるから、偲の言葉は正に言葉どおりの意味を持つものだと受け取られる、というのか。

「それに、私はどちらでもいい、と言いましたよね。そのあたりを語り出すと長くなるので手短に言わせてもらえば、私は、自分の選んだ道に納なつ得とくして最さい期ごに満足することが、あの子にとっての幸福であると考えています。あの子が初志を貫かん徹てつするも良し、最初の想おもいを忘れてしまうのも構わないでしょう。それで幸せになれるなら。私にとって氏しか姓ばねサンはそのための選せん択たく肢しのひとつでしかありませんから、別段いなくなっても私には関係のないことです」

　冥途が間合いを詰つめてくる。

　その動きが余りにも淀よどみなく滑なめらかなため、偲は己おのれの二つの眼球に突つき出された冥途の二本の指がギリギリ触ふれる寸前までそのことに気がつかなかった。

　一いつ拍ぱく遅おくれて、そのことを認にん識しきし冷ひや汗あせを背筋に感じる。

「極きよく端たんな話。今ここで氏姓サンが消えてしまっても、いいのですよ。それであの子が幸せになれるというのなら。それであの子が不幸せにならないというのなら」

　声は偲の耳の後ろから聞こえた。彼の肩かたに顎あごを載のせ紡つむがれるその声は、平へい坦たんゆえにゾッとするほどの恐こわさを湛たたえている。

「私の言っている意味、わかりますよね。あの子とした約束、破ったりしたら嫌いやですよ？」

「そんな乱暴な念押し、必要ねぇよ。破らない、守るって。だから手、下ろしてくれ」

「さあどうしましょう。これでも私、氏姓サンに少しばかり嫉しつ妬としているんですよ？」

「嫉妬、ねぇ」

「ええ、嫉しつ妬とです」

　その気持ちは、わからないでもなかった。解決方法がわかっていながら、生まれという自分ではどうしようもないもののためになす術すべがなかった問題を、どこの馬の骨ともわからない人間に横からその方法で解決されたのだから、その悔くやしさたるや目の一つや二つ、潰つぶしたい気分になるだろう。……なられても困るが。

「あはは、冗じよう談だんですよー、冗談」

　その言葉を証するように、あっさりと冥めい途どはその身を引き、突つきつけられていた指もすぐに収められる。どこまでが冗談でどこまでが本気であったのか、表面からではまったくわからない表情を張りつけたまま、態度だけは冗談を主張していた。

　もちろん、冗談ではないということは偲しのぶが一番わかっている。

　そんな解放されても残る何ともいえない感覚を、偲は吞のみ込みながら。

「うーん、少し恐こわがらせてしまいましたかねー。じゃあこれでチャラということにしませんか」

「っ!?」

　また不意に、冥途が間合いを詰つめてくる。先ほどと同じく、自然に淀よどみなく。当然、偲はまたもやそれに反応することができず、しかし今度は、眼球を突かれるのではなく。

　抱だきつかれた。

「な、あんた、なに、っ!?」

「まーまー、恐がらせてしまったお詫わびの印ということで。こういうの、男の人にとっては一種の夢でしょう？　あの子じゃちょっとばかし物足りないですものねー。んふふー」

　耳に触ふれる声が、先ほどのものとは異なりこそばゆい。冥途のほうが偲よりも背が高いため、ちょうどその豊満な胸に偲の顔が載のる形になってしまう。首の後ろに回された手が柔やわらかく偲の頭を撫なでてくる。絶ぜつ妙みような力加減のそれは、まるで子供を褒ほめる親の手のよう。

　ただ抱きつかれているだけだというのに、なんだか妙に心地ここちよく感じてしまう。

「これからも、よろしくお願いしますね」

「は、へ、いえ、こちらこそっ!?」

　今までにないシチュエーションに、偲の思考は早さつ速そくオーバーヒートを起こしそうになっていた。けれども、そのまま脳の熱暴走に任せてその心地の良い抱ほう擁ように漂ただよっていられるような都合のいい展開は、なかった。人生甘くねぇ。

　ガチャリと、扉とびらの開く音がする。

「何馬ば鹿かみたいに騒さわいで──」

　それがどういうことを意味する危シ険グ信ナ号ルか気がつく前に、開いた扉の向こうからヒツギが顔を見せた。位置からして偲にはその様子は見えないのだが、音でわかる。

「やだもう、氏しか姓ばねサンたらこんなところで」

　ちょっとこの人なに言ってくれてんですかーっ!?　声にならない叫さけびが偲の中で暴れるが絶ぜつ妙みように喉のどが絞しめられていて、声に出せない。まさか抱だきついたのはこのための布石かっ!?
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「ちょ、てめ、離はなれ、おいぃっ」

「まだ昼間ですよー。あ、でも氏しか姓ばねサンには関係のないことでしたっけ。もう、仕方がないですねぇ、もう少しだけですよ。ほら、いつものように揉もんでも構いませんよー。あ、ヒツギおはようございます。ご飯はどうしますかー」

　ズンと、背後で大気が鳴動する音がした──気がした。まるで巨きよ人じんが近づいてきているように、重い足音が、一歩一歩、大地のすべてを均ならすかのような音を幻げん覚かくさせつつ、近づいてくる。その死神の足音めいた音色が、偲しのぶの背後でピタリと、止まった。

「ほぅ」

　ズズンと、地球が真っ平らになるかと思うほどの重く重い声が、落ちる。

「ほうぅ」

　ガシッと、襟えり首くびを摑つかまれる。

「ほほうぅ」

　そのままギリギリと締しめ上げられ、後ろに引っ張られていく。それを見計らったかのように、パッと冥めい途どが両腕うでを解き放つ。バランスを崩くずしそうになりながらも、そのまま引っ張られるままに後ろ向きで廊ろう下かを歩かされる。

　遠くなっていく冥途が舌を出したまま、十字を切っていた。

　あの女、嫉しつ妬と深いにもほどがあるっ。

　まんまと自分が嵌はめられたことに気がついても、どうにもできない偲しのぶであった。




「ごめんなさい！」

　食堂に引き摺ずられてきた偲は（階段もお構いなしだった）、椅い子すにヒツギが腰こし掛かけると同時に、問答無用に土下座していた。なんでそんなことを自分がしなければならないのかわからなかったが、とりあえずした。頭は下げるだけなら無タ料ダであるというのは、名言である。

「何を勘かん違ちがいしているのか知らないけれど、アンタ、何に対して謝あやまってるの」

「え、いや、……なんででしょう」

「呆あきれた。頭はね、下げれば下げるだけ、そこからプライドが抜ぬけ落ちていくのよ」

「なるほど、お前はそのプライドが重すぎて身長が圧あつ迫ぱくされげぶ」

「アンタはもっと頭下げてそのぶん、詰つめ込むべきものがありそうね」

「いや本当にごめんなさい」

　後頭部をグリグリと踏ふみにじられながら、心の底から偲は謝罪した。

　そんな状態で、未いまだ解決していない、否いな、一つ解決し一つ追加され一つ保留されていた問題のことについて、ふと考えた。解決した問題は、『破砕破片ピースメイカー』の問題。追加された問題は唸うな吠ぼえ去ここ殺ろの問題。そして、保留された──というか、今まで可能性未満の可能性としてしか存在しなかったために取り立てて考える必要もなかったような──問題、自分を、すなわち氏しか姓ばね偲を殺したのは誰だれであるか、という、問題。

　泣なき空がらヒツギが殺人を犯していないというのなら、そこに問題が発生する。

　殺人犯＝死体損そん壊かい犯という図式が成り立っていたからこそ、無視しても構わなかった問題。

　殺人犯＋死体損壊犯＝連続猟りよう奇き殺人犯『破砕破片ピースメイカー』という公式ができ上がっていたからこそわざわざ計算するまでもなかった問題。

　けれど、その公式はまやかしであると、はからずも偲自身が証明したがゆえに発生した、式の不ふ一いつ致ちによる解に生まれた歪わい曲きよくの問題。

　殺人犯と死体損壊犯が別だというのなら。

　おれは誰に殺された？

　その問題を少し考えて、しかし途と中ちゆうでそれをやめた。

　それが詮せんないことに気がついたからだ。偲が持ち出してきた事実は、自分を殺した犯人が『破砕破片ピースメイカー』ではないことを証明するための手段でしかなく、それを詮せん索さくし精せい査さし推すい理りしどうこうしようなどというものではない。殺されたことに初めこそ恨うらみはあったものの、今となってはもはや、わざわざ手間をかけて答えを出すような問題ではなくなってしまっていた。これが相手が連続殺人鬼きであるとなればまた話は少し変わるかもしれないが、今のところそんな気配はない。だとすれば、一いつ緒しよに殺されてしまった覇は曲まがり恋こい文ぶみという女子生徒には悪いが、それについてはもう終わったことだ。警察に任せておけばいい。

　あるいは、それもまた彼の持つ特とく殊しゆ性がゆえ、かもしれないが。

　もうどうでもいいことだ、の一言で、片付ける。

　それよりも、先んじて考えなければならない問題が、あるから。

「唸うな吠ぼえ去殺こころ、について話をしましょうか」

「そうだな、時間も差し迫せまっていることだし、今後の方針と対策くらいは決めておかないと」

　せっかく稼かせいだ時間内に、考えなければならない。

　できうる限り最小限の損害と最低限の代だい償しようで唸吠去殺にこの件から手を引かせること。

　そのためには、どうするべきか。

「方針といえば、拒きよ否ひしかないのだけれども。それをどう言い包くるめるか、あるいは暴力的に退場してもらうかね。ふん、言い包めるのはあの性格、難しくないでしょうけれど、バックに組織がついている以上、また来る可能性は大ね。かといって暴力に訴うつたえるのは話し合い以上に無む謀ぼうな試みだし、なによりスマートじゃないわね」

「そもそも殴なぐり合いで勝てる気しねぇもんな、あれには」

　武器──文明の利器を持ち出してくればどうにかなるのかもしれないが、鈍どん器きの延長線上に位置する直接打だ撃げき系武器では、簡単に埋うめられる差ではない。やるとすれば。

「わざわざ相手の得意分野に合わせる必要なんてないでしょう。毒でも盛れば一発よ」

「初しよっ端ぱなそれが口をついて出てくるあたり、やっぱりえげつないな。ただココロちゃんにはその毒すらも効きそうにねぇけど。穏おん便びんに交こう渉しようでお引き取り願うのがいいと思うぜ。あと、お前の足もおれの頭からお引き取り願いたいんだけど」

「交渉なんて冗じよう談だんじゃない。いくら戦略的撤てつ退たいとはいえ敵に背中を見せたうえにおもねるなんて、恥はじの上うわ塗ぬりもいいところよ。打ち負かさなければ格好もつかないし、あたしの気も治まらないわ」

　要求に応じる言葉はないままに、偲しのぶの頭の上からヒツギが足をどける。それにホッとしてそこから立ち上がろうとして、失敗した。彼が立ち上がるよりも先に、重量が背骨の上にかかる。

「おおうっ。椅い子すっ!?　人間椅子っ!?」

「とはいえあんなのにあまり時間も手間もかけたくないしね」

　頭上からする声に、律りち儀ぎにも偲は答えた。

「手っ取り早く、引っ越こすってのは？」

「アンタあたしの話を聞いていたの？　ここでそんなことしたら、負けを認めるようなものじゃない」

「そうでした。じゃあ発想の転てん換かんで、いっそココロちゃんをこっちに取り込むっていうのは。仲良くしちゃえばいいんじゃないか？　あの子なら食い物で釣つれそうだし」

「却きやつ下か」

「わかってたけど。まあ無理だよな。顔は可愛かわいいんだけどなぁ──って痛い！　何か背中が刺さすように痛いんですけど！　く、崩くずれる、ただでさえ腕うで一本持ってかれて四よつん這ばいじゃなくて三つん這いなんだから、バランス崩れるって！」

　いずれにしろ、このままでは直接対決は免まぬかれえないだろう。そうなった場合、地の利はこちらにあるが、果たしてそれにしてもどれほどの優位を生むものか。ましてや、相手のバックに組織的なものの存在がわかっている以上、そこも含ふくめて解決しなければ後あと腐ぐされしてしまう。

「そういうことを考えなければ、いくらでも対処のしようはあるのですけれどね。長い間使われていなかったとはいえ、腐っても泣なき空がらの所有する屋や敷しきですから、罠わなの百や二百はあるわけで」

　そんな、何気に恐おそろしいことを言いながら部屋に入ってきた冥めい途どに対して、反射的に偲しのぶは身じろぎをしてしまった。距きよ離りを考えればわかるのだが、なんとなく、目を突つかれるのではないか、とか。もちろんそれは杞き憂ゆうに過ぎず、普ふ通つうに冥途はヒツギの脇わきで足を止めた。

「この家、そんな恐ろしいものが仕し掛かけられてんのかよ」

　思わず、自分が片肘ひじ両膝ひざを置いている床ゆかをまじまじと見つめてしまう。

「防犯装置としては当然のものでしょう」

「罠って言う時点で防犯の二文字が怪あやしい限りだけれどな」

　けれども、やはりそれを使用するのは最後の手段だろう。唸うな吠ぼえ去殺こころという単体を排はい除じよしたところで、後が続いてしまえば意味がない。ましてや、それを理由に次は最初から暴力で押しきってくることだって考えられるのだ。さすがに組織単位で暴力を捩ねじ込まれたら、どれほど堅けん牢ろうな城じよう砦さいであろうとも兵力のないこちら側がわはひとたまりもない。

「もっとも、その罠の活かつ躍やくする機会もないかもしれませんけれどもね。ヒツギにお手紙です」

　冥途が、手にしていた封ふう筒とうをヒツギへと渡わたす。彼女はそれを訝いぶかしがりながらも表を見、次いでひっくり返し裏も確かめる。ふん、と鼻を鳴らした。

「あれも、そう馬ば鹿かではないということかしら。随ずい分ぶんと素す敵てきな招待状ね」

「招待状って、誰だれからだよ」

　偲の位置からは、ヒツギが受け取った封筒を見ることができない。そう訴うつたえたから、でもないだろうがヒラヒラと開封された封筒が頭上から降り、偲の目の前へと着陸する。潰つぶされないように肘ひじの位置に注意しながら、その封筒を取り、そこに書かれている文字を確かく認にんした。

　表には、何も書かれていない。

　裏にも、何も書かれていない。

　何も書かれていない、桜さくら色の、封筒。

　開封された封印には、上下に分断されたハート型のシール。

　ハート……心……、去殺？

　中央部分がわずかに膨ふくらんだ形けい跡せき。

　既き視し感を覚え危機感がつのり違い和わ感がよぎる。

　総じて、嫌いやな予感。

「っていっても、何も書いてないじゃねぇか」

「何も書かれていないということは、それが意味を持つということでしょう。第一、この場屋所敷を知っているヤツなんて、数えるほどだしこんな連れん絡らくの取り方をしてくるようなのは、その中にはいないわ。そう考えれば当然、これの差さし出だし人にんは唸うな吠ぼえ去殺こころしかいないわ」

「そんな面めん倒どうくさいことをするような性格には見えなかったけどな。あの子の思考はシンプルの一言に尽つきると思っていたが」

「だから、そう馬ば鹿かじゃなかった、と言ったでしょう。向こうも相手の本ほん陣じんに乗り込むことがどれほどに危険なことかを理解しているってことよ。地の利を奪うばうための呼び出しよ。これは」

「呼び出しって、どこにだ？」

　言葉で答える代わりに、上から折り目がついた数枚の紙切れが投下される。封筒と同じく、バランスに気をつけながら拾い上げたそれは二枚あったが、その両方ともが地図であった。一枚は儚はかな市しの地図。もう一枚は、さらに拡かく大だいされたどこかの地図であった。最初の地図のほうに赤丸で囲われている部分があることから、拡大地図はどうやらそこを取り上げたものであるらしい。しかし、偲しのぶにはその一枚目の地図を見るまでもなく、そこがどこであるかわかった。

「……、これ学校じゃねぇか」

「知ってる場所なの？」

「ほらおれが、殺されたとこだよ」

「ああ、あそこ。なるほどね。どうやらどこまでもこっちを挑ちよう発はつするってわけ」

「…………、そう、なのか？」

　あまりはっきりとしない偲に、訝いぶかしげな視線を送るヒツギ。それに気がついて、偲は内から湧わき上がりかけていたとある疑念を、放置するままにした。それは行ってみればわかることだ。

「それと、これは……、どういう意味かしら」

　三枚目が、否いな、一つ目が目の前に投下される。

　最初、偲には、それが何であるか理解できなかった。

　しかし、すぐにわかる。

　それが、釘くぎによって串くし刺ざしにされた、人間の小指だということが。

「──脅おどし、だろう」

「そう。だとしたら、まったくの見当違ちがいね。こんなの脅しにもならないわ」

　確かに、ヒツギにとってはそうだが、偲にとってそれは十分な脅しの意味を持つ。

　何を言いたいかは、十分にわかった。

「でも行くんだろ。行かなくちゃだよな」

「なんでわざわざこちらから出向かなきゃいけないのよ。無視するに決まってるでしょう。腕うでを持っていかれたのは、正直いって痛手以外の何物でもないけれど。まあ、アレが単品であったところで、向こうもどうしようもないでしょうから。無理を押してまで相手の懐ふところに飛び込むような愚ぐ行こうをわざわざ冒おかす必要ないでしょう」

「いや、だって」

　そう偲しのぶが反論しようとすると、重いため息とともに、やれやれと。

「相手が場所を指定してきたということは、少なくとも向こうにとっては有利な場所ということでしょう？　罠わなとは言わないけど、その場所に呼び出すこと自体が罠そのもの。大口開けた虎こ口こうに自分から頭突つっ込むような馬ば鹿かが、どこにいるっていうのよ」

　正論だった。ここでのこのこと出ていったところで、先ほどの二にの舞まいになる可能性が高い。否いな、今度こそ最悪の事態に陥おちいるかもしれないのだ。待ち受けているのが去殺こころ一人であるという保証だってないし、一度見逃のがした彼女が同じことを許すとも思えない。

「けど、ここで行かなかったら、また炙あぶり出すために誰だれかが殺されるかもしれない」

「そんなの知らないわよ」

　ヒツギは、言いきる。

　そう、根底のところで彼女はまだ、彼女が生まれ育てられた世界の観念で生きているのだ。

　自分に関係して、無関係な誰かが死ぬことに対して痛つう痒ようを覚えない、観念。

　しかし、偲は違う。

　自分が常識的で一般的な価値観の持ち主であるなどとは思わないが、少なくとも何とかできるのならば何とかしなければならないのではないか、と思ってしまう。

「アンタも」

　そんな偲の内心を見透すかしたかのように。

「勝手な行動をするんじゃないわよ。アンタはあたしのためだけに動けばいいんだから」

　釘くぎを刺さされた。

「そう、約束したでしょう」

「そんな約束、だったかね」

　恍とぼけようとして、失敗する。

「とにかく、アンタもどうにかしたいというんなら、無い知ち恵え絞しぼりなさい。それが無理だったら襲しゆう撃げきに備えて、罠わな点検のために引っ掛かかってきなさい」

「おとなしく頭脳労働するよ、無い知恵かもしれないけどさ」
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「とは言ったけどさ…………、見過ごすってのは、無理な話だよなぁ」

　死人が出るのはもうたくさんだし、知ってて見逃のがすこともできない。

「ったく、死人に口なしとはいうけど、暇ひまなしなんて笑えねぇよ」

　キッチリと閉じられた門もん扉ぴへと歩を進めながら、言い訳がましく偲しのぶは呟つぶやいた。

　深夜に近い時間。

　屋や敷しき内は静まり返っている。ヒツギが眠ねむりについたのは確かく認にん済みだし、冥めい途どは自室に籠こもっているはずだ。結局、有効な対策を捻ひねり出すことはできず、招待状を無視するという方針も変わることはなかった。だからこそ、こんな抜ぬき足あし差し足をしているわけなのだが。

「今からでも間に合う、か？」

　所持金は四千円。買い物せずに帰ってきたときの残金を、色々あって返しそびれていたものだが、今となっては有あり難がたい援えん軍ぐんだった。最も寄より駅までは相当歩かなければならないが、そこまでたどり着ければあとは電車一本で行くことができる。昨夜の遭そう遇ぐう時間を考えれば、まだ予想到とう着ちやく時刻は十分にセーフだろう。

　到着したところで何をするのかといえば、未いまだに何も思いつかないのだが、それでもこちらが顔を出すことで抑よく制せいなり牽けん制せいなりできるのであれば、行くだけでも意味がある。意味がないとしても、行かずに知らぬ存ぜぬを決め込むよりはマシだ。その場合は、偲の心の問題にしかならないのだが、自分が動く理由なんてそんなもので十分だろう。ご大層な名目や大義は、こんな自分が掲かかげたところで噓うそ臭くさくなるというものだ。

「いきなり約束破るみたいで、悪いけどな」

　偲としては、そこまで己おのれの行動を束そく縛ばくされる内容を含ふくんでいたとは思えないが、ヒツギのほうはそう考えているらしいので、微び妙みような後ろめたさも存在する。けれども、あのときヒツギに言ったように、知ってしまった以上、そしてそれが自分の知り合いに関かかわってくる恐おそれがある以上、ジッとしているというわけにはいかないのである。

「それじゃあ、行ってきます、と」

　出でかけの挨あい拶さつに答える者はなく、静まり返ったロビーに落ちていく。その様子に満足を覚え、偲は音を立てずに扉とびらを開き外へと出た。

　……………………。

　……………………。

　……………………。

「やっぱり行ってしまいましたねー」

　寝静まっているはずの屋敷内に、不意に冥途の声が響ひびく。

「どうします？　今からでも捕つかまえて縛しばりつけて座ざ敷しき牢ろうにでも放ほうり込んでおきますか？」

　果たしてどうやってその存在を消していたのか、外へと繫つながる扉の脇わきに軽く背をもたれかけさせていた冥途が、どこにともなく誰だれにともなく、尋たずねる。答えは、ない。

「ひょっとして、迷ってます？　どうしようか、ではなく、どうすればいいか。わかりますよ。氏しか姓ばねサンみたいな人は、本家にはいませんでしたからねー」

　答えが返ってこないことを、迷いゆえと冥途は判断した。そこにその問といかけを聞く人間がいないという可能性は、念頭にはない。これでも長い間ヒツギにつき、今となっては唯ゆい一いつヒツギの傍そばにいる存在なのだ──だったのだ。どこに彼女がいるかなど、自分のことのようにわかる。そして、考えていることだって、それなりにわかる。今回のように今までにない事態に直面したときに彼女が考えることも、否いな、考えが決められないことも。

「私に答えや助言を求められても、それは無理ですよ。ヒツギが何を考えているかわかっても、どうしたいかわかっても、どうすべきかなんてわかりませんから。自分で考えて、自分で動いてください。私は過保護な放任主義なのです。可能性は無限に用意しますが、選せん択たく肢しは一つたりとも与あたえません」

　本家を出てから、ヒツギは己おのれの復ふく讐しゆうという志に対して忠実に生きてきた。その結果として、今現在恐おそるべき早さでその成じよう就じゆが近づきつつあるわけだが、それは言ってしまえばそれ以外を切り捨ててきたということだ。余計なものや無む駄だなもの、少しでも有益性に劣おとるものや優先順位の低いものを切り捨て脇わき目めもふらずに走り続けてきた。それが良いとか悪いとか、冥めい途どには判断することはできないし、自分のことでない以上、判断したところで意味はない。そして、彼女がそう選択をした時点で、冥途にとっては是ぜ非ひもない。ただ、何かを普ふ通つうよりも早さつ急きゆうに手に入れようとすれば、普通に手に入れるよりも零こぼれるものも多い、という話だ。

　ありがちなことだが、ヒツギには氏しか姓ばね偲しのぶという存在がわからないのだろう。

　今まで、彼女の周りにいたのは崇あがめ讃たたえ誉ほめそやす者か、罵ば倒とうし侮ぶ蔑べつし無視する者だったのだから、ああいう中ちゆう途と半はん端ぱな、時と場合により態度や言動を変える、両りよう端たんの間に位置する人間とどう接すればいいのかわからないのだ。普通の世界にはああいった立ち位置の者が大勢を占しめているというのに、その生まれゆえに彼女は両極端しか知らずにきた。

　しかし、もうそれを知ってしまった以上、そのような存在がいることを、いないことにすることはできない。いわばこれは通過点。

　往いくにしろ退くにしろ、逃にげることは許されない。

「よく悩なやむといいです。ヒツギは、普段考えることはしても悩むことはないですからね。答えが出たら聞かせてください。そのとき、ヒツギの望みを叶かなえるのに私の力が必要なら、いくらでも貸してあげますから」

　言うだけ言って、冥途は沈ちん黙もくする。もう言うべきことはないし、これ以上何かを言えばそれが助言となりかねない。過保護なので、それこそ何もかもしてあげたくなってしまうが、それでは自分の望む彼女にはなりえない。あくまでも彼女は、自分の考えで生きるべきなのだ。気を抜ぬくとつい動きそうになる唇くちびるを真一文字に結んで、沈黙を守り通す。

　静せい寂じやくが続く。

　それは、それだけヒツギが悩んでいるということだが、冥途からしてみれば実に複雑な気分でもある。ほんと、妬やけちゃいますねー、という気分。

　やがて冥途が予想していたよりもわずかに早く、ヒツギが階段の上から姿を現した。

　決まりましたか？　と訊きくような野や暮ぼはしなかった。

　どうするべきかはわからなくても、どうしたいのかは、わかるのだから。

「べ、別に助けに行くとかそういうことじゃなくて、そう！　主人の言うことを聞かずに勝手に出歩くアレを回収しに行くだけなんだから」

「それですヒツギ！」











第四章　埋まい秘ひめ






　夜の学校は、昼間のそれとはその趣おもむきを異ことにしていた。

　締しめきられた門の向こうに黒々とそびえる校舎は、学まなび舎やという面おも影かげを見み出いだすことができず、魔ま王おうの居城とでもいうべき不気味さをもってそこに鎮ちん座ざしている。昼間、陽ひの下で見れば懐なつかしさの一つでも抱いだいたのだろうが、偲しのぶの感性ではそこにそれを見出すことは無理であった。そしてまた、内にある切せつ迫ぱくした事情もそんな吞のん気きさを許しはしない。

　周囲に気を配りながら門をよじ登る。片腕うでの無い状態でなんとか登りきり敷しき地ち内に着地した。改めて校舎を見ても、誰だれかがいるという雰ふん囲い気きは窺うかがえない。

　そこを除いて。

「随ずい分ぶんとあからさまじゃねぇか」

　どこを目指すべきかはすぐに知れた。

　ブロックのおもちゃ染じみたコンクリートの入れ物に一ヶ所しよ、穴を空けたように白い場所がある。電気が点ついている場所はそこしかなく遠目からは教室の中の様子を窺うことはできなかったが、それでもそこが目的地に設定されていることは間ま違ちがいないことだった。

「おびき出す、か」

　ヒツギの言った言葉が現実味を帯びて再生される。

　それでも、相手の意図がどこにあろうとも彼が取ることのできる選せん択たく肢しは一つしかなかった。

　明かりの点いた教室があるのは校舎の四階。

　靴くつ底ぞこが廊ろう下かの床ゆかと摩ま擦さつを起こし耳みみ障ざわりな音を立てる。

　偲が向かってくるのを確かく認にんしたのか、先ほどまで点いていたはずの明かりは落とされ、廊下には月明かりと暗くら闇やみしかない。それでも、自分がどこへ向かうべきか、彼にはわかっていた。

　あの場所は、この学校で彼が一番多くの時間を過ごしたところなのだから。

　教室。

「偶ぐう然ぜんか計算か、何にしても、悪あく趣しゆ味み極きわまりねぇって話だよ」

　自じ嘲ちようするわけでもなく、声を出すために言葉を口にする。

　もはや距きよ離りはない。

　対策も方針もなく、勝利条件すら定まらないままに、けれども足を止めることはできない。去殺こころがこちらを確認したとするならば、たどり着くのに下手に時間をかけると、それだけで疑いを招く原因になる。これから偲が行うのは、あくまでも大前提として交こう渉しようなのだ。そして交渉を成り立たせるにおいて、疑心や不信はまったく益にはならない。

　偲はここから先、何の保証も代だい償しようもなしに去殺に取引の断念か延長、最低でもこれ以上の殺人の停止を求めなければならないのだ。それだけでも都合のいい話だというのに。自分を出し抜ぬくための下準備をしているなどと思われては信しん頼らいが損そこなわれる。

　もっとも、そもそもそんなものがあったかといえば、疑問だが。

　結局、当たり前でしかない前提以上のことは何も思いつかず、教室の前にたどり着く。

　ドアは開いており、正面に立てば中の様子が覗のぞけるだろう。

　緊きん張ちようのためか心なし動きの鈍にぶる四し肢しをギクシャクと動かし、入口の正面に立ち、そのまま体を中へと滑すべり込ませる。何もないのに躓つまずきそうになり、慌あわてて姿勢を制せい御ぎよし、体勢を立て直す。床ゆかから持ち上げられた視界は、教室の内部を捉とらえていた。

「……誰だれも、いない」

　後ろ半分から前半分へと視線を移しても、そこには誰もいない。

　誰かがいるような気配もない。

　耳の奥でハウリングする静けさ。

　どういうことだ？　という疑問はまだ浮かばない。

　疑問を抱いだくには、情報が少なすぎる。

　ざっと眺ながめた視線を再び教室の後ろに戻もどしたところで、それに気がつく。

　いや、気がつかざるをえなかった、と言うべきか。

　目が留とまったのは、生前自分が使用していた机。死亡扱あつかいになっていないため、そこには花も花か瓶びんもなく、しかし、何もないというわけではなかった。

「また、封ふう筒とう……？」

　これで同じものを見るのは、三通目だ。

　一つ目は、死ぬ直前。二つ目はついさっき。そして、今の三つ目。

　偲しのぶの中で。

　何かが確定した。

「でも、……、なんで、……おかしい、だろ、それは」

　不意に、気き泡ほうのように浮かび上がってきた仮定が、その言葉を吐はかせる。

　それは、およそ考えうる限りに最悪の予想だ。否いな、そんなことをたとえ仮定だろうが想像だろうが考えてしまうこと自体が、最悪としか言いようがない。頭を振ふり、その想像を追い出す。想像してしまったことすらも追い出す。そう、そんな馬ば鹿かげたことがあるはずがない。

　そんな──




　背後でドアが閉まる音がし、反射的に振り返った、そこに。




「故こ不ふ院いん──」

　そこには、あるはずのない人間の姿が、あった。

　暗くら闇やみと黄昏たそがれが同居する。あの日と今夜を錯さつ覚かくする。生前と死後を混こん濁だくする。

　声が、すべてを繫つなぐ。

「偲しのぶちゃん、なに変な顔してるのかな？」

　制服を身に着けた幼おさな馴な染じみは、そこがあたかもあの日の放課後であるかのように不自然に自然を演出する。もちろん、それは偲の目には異様な光景に映った。知らず、逃にげるように足が下がる。退く足が椅い子すの脚あしにぶつかり音を立てた。

「お前、なんでここに──」

　酸素を求め喘あえぐように、混乱が解答を求める。構える暇ひまもなく叩たたきつけられた事実が思考に大きく揺ゆさぶりをかける。混乱は、答えを与あたえられるのを待つ一方で、自らも収拾のために考えることを始めてしまっている。

　具体的には、つい一いつ瞬しゆん前に考えてしまった仮定に、血肉を与えようとしていた。

　それはつまり、彼女こそがそうであるという、仮定。

「あー、もう。せっかく、演出したんだからもう少しなんとかできないのかなぁ。普ふ通つう、もっとこう、ロマンチックに対応するところだよ。マンガみたいにとは言わないけど、せめてドラマくらいには気のきいたセリフを言って欲しかったな。だってほら、今まで離はなれ離れになってた幼馴染と再会する感動の場面なんだから」

　少女は、何事もないかのようにそれを言う。

　その結論に至るまでに無数に挟はさまれるであろう疑問のすべてをすっ飛ばして、その反応へと直接に連結させた。それはおかしい。あまりにも、おかしい。

　そんな偲とは対照的に、埋まいは何の躊ちゆう躇ちよもなく、間合いを詰つめてくる。

「せめて、このくらいはして欲しかったな」

　動く足はそのまま、飛び込むようにして埋は偲を抱だきしめる。柔やわらかい感かん触しよくに、香こう水すいでも使っているのか微かすかに華はなやぐような匂におい。立て続けに繰くり出される予想外の行動と言葉に、また偲の思考は乱される。完全に、ペースを彼女に握にぎられていた。

「なっ、何、を」

　恐きよう怖ふと羞しゆう恥ちの入り混じる偲の反応に、あはと埋は笑って返した。

　屈くつ託たくのない、笑い。

「偲、ちゃんだ」

　両手十本の指で、そこに存在する感触を確かめられる。夜の空気で冷えた指先が伸のばされ、額から頰ほおにかけて撫なでていく。くすぐったいその感触に、背筋が反射的にゾクリと反応してしまう。冷たさの後に温ぬくもりが続くその接触は、人間としての感覚の奥底に呼びかけ思考を弛し緩かんさせていく。反射的に、消失を悟さとらせまいとしてか、庇かばうように右腕うでを後ろに回してしまった。

　自分にかかる適度な重さが、そこに人がいることをまざまざと感じさせる。

「えへへ、変わらない変わらなぁい。昔から、同じ」

　立てられた人差し指が、意味もなく偲しのぶの輪りん郭かくをなぞる。

　偲は、声を出すことができなかった。

　されるがままに、なされるがまま。

「温かい、それも変わらない」

　実際のところ、偲の皮ひ膚ふ温度など死人のそれに準じるものであるというのに。肌はだの感かん触しよくなど、人のそれが堕だしたものであるというのに、そこに生前の彼を見み出いだし、同じであると、彼女は言う。そのことが、何よりも偲の人間性の深くに突つき刺ささった。変わらないと評してくれたことが、ただ純じゆん粋すいに嬉うれしかった。ともすれば、すべてがどうでもよくなってしまうくらいに。その言葉にのみ、自分の居場所を求めてしまうほどに。

　けれども、そこで、踏ふみとどまった。

　幸か不幸か、わからないが。

「なんでお前がここにいる」

　同じ質問を、もう一度繰くり返した。

　それにさえ納なつ得とくがいけば、他ほかすべてのことが有う耶や無む耶やにできるような気がしたのだ。

　偲の問といかけに、うん？　と埋まいは首を傾かしげた。

「なんでって、偲ちゃんがここにいるからだよ。それ以外に理由が必要？　偲ちゃんがいて、わたしがいる。昔からそうだった、でしょ？　いつも一いつ緒しよだった」

「違ちがう！　ここにはココロちゃんがいるはず──」

「他の女の話はしないで」

　ぴしゃりと、言葉が遮さえぎられる。同時に向けられるのは言葉と同じ硬こう度どを持つ視線。その静かな剣けん幕まくにたじろぐが、すぐにそれはなりを潜ひそめ変わらぬ慈いつくしみをこめた表情になる。

「そういうの、デリカシーがないっていうんだよ。それは確かに、わたしは偲ちゃんの彼女なんかじゃないから、そんなこと言う資格はないかもしれないけれどさ。でも、少しくらいはそういうこと感じてよ。ちょっとでいいから、考えてよ。二人しかいないんだから、二人だけのことを話そう？　わたしは話したいことが色々あるし、偲ちゃんだって、そうでしょ」

　埋の言葉は、意識の表層を流れていく。

　そんなことより、一つだけ確定したことがある。

　それは、埋と去殺こころは何がしかの面識があった──ある、ということ。

　単純に、去殺との約束の場所に彼女が現れたこともそうだが、それ以上に、埋が去殺のことを、他の『女』と表現したことが、決定打だった。『ココロ』という、何を指すのかもわかり辛づらいとらえどころのない単語に対してはっきりと対象が女──女性であると認にん識しきした反応を返したこと。

　そもそもが、不ふ審しんに思うべきであったのだ。

　あの唸うな吠ぼえ去殺が手紙を出すことなど、できたのだろうかということを。

　地図を用意し、そこに印をつけ、折りたたみ、封ふう筒とうに入れ、封のシールを貼はる。

　手順としては驚おどろくほどに単純で簡単なもので、普ふ通つうの人間が行うには少しも難しいことではない。けれど、去殺こころは違ちがう。ファミレスで、紙ナプキンを取り扱あつかうことさえも無理だと言った少女に、果たしてそれは可能であったのだろうか。普通なら、まだそれが、それ自体が去殺の吐ついた噓うそということも考えられたが、しかし複合的に考えれば事は一つしか示さない。あの手紙の形式に意味があることを知りえるのは、偲しのぶと、そして、埋まいしかいない。そこから逆算すれば、さらに色々な推すい測そくを立てることができる。あの手紙の形式が意味を持ちえるのは偲に対してだけだということを知っていたとしても、出した先に偲がいなければそれは意味を持ちえない。解読方法を知らない人間に暗号通信を送るようなものだ。だから、彼女は知っていたということになる。

　偲が、ヒツギの下もとにいる、ということを。

　そう考えると、俄にわかに後ろめたい気持ちが湧わき上がってくる。もちろん、自分がすでに死者に近い身である以上、これまで下してきた判断が間違っているとは偲は思わなかったが、それでも感じてしまう。あくまでも偲は、世間的には行方ゆくえ不明扱いなのだ。そんな自分が、別の生活を送っているということを、彼女はどう思うであろうか。埋からしてみれば、それは一方的な切り捨てであり、つまりは今までの人生の否定に見えるのではないだろうか。そのことが、偲には後ろめたかった。かといって真実を話すには、少々話は複雑に込み入りすぎていた。

　一度抱いだいてしまったその思いは、あの公園での彼女の姿を核に、ジワジワと膨ふくれ上がる。

「偲ちゃんがさ。いなくなっちゃってから、すっごく悲しかったんだよ。すっごく寂さびしかったんだよ。まるで自分の体が半分なくなっちゃったみたいに痛かったし、自分の心が半分なくなっちゃったみたいに辛つらかった。だってそうでしょ？　わたしと偲ちゃんは、ずっと一いつ緒しよだったんだもん。いつも一緒にいるのが当たり前みたいになってたんだもん。痛くて悲しいし、辛くて寂し、かった」

　背中に回されていた埋の指が、ぎゅうと偲の服を摑つかむ。そこにこめられる力に、少女の感情が投とう影えいされる。もう二度と離はなさないと代弁するその握あく力りよくに言語を封ふう殺さつされる。

「でも、もう心配はないよね。偲ちゃんは、帰ってきてくれたんだもん」

　嬉うれしそうな声に乗せて発せられたその言葉によって、後ろめたさは累るい乗じようされる。それでも、偲はそれを言わなければならなかった。そうすることがどういうことなのか理解していても、彼女の言うことに、そのまま首を縦に振ふることは、できなかった。

　否定する。

　意志とともに。

「……悪い、けど。おれは、お前の望みには応こたえられない」

　偲の言葉に対して、埋は呆あつ気けに取られたような表情を、していた。

　彼の言っていることの意味がわからない、あるいはその反応は想定外だ、とでもいうような。

「ど、どうして？　え、偲しのぶちゃん、何を言ってるの？　あはは、わたしの耳がおかしくなっちゃったのかな。それとも、あ、偲ちゃんひょっとしてわたしに意地悪してるのかな」

　埋まいの顔は、いきなり見知らぬ路地裏に投げ込まれた子供のように頼たよりない表情へと変化する。縋すがるような埋のその様子に、偲の感情は、それこそ心が痛むくらいに膨ぼう張ちようし思考を圧あつ迫ぱくする。けれども、そこで彼は言葉を途と切ぎれさせることはしなかった。一度、そこから先を躊躇ためらってしまえば、二度と話せなくなるような気がしたのだ。

「もうな、おれの帰るべき場所は、そこにはないんだよ」

　たとえ行方ゆくえ不明扱あつかいであっても、事実、氏しか姓ばね偲は死んだのだ。

　いくらここにいるとはいっても、そのことは覆くつがえせない、確定した過去。

「なんで!?　そんなのおかしいよ！　言っている意味がわかんないよ！　場所とか、そんなの関係ないじゃない、だって偲ちゃんは偲ちゃんでしょう!?　何も変わってないんだから、帰ってくるのが当然なんだよ。ねぇ、なんでそんなこと言うのっ!?」

「確かに、お前の言うとおり、おれは何一つ変わってない、少なくとも根本の部分では、変わったつもりはない。だから、帰るのが当たり前なのかもしれない。けど、さ。そうやっておれが元の場所に帰ったら、今おれがいる場所に穴が空いちまうんだよな」

　昨日までならまだ偲は戻もどることも考えたかもしれない。そこに自分がいるのは、成り行きだったし、仕方がないという思いもあったのだから。

　けれども、今は違ちがう。彼は自分で場所を作ってしまった。人が殺せないと泣いた少女と約束をしてしまった。自分から繫つながりを持ってしまった。外れた抑よく止し力という枷かせの代わりに、自ら約束という枷を嵌はめたのだ。

「おれが元の場所に戻れば、そこに穴を空けてしまう。それがどのくらいの影えい響きようをそこに与あたえるかなんてわからないし、影響を与えると思うのも自惚うぬぼれかもしれない。だけど、おれはそれはできない。あいつとの約束を破れないし破りたくないと思っている」

　元の世界を捨てるには、なんてちっぽけな理由だろう。

　もっと優先して挙げるべきもっともな拒きよ否ひの理由も、あるだろう。

　しかし、それを最初に考えてしまったのだ。

　約束などといったところで、そんなもの守ろうが守るまいが、誰だれも責めはしない。すでに彼には抑止力としての意味はなく、抑止するべき力など彼女にはない。だから、人によってはそんなもの、理由にすらならないだろう。しかし偲にとっては理由だった。

　ちっぽけでも、守るに値あたいする──守りたいと思う、約束。

　散々何を言ってきたところで、それが頭に浮かび口をついて出たのだ。

　だからそれが、本当の気持ちで本当の理由だ。

　だから。

「だから、おれは戻らない」

　しめやかに、生前との決別を宣言した。

　体が痛まないはずがなかった。心が辛つらくないはずがなかった。

　それでも、彼はそれをするべきであり、するしかなかった。

　いや、言い訳は十分だろう。

　そうしたいから、そうしたのだ。

　もちろん、そんな理由で埋まいが納なつ得とくできるはずもない。彼女にしてみれば、彼のそれは一方的な絶ぜつ縁えんと同様だ。彼女にとっての彼は、まだ死んでおらずただ行方ゆくえ不明になっていただけに過ぎないのだから、わけがわからないだろう。

　事実、それは認められないとばかりに、埋は頭を振ふる。

「戻もどらないって、そんなのダメだよ、だって、偲しのぶちゃんは偲ちゃんだって、言ったじゃない。何も変わってないって言った！　だったら、帰ってくるべきだよ、帰ってこなくちゃ、いけないんだよ！　偲ちゃんが変わってないって言うなら、わたしだって変わってないんだよ、偲ちゃんがいてくれなきゃダメなんだよ。それは死んでたって関係ない、死んでたって構わない」

　それは、今の彼をも肯こう定ていする、優やさしい包容の言葉──、だが待て、と自分が制止をかける。

「死んでたって構わないって……、『死んでたって』？」

　事実がそこに至る。

　現実は冷れい徹てつに、断絶されていた事実を繫つなぎ合わせ、彼にその完成形を唐とう突とつに突つきつける。

「そ、んな」

　どうすることもできない熱く滾たぎる部分に代わり、冷めた部分が体の権利を握にぎる。なお全身で偲を感じ取ろうと体を密着させてくる埋を、その手が引き剝はがした。

「……お前、だったのか」

「偲ちゃん？」

　不思議そうな顔の埋を、初めて偲は正面から、視みた。視たところで、彼には何もわからなかった。どころか、直視したせいで自分の中に固まりつつあったモノの結合が緩ゆるくなっていく気さえした。このまま黙だまっていれば、おそらく機を失う。それが好機なのかどうかはわからなかったが、その機を失えば、もっと何か取り返しのつかないものまでも失ってしまうのがわかった。ゆえに、彼はそれを口にする。

「……お前が」

　血反へ吐どを吐はくような、己おのれの骨肉を削そぐような思いで、続く言葉を口にする。

　何もかもが、あの少女のときとは正反対。

　救いを見み出いだすためではなく、突き落とすために、口にする。

「お前が」

　頭が痛い。全身を繫つなぐケーブルが熱で千切れてしまいそうになる。十六年近い時間のすべてが、自分を責め苛さいなんでいるかのようだ。

「お前がおれを、殺したのか」

　望むのは否定。冗じよう談だんを希望し、妄もう想そうを期待する。笑って、何を言っているのかわからないと馬ば鹿かにしてくれるのでもいいし、怒おこって、酷ひどいことを言うとなじってくれてもいい。とにかく、この自分が吐はいた言葉を否定さえしてくれれば、まだ現実を繫つなぎ止められる。

　しかし、埋まいは、それに対して。

「うん」

　簡潔に、悲ひ哀あいを一いつ切さい滲にじませることなく、犯人とは思えないほどに朗ほがらかに、埋はそれを認めた。すなわち、自分が彼を──氏しか姓ばね偲しのぶを殺した、と。

「そのとおりだよ。偲ちゃんの言うとおり。でも、てっきりもうわかってるんだと思ってた。わかってて、わたしのところに来てくれたのかと思ったけど、違ちがうみたいだね。ちょっと残念」

　罪悪感はなく悔かい悟ごはなく恐きよう怖ふもなく、今となっては不気味に映る微笑ほほえみが揺ゆれている。

　突つきつけられた事実を前に、感情は空回るばかりで言葉の体ていをなそうとはしない。ゆえに、口から出たのは定型句のような、思考の披ひ露ろうだった。そんなことをしたところで意味はないというのに、場を繫ぐためにその愚ぐ劣れつな行こう為いをせざるをえない。

「わか、るかよ、そんなこと。想像、だって、つい一いつ瞬しゆん前までしなかった。お前の言葉がなければ、おれはそんな結論に至らなかったさ。けど、気がついちまった。繫がっちまったんだよ」

　動どう揺ようの波は、生まれてはすぐに鎮ちん静せい化していく。

「お前がそのことを知っていたかどうかは知らないが、おれは、死んだことにはなってないんだよ。社会的には、世間的には、まだ生きていることになっている。幸か不幸か、な。捜そう索さく願いが出されて、行方ゆくえ不明のままで止まってるんだよ、『氏姓偲』は」

　口は、善悪の見境なく滑なめらかに動いた。そこから吐かれるのが糾きゆう弾だんだろうが救済だろうが、ただ音を発するだけの器官には関係ないことだというように。

「だから、おれが死んでいるとはっきりと言うことができる奴やつは、三種類の人間しかいない。おれの死体を隠かくした人間と、おれが殺されるところを見ていた人間、そして、おれを殺した人間だ。前者二人はいるかいないかわからないが、後者は、絶対に存在する。そして、お前は、おれが死んでいるという認にん識しきで、その言葉を口にした」

　可能性としては、偲を死体であると見破った去殺こころと繫がっている以上、そこから彼の死を推すい測そくしたということも考えられたが、他ほかの条件を組み合わせれば、それも否定できる。

「そう。そういう繫がりでいえば、ここに呼び出したことも、ヒントになっていたんだよな。昨日までのココロちゃんの行こう為いが、『破砕破片ピースメイカー』に対する挑ちよう発はつであるというならば、今回のこれも、その延長線上にあると考えるべきだ。ココロちゃんの行動パターンとしては、そうあるべきだ。となると、ここもまた『破砕破片ピースメイカー』の犯行現場の一つにカウントされていた、ということになるんだろうが、実際、それはありえない話だろう」

　心に余よ裕ゆうがない。言葉に飾かざりがない。端たん的てきに、単語を並べ刃やいばとなし、相手を切りつける。

「おれが殺されたことは、事件になっていない。死体すら見つかっていないんだから、それが『破砕破片ピースメイカー』事件の一いつ環かんであるとは誰だれにも考えられていない。だから学こ校こは、呼び出しの舞ぶ台たいとするには、不自然なんだよ。けれど、学こ校こが選ばれた。ご丁てい寧ねいにも、こんな小道具まで用意して、さ」

　机の上の封ふう筒とうに目を向ける。それは符ふ丁ちようだ。偲しのぶと埋まいにしかわからない、符丁。そして、皮肉か故こ意いかは知らないが、それこそが埋の関かん与よをどうしようもなく示す手がかりとなっていた。

　あの手紙が届けられたのは、去殺こころと繫つながりを持っていたという証しよう拠こ。

　この場所を指定したことは、学こ校こで『破砕破片ピースメイカー』の事件が起きたことを知っている証拠。

　そして、学こ校こで『破砕破片ピースメイカー』の事件が起きたことを知っているということは、すなわち首を切り取られた彼の死体を見ていることに他ほかならず、そのうえでその死体の存在を隠いん匿とくし事件そのものを隠いん蔽ぺいするような人間は、その死体を生み出した──殺した人間以外に存在しない。

「なんで──、なんで、おれは殺された！」

　偲は、自身に殺されて当然とされるような理由を見つけ出すことはできない。もちろん、納なつ得とくしたところで現実が覆くつがえるわけではないが、動機による理屈づけをしなければ、どうにもやりきれない感情が偲の中には渦うず巻まいている。どんな些さ細さいなことでもいい。恨うらまれていたというのなら、憎にくまれていたというのなら、それは『理由』として墓に持っていくことができる。せめて、そうであったならば、救われる。地じ獄ごくに落とされてもなお、救われるだろう。

　しかし、無情にも、その望みすら彼女は絶つ。

「うん、じゃあわたしも、きちんと言うよ。もともとそのつもりだったし、ここで誤ご魔ま化かしちゃったらまた同じことになっちゃうもんね」

　両の手を後ろで組み、ぴょんと小さく埋が後ろへ跳とんで下がった。

　目が、偲を捉とらえる。

　唇くちびるが数度、細かく振しん動どうし、彼女に決意をさせる。

　そして、言った。




「わたしは、偲ちゃんが好き、です」




　その告白は──、愛情が存分に詰つめ込まれたものだった。本来なら受け取った側がわは戸と惑まどいや恥はずかしさ、嬉うれしさを覚えるものではあっても、けして負の感情を覚えるようなものではなかった。しかし、この場でのそれは、偲を打ちのめす。

「なんだよ、それ、なんでそんなこと、理由になってないだろ、それは。おかしいだろ、それはっ！　そんな感情で、人が殺せるかよ、殺してたまるかよ！」

　憎ぞう悪おで人は殺せても、愛憎で人は殺せても、愛情で人は殺せない。

　整った式に、数字を無理矢理捩ねじ込まれたかのような不快感が走る。

　この世界の法則では、彼女の理由で答えを出すことはできない。

　それでも、彼女はそれが理由だという。

　それがさも当然のことであるかのように語る。

「うん、やっぱり、偲しのぶちゃんは偲ちゃんだ。本当に変わってないよ。一から説明するのは、ちょっと恥はずかしいんだけど、うん、仕方がないね！　偲ちゃんのためだもん。教えてあげる」

　互たがいの感覚に、どうしようもない齟そ齬ごが生じている。自分が忌き避ひし禁忌とするものに対して、彼女は同様の感想もなければ認にん識しきもない。自分がしたことが、まったく通常の道理とも倫りん理りとも外れていることを自覚していない。

「ねぇ、偲ちゃん。『好き』ってことは、どういうことだと思う？　好きな相手に自分だけを見て欲しいってことかな。相手に、自分が抱いだいている感情と同じものを返してもらいたいって思うことかな。それとも単純に、一いつ緒しよにいたいと思うことなのかな。うん、たぶんどれも正しいんだろうね。どれも、『好き』ってことなんだと思うよ。それは他ほかの想おもいにも言えることだけど、人によって想いの定義と表し方は違ちがうよね。えっと、つまりは、わたしにとってはそれがそういうことだったってこと。偲ちゃんに、他の誰だれも好きになってもらいたくない、ってこと」

　ぎゅうと、先ほど偲を摑つかんだその手で、まるで心が痛むとでもいうかのように、埋まいが自分の胸の辺りの衣服を摑み拳こぶしを作る。

「何を言ってる──」

「あの日、覚えてる？　あの手紙が届いた日。あのときわたし、あれがラブレターであることを否定したでしょ？　なんでかわかる？　ありえないからなんだよ。偲ちゃんに、そんなものが届くなんてこと、絶対に、絶対の絶対に、あるはずがないから、あれはそんなものじゃないって否定したんだ」

「……それは、おれがそこまで誰かに好かれるはずがないっていう、嫌いや味みか」

　それはそれで、今いま更さらながらに微び妙みように傷ついてみたりする。もちろん、そんな傷など他の大きく開いた傷に紛まぎれて痛みさえもどこにあるのかわからない有様だったが。

　そんな自じ虐ぎやくをこめたコメントを、静かに埋は否定した。

「ううん、むしろ偲ちゃんはたぶん好かれていたほうだと思うよ。小学校で三通。中学校で二通。高校で、あれを入れずに一通。ラブレターなんて古風な方法で告白しようとしていた人間でそのくらいの数だから、潜せん在ざい的にはもう少しいたのかもしれないね」

「そんな話、初耳だな。生あい憎にくとおれの記き憶おくではあれが初めての、そして最後のラブレターになったんだぞ」

「全部、処分してたから。下げ駄た箱に机にランドセルに鞄かばんに、入れられたラブレターを、全部、わたしが処分していたから。毎日、朝と夕方にチェックして、見つけたらバラバラにして捨ててたから。他の子たちも、簡単だったよ。わたしと偲ちゃんは仲が良いっていう噂うわさをそれとなく流したら、あっという間に付き合ってるってことになって、それっきり。わざわざ手を出そうっていうほどに熱意を持った子はいなかったってことだね。小学校も中学校も、それで上う手まくいってた。けど、高校に入ってから、ほら偲しのぶちゃん、わたしを遠ざけてたでしょ。だから噂うわさのほうはあんまり信しん憑ぴよう性が出なくて効果も薄うすかったみたいだね。それにわたしもどこかで慢まん心しんしてたのかも。だから、あの手紙に気がつくことができなかった」

　そして、その手紙は無事に偲へと届くことになったわけだが。

「それが、なんだっていうんだよ」

「今まで、偲ちゃんは自分に向けられる好意があるということに気がついていなかったでしょ？　わたしが丹たん念ねんに摘つみ取ってきたから、自分をそういう対象として見ている人間がいることを知らなかった。けど、あの手紙のせいでそういうわけではないことを知ってしまった。わかってしまった。事実、偲ちゃんは顔を見てもいないその人間と付き合うとまで言ったでしょう？　そんなの、ダメだもん。認められない。認められないじゃない。認めちゃったら、わたしの、『好き』が壊こわれちゃうもの。だから、あの手紙を出した女には退場してもらったんだよ」

　埋まいが『好意』であるとするその理り屈くつは、到とう底てい偲には受け入れられないものであった。しかし間ま違ちがいなく、彼女はその理屈を理由とし、破は綻たんも矛む盾じゆんも感じることなく、ここまで来たのだ。

　認められないから排はい除じよした。殺した──手紙を出した女を。……手紙、女？

「まさか、覇は曲まがりっていうのは──」

　氏しか姓ばね偲を殺した犯人は、また覇曲恋こい文ぶみを殺しているということは、前提だったはずだ。

　だとすれば、彼女が殺した女というのは。

「あれ、気がついていなかったのかな。本当、鈍どん感かんだね。そうだよ、ハマガリコイブミ、だっけ？　偲ちゃんにあの忌いま々いましい紙かみ屑くずを送った子。名前は後で知ったんだけどね」

　覇曲のことに関しては、一応の納なつ得とくをみる。評価は別にして、それはまだ、愛あい憎ぞう劇の端たん緒しよとなるに不足ない動機だ。そんなことで殺された彼女には申し訳ないが、疑問は解消された。

　が。

「だったら、それは覇曲恋文を殺したことで終わったんじゃないのか。おれが殺された理由にはならないだろうが」

　埋の動機が、そういうことなら、延々と同じことを繰くり返していけばいいだけの話だ。偲にしてみれば想像もできないような話だが、彼に好意を抱いだいた人間を片かたっ端ぱしから排除していけばいいだけの話だ。実際、あのラブレターが届くまで、その試みは成功し続け、今の今まで、彼は自分に好意を抱く人間の存在を影かげすらも摑つかめていなかったのだから。少なくとも偲には、自分を殺すことが好こう手しゆであるとは思えなかった。

　だが埋は偲の言葉を否定する証しよう拠こに、首を振ふる。

「今までだったら、原因を取り除けばよかったんだけどね。今回はそれだとダメだったんだよ。言ったでしょ、偲ちゃんは気がついちゃうって。あの女のせいで、自分を好きになってくれる人間がいるってことに、気がついちゃったでしょ？　次に同じような子がまた出てくるかもしれないと、未来に期待しちゃうでしょ？　一度も起きていないことが起きることよりも、一度起きたことがもう一度起きる可能性のほうが高いと、普ふ通つう考えるでしょ？　そう考えるようになっちゃったら、いつか偲しのぶちゃんは、誰だれかを好きになる。それでも、あのときまではよかったんだよ。たとえわたしを好きになってくれなくても、他ほかの誰かを偲ちゃんが好きにならなければ、幼おさな馴な染じみであるわたしが偲ちゃんの一番近くにいられるから。でも、甘かった」

　ゆっくりと──、開いていた間合いを、再び近づき埋うめてくる。

　一歩、一歩と。

「そんなのじゃ、甘かったんだよ。そのことに、あの手紙を見て気がついた。もっと自分から積極的に動かなきゃダメだって、ことに。気がついたら、後は何をすればいいかはすぐにわかったよ。ああ殺しちゃえば、偲ちゃんはわたしだけの偲ちゃんになってくれる。おしゃべりができないのは少し寂さびしいけど、その代わりに誰を好きにもならないでしょ？　うちで一いつ緒しよに暮らしてもらうっていうのも考えたけど、それでもやっぱり心配だもん。けど、あれなら安心」

「それは、本末転てん倒とうだろうが」

「優先順位、ううん、価値観の問題だよ。えっと、それも違ちがうかな。単に我が慢まんができないだけ。誰か知らない女の横に偲ちゃんがいることが、許せないだけ。認められないだけ。だから、その部分さえどうにかできるなら、偲ちゃんがたとえどういう状態だって、わたしは構わなかった。だって、偲ちゃんは偲ちゃんだもん」

「カンドー的なセリフだな。涙なみだが出てくる」

　軽口の裏で緊きん張ちよう感を走らせる。状じよう況きようを見れば、偲は教室の隅すみに追い詰つめられている形であった。もっとも、ここから埋まいが何をしでかすのか、そもそも何かをしでかすのか、予測がつかない。生前の彼の記き憶おくを参考にすれば、まったくもって彼女は人じん畜ちく無害な存在となるわけであるが、しかしここまでの自供を基にすれば、何が出てきてもおかしくはない。

　いずれにしろ、現状では逃にげることもできないし、そのまま幼馴染を放ほうっておくこともできるはずもない。しばらく、彼女の話に付き合い続けるしかないようであった。幸い、埋は再び偲と会話できることが嬉うれしいのか、延々と話し続ける。

「でもね、一つ計算違いが起こったんだよ」

「……『破砕破片あいつ』か」

「そう、『破砕破片ピースメイカー』。そういうのが話題になっていたのは知ってたけど、まさかそれが自分のところに現れるなんて、夢にも思ってなかったよ。邪じや魔まな女を片付けて、偲ちゃんを手に入れてね、少しの間だけいてもらうところが必要だったからその場所を探すために目を離はなしたちょっとの間に」

　埋の左手が伸のび、偲の頰ほおを手の甲こうで撫なでる。頰を撫で顎あごを撫で、そのまま今度は指先が首筋を滑すべる。人差し指は、鎖さ骨こつの上辺りで停止した。

「そう、この辺から。綺き麗れいに。頭を持っていかれちゃった。本当、なんで今なんだよって、思った。なんで、わたしなんだよって、思った。だって、そうじゃない。他ほかにも、たくさんたくさん、人は死んでるのに、偲しのぶちゃんの隣となりには、他の女だっていたのに、なんでよりにもよって偲ちゃんなんだよって。余りにも理り不ふ尽じんでしょう？　体だけあっても、足りないもん。だから、決めたんだ。復ふく讐しゆうしよう、って。偲ちゃんを取り返そう、って」

　復讐を、する。『破砕破片ピースメイカー』が、氏しか姓ばね偲の死体の頭部を持ち去ったから。単純な、余りにも単純な、動機。けれど、それもやはり、彼女が復讐すると決めた相手の一般的に認にん知ちされている脅きよう威いの度合いからすれば常識外れな動機だ。神しん出しゆつ鬼き没ぼつの連続猟りよう奇き殺人鬼きを相手に、いったい誰だれが復讐をすることを考えるだろうか。それも、好きだった誰かを殺されたから、ではなく好きだった誰かの死体の一部を持っていかれたから、という理由で。

　けれど、それを言ってしまえば、発ほつ端たんからして、常識を外れている。

「復讐。だから、あんな手紙で呼び出したのか。そのために。けれど、それに関しては思おも惑わくが外れたな。アイツはそんな手には引っ掛かからなかったぜ」

「んー、その点に関しては、もうどうでもいいんだけれどね。あの手紙に対しての反応は、いくつか考えられたわけだけど、偲ちゃんが一人で来てくれたのは中でも一番良いパターンだったよ。きっと神様もわたしのことを応おう援えんしてくれているんだよ。だって、偲ちゃんが一人で来てくれたから、余計な手間をかける必要がなくなったもん」

「手間？」

「そう、手間。あの女が一いつ緒しよに来てたら、排はい除じよしなきゃならなかったけど──、それも目的の一つではあったけど、わたしの最終的な目的は偲ちゃんだから。偲ちゃんさえいてくれれば、後はもう、邪じや魔まさえしなければわたしには何の関係もないことだし。むしろ感謝してると言ってもいいよ。またこうやって偲ちゃんとお話しすることができたんだから」

　すべての事情を把は握あくしているのか、あるいはしていないのか。氏姓偲の死を認識しながら、ここにいて会話を交かわしている偲に対して不ふ審しんに思うこともなければ、その理由を訊きこうともしない。去殺こころからかなりの深い部分まで情報を聞き出していると考えるべきだが、たとえそんなものを知らなくとも今の彼女なら普ふ通つうに会話を交わそうとしそうではある。

「この状じよう況きようはね。わたしが願ったものよりも良い、ううん、最高の状態だと言ってもいいんだよ。偲ちゃんとは、こうして変わらずに話すことができるし、わたしの願いであった誰のものにもならない偲ちゃんは、もう手に入るところだしね。あ、なんでそう思うんだって顔してる。わかるよぉ、だって幼おさな馴な染じみだもん。偲ちゃんが、今の自分の立場をどう考えているかなんて、すぐに想像がつく。偲ちゃんは、こう思ってるでしょう？　『すでに死んで人間でない自分が生きている人間と深く関かかわるのはよくない』って。偲ちゃんは優やさしいからさ。自分のしたいことより他人のことを先に考えちゃうんだよね」

　心の中を見透すかされていた。

　偲が今の場所から離はなれられない理由が、ヒツギとの約束にあるならば、かつての場所から離れた理由は、自分の死にある。

　仮に外見は生前と変わらぬものであっても、中身も生前と変わらぬものであっても、確実に彼はすでに死んでいる人間なのだ。今はその違ちがいが現れずとも、遠からずその人間としての齟そ齬ご、人間としての破は綻たんは生まれ、そして露ろ見けんする。もしもこのまま、かつての生活に戻もどったとして、そして他ほかの人間よりも深い繫つながりを持つ存在ができたとき。齟齬はその相手との間に大きな亀き裂れつを生み、最終的にはその相手を裏切ることになる。

　自分はまだいい。裏切った側がわである自分は、意図的にそのことを隠かくし騙だましていたのだから、その報むくいとしてどんなことを言われようとも、黙だまって耐たえ忍しのぶ覚かく悟ごはある。けれども、裏切られた側は、果たしてどうだろうか。どんなことを言おうとも、何をしようとも、けして癒いえることのない傷きず跡あとを残してしまうのではないか。

　もちろん、そんなものは杞き憂ゆうなのかもしれない。

　そもそも、自分がそんな相手を見つけ出せるかどうかも疑わしい。

　大体、それは自分勝手なだけで優やさしさですらない。

　それでも、その可能性がある限り、偲しのぶは元の世界に戻れる気はしなかった。たとえ戻ったとしても、周囲から一歩引き、絶対に立ち入れない隔かく絶ぜつされた中で、まるでブラウン管の向こうを見るような気分で日々を過ごしていくことになることは、想像に難かたくなかった。

　それはつまり、誰だれとも深い関かかわりを持たないということ。

　誰も好きにならないということ。

　図らずも、埋まいの望んだとおりの環かん境きように、偲は置かれていた。

「そこまで、お見通しかよ」

「当たり前だよ。だって偲ちゃんだけずっと見てきたんだもん」

　得意げに胸を反そらす幼おさな馴な染じみは、その先をさらに続けた。

「でも、わたしなら大だい丈じよう夫ぶだよ」

　何を言われたのか、偲には最初わからなかった。その様子に焦じれたのか、質問を挟はさませることもなく、埋まいは自分の言葉に込めた意図を易やす々やすと開いてみせる。

「わたしなら、隣となりにいてあげられる。全部わかってるから、全部理解しているから」

　その言葉に噓うそはない。真にそう思い、真にそうできると思っている。心の中を覗のぞけと言わんばかりに接続された視線の向こうにある埋の瞳ひとみには、陰かげりもなければ曇くもりもない。

「嫌いやなら、いいよ。迷めい惑わくなら、言ってくれても構わない。もうわたしの目的は叶かなったし、これ以上は望まない。けど、覚えておいて。わたしは、偲ちゃんが隣となりにいて欲しいって言ったら、いつでも、いつまでも、一いつ緒しよにいてあげるから。それだけは忘れないで」

　なんとも言えない感覚が、体の内側からせり上がってくるのを偲は感じていた。

　単純な言葉から受ける嬉うれしさと、その言葉の裏に滲にじむ背景に覚えるおぞましさ。

　けして相容いれない、相反するとすらいえる二種類の感情が、腹の底でのたうっている。

「ね、だから、帰ろうよ」

　それが当然である、当然であるべきだとでもいうかのように、再びその提案を突つきつける。

　真しん摯しに向けられるその感情は、純じゆん粋すいであるがゆえに毒であった。

　眩暈めまいを覚えそうになる温かさを振ふり切り、その場に踏ふみとどまる。

「同じことを、言わせるな。おれは帰る気もなければ、戻もどる気もねぇよ」

　未いまだ融ゆう合ごうしないままにある感情に決着をつけたくて、硬かたい言葉を吐はく。

「どの口がそんなこと言うんだよ。おれを殺したのは、お前だろう。自分で殺しておいて、おれがまだ存在しているとわかったら救いの手を差し伸のべようなんて、都合よすぎるにもほどがあるんじゃないのか。それに、だ。もしもおれが、そのことを水に流せたとしても、覇は曲まがりを殺したことは、許すことはできねぇよ。おれは、おれに降りかかったことのすべてを許す権利は持ってはいるが、それは他人には及およばない。覇曲がされたことを、本人しか許すことができない以上、おれはお前を許すことなんてできない」

　そう、埋まいが偲しのぶにしたことに対して複雑な感情を覚える一方で、埋が覇曲恋こい文ぶみにしたことに対して抱いだく感情は明確だ。無関係な位置に存在したはずの彼女を殺したのは、単なる殺人だ。愛あい憎ぞうの縺もつれが生み出す、どこにでもある平へい凡ぼんな、殺人。

　それに対して、彼が抱くべき感情など、一つしかない。

　すなわち、怒いかり。

　偲の剣けん幕まくに怯おびえたように、埋の、今まで見せていた笑え顔がおがわずかに曇くもる。

「どうして、どうしてわかってくれないの？　なんでそんなこと言うの？　偲ちゃんにとって、わたしはその覇曲なんて女よりどうでもいいモノだってこと!?　ひどい、酷ひどいよっ。わたしの想おもいに応こたえてくれとは言わないけど、一いつ緒しよに過ごしてきた時間をそんな、ゴミみたいに扱あつかうなんて、偲ちゃんは、酷いよっ！」

「酷いのはどっちだバカ野や郎ろうっ！」

　いつまでも状じよう況きように吞のみ込まれているわけにはいかない。荒あら立だつ感情に任せ、埋へと手を伸のばす。しかしタイミング悪く、埋もまた動き、偲の脇わきに備えつけられていた掃そう除じ用具入れであるロッカーに手をかけていた。空から振ぶる手には目もくれず、偲の視線は埋を追う。後ろ手に、ロッカーの扉とびらの窪くぼみに指先をかけた埋が、言う。

「わたしは、なんだってする。偲ちゃんのためなら、なんだってするよ？　昨日だってほら、見てよ、偲ちゃんを苛いじめたヤツを、排はい除じよしたんだからぁ！」

　ロッカーの扉が開く。

　そこから、何かが飛び出た。

　掃除用具ではない、それなりに重量のあるモノが転がりロッカーの真正面に立っていた偲へと倒たおれかかってくる。反射的にそれを片腕うでで受け止めた偲は、グニャリとした気味の悪い、そしてどこか自分と似たような感かん触しよくに、それが何であるのかをまじまじと確かく認にんしてしまった。

　唸うな吠ぼえ去殺こころだった。

「────っ!?」

　生きている気配のない、唸吠去殺の身体からだだった。

　特とく徴ちよう的な髪かみ型はその面おも影かげすらないが、もう一方の特徴であるローブだけは相変わらずの純白さを保ち続けていて、それがその死体を唸吠去殺であると断定する何よりの証しよう拠こであった。寄りかかってくる死体の気持ちの悪さに耐たえきれず、偲しのぶが突つき飛ばすように去殺の身体からだを払はらう。己おのれを支える力などもはやどこにもない去殺の身体からだは払われるままに動き、掃そう除じ用ロッカーに頭をぶつけ仰あお向むけに転がった。そのまま、ぴくりとも動かない。見開かれたままの目は中空に向けられ、瞬まばたきの一つもしない。

「びっくりした？　わたしがやったんだよ、それ」

　誇ほこらしげに唸吠去殺の死体を指差す埋まいから、また反射的に偲は半歩距きよ離りを離はなしてしまう。

「──じょ、うだんだろ」

「冗じよう談だんでもドッキリでもないよ。わたし、頑がん張ばったんだから。ココロちゃんもね、わたしの思おも惑わくどおりに動いてくれている間はよかったんだけど。ココロちゃんじゃなければ、『破砕破片ピースメイカー』をおびき出すにしても、もう少し時間がかかったと思うしね。それに、偲ちゃんにまた逢あわせてくれたからとっても感謝してたんだけど、偲ちゃんを苛いじめたからね。許せなかったから、死んでもらっちゃった」

　情報処理が追いつかない。今までの話は、すべてが言葉を基き盤ばんにしたやり取りであったから、どこか現実味に欠けるものであった。それは自分が彼女によって殺されたという告白を聞いてからも同様で、やはりどこかで信じきってはいなかったのかもしれない。けれども、今目の前に提示されたのは、明らかなモノ。死んだ人間という、確固たる証拠が、これまでの話すべてに真実味を帯びさせ現実味を与あたえていく。

「えへへ、わたし頑張ったよ、ほ、誉ほめてくれる、かな」

　事実を伴ともなったその一いち撃げきはあまりにも強きよう烈れつすぎて、埋が去殺を使役する形ですべてを図っていたこと──去殺による一連の殺人が彼女の計画によるものだということを暗示する台詞せりふにまでは頭が回らなかった。あるいはそのほうが幸福だったのかもしれないが。

　それでも。

　ここにきてようやく、氏しか姓ばね偲の認にん識しきは、目の前にあるモノが本しん当じつだということに到とう達たつした。

「でも、いったい、どうやって」

　唸吠去殺という存在の暴力の威い力りよくに関しては、六人の人間をバラバラにしたという数字的なことにも証明されているし、偲はその一いつ端たんをあの駐ちゆう車しや場で目まの当あたりにしている。それは、とてもじゃないが一いつ介かいの女子高生ごときがどうにかできるような生なま易やさしいものではなかった。否いな、女子高生でなくともどうにもできるものか。偲を、覇は曲まがり恋こい文ぶみを殺すのとはわけが違ちがうのだ。身しん体たい能力からして違うし、おそらくその内面も、常人のそれよりも殺し殺されるという事態に対して特化した対応力を持つはずの存在だ。それを、殺したなどと。

「確かに大変だったけど、絶対難なん攻こう不ふ落らくというほどじゃないよ、ココロちゃんは」

　自分の行こう為いに対して、偲しのぶが見せた大きな反応が嬉うれしいのか、つい一いつ瞬しゆん前の不ふ穏おんな表情はすぐに霧む散さんし、この教室に来てからずっと見せている明るい表情にまた切り替かわる。

「ココロちゃんだって人間だもん。傾けい向こうと対策をしっかりとすれば、わたしにだって対処できるよ。もちろん一番大事なのは、偲ちゃんを想おもう気持ちだったけどね」

　自分で言ったことに照れているのか、語尾を誤ご魔ま化かすように言葉を続けた。

「具体的にはね、ちょっとここで鬼おにごっこと隠かくれんぼをした、ってところかな。色々とやりすぎちゃったから学校はしばらくお休みになるかもね。うん、でも死にやすさは、普ふ通つうの人とあまり違ちがわなかったかな。そこに行くまでが大変だったけど」

　事もなげに言う埋まいには、やはり罪悪感も何もない。表情から透すけて見えるのは達成感、か。

「でね！　そんなことはどうでもいいんだよ。大事なのは、わたしが何をしたかじゃなくて、結果として何を得たのかってこと！　それを見てくれれば、知ってくれれば、きっと偲ちゃんもわたしがどれだけ偲ちゃんのことを考えているのか、わかってくれると思うんだ！」

　鼻歌を歌いながら。

　埋が、生徒用のロッカーから何かを引っ張り出してくる。

　それは、可愛かわいらしいコーギーのキャラクターが散りばめられているランチマットに包まれた『何か』だった。まるで手作りのお弁当でも持ってきたかのようにぎゅっとそれを握にぎりしめる。

「えへへ、喜んでくれると思うんだよ。だって、今一番、偲ちゃんが欲しいものだもん」

「さあ、何だろう、な」

　形状と状じよう況きようから、それが何であるかはすぐに予測はついた。

「じゃーん」

　口で奏かなでる短いファンファーレとともに、包んでいたランチマットが解かれ、中身が現れる。

　人の腕うで。

　偲の右腕だった。

　もっとも、それが本当に自身のものかは、仔し細さいを記き憶おくしているわけではないので断言はできないが、そうそう人の腕など転がっているはずもないし、この場面で出てくるのに意味のある腕といえば、昨夜彼が担たん保ぽ代わりに奪うばい取られた自身の腕しかない。

「ココロちゃんから取り返してあげたよ。ほら、ぴったり。傷口も、一いつ緒しよ」

　まるで洋服の見立てでもするかのように、切断面と切断面を接合させる。

「お前、このために……？」

「うん！　だってそれは偲ちゃんのものでしょう？　だから、取り返さなくっちゃって思ったんだ。まあ、そのおかげで偲ちゃんの居場所もわかったから、素す直なおに渡わたしてくれれば許してあげてもよかったんだけど、なかなか渡してくれなかったし、それにね。やっぱり、偲ちゃんに痛い思いをさせたことは、許せなかったんだよ。だから、これは当然だね」

　自らの行こう為いを棚たなに上げ、床ゆかに転がされたままの去殺こころを一いち瞥べつし、その頭を爪つま先さきで軽く小こ突づいた。

　ゴミのように。

「ね、これでわかったでしょう？　わたしは、偲しのぶちゃんのためなら何でもする、何でもできるっていうのが。だから戻もどってきてよ。偲ちゃんはわたしが守ってあげるから。わたしといれば、絶対に寂さびしい思いなんてさせないから、ね、偲ちゃんだって、わかってるでしょう、ここが自分の場所だって、ここに自分はいてもいいんだって、ううん、そんなの関係ない、わたしはいて欲しい、偲ちゃんに、いて欲しいっ！」

　偲の左手を、埋まいが握にぎる。

　その人ひと肌はだの温ぬくもりを、自ら手を振ふり解ほどくことで遮さえぎった。

「おな、同じことを何度も言わせるな。おれは、そんなつもりはもうねぇんだよ」

　三度目となる偲の宣言を聞き、埋まいの動きが止まった。

　唐とう突とつに、顔から表情という表情が抜ぬけ落ち、能面のように偲の顔──眼めへと、視線を向ける。

　ジッと。

　何かを探さぐるかのように瞬まばたきもせずフリーズした埋から、偲は離はなれることができない。わずかにではあるが静止した時を経、ポツリと埋が呟つぶやいた。

「誰だれか、いる」

「は？」

　間の抜けた反応をし、それが自分に向けられたものではないと知る。埋の焦しよう点てんは偲に定まったまま、かといって彼の表情を見るわけでも顔色を窺うかがうわけでもなく、固定された眼の中から、情報を引き出してくる。

「誰か、いる。なんで？　なんで、いるの？　だって、いるはずない、おかしい、これじゃあ、なんのために、これじゃ足りないって、そういうこと、なんで、誰が、誰がいるの」

「お前、何を言って──」

「ねぇ、偲ちゃん」

　声に浮かぶのは、焦しよう燥そう。

　何かを成し遂とげる直前に、ゴールに誰かいることを突とつ然ぜんに発見したかのような、焦あせりの表情。

「今、偲ちゃんの横には誰がいるの？　偲ちゃんは誰の横にいるの？」

「誰って、見りゃわかるだろ、ここには誰も」

「そういうことじゃないよ！」

　突然癇かん癪しやくを起こし、身を離し凍こごえる身体からだを片腕うでで抱かかえ、片手で俯うつむいた顔を覆おおう。

　取り落とされた腕が、床で鈍にぶい音を立てる。

「おかしい、なんで、いられる、だって、おかしい、わたしは、まちがってない、せいこうした、だったら、なんで、あ、あ、あ、あああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　最後は自問ではなく、単なる怒ど声せい。あるいは感情の放射。

　肺の底から搾しぼり出した空気がすべて、暴雑な音に変えられ消費されていく。

　叫さけび。それだけで喉のどが壊こわれるのではないかと思うほどにあらん限りの絶ぜつ叫きようを尽つくした埋まいの声が、徐じよ々じよに息切れにより小さくなっていく。そうしてまた訪おとずれた静せい寂じやくの狭はざ間まに、その言葉は幽ゆう鬼きの響ひびきを伴ともない、放ほうり投げられた。

「──あの、女」
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　埋の突とつ然ぜんの叫びに固まっていた偲しのぶの体が、その一言でびくりと動いた。どうしてだかはわからないが、その反応すら彼女に見せてはまずいと直感するほどに、その声は怨えん嗟さに満ち満ちて、偲の耳には聞こえた。顔を伏ふせたまま、まだ埋は何かを思案するように呟つぶやいている。

「そっか、そっか、そっか、あの女、あの女がいるから、偲ちゃんはこっちに戻もどってこれないんだね。ああ、なんだ、そういうこと。そういうことか、あの女のせいなんだね、もう、一言言ってくれればよかったのに、わたしを頼たよってくれればよかったのに、それともわたしのことを信しん頼らいしてくれていたってことなのかな、信じてくれていたってことなのかな、言わなくてもわかると思っていてくれたのかな、いきなりあんなこと言うからびっくりしちゃって、そんなことにまで考えが回らなかったよ。やっぱり偲ちゃんは優やさしいけど意地悪。でも好きだから、そんなところも許してあげちゃう。えへへ、わかったよ。そういうことなんだね」

「な、何をわかったって──」

　バチンと、首筋で音がした。

　同時に、音がした辺りを始点に激痛が全身を走り抜ぬける。

　視覚に障害が生じ、耳鳴りが発生し、吐はき気けがこみ上げ、身体からだから力が抜けた。

　机に沿って、偲しのぶの体が床ゆかに落ちる。

「……え、……を、……た」

　五感と身体からだの動作方法がすべてしっちゃかめっちゃかにされたように、己おのれの身体からだすべてが思うように動かない。ろれつの回らない口で、自分が何をされたのか確かく認にんしようとする。

　仰あお向むけになった視界には、埋まいが立っていた。

「ごめんね」

　いつの間に用意したのか、彼女の手の中には黒い長方形の、筆箱サイズの物体があった。バチバチと唸うなり青白い閃せん光こうがその先せん端たんで踊おどっている。

　スタンガン。

　もはや死んでいるというのに、そういうところまで再現されているのか、まともに身体からだを動かすことができない。頭から下される指示を伝達するラインが本来あるべき場所とは別の場所に繫つながっているかのようだった。

「今まで気がつかなくってごめんね。そうだよね、偲ちゃんがあんなこと言うはずないもんね。言わされてたんでしょう？　あの女に脅おどかされて。ううん、無理しなくてもいいよ、わかったから。ほんと、ダメだな、わたし。全部わかってるって言って、今そのことに気がついたんだもん。だけど、怒おこるのは後にしてね。今から、あの女を、始末してくるから。そうすれば、偲ちゃんは自由だもんね。ちょっとここで待っててね。一いつ緒しよに行くと人質にされちゃうかもしれないから。だぁいじょうぶだよ。言ったでしょう、わたしが守ってあげるって」

「……ぁ、て」

　静止の声が出ない。電でん撃げきの残ざん滓しに揺ゆらぐ視界を立て直す前に、カチャンと左腕うでが手て錠じようで結ばれた。念入りに二つの机と二脚きやくの椅い子すをその輪の中に巻き込む形で嵌はめられた枷かせを、ガチャガチャと二度ほど力なく腕で動かしてみるが、当然外れるはずもない。

　どう見ても拉ら致ち監かん禁きんそのものでしかない状態の偲を、埋はこれでもかというほどの笑え顔がおで見下ろしている。名残なごり惜おしそうにそのまま、数秒、そこで停止した後、自分のやるべきことを思い出したのか、教室の外へと足を向け、やっぱり出口の手前で足を止め振ふり返る。

「すぐに帰ってくるから、待っててね！」

　そんな、埋の言葉を搔かき消すように。




　轟ごう音おんが。

　窓ガラスを突つき破り、教室の中へと突っ込んできた。

　衝しよう撃げきに室内が揺れる。整列していた机がその足並みを乱す。

　それに巻き込まれ、落とした腕うでが教室を転がっていく。

　砕くだけたガラスの大小の破片がキラキラと空中に踊おどる。

　バランスを崩くずした埋まいと床ゆかに転がったままの偲しのぶは、目の前の光景に意識を奪うばわれていた。

「────なに」

「ば、ばいく？」

　砕くだけた窓の桟さんに巨きよ大だいな前輪を引っ掛かけたバイクが、ぶら下がっていた。

　四階という高さを飛び越こえ押し入ってきたバイクは、低く唸うなる排はい気き音で周囲の空気を振しん動どうさせ静せい謐ひつな夜の教室という空間を完かん膚ぷなきまでに破は壊かいしていた。ランプの明かりが室内を切り取る。

　その余りにも荒こう唐とう無む稽けいな光景に、偲はおろか埋さえも言葉を失う。

「──、まったく」

　その二人の意識と視線を取り戻もどす声が、バイク脇わきの、教室の最前方にある教きよう卓たくの前から、聞こえてくる。横合いから差し込むランプのレーザービームに浮かび上がるシルエットは、黒い。

「勝手に出ていって、勝手に他人に首輪をつけられて、呆あきれて言葉も出ないわね」

　影かげが、そのつるりとした頭部を外すと、そこから堰せきを切ったかのように髪かみが溢あふれ出し光の中に舞まった。二度、左右に頭を振ると、フルフェイスのヘルメットに押し込められていた髪はさらりと自らの流れを取り戻し、元のあるべき形へと収まる。

　泣なき空がらヒツギの形に。

　いつものとおり、否いな、いつも以上に不ふ機き嫌げんな顔で立つ少女は、やはり不機嫌に言う。

「弁解の一つもしないのはいったいどういう了りよう見けんなのかしら。いかなる罰ばつも、覚かく悟ごのうえってこと？　だとしたら随ずい分ぶんと殊しゆ勝しような心がけね」

　しゃべらないわけではなく、しゃべれないわけなのだが、経緯を知らない彼女にはそんなことはわからないし、ましてや察する気などあるはずもなかった。しかしもし仮にしゃべることができたとしても、この場の彼はヒツギの求めるようなことを言うことはできず、ただ驚おどろきと、それを代弁する呟つぶやきが漏もれただけであっただろう。

　なんで、と。

　そんな偲の心中はさておき、相変わらず答えが返ってこないことに対してヒツギが行動を起こした。手にしていたヘルメットの縁ふちを握にぎると。

「何か言いなさいよ」

　床ゆかにしゃがみ込んだままの偲の顔目掛けて、それを投げつけた。

　当然、偲はよけることも防ぐことすらできず、思いきり、それが顔面に命中──

「──！　──っ！」

　──するすんでのところで、横合いから出てきた埋の足に、それを阻はばまれる。

　鈍にぶい衝しよう突とつ音とともに、威い力りよくを殺されたヘルメットは床に軽く跳はねあらぬ方向へと転がっていく。即そく座ざに、埋まいがヒツギと偲しのぶの間に割って入った。

「偲ちゃんに、手を出すな」

　その声は、先ほどまでの不定形な怨えん嗟さのこめられたものから、明らかに対象を一点に対して絞しぼったものへと研けん磨ま昇しよう華かされている。すなわち、その感情の名は、殺意。

　一方のヒツギは、ようやくここで埋という想定外の存在がいることに気がついたようで、周囲の状じよう況きようにざっと視線を送り把は握あくしてから、口を開いた。

「ああ──、そういうこと。大体状況はわかったわ。どこの誰だれだかは知らないけれど、唸うな吠ぼえ去殺こころを片付けてくれたようね。とりあえず感謝ぐらいはしてあげるわ」

　放置されたままの去殺の死体から、埋が彼女を殺したのだと判断したヒツギには、今のところまだ敵意も害意もない。むしろ邪じや魔まな障害を消しよう滅めつさせてくれたことには、言葉ほどではないがわずかながらに、礼を述べる気持ちがあった。もちろん、前後の埋の行動と偲の置かれた状態からけして彼女が自分に対して友好的な存在とはなりえないだろうことは、予期しながら。それでも出会い頭から睨にらみつけるほどに、ヒツギは短たん絡らく的でもなければ素す直なおでもないので、表面上は何事もないかのように振ふる舞まってみせる。

「それはそうと、そこをどいてくれないかしら。あたしは、ソレを連れ戻もどしに来ただけなんだけれど」

　言外に、邪じや魔まをしなければ危害は加えない、という意味を当然ながらに付加して、ヒツギは埋に撤てつ退たいを促うながす。相手が行動に出た場合に備えて、心中で相手の実力のほどを推すい測そくしながら。

　ヒツギは、冷静であった。

　しかし、埋は違ちがった。

　ヒツギにとって埋は不確定要素の一つでしかないが、埋にとって彼女は、敵だ。

　それも、今さっき殺そうと決心したばかりの。

「あは」

　笑えみが、零こぼれる。

　温かくもなければ優やさしくもない、歓かん喜きの笑みが。

　その様子にただならぬ気配を察知したのか、偲へと間合いを詰つめかけていたヒツギの足が止まる。警けい戒かいのレベルを一気に跳はね上げ、油断なく、右の手が懐ふところへと伸のびる。

「あはは、感謝なんて、いらないよ。むしろこっちが感謝してあげてもいいくらいだよ。わざわざ、そっちから出向いてきてくれるなんてさぁ。やっぱり、そういうことなんだ。わたしの有利なほうに物事が進んでいくってことは、きっとカミサマも応おう援えんしてくれてるってコトなんだよぉ。お前を、殺せって、さぁっ！」

　同時に。

　偲がその開戦を悟さとるよりも早く。

　ヒツギがメスを、埋が何かを、抜ぬき撃うった。

　完全に偲しのぶの予測を裏切るその速さは、ヒツギはともかく彼の知る埋まいからはかけ離はなれたものだった。

　バイクのライトを微かすかに受けて、標的である埋に向けて直線を描えがくメスとは対照的に、埋の投げつけた何かは、軌き跡せきはおろか姿さえも明確にせぬまま、標的であるヒツギへとその威い力りよくを走らせる。互たがいに放った凶きよう器きは、二人の中間点よりわずかに埋寄りの場所でわずかな衝しよう突とつ音をもって激突した。ぶつかることで軌き道どうをずらされたヒツギのメスが、偲の顔脇わきに落ち、偲の動かない心臓を少しだけ跳はねさせた。

　一方の、埋の投げつけた何かは衝突によってもいささかも軌道を変えられず、当初の標的を変わらずに目指す。そのことを敏びん感かんに察知したヒツギは、さっとその射線上から身を引いた。直後、通り過ぎた何かが教室最前方に取りつけられた黒板にぶち当たり耳みみ障ざわりな音を立てる。

　それは金かな槌づちであった。明かりに照らし出された凶きよう器きから殺意を感じ取り、ヒツギが言う。

「どうやら、唸うな吠ぼえ去殺こころが死んでも、状じよう況きようはあまり変わってないみたいね。いえ、目的を考えればなお質たちが悪い、と言うべきかしら。ふん、あたしを殺すって言ったわね。生あい憎にくと、あたしは殺されるのが嫌きらいなのよ。もちろん、死ぬのもね。それに、あんたも普ふ通つうの人間とは違ちがう匂においがするわ。職業、技能、いいえそんなシステム的なものじゃないわね。だとすれば才能、本質に由来するもの、かしら。いずれにしてもそんなモノ相手に、遠えん慮りよも容よう赦しやも、しないわよ」

「できるのかな!?　ぜんぶ、聞いてたんだからね。知ってるよっ！　お前が、人を殺せないことを。お前が、人を殺せない欠けつ陥かん品だってことを！　あははっ、そんな強さで、大事なものを守るために人も殺せないような強さなんかで、このわたしに勝てるもんか！」

　昨夜。あるいは今朝。

　泣なき空がらヒツギを激げき怒どさせ錯さく乱らんさせたその言葉を。

「そのくらい、ちょうどいいハンデね。ああ、確かに少しは気が軽くなったわ。そんなことをして目的を達成するより、そんなことをせずに目的を達成できたほうが、何倍も、爽そう快かいだわ」

　受け流した。

　思わぬヒツギの反応に、埋が一いつ瞬しゆん言葉を吞のむ。

　だがそれは、すぐに怒気と殺意に押されて吐はき出された。

「口だけのくせに、べらべらとうるさい！　できもしないくせにっ」

「なら試ためしてみればいいでしょう？」

　そう言い、ヒツギは教室の後ろへと歩を進める。そこに警けい戒かいはあれども攻こう撃げきの意図はない。それは彼女にとっての優先順位の問題であった。ヒツギは、埋をどうこうしに来たわけではない。当初の目的は偲を回収することにあり、その付ふ随ずいとして唸吠去殺との戦せん闘とうを予期していたわけではあったが、最大の障害であった去殺が排はい除じよされた今となっては、ただひたすらに、彼女は自らの目的をクリアするためだけに動いていた。

　ゆえに、ヒツギにとってもはや埋は眼中にない。

　火ひ蓋ぶたを切って落とされた今でも、それほどの脅きよう威いであるとは捉とらえてはいなかった。

　だが、それは、大きな誤あやまり。

　ヒツギは、故こ不ふ院いん埋まいが唸うな吠ぼえ去殺こころを殺してのけたということを、もっと正確に評価するべきであった。

　ピン、と張り詰つめた糸が切れる音がする。

　何かを反射してライトが細光を暗くら闇やみに流す。

　密ひそやかに放たれた自動性の刺し客かくが、背後からヒツギを襲しゆう撃げきする。

「──っ」

　それに彼女が対応できたのは、まったくの勘かんであった。足の甲こうに感じた微かすかな違い和わ感。普ふ段だんならば気にもしない、蚊かに刺さされた程度にも感じない、微び細さいで微小な接せつ触しよくと破断を伝達してきた己おのれの触しよつ覚かくに、素す直なおに従い対応していた。何の根こん拠きよもなく、何の確証もなく、ヒツギはその場から左に跳とんだ。その空間を目め掛がけて、教室の前方──ヒツギの後方から飛んできた何かが一いつ拍ぱくも置かずに通り過ぎ、最後方に設置された掲けい示じ板へと突つき刺ささった。

　濃のう淡たんの黒い闇やみに浮き上がるそれは、見慣れた物の形をしている。

　調理器具──、包丁。

　しかし、ヒツギ自身にはその奇き襲しゆうの正体をマジマジと観察している暇ひまはなかった。

　机を踏ふみ台だいに、回かい避ひから着地に移っていたヒツギ目掛けて、埋が跳ちよう躍やくしている。

「──りとも、──ろっ」

　ダメージに言葉をうまく発することができず、身体からだも満足に動かず且かつ拘こう束そくされているため、偲しのぶにはどうすることもできない。仲裁も制止も、捩ねじ込むことができない。

　それでも止めなければならない。

　このままいけば、少なくともどちらかが傷つき、あるいはどちらも傷つき、最悪、どちらも死ぬことになるだろう。それも、分が悪いのはおそらくヒツギのほうだ。ヒツギにはあの駐ちゆう車しや場で垣かい間ま見みせた運動能力があるが、精神面で埋に劣おとっている。『殺せない者』と『殺す気の者』では、単なる意気込み以上の、大きな差がある。事実、去殺とのやり取りにおいても、ヒツギは決定的なチャンスをフイにしてしまっている。

　くそっ。

　片腕うでのみしかない状態では、どう手て錠じようを弄いじくろうともただ焦あせるばかりでしかなかった。

　その間にも、事態は進む。

　跳躍した埋は、落下と前進の推すい力りよくを威い力りよくに変へん換かんしながら、ヒツギに向かって拳こぶしを突き出す。着地直後のヒツギは、回避ができない。それでも受け止めることはできる。ほぼ直上から突き出される拳を、己の手の平で受け止めようとし──、それが接触する直前に鋭えい利りな痛みをそこに覚え、即そく座ざに受け止めることを断念し、対応を変へん更こうする。痛みを覚えた左手を引き、身体からだをその場で半回転させる。必然、横合いから伸のびる形になった右手で埋の伸びきった攻せめ手てを摑つかみ、相手の突とつ進しん力りよくを転化しそのまま下に向かって投げ飛ばす──叩たたきつける。

　ぐるりと、自分の右手を支点に空中で回転させられた埋まいは、机に背中から叩きつけられる寸前に片足の踵かかとをその机に引っ掛かけ、蹴けり倒たおした。

「ちっ」

　自分に向かって倒れてくる机は、高校生ほど身長のないヒツギからしてみればちょっとした障害になる。おまけに机の中には、置きっぱなしのノートや教科書がギュウギュウに詰つめ込まれており、これが倒れる過程でその中身をぶちまければ動きを邪じや魔まされ、隙すきをつくるおそれがある。そう思考し、摑つかんでいた手を離はなす。そして倒れかかっている机から逃にげるためにさらに横に移動し、再び、今度は先に通路に出た足の踝くるぶしが、その感かん触しよくを覚える。

　今度の奇き襲しゆうは、廊ろう下か側がわからであった。

　横手から、得え物ものを口中にくわえたそれ罠が落ちてくるのが見える。

　片面にびっしりと工作用の錐きりを生やした箒ほうきが、ヒツギの頭上を中心にした弧この運動で落ちてくる。さながら横向きに放たれたギロチンのようなスイングに合わせたタイミングで、振ふり向きざまに埋まいが投げ放った物が飛んでくる。左右の挟きよう撃げきに選せん択たくの余地はない。防戦の結果として後退するという些さ細さいなことに忸じく怩じたる思いを覚えながらも、さらに後ろへと引く。

　空間に半円を描えがく箒のギロチンと埋の金かな槌づちが衝しよう突とつし、耳みみ障ざわりな音を立てた。

　箒は停止し、金槌は勢いこそ削そがれたものの前方に転がり、ターゲットに届く前に力尽つきる。

「っは」

　短く息を吐はいたのは、ヒツギだ。

　双そう方ほう間合いを取り、申し合わせたように攻こう撃げきの手を止め、今一度互たがいを見る。

「ふ、ん。罠わななんて、随ずい分ぶんと手の込んだことしてくれるじゃない」

　正しくそれは罠であった。仕組みこそ幼よう稚ちで、道具こそ日用品の転用で賄まかなわれているものであるが、その意図と目的において、それは罠以外の何物でもなかった。

「どうやって唸うな吠ぼえ去殺こころを片付けたのか疑問だったけど、なるほどこういうことだったの」

　言葉の合間に、周囲に視線を巡めぐらす。ここが敵のフィールドであるというのなら、そこかしこに先ほどのような罠が仕掛けられていることに疑いはない。できる限りそれを把は握あくしておきたかったが、光源の心もとない教室内ではバイクのライトを受けて光る数条の線しか確かく認にんすることができなかった。それも埋の向こう側がわに見えるものばかりなので、教室の後ろ隅すみに追い詰められている現状ではそれほど役には立たない。

「あは、残念だけど、ココロちゃんのときよりもいっぱいたぁくさん、だよ。ココロちゃんは単純だから簡単にプールに落っこちて感電死してくれたけど、お前は狡こう猾かつそうだもんね、それに、お前の罪は重いもの。殺しても殺しても殺しても、それこそ万死以上に値あたいするんだから。ココロちゃんなんかより悲ひ惨さんに凄せい惨さんに残ざん酷こくに、殺してやる」

「さっきから、そればかりね。絵え空そら事ごとなら誰だれでも言えるし、寝ね言ごとなら寝てから言いなさい。正直、あんたに付き合う気はないのよ。そっちはあたしを殺すに足る理由があるのかもしれないけれど、こっちはあんたなんかに用はない。単に連れ戻もどしに来ただけなんだから」

「偲しのぶちゃんは、お前のモノじゃない」

　ヒツギの言葉に、急に埋まいの口調が平へい坦たんなものになる。まるで何かを押し殺すように。しかしヒツギはそんなことをいちいち気にする性格ではない。誰だれが所有権を主張しようが、結局のところは自分のものなのだ。だから、そんな馬ば鹿かげた主張に反論する気は微み塵じんも起きない。起きないはずだ。起きないはずだった、が。

「ああそう、だったらソレは誰のものなのかしら。そもそも、誰が所有権の有う無むを認めるというのかしら。落とし物だったら落とし主だし、商品だったら買った人間のものよね。じゃあこの場合、どうすれば所有者を決定できるのかしら。そうね、せっかくそいつにも口があるんだし、直接本人の口から聞いてみるのが、一番わかりやすい形なんじゃないかしら」

　これは、相手に対して精神的優位を取るための作戦だ。目の前の人間は、どうにもアイツにご執しゆう心しんのようだから、その主あるじが今や自分となったことを他ほかならぬアイツの口から言わせることは何よりのダメージになるはずだ。だから、これは作戦なのだ。自分の欲求なんかではなく、相手に損害を与あたえるための。

　そう、作戦なのだ。

「偲ちゃんは、モノじゃないっ」

　ヒツギの提案は、埋にしてみれば、先ほどの否定をもう一度突つきつけられるものだ。否いな、あのときよりもより強きよう烈れつに、それは心に突き刺ささるだろう。たとえそれが脅おどされているために吐ついている噓うそであるとしても、彼が誰だれかの隣となりにいることを自主的に選んでいるなどというふざけた台詞せりふを、聞きたくはない。

　そんなもの、埋にしてみれば認められるはずもない。

　ああ一刻も早く──目め障ざわりなこいつを、叩たたき潰つぶそう。

　そう思うと自然に手が動いた。

　何も、罠わなは待ち一いつ辺ぺん倒とうである必要はない。

　能動的に仕し掛かけることもできる。

　カシャンという音が、どこからともなく響ひびく。そしてその音が響き終わる前に、ガシャンというさらに大きな音に吞のみ込まれた。

　廊ろう下か側がわの窓ガラスを叩き割り、鉄製のバケツが教室の中へと入ってくる。先ほどのバイクの乱入に負けず劣おとらず派手に破られたガラス片。それらと同じ放物線を描えがき飛んできたバケツは、しかし取っ手部分に巻きつけられたロープのせいで最後まで軌き道どうを描ききることはできない。桟さんに引っ掛かったロープがバケツの動きを制限し途と中ちゆうでここまでの軌道を戻もどり始めた。しかし、中身まではそうはいかない。慣性の法則に従った中身はその重量でバケツを半回転させ、勢いそのままに外へと飛び出した。

　無数の、陸上競技用の砲ほう丸がんが飛ぶ。

　巨大な散さん弾だん銃じゆうが発砲されたかのように、金属製の球形が、ヒツギ目め掛がけて降り注ぐ。

「──っぁ、あ、あ、あぁ！」

　掠かすれた悲鳴をあげたのは、ヒツギではなく偲しのぶだ。当然、それに当たれば人間が無事で済むはずがない。だから、もっとも着弾地点に近い場所にいるヒツギには、悲鳴をあげる、どころか一呼吸をするほどの余よ裕ゆうもなかった。速すみやかに回かい避ひの方法を導き出す。

　後方はすぐに教室の壁かべであるし、左はさらに拡かく散さんした砲丸の餌え食じきになる。

　となると前方埋か、右廊方下か。

　そんなもの、決まっている。

　絞しぼった二に択たくを即そつ決けつし、埋まいのいる方向へと飛び込むように前進し。

「そうくるよねぇっ！」

　その行動を予測していた埋が拳こぶしを引き、迎げい撃げきの体勢を取っていた。

「そうくる、でしょうね」

　そしてそれはヒツギも同じ。罠わなが完殺を期すものであるとするならば、そこに相手の性格までも織おり込まなければならない。果たして自分の性格が、今までまったく接せつ触しよくのなかった相手に把は握あくされているかどうかはわからなかったが、おそらく廊ろう下かに逃にげようとしたところでまた別の仕し掛かけが待ち受けているだろう。そうでなければ罠の意味がなく、どちらも同じ経過をたどるというのなら、自分の性格に沿った選せん択たく肢しを選んだほうがマシに決まっている。それに、相手が、罠を張るという待ちに近い戦法のみに頼たよるわけではなく、自ら相手を潰つぶそうとするほどに猛たけっていることもわかっていた。

　拳が、突つき出される。

　今度はそれを受け止めようとはしない。しかし回かい避ひは他ほかの罠を呼ぶ可能性がある。

　だから、こうする。

　前の対たい峙じのときの距きよ離り感を用いて間合いの把は握あくを修正する。拳が衝しよう突とつする刹せつ那なに、ヒツギもまた左手を伸のばした。突っ込んでくる埋の右腕うでに、伸ばした左手を滑すべらせる。両者の速度が一気に互たがいの間合いを縮ちぢめさせる。何かの突とつ端たんがヒツギの頰ほおを掠かすめた。さながら木に巻きつく蛇へびのように自らの腕を相手の腕に絡からませ、そのまま体重を下にかける。

「がぁっ」

　腕を極きめられ、埋が悲鳴を零こぼす。

　膝ひざが崩くずれ机の上にしゃがみ込む埋の拳が、痛みに耐たえきれず広げられ、そこに握にぎり込まれていた何かが床ゆかに落ち、その音は砲ほう丸がんの太たい鼓こを乱打したような重音に搔かき消されてしまった。

　埋の手から離はなれた凶器に目を落とし。

「投げたのが金かな槌づちなら、持ってたのはそれ。大工気取りなのかしら」

「う、るさいっ」

　埋まいが凶きよう器きとして所持していた黒塗ぬりの五寸釘くぎを、抜ぬかりなくヒツギは爪つま先さきで遠くに蹴けり飛ばす。床ゆかを滑すべった釘は、机の脚あしに当たり短く高い金属音を立てて止まった。

　密着しているといっても過言ではないほどの至近、相手の顔が夜目にもよく見えて仕方がない。ヒツギから見る埋の瞳ひとみには、恐おそろしく濃のう密みつに凝ぎよう固こした頑がん強きよう頑がん丈じような感情とも呼べない色が、はっきりと現れている。犬歯も剝むき出しに嚙かみしめられた歯は閉じてはいても怨えん嗟さが聞こえる。

　自分は。

　もしかすると自分も今、そんな顔をしているのだろうか。

　そう思い、何を馬ば鹿かげたことをと否定する。

　どれほどに荒あれ狂くるう感情があろうと、そんなものは自分の決意の足元にだって及およばない。

　否いな、そんなものに容易たやすく破られるほどに、安い決意をしたわけじゃない。

　そしてそれは、故こ不ふ院いん埋まいにしても同じであった。

「離はなせぇっ！」

　動きを封ふうじられていない左手が、懐ふところからスタンガンを抜く。指先がそのスイッチを跳はね上げ、暗くら闇やみの中で小さく青白い光が明めい滅めつする。それを密着するヒツギの腕うでに押しつけようとする寸前に、ヒツギのほうから腕を解放し即そく座ざに身を離した。

　しかし埋はそれで満足をすることもなく、追い打ちをかける。

　埋が痛む右腕を大きく振ふった。

　──何も起きない。

　──はずがなかった。今までずっとみっともなく床に這はい蹲つくばり、体の回復を待っていた偲しのぶが、当事者ではなく観察者としてそれに気がついたのは当然のことであった。ヒツギの死角、窓枠わく付近に、月光を受け作り出された影かげがある。桟さんの上部から、不自然に飛び出た細長いそのシルエットの正体はわからなかったが、それを見た瞬しゆん間かん、不吉な予感が背筋を走り、それを彼女に知らせなければと直感した。

「──ろっ」

　まだ動けないと泣き言を言う舌に活を入れ、震ふるわす空気に力を込める。

「ろだっ！　──後ろっ！」

　その声が聞こえたのかどうかは定かではなかったが、ほぼ同時に、弾はじかれるようにヒツギがその場から、後ろに跳とんだ。それを待っていたかのように、取り付いていたシルエットが、桟を離れ飛ぶ。一直線に、上部から床に向かって、殺傷の速度で。ブンという音が残ざん滓しとして微かすかに残る。

　突つき刺ささる音はなく、わずかに一瞬、逃にげ遅おくれたヒツギの左腕を浅くそれが貫かん通つうしていた。

「っ」

　一本の、細長い、矢。

　その矢羽根からは細い糸が伸のびており、それは埋の前を横切っていた。

　スタンガンを持った埋まいの前に。火花を散らす電光が、ヒツギの左腕うでと繫つながった糸に触ふれる、その寸前で力任せに矢を引き抜ぬき投げ捨てた。バチンと軽い音が弾はじけて一度だけ矢が跳はねる。

「お前、故こ、不ふ院いん！　もうやめろ！」

　彼の知る故不院埋という少女を粉ふん砕さいするほどにかけ離はなれた彼女を目まの当あたりにし、また黒く滾たぎるその迫はく力りよくに吞のみ込まれ圧あつ倒とうされていた偲しのぶが、怒ど鳴なり叩たたきつけた制止に対して、彼女は不思議そうな表情をするだけだった。

「何を言っているの、偲ちゃん。こいつは悪い奴やつなんだよ？　それよりも、どうして邪じや魔ましたのかな。偲ちゃんが余計なことを言わなきゃ、これで終わりだったのに」

「それこそ当たり前だろうが、これ以上面めん倒どう起こされてたまるかよ。故不院、もうやめるんだ、ここで何をしたところで、もう何も戻もどらないんだよ」

「またそういうこと言う。いくら脅おどされて言ってるんだってわかってても、ちょっとは傷つくんだからね。大だい丈じよう夫ぶ、偲ちゃんを元の生活に戻してあげるから」

　バッと、片手を挙げる。その行動がトリガーとなっているのか、教室の前方から、矢が放たれる。今度は、偲はそれを先んじて気がつくことができなかった。しかし、警けい戒かいのレベルを上げたヒツギはそれをしっかりと捉とらえていた。トンと軽く床ゆかを蹴けり、左へと間合いを取る。

　数センチずれて矢が床に突つき刺ささるのと。

　その横よこっ面つらを、埋のフルスイングした椅い子すが打ち抜ぬいたのは、同時。

　鈍にぶい音が走る。

「っぁ──」

　跳とんだ瞬しゆん間かんを狙ねらわれた体は、両足がついていないために車にでも撥はねられたかのように飛ぶ。そのまま、机の列に頭から突っ込み、盛大な音を立てた。辛かろうじて桟さんに引っ掛かかっていたバイクがヒツギに弾はじかれた机に押され地に落ち、光源を失う。また、衝しよう撃げきで仕掛けられていた罠わなが作動したのか、先ほどと同じ箒ほうきに錐きりを取りつけたものが三つ、追い打つように振ふり下ろされる。

「、ぐっ」

　何とかそこから逃にげようと這はいずるように場所を移動するも、到とう底てい箒の速度には追いつけず逃げ遅おくれた左の腕がそのギザギザとした化け物の顎あごに喰くらいつかれた。

　偲は、その光景を目まの当あたりにして、ようやく痺しびれの抜けた体を起こし立ち上がろうとするが、手て錠じようがそれを阻はばむ。

「やめろ、故不院、やめろっ！　もうやめてくれっ」

　叫さけんでも、もはや埋は取り合うことすらしない。

　少し寂さびしげに、自分を信しん頼らいしてくれという光を宿した眼まな差ざしが、チラと彼に向けられるだけで、それもすぐに眼前の敵であるヒツギへと戻ってしまう。

「くそっ！」

　もう言葉では止まらない。ようやくそのことを悟さとった偲は、手錠の解かい錠じようを試みる。しかし鍵もない状態ではその縛いましめが解けるはずもなく、冷たい金属の温度は離はなれることもない。それでも、これをどうにかしないことにはろくに動くこともできない。

　何か、手て錠じようを壊こわせるものを。

　縋すがるように視線を周囲に這はわせ、偲しのぶはそれに気がついた。

　先ほどヒツギが埋まいに向かって投げ、金かな槌づちに当たり負けして弾はじかれ落ちた、メス。

　そのわずかな光明に、即そく座ざに偲は飛びついた。

　繫つながれた左手で拾い上げた金属片を口にくわえ、首を捻ひねり──、振ふり下ろす。




　机を挟はさんだその向こうでは、ヒツギがゆっくりと立ち上がっているところだった。

「どんどんやり方、が泥どろ臭くさくなってい、くわね……」

　言葉こそ普ふ段だんのままだが、声にこもる力は若じやつ干かん弱く、言葉の区切りもおかしかった。箒ほうきに喰くわれた左腕うでの傷よりも、椅い子すで殴おう打だされた左肩かたの覚える違い和わ感のほうがダメージとしては大きい。それでも感覚に断線はなく、痛みは十分堪こらえられる。一番の懸け念ねんは机に突つっ込んだときの後頭部への衝しよう撃げきだったが、少なくとも今のところは目立った外傷も影えい響きようもない。だからといって良いはずもなかったが。

「ったく、なんでこんなことになっているのかしら」

　苛いら立だちを呟つぶやきで吐はき出し、現状を再認にん識しきする。

　状じよう況きようは、圧あつ倒とう的に不利な方向に傾かたむいていた。

　満まん身しん創そう痍いというほどではないが、少なくとも五体満足とはいえない。

　対して埋のほうはほぼ無傷に等しい。

　さらに言えば、教室内にはまだ罠わなが仕し掛かけられているだろう。戦力差でいえば、圧倒的に埋が優位に立っていた。

「あは。気分はどうかな？　自分が殺されることを、理解できたかな。お前は、どう足あ搔がいてもわたしには勝てないんだよ。どう頑がん張ばっても、わたしを止めることはできないんだよ。なんでかわかる？　動機が、理由が、お前には圧倒的に足りないもの。お前はなんでここにいる？　お前はなんでここに来た？　わたしは、偲ちゃんのためにここにいる。偲ちゃんを助けるためにここにいる。お前みたいな、どうでもいい理由で、ここには立っていないんだよっ！」

　大きく椅子を振りかぶり、重力に引かれるがままにヒツギに向かって叩たたきつける。ヒツギは転がるようにして埋の脇わきへと回かい避ひする。その左足が、飛来した矢に貫つらぬかれ止まった。ふくらはぎから貫かん通つうした矢を躊ちゆう躇ちよせずに引き抜いたヒツギの長い黒くろ髪かみを埋が乱暴に鷲わし摑づかみにし、自らに引き寄せる。空いた手にはスタンガンが準備万ばん端たんと、構えられていた。

　両者ともに引かず怯ひるまず、視線がぶつかり合う。

「お前に、お前なんかに、偲ちゃんの横にいる資格は、ない」

「そんなの、必要なものかしら。事実として、アレはあたしのモノなんだから」

「うるさい、うるさいうるさいうるさいっ！」

　スタンガンを握にぎった右の拳こぶしがヒツギの顔を殴なぐりつける。手加減をせずに振ふるわれた拳は、ヒツギのみならず埋まいの手さえも壊こわしてしまいそうな力がこめられていた。

「そんなの認めない、認めるもんかっ！　なんでお前が、お前なんかがっ！」

　熱くなる埋を横に、ヒツギは埋の言葉に耳を傾かたむけてはいなかった。彼女にとって優先すべきは、あの言うことを聞かないヤツを連れて帰り躾しつけをすることである。わけのわからないことを喚わめく人間など相手をする意味はない。狂きよう人じん相手に議論をするなどということは、どれほどに元気があり余っていてもごめんである。ましてや今は様々な箇か所しよに支し障しようが発生しているのだからなおさらだ。

　彼女の視線は事態を打開する手がかりを求めて教室内を忙せわしなく動き回っていた。確信があったわけではないが、あってもおかしくはないと思っているモノを、探す。

　それはすぐに見つかった。

　そして、その近くで何かをやっているアレの姿も。

　まったく、何をやっているのだ、と思うも、それに対する叱しつ責せきは後でいいだろうと思考を戻もどす。この場を切り抜ぬける方法を構築し、行動を開始する。

「付き合って、られない、わね──っ！」

　埋の言葉を遮さえぎるように、ヒツギは右手で埋の左肘ひじを力任せに叩たたきつける。下から突つき上げる衝しよう撃げきにわずかに髪かみの拘こう束そくが緩ゆるんだ。その隙すきを見逃のがさず、髪の毛が抜けるだろうことを少々苛いら立だたしく思いながら、身体からだを引き剝はがし教室の後ろへと転がり間合いを取る。ぶつけた額と蹴けられた後頭部が鈍にぶく痛んだがそれも我が慢まんした。埋の振るったスタンガンがわずかに遠くで空振りする。しかし目的の場所まで下がることはできた。

「本当、付き合ってられないわ」

　口の中を切ったのか、滲にじむ血の味の不快さを嚙かみ殺しながら、言葉を口にする。それに合わせて、相手に気取られないように、先ほどの争いで列が乱れてできた机の脚あしが林のように乱立したところ──、死角に転がり込んでいたそれへと左手をゆっくり伸のばす。

「余計な怪け我がするわ、髪は毟むしられるわ。所有物を拾いに来ただけなのに、こんな、子供の癇かん癪しやくの相手をさせられているかと思うと、心底やってられないわよ」

　それは相手の注意を引くための、いわば時間稼かせぎの発言であったが、内容は彼女の本心そのものであった。馬ば鹿からしくてやっていられない。心の底から、そう思う。

「子供の、癇癪？」

　自分が何を言われたのか、確かく認にんするように埋が言葉を反復する。呟つぶやかれたその言葉に対してヒツギは首しゆ肯こうし、さらにその意味するところを指し摘てきする。

「自分の思いどおりにならなかったから全部ひっくり返して、気がついたら上う手まくいきそうだったからまた手を出して。でも結局、失敗しそうだから八つ当たり。こんなもの、子供の癇癪以外の何だっていうのよ」

　ヒツギは、偲しのぶと埋まいのやり取りを聞いていたわけではないが、ここまでの埋の言動と直前までの偲の様子から推すい測そくして、そういうことだと考えていた。理解に達した埋が反論をしようとする呼吸を読み、絶ぜつ妙みようのタイミングで自らの言葉を捩ねじ込む。

「逃にげてきたんでしょう？　逃げ続けてきたんでしょう？　本当に望むものからは目を背そむけて、絶対に手が届く張はり子この願いばかりを求め叶かなえ続けてきたんでしょう？　それなら手が届くから。高望みして手が届かず落ちて怪け我がすることもないから。そうやって居い心地ごこちのいい世界をつくりそれこそが自分の理想の世界だと自分を誤ご魔ま化かしてきたんでしょう？　ねぇ、裸はだかの王様」

　口の動きとは分ぶん離りして、左の指先がそれに触ふれる。

「お前に、わたしの何がわかる！」

「わからないわよ、そんなもの。それはあんたにしたって同じでしょう。そっくりそのまま、言葉を返すわ。あんたにあたしの何がわかる。確かあんた、さっきあたしがここにいるのはどうでもいい理由だって言ったわね。冗じよう談だんじゃない、どうでもいい理由や動機なんかで、どうしてこんなところにいるものですか。あたしには、ソイツが必要なのよ。あたしの目的のために」

「そんなの、そんなのに！　わたしの想おもいが負けるものかっ！」

「舐なめないで欲しいわね。こっちは命かけてんのよ。こっちこそ負けるわけにはいかないわ」

　静かに猛たけるヒツギに反応するように、それと意識が同調し通じる。

　反はん撃げきの準備を整えて、そして宣言した。

「だから、返してもらうわ、アレは！」

　悲鳴をあげる左腕うでを、横よこ薙なぎに振ふるう。

　何も持っていないはずの一撃は、ハッタリであると埋は判断した。しかし、反射的に身体からだが勝手に動き、何かから身を守るように右腕を前方に突つき出してしまった。そこに、痛みが殺さつ到とうする。ギリギリと内側がわから締しめ上げる痛みが、突き出した腕の指先から二の腕までを侵しん食しよくする。

　想定外の唐とう突とつな痛みに、思わずスタンガンを取り落としてしまう。

「──っ！　何っ!?」
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　危害を加えられたことを感知して、その痛みから逃のがれようと腕を動──動かない。痛みが酷ひどくなるばかりで、むしろ逆効果のようだった。理解不能の現象に晒さらされた右腕を助けようと、左手が動こうとするのを、ヒツギが静止させる。

「やめたほうがいいわよ。無理矢理に剝はがそうとすれば右腕は使い物にならなくなるわよ」

　肩かたの位置に持ち上げられたヒツギの左手の指先から、細い糸のようなものが伸のび、埋の右腕に突き刺ささっている。細長く伸びつつも人体を傷つけるに足る硬こう度どを保持している糸は、その傷口から右腕内部に入り込み、中から埋を拘こう束そくしていた。

「本当、最悪だわ。こんなふうに使わなくちゃいけないなんて」

　最悪、ともう一度付け足すヒツギを、埋が今なお闘とう争そう心を失わぬ目で睨にらみつける。

「これが、お前の奥の手、ってこと？」

「奥の手でも切り札でもなんでもない、単なる下げ策さくよ。本来はこんなことに使うためのものじゃないのよ、これは。確かに、奥の『手』というのは、言い得て妙みような表現かもしれないけどね」

　自分の横手に転がっている、氏しか姓ばね偲しのぶの腕うでを気だるげに見、軋きしむ身体からだを持ち上げる。

「精神感応性金属。といってもあんたにはわからないでしょうけれどね。要するに、人の意思や思考に反応して形状を変える金属ってこと。それを細く糸状に加工して、あんたを内側がわから縫ぬわせてもらったわ。本来はこんな野や蛮ばんなことに使うものじゃなくて、死体を動かすために使うものなんだけれどね。ああまったく、美術品の壺つぼで殴なぐるような不細工さだわ」

　それが死体を動かすためのものであるということは、当然、動く死体であるところの氏姓偲にも使用されているということであり、たとえ切り離はなされたとしても、そこにそれは残り続ける。その切り離された腕に内蔵されていた精神感応性金属──人の意思や思考に反応する金属──をヒツギは金属糸に変え、それをもって埋の腕を縫ほう合ごうした。

　ただそれだけのことだ。

「さあ、これで終わり──」

　立ち上がり口にする、ヒツギの終戦宣言を。

「まだだよ！　まだ、こんなことじゃ、終わらない！」

　埋まいの絶ぜつ叫きようが拒きよ絶ぜつする。

　拘こう束そくされている右腕うでを、力任せに螺ら旋せんの束そく縛ばくの中から引き摺ずり出そうと試みる。

「あ、が、が、ああはぁぁぁぁぁぁぁっ」

　ヒツギの忠告したとおり、内部の千切れる音が、感かん触しよくという形で埋まいの耳に聞こえてくる。その破損に見合わず、それでも右腕は動かない。

「無む駄だよ、いくら細いとはいえ、金属だもの。力任せじゃ──」

　それはヒツギにとって誤算だった。

　埋の『力』の根本──源泉となっている彼女の『想おもい』の強さ。

　どれほどに歪ゆがみ捩よじれ負に位置するものであろうが、想いとしての強さには正負も善悪も関係なく、ただ強弱のみが如によ実じつに現れる。そして埋のそれは、ヒツギの想像を遥はるかに超こえるものであった。金属糸を繰くることに練れん熟じゆくしているヒツギがその糸に這はわせた精せい緻ちで効率的な意思を、それこそ力任せに征せい服ふくし、吞のみ込む。

「あああああああぁぁぁぁっ！」

　断だん末まつ魔まにも似た叫さけびとともに、ヒツギと埋を繫つなげていた糸がボロリと朽くち落ちたかのように切断される。ヒツギに見える変化はそれだけだった。それでも問題はないはずであった。ヒツギの意思により埋を内側がわから縫ぬい繫ぎ止めていた金属糸は、その繰り主から切り離はなされたとて形状を変えることはない。金属が熱を加えなければ容易に形を変えないのと同様に。ゆえに、それでも右腕の拘束は外れない、はずであった。しかし、切れないはずの糸を切った埋の意志は、自らに嵌はめられた枷かせすらをも、喰くい千切る。

　その様子に、なにより驚きよう愕がくを覚えたのは、それが不可能事に近いということを知っているヒツギであったが、納なつ得とくのいく理由はすでにそれとなく嗅かぎ取っていたために、口をついて出たのは感かん嘆たんにも似た悪態だった。

「はっ、まるで化け物じゃないの、これは」

　あるいは、その特性は、アレと対極にして同一のものか。

「負けない、負けるものか、だって、わたしはぁっ！」

　内出血の激しい傷ついた右腕を、天てん井じように向かって掲かかげる。

　音が重なり、ヘリの羽音のような爆ばく音おんが響ひびく。

　一いつ斉せいに。

　教室の後ろに備えつけられていた、生徒用ロッカーの扉とびらが、開く。

　その黒々とした小さな洞ほら穴あなからはボウガンの矢が覗のぞき。

　その射線は教室を隙すきなく隈くまなく。

　目につくもの、すべて。

「死ねえええええええぇっ！」

　自らをも射線に含ふくめた、なりふり構わぬ一いつ斉せい射しや撃げきのトリガーを、引く。

　ヒツギは、反応できない。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくして、舌打ちする暇ひまもなく。

　埋まいの、必殺の念で引かれた弓から、憎ぞう悪おの情で研といだ矢が、解放され。

　殺意の群れが殺さつ到とうする。




　そんな、誰だれ一人として動くことのできない必死の状じよう況きように、偲しのぶは飛び込んだ。




　床ゆかを蹴けり、ヒツギに向かって押し倒たおすように、身を投げる。

　そこに。

「っだっぁっ！」

　矢が、突つき刺ささる。

　肩かたに腕うでに背に足に、合計して十本近くの矢が、偲の身体からだを穿うがつ。

「ってぇ、痛ぇっ、痛えぇぇっ！」

　その英えい雄ゆう的な行こう為いとは対照的に、あまりにも様にならない叫さけび声ごえをあげて悶もん絶ぜつする。空から振ぶりした他ほかの矢は、室内にバラバラと突き刺さり沈ちん黙もくした。

「死ぬほど、痛ぇ……」

　落ち武者の死体のように、背中から矢を生やして倒たおれたまま、偲は吐はき捨てる。

「な、んで──」

　偲に対して投げかけられた疑問に対して、己おのれの左腕を掲かかげることで示してみせる。

「手て錠じようなら、外させて、もらった。さすがにメスで、おまけに口にくわえた状態じゃあ手錠を壊こわすことはできなかったが、それでも、身体からだのほうはよく切れた、ぜ。頭おかしくなるかと思うくらいに、痛かったけど、な。それも今ので全部ごちゃ混ぜになっちまったけど」

　そう言う偲の左の手は、親指の付け根辺りの肉がごっそりとなくなっていた。その下にある骨の白さが暗くら闇やみに映はえる。偲は、手錠を壊すのではなく、手錠の穴に手のサイズを合わせることによって、あの拘こう束そくから脱だつした。何分、口にくわえてしかメスを使えなかったので時間はかかってしまったが、どうやらまだギリギリのところで間に合うことができた、と心の中で安あん堵どする。まだ、止められる。いや、止めてみせる。そう強く決意し、幼おさな馴な染じみに呼びかけた。

「故こ不ふ院いん──」

「そういうことじゃ、ないよ！」

　偲の声を、埋の叫さけびが搔かき消す。

「そういうことじゃ、ないんだよ！　なんで？　なんでっ!?　なんで、偲ちゃんはそいつを、そんなやつを庇かばうのっ!?」

「そういうつもりじゃ、なかったんだけどな」

　偲は別にヒツギのみを庇ったわけではない。射線上のヒツギの向こうには、彼女と対たい峙じしていた埋もいた。偲としては、身を挺ていして守ったのは二人というつもりだったのだが、それが埋の目にはヒツギを庇かばったというふうに映った。

　そのことが、埋まいには我が慢まんならなかった。

「じゃあアンタ、どういうつもり……」

「悪ぃ、お前はちょっと黙だまってろ」

　余計なことを言われる前に、口頭で制止する。当然、それに対してヒツギがさらに抗こう議ぎの声をあげるかと思われたが、言葉の裏にある迫はく力りよくに押されてか、珍めずらしく口を噤つぐんだ。

「おれはさ、誰だれを守ったとか、誰を助けたとかじゃなくてさ。これ以上、誰も傷ついて欲しくなかったから、動いたんだよ。まあ、ちょっとばかり遅おそかったみたいだけどな──、でもまだ手て遅おくれじゃない」

「偲しのぶちゃん、なに言ってるの？　誰も傷つけないとか、そんなのおかしいよ。だって、そいつは、偲ちゃんを元の世界に戻もどさせない、悪い奴やつなんだよ？　そいつのせいで、偲ちゃんは元の生活に戻れないんだよ？　なんで、そんな奴を、偲ちゃんが助けなくちゃいけないの？」

　そもそもの原因は埋なのだが、今いま更さらそんなことを指し摘てきしたところでどうなるものでもない。

　もはや終わったことは終わったこと。

　少なくとも、彼の身の回りで起きたことに関しては、そう捉とらえることにした。

　殺されたことも。

　解バラされたことも。

　覇は曲まがり恋こい文ぶみと唸うな吠ぼえ去殺こころに関しては、自分のことではないので許すことも認めることもできなかったが、それでも怒いかり以上の何かを覚えることはない。そしておそらく、その怒りすらも蠟ろう燭そくの炎ほのおが消えゆくように次し第だいに小さくなってしまうのだろう。

　そのことを考えると薄うすら寒くなる思いであったが、いずれにしろこの場において、彼にとってはヒツギも埋も同様に、守るべき対象であることに変わりはない。

「これで言うのは、何度目だか忘れたが、おれは元の生活に戻る気はない」

「だから！　それがおかしいって言ってるんだよ！　元の生活に戻りたくないなんて、そんなことあるわけない、そんなのあっていいわけがないよ！　だってそうでしょ？　そんないきなり、今までを捨てられるなんて、おかしいもん！　それとも、嫌いやだったの？　今までが、生まれてからの今までが、嫌だったのっ!?　わたしも、嫌だったの？」

「そんなこと、一言で言えるか。嫌なこともあったし、嬉うれしいこともあった。ムカツくことだって、楽しいことだって、そりゃ十六年近くも生きてきたんだ色々あるってぇの。未練ならタラタラだし、戻れるっていうなら、戻りたいさ。そういう気持ちは、たぶんある」

「だったら！」

「確かに、まっさらな状態だったら、まだ誰とも何の関係もない状態だったら、それもできただろうな。いや、そうしただろう。でも今は違ちがうから。こいつと、約束を、絶対に破らないって決めた約束をしちまったから。それはたぶん、戻りたいという気持ちよりも強いものだから、おれは戻もどらない」

　言葉では止まらないと思ったが、それでも偲しのぶは言葉で彼女を止めたかった。

　彼には、自分に好意を寄せてくれている幼おさな馴な染じみを傷つけることは、できなかった。

　それが自分を殺した犯人だとしても、そしてまた横にいる少女を殺そうとしているとしても。

　だから、何度でも言うつもりだった。

　埋まいがわかってくれるまで。

　埋が理解してくれるまで。

　埋が納なつ得とくしてくれるまで。

　無む駄だだろうが聞き入れなかろうが、その言葉が意味を成すまで、何度でも。

　そうやって決着をつけることが、元の世界から離はなれていく責任なのだから。

　しかし。

　故こ不ふ院いん埋がそんなものを受け入れることができるはずもない。

「そんなの！　偲ちゃんが守る必要なんてない、守る義務なんてない！」

「そうだよ。だから、これは義務なんかじゃなくて、おれの意志だ」

「その意志は、十五年を、わたしと過ごした時間を、わたしを捨てるんだ！」

「違ちがう、そうじゃない。これは普ふ通つうに、お別れってことなんだよ。どこにでもある、これから先無数にあって、今までだってたくさんあった、別れのひとつなんだよ。捨てるとか、どうでもいいとか、右か左か、有りか無しかなんていう、二に者しや択たく一いつの話じゃねぇんだ」

「でも偲ちゃんは選んだ！　わたしじゃなくて、そいつを、その女を選んだ！　それはつまり、そういうことでしょっ!?　わたしなんかより、そいつのほうが大切だって、そういうことでしょっ!?　今までを全部、捨てるってことだよ！　そんなの、やめてよ、やめてよぉ！」

　その拒きよ絶ぜつの言葉が偲の感情を一気に沸ふつ点てんまで押し上げる。

　出さないと誓ちかった手が、その感情に押されて出るよりも先に。

　パンと、乾かわいた音が、埋の頰ほおから聞こえていた。

　平手を打ったのは、ヒツギ。

　その行動に対して、三者三様にその細び微さいは異なれども、いずれも驚おどろきを覚えていた。
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「本気でそう考えているのなら、あんたの言う十五年間なんて紛まぎれもなく塵ちりじゃない」

　埋も、偲も、静かに口を開いたヒツギの迫はく力りよくに押され動くことができない。

　そして、それはヒツギにしても同様であった。

　自分が何を否定し、何に抗こう弁べんしようとしているのか、自身でもわからなかった。

「あんたには、コイツがどう見えているの。あんたの知っているコイツと、今のコイツは、まったくの別物──変節しているように思えたの？　違ちがうでしょう。そんなはずないでしょう。だってコイツは、生前と変わらない自分であろうとしているんだもの。馬ば鹿かみたいに、馬鹿正直に。変化を受け入れるほうが楽なのに、それでも生前のままであろうとしているのよ。そんな人間が、生前を捨てられるわけないでしょう。捨てるというのなら、それはあんたのほう。あんたこそが、生前のコイツの在り様を忘れて、捨てようとしているのよ。本当にわかっているなら、そういう人間ではないということを理解しているはずだものね。少なくともあたしにはあんたがそういう理解をしているようには見えない。そんなヤツが何を言う、よ」

　……何か、コイツを擁よう護ごしている気がする。

　ということを考えてしまったのかはともかく、ヒツギは締しめに言葉を付け足す。

「自分のモノにケチつけられて、黙だまってられるほどにあたしも寛かん容ようじゃないのよ」

　それで終わりだと。

　自分には関係のないことだと言わんばかりに、ヒツギの視線は埋まいから外れた。

　後を託たくされた形になる偲しのぶは、ヒツギのせいで幾いく分ぶんか毒気が抜ぬかれた心持ちになりながらも、自身の内にあった想おもいを、怒いかりの熱が冷めやらぬうちに言葉にする。

「大切だとか大切じゃないとか、勝手に決めつけてるんじゃねぇよ。そんなこと、一度でもおれはお前に言ったかよ。一度でもそんな素そ振ぶりをお前に見せたかよ。そもそも、どちらかが大切だったら、もう一方やその他大勢は大切じゃないなんてことになるのかよ」

　なにより、悔くやしかったのだ。

　確かに、偲は埋のことを異性として見てはいなかったが、それでも大切には思っていたのだ。

　誰だれよりも温かく、誰よりも明るく、誰よりも優やさしく、ともにいてくれたことを、いつも感謝し、それと同じくらいに、彼女のことを大切に思っていたのだ。

　そのことは口に出したことはなかったけれど、伝わってくれればいいと思いつつも伝えようとしなかったけれども、そしてそれは埋まいの好意と同じで、相手を責めるのはお門かど違ちがいであると思っていたけれども、それでも。

　そんなふうに言われて、悔くやしかったのだ。

「今でもお前は、おれにとって大切なヤツなんだよ！」

　その、初めて口にする彼の言葉を、彼女は。

　拒きよ絶ぜつする。

「そんなの、いらない、そんなの、いらない、そんなの、いらない！　大切なんていらない、大切なんかじゃなくていい。そんな言葉で片付けられて、偲しのぶちゃんがどこかに行っちゃうなら、そんなものはいらない！　だってわたしが、わたしが欲しいのは、誰だれの横にもいない偲ちゃんなんだからぁ！」

　叫さけぶと同時、床ゆかに刺ささっていた矢の一つを引き抜ぬき、その突とつ端たんをヒツギへと向かって突つき出す。その一いち撃げきを、飛び込んできた偲の左腕うでが防ぎ、そして矢はそれを貫つらぬいた。

「あ、あ、あ、ああぁぁぁぁぁっ！」

　それが当然とばかりに、泰たい然ぜん自じ若じやくと存在するヒツギと、彼女を庇かばう偲。

　埋の目には、その二人の間に何か、絆きずなのようなものがあるように、見えた。

　生まれたときから自分にもあり、そして今もあると思っている、絆が。

　なんで、ある。

　なんで。なんで、なんで。なんで隣となりに居る。なんで隣に誰か居る。なんで隣にそいつが居る。なんで隣にお前が居る。なんで親しそうに彼と話している。なんで味方のように振ふる舞まっている。なんで自分のモノのように彼を扱あつかう。なんで自分の邪じや魔まをする。なんで彼を知らないお前が我が物顔で振る舞っている。なんで理解者面づらしている。なんでお前に非難されなくちゃならない。なんでお前の世界に彼が居なくちゃならない。なんでお前が彼を引き留められる。

　なんで、〝わたし〟がそこに居ない。

　決まっている。

　ヤツが、そこに居るからだ。

　思考が目的が動機が原因が原理が理り屈くつが理由が感情が言葉が。

　埋を構築していたものが、一気に。

　崩くずれ去る。

「ふざけんな、ふざけんなふざけんなふざけんなふざけんなふざけんなぁっ、それはオマエにあるようなものじゃないオマエにあっていいものじゃない、わたしにあるもの、わたしだけにあるものだ、その汚きたならしい手で触さわるな土足で勝手に踏ふみにじるな、オマエにそんな権利はないオマエにそんな自由はない、死ね、死ね、死ね、死ね、死ね死んで、死んでよ、イライラする気持ちが悪い気持ちが悪い気持ちが悪い、もう、収まらないじゃない、普ふ通つうに死んでくれるだけじゃあ収まらないじゃないっ、腱けんを切って爪つめを剝はがして指を折って耳を削そいで鼻を削けずって眼球を抉えぐって腹を割って血を噴ふん出しゆつさせて皮を剝いで骨を砕くだいて肉を裂さいて脳を潰つぶして、全身切り刻んでも足りないよっ、どうしてくれる、どうしてくれるんだよこれは、この気分の悪さは、ああ、ああもう、蛆うじ虫むしがなに人間面づらして一丁前に話してるんだよ、潰せば死ぬのかな、踏ふめば黙だまるのかな、ぐっちゃぐちゃにして、磨すり潰してひき潰して犬の餌えさにでもすれば少しは楽しくなるのかな、それともその手首を切り裂いてその血をオマエに飲ませれば少しは面おも白しろくなるのかな、ううん駄だ目めだ、それじゃあ全然駄目だよ、考えても全然ちっとも面白くも楽しそうでもないよ、なんで、なんでかな、どれだけやっても気持ちの悪さが収まらないよ、何回殺しても気持ちが全然晴れそうにないよ、ねぇ、偲しのぶちゃんは、偲ちゃんは、どうすればいいと思う、どうして欲しい、考えてよ一いつ緒しよに考えてよ、一緒に考えようよ、だって、偲ちゃんは違ちがうでしょ、そこにいるべきじゃないでしょう、本当はいたくないんでしょう、わかってるよ、わたしはちゃんとわかってるよ、だったら、だったら、なんで答えてくれないの、なんでそんな目でわたしを見るの、笑ってよ、一緒に笑ってよ、そんな顔しないでよ、わたしは、間違ってないでしょう、わたしはあってるでしょう、だってそんなの偲ちゃんじゃない、あ、あ、あー、あーそっか、そっか、そうだよね、そうだよね、きっとソイツに何かされたんだね何かされてるんだね、何、何を言われたの、何を吹ふき込まれたの、何を騙だまされてるの、何を勘かん違ちがいしているの、ねぇ、ねぇっ、何か言ってよ、何か、言ってよぉっ、わたしは、偲ちゃんのためにやってるんだよ、偲ちゃんがこっちに戻もどってこれるようにしてるんだよ、間違ってないでしょう、褒ほめてよ、優やさしい言葉をかけてよっ、そんなところにいないでこっちに、わたしの横に来てよっ、わがままは言わないから、好きになってくれなくてもいいからっ、遠くで偲ちゃんが笑ってるところを見てるのを許してくれるだけでいいからっ、お願いだからこっちに来てよ、来れないの、来てくれないの、やっぱり、ソイツが、ソイツが悪いんだね、うん、うん、わかった、偲ちゃんの気持ちは、ぜぇーんぶ、わかったよ、うん、もう何も言わなくていいよ、ちゃんとわたしがしてあげる、偲ちゃんの考えてることがようやくわかったから、ぜぇんぶ、叶かなえてあげる、すぐにするよ、すぐにしてあげるよ、まどろっこしいことはやめるね、そうだよね、結局はソイツを殺しちゃえばいいんだもんね、わかったよ、偲ちゃんがそうして欲しいって言うなら、ううん、言わなくてもわかってるからしてあげる、えへへ、頑がん張ばるよわたし。殺すから殺すから殺すから殺すから殺すから殺すから殺すから殺すから殺すから、殺すからっ！」

　頭を抱かかえ、左右に体を振ふり、誰だれにともなく話しかける埋まいに対して、そのえも言われぬ迫はく力りよくに吞のみ込まれかけ声をかけることを躊躇ためらう偲の手を、ヒツギが引く。

「好きなだけ吠ほえるといいわ。あんたの言うことなんてすべて、所しよ詮せんは願望を妥だ協きようした負け犬の遠とお吠ぼえよ。それに、何を言おうがコレは」

　引いた手を、そのまま強く握にぎった。

「あたしのモノなんだから。あんたなんかに、渡わたすものですか」

　その一言に、埋まいの意識が向く。

　繫つながれた手を見て、絶望の表情を浮かべた。

　その様子を見たヒツギの中から、埋に対する興味が急速に失われていく。

　さっさとその場から立ち去ろうと敗者に背を向けたヒツギの背後で。

「やり直し」

　カチリと、何かの音がした。

　変化は、ない。

　目に見えた変化は。

「あは」

　埋の表情は、スイッチで切り替かえたように笑え顔がお。

　その笑顔が不気味だった。

　動けずにいた偲しのぶが、問う。

「お前──埋、何を、した？」

「あー、懐なつかしいね、その呼び方。もっと、もっと呼んで？　わたしの耳に、記き憶おくに、残して？　永遠に聞けなくなっちゃう前に、もっと、もっと、もっと、もっと、もっと！」

　求める埋に押されて、偲は空気とともに声を吞のみ込む。

　事態はまた不ふ鮮せん明めいになっていく。ボウガンの仕し掛かけのこともあり、無む闇やみに動くことを警けい戒かいさせる。ここまで散々キれてきていた埋だが、今度のそれはさっきまでのそれが可愛かわいく思えるほどに、得え体たいの知れない不気味さを内包している。ヒツギもその場で足を止め、埋へと視線を戻もどした。

　偲は戸と惑まどい、ヒツギは睨にらみつけ、埋は受け流す。

　そんな三さん竦すくみの状態を打破したのは、臭においだった。

「っ、この臭いは」

　何かを嗅かぎ取ったヒツギの表情から偲もまた後を追い、それを嗅きゆう覚かくに感じる。

「ガソリンッ、か!?」

　あの独特な臭しゆう気きが、空気中に漂ただよっている。

「どこだ、どこからそんなもの」

　周囲を見回す。しかしどこにも、そんな臭いを発するようなものは見当たらない。

　いや、そんなことより。そんなものを探したところで、意味はない。問題は、これが何を意味するのかということ。臭気がするということは、気化しているということ。そしてガソリンの使い方。火。火をつける。だが、だけど、だけれども。

　爆ばく発はつ、という単語が脳裏をよぎる。

「心中でもする気かしら」

「まっさかぁ。死んじゃったら、偲しのぶちゃんを独ひとり占じめできないもん。わたしは何が何でも生き残って、偲ちゃんと一いつ緒しよにいないといけないの」

「じゃあ、これは脅おどしということね」

「ううん、違ちがうよ。ちゃんと、火はつけるよ」

「火をつけるって、そんなことしたらお前まで──」

「だから、こうするんだよ」

　埋の行動は、早かった。

　満まん身しん創そう痍いのはずの体が、唐とう突とつに動き出す。

　傷など一つもないのではないかと思うほどの速度で一気に、先ほどバイクが突つき破った窓へと駆かけ寄り、そのまま速度を落とさずに、窓の外へと頭から突っ込み身を投げる。桟さんに残っていたガラス片が埋まいの身体からだを傷つけ、赤い線が夜よる闇やみに投身の軌き跡せきを描えがく。

「っ！」

　手て遅おくれの制止か、無意味な驚きよう愕がくか、何か言葉を発しようとした偲の視線と、勢いあまり空中で仰あお向むけにひっくり返った埋の視線が交差する。にっこりと、まるで天国の存在を信じ現世から逃にげるために自殺する人間が浮かべるような、満足と安らぎを浮かべた表情がそこには浮かんでいる。己おのれの血に塗まみれた唇くちびるが、音もなく動き、言葉を伝える。




　必ず、迎むかえに、行くから、待ってて、ね。




　言葉が終わると同時に、その手元から何かが投げられる。

　緩ゆるやかな放物線を描くそれは、教室の中に入る直前までのわずかな時間で視し認にんすることができた。火のついたライター。それが、気化したガソリンの混在する空間に向かって、投げ入れられる。反射的に体が動いた。伏ふせろや逃げろなんて叫さけぶ暇ひまもない。




　炎ほのおが破は裂れつし、紅ぐ蓮れんに爆ばく裂れつした。











エピローグ　宴うたげのあとしまつ






　意識の覚かく醒せいは唐とう突とつだった。

「あー、あ？」

　断線していた記き憶おくが光速で搔かき集められ繫つなぎ合わせられ補足されていく。

「……そっか、戻もどってきてたんだったな」

　というわけなのだった。

　少々わかり辛づらいので、もう少し補足すると。

　故こ不ふ院いん埋まいの引き起こした教室爆ばく破はから無事、二人は生き残っていた。火がついたガソリンの勢いこそ物もの凄すごかったものの、爆発そのものは、バイクの突とつ進しんや罠わなの影えい響きようで教室そのものの密閉性が下がったため、威い力りよくは低かった。それでも残っていた窓ガラスの悉ことごとくが割れ机は吹ふっ飛び、ヒツギを庇かばった偲しのぶの背中は焼け、教室は復旧しようがないほどに破は壊かいされてしまっていた。ご丁てい寧ねいにスプリンクラーまで切られており、もはや一個人でどうにかできるものではなかった。そんな中、二人は何とか教室から逃にげ出し学校からも退たい却きやくし。

　その後、バイクでヒツギを送りに来ていた冥めい途どと合流して、徒歩で帰宅──となる。

　帰り道の途と中ちゆうで、今回の事件のあらましを問われるともなしに語ったことも覚えている。どちらも性格上慰なぐさめてくれはしなかったが、別にそんなものを求めていたわけではないので特に気にはならなかった。胸に溜たまった澱おりをただ吐はき出したかっただけなのかもしれない。

　ともあれ、屋や敷しきの大扉とびらを開けたところまではしっかりと覚えていて。

「で、そこから記憶がねぇってことは、そこでオちたってことか」

　記憶同士の接合と照合に成功し、現在の認にん識しきに取りかかる。

　部屋の中は明るく、すでに外は朝になっているようだった。ようだった、という推すい測そく交じりの表現になっているのは、見える範はん囲いに窓も見当たらず、外の様子をしっかりと窺うかがうことができないためである。しかし玄げん関かんロビーではないことは確かだったので、落ちた後どこぞに運ばれたのだろう。

「っていうか、おれはこれ、どうなってるんだ？」

　偲は、椅い子すに前後逆で座っている状態だった。顎あごの下には背もたれがある。右腕うでは記憶が途と切ぎれる前と同じく無く、上半身はどういうことだか衣服の一いつ切さいを剝はぎ取られていた。爆発のせいで背中回りは一番炎ほのおのダメージを負っていたので、おそらくほとんど燃え尽つきてしまって服として機能しなくなったから捨てられてしまったのだろう。ところで、

「背中がすげぇネチャネチャしている気がするのはなんで？」

　ネチャネチャどころか、背中をナメクジか何かが這はいずり回っているような感覚がある。もう少しプラス印象修正をかけるなら、泥どろパックとかオイルマッサージとかいったふうだ。気持ち悪いといえば気持ち悪い、気持ちいいといえば気持ちがいいような──

「ぶつぶつと煩うるさい」

　ビダンッと背中に紅葉もみじかもみじ饅まん頭じゆうでも残りそうな勢いで叩たたきつけられる手のひら。

「────っつぅ！」

　矢の傷跡あとと火傷やけどが刺し激げきされ、言葉にならない痛みが背中を走る。それは向こうもわかっているだろうに、気き遣づかうことなく平手をかました手を乱暴に背中で走らせる。

「こっちは帰ってきてから一いつ睡すいもせずにアンタを直してるっていうのに、吞のん気きに眠ねむるとはいい気なものね。機能上仕方がないとはいえ、そのくらい忠義心があるならどうにかしなさいよ」

　不ふ機き嫌げんそうな声はいつものことなのだが、今の声はまた一段と不機嫌そうだ。本当に寝ね不ぶ足そく気味なのかもしれない。そう考えると申し訳なくも思う。

「お前が頑がん張ばってくれてるのに寝たのは悪かったけどさ。そんなに眠いんなら後回しにしてくれてもよかったんじゃないか？」

　肉体的に死んでいる偲しのぶは、どれほど人間においての致ち命めい傷しようを負おうが大たい抵ていの負傷は存在に影えい響きようは及およぼさない。つまりは基本的に手て遅おくれというものもないということなので、いくらでも後回しにできるのだが。

「あたしの作品をそんな不完全な状態で放置しておくなんて我が慢まんがならないわよ。それと、頑張っているって言うのはやめて。自分を不当に評価されているみたいで甚はなはだ不ふ愉ゆ快かいだわ」

　そういうところはプロフェッショナルらしかった。

「直すって言ったけど直るのか？　背中。腕うでのほうはなんとなく元通りになるのはわかるけど」

　生物の治ち癒ゆは最終的には肉体自身の持つ修復能力に依い拠きよするものである。そしてその修復能力は生きている者のみが備えうるものなのだから、死体である偲に自然治癒はありえない。という理り屈くつは、今いま更さら言うまでもないことだった。

「あたしが直すと言っているんだから直せないはずないでしょう。黙だまって直されればいいのよ」

　言いながら、また背中にゲル状の何かを塗ぬりつける。

「ってことはこれも治ち療りよう行こう為いの一つってわけか……。詳くわしい原理は──いいや、訊きかないでおこう。聞かされたところでどうせよくわかんないんだろうし」

　乱暴ながらも火傷の背中を這はう指がほんのりひんやりと気持ちよかったのもあり、ヒツギの言葉に甘えて直されるままに背中を預ける。

　そのまま、思考は埋まいについてへと移る。

　昨夜、夜の闇やみへと消えて行った幼おさな馴な染じみ。

　自分の想おもいを守るために、覇は曲まがり恋こい文ぶみを、唸うな吠ぼえ去殺こころを、そして自分を殺した彼女。

　埋によってすべてが明らかにされた今でも、未いまだ胸の内の大半を占しめるのは、それでも信じられないという、感情からくる頑かたくなな否定の思いでしかない。

　彼女に捨てたと言われた、ともにあった十五年は、容易に現実を認めようとはしない。

　しかし、それは当然のことだ。

　それこそ、それがどれほどに歴然とした事実であり、信じることが愚おろかだと思われようとも、そしてなにより自分自身がそう思おうとも、生前を捨てていないというのならば、最後まで、たとえ一滴てきでも一粒つぶでも、自分が知る故こ不ふ院いん埋まいという少女を手放してはならない。

　それを失なくしてしまえば、もはや偲しのぶは彼女を責せめることしかできなくなる。

　そんなのは、嫌いやだ。

　自分は彼女を糾きゆう弾だんし傷つけたいわけではないのだから。

　だから、偲は信じる。

　いつか、あるいはすぐにでも訪おとずれる埋との決着において、彼女を止めるために。

　そんな偲の余計な思考を察知でもしたのか、ポツリとヒツギが言葉を零こぼした。

「…………噓うそ吐つき」

　完全に弛し緩かんしきっていたところに唐とう突とつにそんなことを言われ、偲は思わず面食らう。そんな偲が言葉を見つけ出し何事か言う前に、さらにヒツギが台詞せりふを捩ねじ込んでくる。

「アンタは、噓吐きよ」

　それは紛まぎれもない糾弾だった。純じゆん粋すいに怒いかりのみが練り込まれたヒツギの言葉に、彼女が自分の何に対してそんなことを言ってきているのか、さすがに偲も気がついた。

「……なんだ、その、……悪かったよ、勝手に抜ぬけ出してさ」

　自分のしたこととそれが招いた結果を振ふり返ってみれば、自分の行いが間ま違ちがっていないと思い、また選せん択たくの余地はなかったと思いつつも、バツの悪さを覚える。形だけを見れば、偲は忠告に近いヒツギの命令を無視しあんな事態に巻き込まれ、そのうえ、偲と埋という関係においては無関係に位置していたヒツギに助けてもらった──巻き込んでしまったのだ。彼女の性格からすれば、他者の面めん倒どう事に煩わずらわされるなど到とう底てい我が慢まんならないことである。

　だから彼女のこの怒いかりは当然のものだ──と、偲は解かい釈しやくを誤あやまっていた。

　その間違いがなんだかムカツいたので当然ヒツギは修治理療中だった目の前の背中を引っ搔いた。

「だから悪かったって！」

「………………約束」

　多く言葉を繫つなげるのもわかってくれと言っているようで癪しやくなので単語で短く、自分の怒りの理由を表現する。その言葉に対しては、幸い偲とヒツギの間に共通した意味があったので（それ自身が持つ軽重はともあれ）、ストレートに彼女の言わんとしたことは伝わった。

　そこまで言われて、ようやくに自分が何に対して弁明抗こう弁べんをすべきかを悟さとる。

　一度解釈を間違えているがために慎しん重ちように、いっそ小細工など弄ろうせずに自分の思うところを率そつ直ちよくに述べるべきだと判断する。自分の言いたいことに合がつ致ちする言葉を探し縒より合わせ。

「その、なんだ。おれは、破れる約束しかしない人間だ。いや、約束は破れるものだと思ってる人間って言うべきかな」

「左腕うでを出しなさい、指先から刻んであげるから」

「最後まで話を聞けって。あのさ、絶対に守らなきゃいけない約束なんて、それはもう約束じゃねぇじゃん。約束ってのはこう、なんつーか、契けい約やくとか損得とかの上に成り立つものじゃなくて、守ろうっていう意志の上にあるべきだと思うんだ。でさ、意志の上にあるものだとしたら、そんなのいくらでも破れるわけだよ。諦あきらめたり心変わりしたりすればいいんだからさ」

　ヒツギの表情は変わらない。どころか、益ます々ます悪い方向に傾かたむいている気がした。

「でも、だからこそ、守ろうっていう気になるわけだよ。守らなきゃって思うわけだよ。少なくともおれはそう思う。そのための約束だよ」

「下手な言い訳ね。それは結局アンタの意志以外に何の保証もないということでしょう」

「そんなもの、お前にとっては何をしたって保証にならないだろう？　だから信じてもらうしかない。ここまでを見て、これからを」

　真しん摯しな態度が伝わるように、顔をヒツギに向ける。しかし、彼女はそれから逃にげるように顔を逸そらし、自分の爪つま先さきに視線を落とした。

「そんなの信じられるわけないでしょう。出ていったときも、戻もどってくるか疑っていたわ」

　ヒツギが動いたのは、何も彼が心配だったわけではない。そんなことはありえない。断じてない。絶対ない。そうではなく疑っていた。自分の下もとからいなくなったのではないかと、思っていた。もちろんそれがあのときの感情のすべてではなかったが、それでも疑念があったことは確かだ。

「でも、アンタは戻ってきたわね」

「約束しただろ」

　偲しのぶにしても、戻った理由はそれだけではない。あのとき感じたものや抱いだいたものは、あまりにも多量で複雑で、たかだか半日程度で片付けられるようなシロモノではなかった。けれどやはりヒツギと同じように、それが理由の一部であったことも、事実。

「……けれど、やっぱり、あたしは信用なんてできないわ」

　人は裏切る。手のひらは返され前言は撤てつ回かいされる。

　それを痛いほどに、ヒツギは理解していた。

　その痛みは、言葉で塞ふさげるほど、時が癒いやせるほど浅いものじゃない。

「だから──選びなさい」

　声が、偲の耳元で囁ささやかれる。その密ひそやかな声に偲の背筋がゾクリと震ふるえた。常の彼女の声からは微み塵じんも感じたことのない、恐怖とはまた違ちがう種類の、背筋を震わせる声。艶つやめいた、誘さそうような、事務的機能的ではない感情や情じよう緒しよの滲にじむ、人間の──少女の色を持つ、声。

　その声が囁ささやく。

「あたしのしるしを刻んであげる。アンタがあたしのモノだっていうしるしを」

　いつの間にか、ヒツギが目の前に回り込んでいた。

　椅い子すにもたれた偲しのぶの視線の位置に、立つヒツギの顔がある。

　言葉の端はし々ばし、あるいはその表情からなんか不ふ穏おん当とうな空気を感じる。

「しるしって、なんだよ」

「しるしはしるしよ。ぐだぐだ言わずに選びなさい。どこに欲しい？　手？　頰ほお？　それとも」

　先ほどまで偲の背中に塗ぬっていたものであろうゲル状の物質で妖あやしく滑すべり光る指先で、意味ありげに自らの唇くちびるを軽くなぞった。指先の軌き跡せきが唇へ妖よう艶えんにグロスの跡あとを残す。

「は、は？　手？　頰、に唇、って」

　そこから連想されるものに男子高校生の想像力が補正をかけて、彼女が何をしようとしているのか勝手に絞しぼり込む。絞り込み、なぜか逃にげようと体が動いた。そんな身を引きかけた偲しのぶの先回りするように伸のびたヒツギの手が頭を捕とらえ引き戻もどす。

「ああもういいわ、アンタの意見なんか知らない」

　焦じれて、というよりもそもそも選せん択たく権など与あたえる必要などなかったと悔くいるかのように偲から迷う時間をさっさと取り上げ己おのれの目的を成じよう就じゆするために動き出した。ぐいと摑つかんだ偲の頭を、間に挟はさまる椅い子すの背もたれも無視して自らへと引き寄せる。椅子ごとバランスを崩くずしそうになることも構わずに手た繰ぐり寄せた偲の顔を、ヒツギは自らに近づけると。

　そのまま偲の右の耳たぶを口に含ふくみ、思いきり嚙かんだ。

「痛っ」

　甘嚙みではなく本気で歯を立てられているのを、皮ひ膚ふや筋肉の切れる感覚で知る。

　そのまま傷を抉えぐるように何度か嚙まれ、ようやく偲の耳たぶは解放された。

「なっ、なにすんだ！」

　慌あわてて確かく認にんする耳たぶはヒツギの唾だ液えきで湿しめっている。しかしその液体の膜まくを通した上からでもわかるほどにはっきりとした傷きず痕あと──歯形が耳たぶに残っていた。

「何をって、言ったでしょう。しるしを残すって」

　平然と言ってのけるヒツギにはからかっている様子もなければ噓うそを吐ついている様子もない。

「あくまでも仮のしるしだけれどね。正式に刻み込むにはアンタはまだまだだし、今の状じよう況きようでそんなものを刻んだら、それを目印にされてまた面めん倒どうなことになるから、今はそれだけ。でも、仮のものでもしるしはしるし。アンタがあたしのモノであるという、確固たる証あかしよ」

　自然治ち癒ゆ能力は前述のとおりなくなっているため、この傷はヒツギが直そうとしない限り直らず、半永久的に残ることになる。文字どおり刻まれたというわけだが……、異性の歯形となるとどこかヒツギの意図しない意味合いも勝手に表れてしまうような気がした。それはともかく。

　彼女はそれで一応の満足は得られたようで、小さく確かく認にんするように頷うなずく。

　んなことしなくてももう勝手にどこにも行きゃしないってのになぁ……。

　その傷痕を言うことを聞かない自分に嵌はめた首輪程度としか捉とらえられなかった彼は、もう消えることのない、いつまでも生々しい『しるし』を撫なでながらそんなことを思った。

　自分の所有権を形に表したヒツギは作業に戻もどり今度は黙もく々もくと修治理療を遂すい行こうする。最後にでかいシップを、背中を覆おおうように貼はりつけて火傷やけどと矢傷の修理は終しゆう了りようした。

　修理に使ったゲル状の何かをタオルで拭ぬぐいながらヒツギが次の指示を飛ばす。

「じゃあ今度は腕うでね。前向いて、座り直してくれる」

　その言葉に従って偲しのぶは体の向きを変えた。




「悪い話と疑問に思う話とどうでもいい話の三つがあるんですけど、ヒツギはどれから聞きたいですか……って氏しか姓ばねサン。いくら死んでいる身、法律に縛しばられない存在であるからといって、いえ、だからこそ、道徳的倫りん理り的によりいっそう自らを戒いましめねばならないと思いますよ」

　ヒツギの部屋にノックもなく入ってきた冥めい途どは、部屋の中にいたヒツギと偲の状態を視し認にんすると、そんな「あんたに言われたくねぇよ！」と突つっ込みたくなること請うけ合あいの忠告をおもむろにした。突っ込み役の偲としては、当然突っ込むべきであったのだが、できなかった。

　上半身裸はだかの偲が、ヒツギを膝ひざの上に乗っけて、向き合った状態では。

　その気が微み塵じんもなかろうとも指し摘てきされた時点で、なかったはずの疚やましさや後ろめたさが湧わき上がってくるのだ。

「いや、違ちがっ、そういうのじゃにゃい」

「嚙かみましたね」

「いみゃ、ちにゃ、ちょういうのにゃ、みゃい！」

「ちょっと可愛かわいらしくなってきましたよ」

　もはや冥途の中には道徳倫理の遵じゆん守しゆを呼びかけるつもりなど欠片かけらもなく（そもそもあったかどうかも疑わしいが）、嗜し虐ぎやくしかないのはわかっているのだが、それでも抗こう弁べんせざるをえない。

「ハイ、チーズッ」

「撮とるなぁっ！　しかもデジカメじゃねぇか、ネットで世界に配信する気かよ！　……ああその手がって顔しやがった！　しまった、墓ぼ穴けつ掘ほったか！　おれはあしたから後ろ指差され組！」

「むしろ後ろから刺さされ隊かもしれませんね」

「リアルに怖こわいわっ」

「静かにして。動かないで。腕、前後逆に繫つなげるわよ」

「はい……」

「で、話が三つあるって言ってたけど」

　偲の膝に乗ったまま片手で千切られた腕を支え、もう片手で釣つり針ばりのようにわずかに湾わん曲きよくした縫ぬい針をピンセットで摘つまみ忙せわしく縫い合わせているヒツギが話を促うながす。

「後にしてもいいですよ？　ヒツギは今忙いそがしそうですから」

「ん、気にしないでいいわ。大体のところは終わったから、後は繫ぎ合わせるだけだし」

「そうかっ、どうりでさっきから腕うでが痛いと思った……ていうか痛っ、チクチクと痛っ！」

「我が慢まんしなさい。麻ま酔すいなんか効かないんだから」

　我慢しろと言われれば我慢できないこともないが、やっぱり自らの皮ひ膚ふや肉を針で刺さされているのだから痛くないわけがない。それでも、生きている身で錐きりの山に刺された腕や矢に撃うたれた足に包帯を巻きつけているヒツギを見てしまうと、文句はあまり言えなくなる。そのような状態でも、ヒツギの手の動きに澱よどみがないのは、さすがというべきなのだろう。

　偲しのぶの沈ちん黙もくを確かく認にんして、冥めい途どが中断した話を再開する。

「それじゃあどれから話しましょうかね。一応、トークテーマが書かれたサイコロも作ってきたんですけど、使いますか？　ちなみにテーマが三つしかなかったので、残りは全部当たり目です。商品は食器用洗せん剤ざいと洗せん濯たく用洗剤、洗カ足タ用ギ洗剤の詰つめ合わせになります」

「当たりの確率、高たけぇっ！　洗いたい放題だな！　っていうか一個だけ家庭用じゃない！」

「重要度の高いものから、話して」

「痛ぁっ！」

　言葉の締しめにキュッと糸（どうでもいいが細すぎて見えない）をヒツギに手た繰ぐられ偲が悲鳴をあげた。その様に、満足げに冥途が頷うなずき、三枚のカードを取り出す。そのうちの一枚を手に。

「それでは悪い話から。どうにも今回の件で唸うな吠ぼえサンのバックに目をつけられたっぽいですね。今夜の──もう昨夜の、ですか。昨夜の火事の件なんですが、とりあえず両隣どなりの教室にまで延焼しただけで済んだようですよ。警察は、スプリンクラーや警備システムが切られていた点と、ガソリンが使用された点から事件と見て捜そう査さをしていくようです」

「それのどこが、冒ぼう頭とうの結論に繫つながるんだ？」

「焼死体──、出てきませんでしたよね。普ふ通つう、学校の不ふ審しん火なんかより、謎なぞの焼死体のほうが話題になりますよね。話題にならなくとも、情報としては第一報で提示されますよね。それがありませんでした。ガソリン程度では、死体を残さず焼くのは無理ですから。となると、唸吠サンの死体があったという情報は、どこかで握にぎり潰つぶされた、ということでしょう。それを握り潰して得するのは誰だれか。そう考えれば、冒頭の結論にたどり着きませんか？」

「行動が早すぎねぇか？」

「殺されたのは、時間的なことを考えれば一昨日の夜、ヒツギたちと遭そう遇ぐうしてから昨日の夜の間。で、その間に定時連れん絡らくの時刻があったりすれば相手は不審に思うわけです」

　そのあたり、どうなんだろう、とファミレスでの去殺こころのいい加減さを見ている偲は思うが、あの後懇こん々こんとホームリさんとやらに説教されて悔くい改めたのかもしれない。

　まあ、いずれにしろ事実は事実だ。

「厄やつ介かいなことになりそうね。そのへん、ヨイミチに頼たのんでおいて。また高くつきそうだけど」

「ヒツギが素す足あしで上うわ履ばき用靴くつを履けば一発で解決なんですけどね、料金の代価は」

「嫌いやだから！」

　本気で嫌いやなようだった。

　そんなヒツギはさておき、進行役の冥めい途どが話を進める。

「さて次は疑問に思う話、ですが。これはヒツギではなく氏しか姓ばねサン向けの話ですかね」

「え、おれ？」

　さて何だろう。ここでまず思い浮かぶのは埋まいのことだが──

「残念、違ちがいます。ここで話すのはずばり、『精神感応性金属』のことでして。話してしまってもいいですよね、ヒツギ」

「そうね。話してやっても、いいかしらね」

　縫ぬいつつ、ヒツギは言葉を続けている。

「まあ要するに、あれが『虚動素子エーテリウム』ってこと」

「うん？　なんだそれ」

「……冥途。包帯をコイツの首に」

「え、ちょま、待って！　思い出すから、思い出すから！」

　無理もないと思うのだ。昨日今日と立て続けに発生した出来事は──どころか、ここ二週間ほどで遭そう遇ぐうした出来事は、あまりにも強きよう烈れつすぎた。直接体験しない、自分の身に降りかかったわけでもない、実感の伴ともなわない単語など、いくら言われたところでその他の鮮せん烈れつな記き憶おくの数々に上書きされてしまい、まったく記憶にない。それでも首を絞められるのは嫌だったので、必死に記憶の底からその単語を拾い出す。拾い出すと疑問が湧わいた。

「あれ、それって確か、ココロちゃんが欲しがってたものだったよな。だとしたら、なんでココロちゃんはあの腕うでを、単なる逃とう亡ぼう阻そ止しの担たん保ぽぐらいにしか考えていなかったんだ？　お前の言うとおりなら、腕を取ったあの時点で終わりだろ。それをなんでわざわざ……」

「さあ。単にどういうふうに使われているかを知らなかっただけじゃない？　いずれにしろ、奪うばわれることなく手元に戻もどってきた。事実はそういうことでしかないでしょう」

　ヒツギの言うことはもっともだった。いずれにしろ腕は返ってきたのだからよしとしよう。

「アンタの身体からだを動かしているのはそれ。名前から推すい測そくつくだろうけど、精神感応性──つまりは思うとおりに動く金属ってこと。それが中に仕込まれているから、アンタは思い通りに動くことができるのよ。他ほかにも色々と、感覚関係の話もあるけどこれ以上は面めん倒どうくさいからカットするわよ」

「うん、まあ、十分だ」

　知ったところで、疑問を解消する以外には意味のない話だし。

「それで残りは？　どうでもいい話ということだったけれど」

「氏姓サンの幼おさな馴な染じみサン──故こ不ふ院いん埋サンの話、です」

「一番どうでもいい話じゃねぇよ」

　むしろ他の話のほうがどうでもいいとさえ思う。あの後、埋の生死すら確かく認にんできなかったのだ。あの高さからあの負傷で飛び降りて、果たしてどうなるかなど、正直想像もしたくはない。自分の中での考えはある程度まとめたものの、実際の安否は不明とくれば結論を焦あせる。

「あいつは、どうなったんだ」

「結論から言えば、生きている──んじゃないかなぁ、という感じです」

「なんだよ、それ、もっとちゃんと答えてくれよ！」

「と言われましても、たかだか半日ですよ？　消防や警察のような組織の情報を得るのはセキュリティさえ考えなければ簡単ですが、一個人の状態になるとむしろそっちのほうが調べるのは大変なんですから。一応の補ほ足そくとして、まだどこの医い療りよう機関にもお世話にはなっていないようです。自分で手当てでもするんでしょうかね。あの怪け我がでは、限界があると思いますが。学校に入った警察にも見つかってないようですから、少なくともあの学校で死んでいることはないと思いますが、それ以上のことはちょっとわかりかねますね」

　そう言われてしまえば、偲しのぶはもう何を言うこともできない。冥めい途どが何もかも知っているなどと思うのは偲の勝手な幻げん想そうだ。そりゃそうなのだ。冥途は万能じゃない。

「そう、か」

　本当は自分の目で確かく認にんしに行くのが一番なのだろうが、そんなことできるはずもないし、ヒツギが許してもくれないだろう。

「あの女が簡単に死ぬものですか」

　唐とう突とつに、ヒツギがそんなことを言い出す。ひょっとしてこれは慰なぐさめているのかと偲が驚おどろきつつその顔を見ると、すぐに違ちがうことがわかった。その顔には同情とか慈じ悲ひとか優やさしさとか、そんな労いたわりの色など微み塵じんもない。むしろしぶといゴキブリを見るかのような表情が張りついているのだ。

「あの女、いったい何なの」

「何なのって、どういう意味だよ」

「そのままの意味よ。あの女は何者なの。あの女はね、おそらくアンタと同じ特性を持ってるわ。爍己態アストラル・アークも見えなければ澱爍態アツシユでもない以上断定はできないけれど」

　特性。ヒツギの言うそれは、異常なまでの環境順応能力。偲の地味な特性だったはずだ。

　それが、同じとは、どういうことか。

「正確に言えば、同じ根本を持ちながらも異なる方向性を持つ特性というべきね。順応順応というけれども、実際、物事に順応するには、二種類の方法がある。その環かん境きようで生きていけるように自身を変えるか、環境そのものを自分の生きやすいように変えていくか。アンタの場合は前者、自身を変革させ環境を受け入れることによって環境に順応する。けれど、あの女がもしそうなら後者、自身を押し通して周囲を変革させる。理想の自分に成るように、自分の理想を成し遂とげられるように」

「変革って、そんな大層なことがあったようには思えなかったぞ」

「周囲といっても、特性はあくまでも個人のものであるから、相手が肉体という器に入っている限り他人に影えい響きようを及およぼすことはないし、自分自身にしても中身に引きずられ変異するほど簡単なものでもないから、いきなり羽が生えたり腕うでが増えたりということはないけれどね。それでも、確かに変化はする」

「そんな話、そう簡単に信じられるかよ」

　自分自身のこともある。そしてヒツギが言うのだからそういう特性があってもいいのかもしれない。けれど、それが彼女に、埋まいにあるとは思い辛づらい話であった。

「つまりアンタの知るあの女は、当然のように唸うな吠ぼえ去殺こころのようなヤツを殺すことができると？　能力的にも、精神的にも」

「あいつが、そんなことできるわけ……」

　言葉が尻しりすぼみになっていく。彼の知っている彼女は、けしてそんなことをできる人間ではなかったが、それも今となっては空むなしさを覚える。自分は彼女の何を知っていたのか、と。

　あんな彼女を見てしまっては。

「あの女の特性はね、単純に言えば、著いちじるしい成長をもたらすものなのよ。肉体的にではなく精神的にね。目指すものがあって、それが現状の自分ではどうにもならない場合、それが可能となるように精神を変容させるモノ。例えば、誰だれよりも足が速くなりたいと思ったとする。けれどもそれが今の自分ではけして叶かなえられるものではないと自覚したとき、その特性は、精神はその望みを叶えうる形に変容する。ただひたすらに、誰よりも速く走ることに特化した精神構造へと変化させるのよ。とはいってもそんな物ぶつ騒そうな話じゃないわよ。この場合は。フィジカルでもメンタルでも理想的なトレーニングを積んで、必要最低限の栄養を摂せつ取しゆして、速く走るということに関係のないすべてを断つ──、ただひたすらに速く走ることだけを目指す機械になるのでしょうね。もちろん、それが目的の邪じや魔まになるなら人間としての楽しみや喜びすらもそれは切り捨てさせるわ。たとえどれほどにお酒が好きでも、それが速くなることに邪魔だと判断したら、一いつ滴てきも飲まなくなる。けれど、本人はそのことにすら気がつくことはない。苦痛だとも思わない。そういうふうに変革されるから。速く走ることだけがもっとも楽しく、嬉うれしく、気持ちのいいことだと認にん識しきするように変化変容させられるから」

　それは元を知っている人間からすればぞっとする話だ。自覚しないうちに、自身の頭の中身が塗ぬり替かえられ組み替えられているのだと考えると。

「そしてそれは当然のことながら本人の意志力に比例する。強い願いと自身の力量不足の悟さとりは、人間に自己改革を望ませる。こうありたい、ああなりたいと。あの女の意志がどれほどのものかは、『虚動素子エーテリウム』の拘こう束そくを破ったことで証明済みよ。他人の、それもあれを扱あつかうことにかけては専門家エキスパートであるあたしのこめた意思を、素人しろうとであるあの女が力ずくで破ったんだもの。まあ、あれはもう意志というよりは狂きよう信しんや狂気に近いものだけれど。そんな強固な意志を持つ人間が、その特性を持っていたなら、唸吠去殺を殺すことができても不思議ではないし、そうでなければ説明はつかないでしょう。あの女は、あれを自らの願望と位置づけたのよ」

　あれが。あの結果の先に、故こ不ふ院いん埋まいの望むものがあるというのか。

「で、でも、だったらなんで今いま更さらなんだよ。十五年、十六年近くも一いつ緒しよにいたんだ。本当にあいつが、あんなのを望んでいるとしたら、遅おそすぎるだろう、その……おれが殺されるには」

「アンタも大たい概がい馬ば鹿かね。あの女の本来的な願望がアンタを殺すことにあったわけじゃないでしょう。アンタを誰だれにも渡わたしたくなかった。それが根本となる願望。その願望は、わざわざアンタを殺すという最大のリスクを負わずとも叶かなえ続けられるものであったのね。けれど、それも長くは続かなかった。きっかけがあり、アンタが他人の手に渡る可能性が出てきた。あの女からすればそれは絶望よね。で、その絶望は強い感情を生み──そのへんはよくわかるわ──今まで法律やら倫りん理りやら道徳やら、特性を抑よく制せいしていた枷かせを壊こわした。そうなればあとはもう恐こわいものなしね。なりふりなんて構わない、後先なんて気にしない。ただ己おのれの願望に忠実に」

　氏しか姓ばね偲しのぶを殺した。誰にも渡さないために。

　もはや反論の言葉はなかった。

　沈ちん鬱うつな表情の偲に、ヒツギは続ける。

「思い違ちがいをしているようね。特性もまた人間が生まれながらに持っているものだけれど、それは単なる土ど壌じようでしかないわ。道具に善悪の概がい念ねんがないように、その特性に責任の一部でも押しつけるのは間違っている。あの女の行動はすべて、あの女の意志に責任があるものよ。それがどんなにアンタにとって受け入れ難がたいものであっても」

　そう言うヒツギの横で、偲が考えていたのは別のことだった。

　終わったことに対する諦てい念ねんではなく、これからをどうするかを考えていた。

「……だとしたら、元に戻もどすことはできるんだよな」

　答えはもはや決まっていると言わんばかりの力強い口調に、ヒツギは不ふ穏おんな空気を覚える。

「アンタ、馬ば鹿かなことを考えているんじゃないでしょうね」

　機先を制するつもりで先に口にしたヒツギの非難めいた言葉を、偲は無視した。

「答えてくれ。あいつが変わってしまったのが、願望の問題だって言うんだったら、それを変えてやればあいつは元に、おれの知っているあいつに戻るんだな」

「まるで今のあの女が化け物であるみたいな言い方ね。まあ確かにそうだけれど。結論だけ言えば、元に戻ることはあるでしょう。どれが『元』であるかは知らないけれどね。けれどそれはアンタ、酷ひどく傲ごう慢まんな考えだと思わない？　自分の意思で他人の願望を変えさせようだなんて」

　それが願望にとどまる限りにおいて、人間は何者にも束そく縛ばくされることはない。その願望が正しかろうが間違っていようが、善であろうが悪であろうが、世界平和だろうが人類滅めつ亡ぼうだろうが、すべて等しく願う権利がある。

　ヒツギにしても、埋が願望に従って起こした行動が、自らの利害と対立するからこそ、ああして刃やいばを交えたのであって、それが部屋の隅すみで膝ひざを抱かかえて神にでも祈いのるように願うだけだったり自分に害の及およばないものであったのならば、そこにまで立ち入る気はなかった。

　かく在ろうという意志、かく在りたいという願望に対して、口では何を言いつつも、ヒツギはそれなりの敬意を払はらう。外からではそうは見えないし、埋まいに対しても散々罵ののしっていたのでわかり辛づらいかもしれないが、それでもその内容をとやかく言う前に、そういったものを持ち続けていることに対しての一種共感にも似た敬意を持っていた。もちろん、その願望の内容がヒツギにとって気に入らなかったりした場合は、敬意を持って罵ば倒とうしたりするのだが。

　ちなみに偲しのぶは例外である。だってモノだし。

　そんなヒツギにとって、偲の発言は癇かんに障さわるものであった。

　ヒツギの言葉を受けて、偲は難しそうに小さく唸うなり自分の考えをまとめる。

「それが傲ごう慢まんなのかどうかなんて、おれには判断がつかないけどさ。でもそれが最善のものじゃないんだったら、周りが気がつかせてやらないと駄だ目めだろ」

「それこそ大きなお世話よ。大体、何が最善かなんて本人にもわからないのだから、他人にわかるはずがないでしょう」

「確かに個人レベルではわからないけどさ。最善っていうのが最終的にどんな形で現れるかなんて、決まりきってるだろ。笑え顔がおだよ、笑顔。みんな笑えてりゃ、それが最善だったってことだ。たとえ願いが叶かなわなくてもさ、笑えるってことは幸せってことだろ？」

「呆あきれたわ。どこまでもお気楽な思考をしているのね、アンタは」

「お前はいつも辛しん気き臭くさい顔しすぎなんだよ。ほら笑ってみろよ笑って」

「な、なにす、うにゃーっ」

　左手で頰ほおを摑つかみ無理矢理に伸のばして口角を上げてみせようとしたところ、逆ぎやく襲しゆうに遭あう。

　縫ほう合ごう用の針先でところ構わず刺さされる。

「痛いっての！」

「人の頰をいきなり抓つねるほうが悪いに決まってるでしょう」

　ごもっともだった。笑わせるつもりが口角は怒いかりを示してしまっている。ノリで気分を害してしまい、後に言葉を続け辛づらくなったなぁと思いつつ、ここで言っておかなければ後々また絡からまれることになるのはわかっていたので、先んじて宣言をしておく。

「だからおれは、諦あきらめないよ。あいつが願うものも望むものも、何一つとして満足に与あたえられないかもしれないけれどさ。かといってあのままにはできない。そんな結論をおれは認めない」

　ヒツギの表情は変わらず、心なしか結んだ唇くちびるのへの字がより鋭えい角かくになった気がした。

「アンタが何を考えていようと勝手だけれど、アンタはあたしのモノなんだからね」

　言葉に同調するように、先ほどつけられた耳の傷がチクリと痛んだ。

　その言外にある内容を、今度は正しく読み取り偲は頷うなずいた。

「わかってるよ。約束は守るって」

「それじゃあ、その『約束』とやらが本気なのか、試ためしてみましょうか」

　偲しのぶの言葉に、ニヤァという表現が似合う、意地の悪い笑えみがヒツギに浮かぶ。偲には、その笑みが悪あく魔まのそれにしか見えなかった。緊きん張ちよう感で背筋が反射的に伸のびる。

　その反応にもさらにニヤリとして、ヒツギ。

「ベッドまで運びなさい。言ったでしょう、一いつ睡すいもしていないって。もう一歩も歩きたくないし、一本の指も動かしたくないのよ」

「そんなこと、か」

　心構えに反する余りにも軽すぎる要求に、思わず偲は怪け訝げんな表情になるが、命令を出したヒツギ本人はいたって真ま面じ目めらしい。本人がそれでいいなら別にいいけど。と、言いそびれていたことを思い出した。

「ああ、そうだ、ありがとな」

「何に対しての礼なのかしら。心当たりが多すぎてわからないわ」

「まあ色々とだよ。色々」

「もし昨夜のことを言っているのなら、礼なんて必要ないわよ。あたしは主人として当然のことをしたまでなんだから」

　キッパリと言いきるヒツギを前にもう少しきちんと礼を言おうかと思いやめた。そんなものを彼女が求めていないこともわかったし、なにより、ヒツギは目を閉じてウトウトとしていた。

　まあ一昨日から今日まで色々あったし、なにより一番体を張ったのは彼女なのだから、電池が切れたように眠ねむりに入っても無理はないのかもしれない。

「じゃ、言われたとおりにするとしますか」

　今や完全に寝ね入いっているヒツギを起こさないように、ゆっくりと持ち上げる。先ほどまで使っていた針やらなにやらはケースに収められサイドテーブルに置かれていた。縫ほう合ごうしたばかりの腕うでも動かしても外れることはなく、指先まできちんと動きそこには感覚が伴ともなっている。そのことに関してはもはや不思議を通り越こしたところで理解するしかなかった。

　過不足なく思いどおりに動く腕でヒツギを同じ部屋の中に設置されたベッドへと運んでいると。

「うわー、これは酷ひどく犯罪的な匂においのする動画になりますよ」

　そんな偲の姿をレンズに収める冥めい途どがいた。すっかり忘れていた。

「てめ、それデジカメじゃないのかよっ」

「最近のデジカメはビデオにもなるんですよ。それよりも氏しか姓ばねサン、静かにしてください。ヒツギが起きてしまうでしょう」

「酷く真っ当なことで怒られた……」

　これ以上冥途に怒おこられると凹へこみそうだったので静々とヒツギをベッドに運び寝かせた。

　起こさないうちに、また冥途に怒られないうちにその場を離はなれようとすると、途と中ちゆうでその冥途に引き止められる。デジカメは手になく、顔もいつもより少しだけ険しい。

「私は、約束は絶対に守られるべきものであると思いますし、意志はすぐに変わるものだと思います。氏しか姓ばねサンの言うことは屁へ理り屈くつですし、はっきり言って信用できません。一度でも、ヒツギの言うことを聞かず勝手に行動したという事実は、絶対に忘れないでしょう」

「あんた、また盗ぬすみ聞きして──」

　伸のびてきた冥めい途どの手が、背中と同じ処置が施ほどこされた偲しのぶの左手を握にぎり、そのままギリギリと締しめてくる。身体からだの芯しんに響ひびく痛みであったが、偲はそれに対する悲鳴は、続かなかった抗こう議ぎの言葉とともに吞のみ込んだ。

「私は言いましたよね、約束を破ったりしたら、嫌いやですよ、と」

　硬こう化かし研とぎ澄すまされた声が偲の背筋を振ふるわせる。握り締められた手がさらに強く握り込んでくる。そのまま左手が握り潰つぶされるのではないかという錯さつ覚かくを覚えるほどの握あく力りよくを加えつつ。

「その傷の意味を、どうぞよく考えてくださいね」

　ふっと圧あつ迫ぱくから解放されたが、偲は手を引くことができなかった。冥途がその手をどけるまで、偲はジッとその場で固まっていた。冥途は一いつ瞬しゆん前の剣けん吞のんなやり取りなどなかったかのように、つかつかとベッドで寝ねているヒツギの下もとに歩み寄り、偲では至らなかったベッド回りを整え始める。ガルガンチュア（ぬいぐるみ）とパンタグリュエル（ぬいぐるみ）をヒツギの両脇わきに配置すると、手招きで来い来いと冥途が偲を呼んだ。逆らうのもちょっと怖こわかったので、呼ばれるままにベッド脇に立つ。
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「ほら見てください氏姓サン、ヒツギのこの嬉うれしそうな顔」

「いやおれにはいつもどおりのムスッとした顔にしか見えないんだが」

　偲しのぶのそれは言葉がすぎるが、かといって冥めい途どのいう嬉うれしそうな顔にも見えない。

「けどまあ、あんたが言うんだから、そうなのかもしれないな」

「ええ。できればこの子のこういう顔だけ見ていたいのですよ。それは時には怒おこったり泣いたりもするかもしれませんけれど、それが自分の生き様に満足し最さい期ごに笑えるためのものならいくらでもそういう顔をして構わないと思います。ですから私はそれを守るためなら、何でもしたいと思うのですよ」

「おれも同感だよ。あんたほどじゃないけどな」

　それは約束ではなく、決意。

　自分との破れない決まり。

「なーんて格好をつけていますけど、氏しか姓ばねサン、上半身裸はだかですからね。しかも背中にシップ」

「あぁっ！　言わなきゃわかんねぇのに！」

　最後の最後まで、なんとも締しまらない話であった。

　もちろん結局のところ、事態は何も、何一つとして、解決してはいない。

　泣なき空がらヒツギのことも、故こ不ふ院いん埋まいのことも。

　しかしそれは偲にしても同じだ。

　自分もまた、終わることなく、生き続けている。

　生き続けていれば、今のところ救いもなければ贖あがないもないこの話に、いつか救いや贖いのある結末を見つけることができるだろう。それがいつになるのか、そもそもそんな都合のいい結末に至るかどうかもわからなかったが、しかしそういう結末を目指すと結論づけた。

　自分の最善最良と思える結論を、生前と変わらぬ考えの下もとに。

　まあだからといって何をすればいいか、何をできるかは相変わらずわからないのだけれども。

　とりあえず、手始めにこいつくらいは笑わせてみたい。よく見なければわからないようなものではなく、大口を開け目に涙なみだを浮かべ声をあげるような笑い。一度でもいい、一いつ瞬しゆんでもいい、それができれば自分の目指すものにたどり着くことができるだろう。

　しかし、そんな少女の様子は。

「うっわ、想像できねー」

　ありえない光景に苦笑。

　偶ぐう然ぜんから発生し、強制によって定着しかけた位置。そこからさらに意志で選んだ道。無数の後こう悔かいと割りきり、諦てい念ねんが未いまだ胸の内に渦うず巻く中、それでも歩くと決めた道の先に、そんなものを見ることができるのならば、それは酷ひどく励はげみになる光景である気がした。怒いかり顔と仏ぶつ頂ちよう面づらと不満げな表情しか見せない、その目指す志を助けると約束した少女の寝ね顔がおにそんな遠い未来の幻げん想そうを重ねて、そこにある自らの居場所を空想して、知らず直された右手で耳を触さわり。

　そっか、一いつ緒しよに歩いていく──生きていくってことなのか。

　死んで失なくしたものと、こうなってから得たものを同じ単位で計ることはできなかったが、これからも在り続け、生き続けていくというのなら、隣となりに誰だれかが居ることは。

　彼女が隣に居る、彼女の隣に居るということは。

　きっと悪くないことなんだろう。

　傷きず痕あとの優やさしい疼うずきを感じながら、そんなことを思った。








あとがき






　ただでさえ分厚い（予定の）本書に、さらに読みたい人のいるかどうかもわからないあとがきまでつけるのはもはや無む謀ぼうを通り越こして自殺行こう為いではないかと思い、「あとがきは要いらないのではないでしょうか」と尋たずねたら苦笑とともに却きやつ下かされたので、あとがきます。




　初めまして、相あい生おい生い音おんです。

　といったところで、次に書くこともないのですが。本書の内容は読んでくださった方には言うまでもないことですし、そうでない方もチラシやカバーのあらすじを読んでいただければ大体どんなジャンルなのかは理解していただけると思いますし。でも念のため、あとがき派の人のために、本書がどんなものかを一言で述べると、『鈍どん器き』です。……ペーペーの新人のくせに三百ページオーバーとか、本当にすみません。お値段も相応のものになってすみません。しかし、←や→や↓や←に名作・良作（もちろんイラストや装丁など文章以外は他ほかの本にも負けないものですが）がある中、本書を手に取って、そのうえここを読んでいただいているということは、これはたぶん運命なのではないでしょうか。運命です。なので買ってください。

　……いやせっかくあとがきを書くなら少しでも販はん促そくしないと。




　というわけで、本書を出版するにあたり関かかわってくださった方々にお礼を。

　本書の発案から完成まで約一年半、さらに遡さかのぼること半年、合計まる二年、見捨てることなく色々とご尽じん力りよくくださった担当の三み木きさん、荻おぎ野のさん。お二人でなければ本書は（主に分量の点で）完成にまでこぎつけることはできませんでした。

　某ぼう有名作品の漫まん画ががお忙いそがしい中、本書にビジュアルを与あたえてくださった笹ささ倉くら綾あや人とさん。何も考えない、こーだったらおもしろいなーといった無責任さ溢あふれる本書のキャラクターや描びよう写しやを見事に形にしてくださり、感謝の言葉もありません。

　自分が本当に日本生まれの日本育ちかどうか疑わしくなるほど、誤字脱字や言葉の間ま違ちがい、誤用を指し摘てきしてくださる校こう閲えつさん。おかげさまで作者の無知が幾いく分ぶんか露ろ呈ていせずにすみました。

　毎回毎回、ＡＭＷを訪ねるたびにお茶を出してくださる方々にもお礼を。

　その他、作者も知らないところでご助力くださった方々、ありがとうございます。

　そして何より、本書を最後まで読んでくださったあなたに最大最上級の感謝を。




　それではまた、この続きが始められることを願って。





相生生音









相あい生おい生い音おん

とある紙束の減量記録。

１０３→１０３→１８０→１４６→１７９→１５３→１６４→１８１→１７３→１７５→１７５→１７４→１７５→そしてその結果が今あなたの手元に。

……減量失敗。
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笹ささ倉くら綾あや人と

犬猫と戯れることを妄想しながら、日々漫画やらイラストやらを描いてます。そろそろほんとに禁断症状が……！ ということで、ペット可の物件を真剣に探そうかと思ってます。









電撃文庫





泣なき空がらヒツギの死し者しゃ蘇そ生せい学がく











相あい生おい生い音おん
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